
（1） 令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（昭和41年2月14日 第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行） ２６６６号

発行所 株式
会社環境新聞社

今週の紙面

東 京 本 社  （03）3359 ｜ 5371
〒160 ｜ 0004 FAX（03）3351 ｜ 1939
東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 ｜ 1 ｜ 3
 （第 1富澤ビル）
大 阪 支 社  （06）6252 ｜ 5895
〒541 ｜ 0056 FAX（06）6252 ｜ 5896
大阪市中央区久太郎町 3 ｜ 1 ｜ 15
……………………………………………
新規購読用 （0120）1972 ｜ 65
https://www.kankyo-news.co.jp/
……………………………………………
振 替 口 座  ００１５０ ｜５ ｜２０２８６
年間購読料　 ２６，４００円（税込）
……………………………………………

©環境新聞社　２０２３

ＧＸ施策受け要望書提出
自立資源供給産業を標榜
産業・資源循環議員連盟ほか２団体

下
水
道
展
'23
札
幌
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
〜
40
面

　

今
回
の
中
東
３
カ
国
訪
問

の
う
ち
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
議
長

国
で
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
つ
い
て

は
、
岸
田
首
相
が
17
日
の
ム

ハ
ン
マ
ド
大
統
領
と
の
首
脳

会
談
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ

リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ

ブ
構
想
と
、
同
構
想
に
グ

リ
ー
ン
素
材
分
野
も
合
わ
せ

た
よ
り
広
い「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

グ
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

構
想
の
実
現
に
向
け
、
協
力

し
て
い
き
た
い
旨
を
述
べ
、

ム
ハ
ン
マ
ド
大
統
領
の
賛
同

を
得
た
。

　

ま
た
、
両
首
脳
は
、
気
候

野
心
、
脱
炭
素
化
お
よ
び
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
協
力
の
強
化
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28

の
成
功
に
向
け
、
国
際
社
会

の
気
候
行
動
を
主
導
す
る
こ

と
で
一
致
し
、
17
日
に
気
候

行
動
に
関
す
る
共
同
声
明
を

発
出
し
た
。

　

声
明
に
よ
る
と
、
ク
リ
ー

ン
水
素
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
そ
の
派
生
物
の
役
割
を

含
め
、
世
界
の
気
温
上
昇
を

１
・
５
℃
に
抑
え
る
こ
と
を

射
程
に
入
れ
続
け
る
た
め

に
、
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
排
出

削
減
技
術
を
開
発
・
実
装
す

る
重
要
性
を
確
認
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
25
年
の
日
本
で
の

大
阪
・
関
西
万
博
に
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
へ
の
ア
ン
モ
ニ
ア

専
焼
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
電
力

を
供
給
す
る
こ
と
を
見
越

し
、
20
年
ド
バ
イ
万
博
を
開

催
し
た
Ｕ
Ａ
Ｅ
か
ら
日
本
へ

の
将
来
の
ク
リ
ー
ン
ア
ン
モ

ニ
ア
の
供
給
を
歓
迎
す
る
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
脱
炭
素
化
を
加
速

さ
せ
る
上
で
の
先
端
技
術
の

役
割
を
確
認
。両
国
間
の「
包

括
的
・
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）」
の
下
で
、
脱

炭
素
技
術
の
協
力
を
加
速
さ

せ
る
「
日
Ｕ
Ａ
Ｅ
先
端
技
術

調
整
ス
キ
ー
ム
」
を
１
月
に

立
ち
上
げ
た
こ
と
を
歓
迎
す

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

先
端
技
術
と
脱
炭
素
移
行

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
用
い
た
実

践
的
移
行
を
達
成
す
る
現
実

的
な
解
決
策
を
発
表
す
る
た

め
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
向
け
て
協

働
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

表
明
す
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
今
回
の
中
東
訪
問

に
は
、
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
29
名
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
級
を

含
む
日
本
企
業
な
ど
が
同

行
。
17
日
に
開
か
れ
た
「
日

Ｕ
Ａ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
は
、
計
23
件
の
協
力

覚
書
が
交
換
・
署
名
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
主
な
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
は
以
下
の
通
り
。

　

▽
グ
リ
ー
ン
ス
チ
ー
ル
に

関
す
る
戦
略
的
協
業
（
伊
藤

忠
商
事
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

と
ア
ブ
ダ
ビ
港
湾
、
エ
ミ

レ
ー
ツ
・
ス
チ
ー
ル
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
）
▽
グ
リ
ー

ン
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
関
す
る

戦
略
的
協
業
（
伊
藤
忠
商
事

と
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
▽
液

化
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
に
向
け
た
戦
略
的
協
業

（
川
崎
重
工
業
と
ア
ブ
ダ
ビ

国
営
石
油
会
社
）
▽
Ｕ
Ａ
Ｅ

お
よ
び
主
要
市
場
に
お
け
る

低
炭
素
ア
ン
モ
ニ
ア
、
水
素

　

世
界
気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

は
18
日
、
北
米
や
ア
ジ
ア
の

一
部
、
北
ア
フ
リ
カ
と
地
中

海
の
気
温
が
40
℃
を
超
え
る

な
ど
、
北
半
球
の
大
部
分
で

熱
波
現
象
が
同
時
に
発
生
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
ま
す
ま
す
頻

繁
に
発
生
す
る
異
常
気
象

は
、
人
間
の
健
康
、
生
態
系
、

経
済
、
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
の
供
給
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。
速
報
値
に
よ
る
と
、

６
月
は
世
界
の
平
均
気
温
が

観
測
史
上
最
も
高
か
っ
た

が
、
そ
の
気
温
は
７
月
ま
で

続
い
た
と
し
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
タ
ー
ラ
ス
事
務

局
長
は
、
こ
う
し
た
異
常
気

象
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら

「
新
し
い
常
態
」
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
可
能
な
限
り
迅
速

か
つ
徹
底
的
に
削
減
す
る
緊

急
性
が
増
加
し
て
い
る
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は

全
て
の
人
々
に
早
期
警
報
を

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
開
発

に
焦
点
を
当
て
た
協
力
（
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
と
ア
ブ
ダ
ビ
国
営
石

油
会
社
）
▽
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素

回
収
貯
留
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
実
証
性
調
査
（
住

友
商
事
と
シ
ャ
ー
ル
ジ
ャ
国

立
石
油
公
社
）
▽
Ｕ
Ａ
Ｅ
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

メ
タ
ネ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
用
い
た
メ
タ

ン
生
産
の
た
め
の
共
同
実
証

性
調
査
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
と
ア

ブ
ダ
ビ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
▽
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
お
け

る
グ
リ
ー
ン
水
素
お
よ
び
Ｃ

Ｏ
２

か
ら
ｅ
‐
メ
タ
ノ
ー

ル
、
ｅ
‐
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ｅ

‐
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
製
造

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同

実
証
性
調
査
（
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
グ
ル
ー
プ
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

と
ア
ブ
ダ
ビ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
）

提
供
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
努
力
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
異
常
気
象
に
社
会

が
適
応
で
き
る
よ
う
、
努
力

を
さ
ら
に
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
熱
波
現
象
に
つ
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
注
意
は
日

中
の
最
高
気
温
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
が
、
特
に
脆
弱
な

人
々
に
と
っ
て
最
大
の
健
康

リ
ス
ク
が
あ
る
の
は
夜
間
の

気
温
だ
と
指
摘
。
夜
間
の
高

温
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
体

が
回
復
で
き
ず
心
臓
発
作
や

死
亡
が
増
え
る
た
め
、
人
間

の
健
康
に
と
っ
て
特
に
危
険

だ
と
し
て
い
る
。

  

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
ネ
ア
ン
猛
暑
担

当
上
級
顧
問
は
、
最
高
気
温

が
40
℃
以
上
に
達
し
て
い
る

多
く
の
場
所
で
は
、
深
夜
に

気
温
が
40
℃
近
く
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
。ま
た
、

都
市
や
住
宅
、
職
場
は
長
時

間
の
高
温
に
耐
え
る
よ
う
に

構
築
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

対
応
の
準
備
と
適
応
が
不
可

欠
だ
と
し
て
い
る
。

16
日
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
お
よ
び
カ
タ
ー
ル
を
訪
問
し
て
い
た
岸
田
文
雄
首

相
は
18
日
、
中
東
訪
問
を
終
え
る
に
当
た
っ
て
の
記
者
会
見
を
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
で
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
岸
田

首
相
は
３
カ
国
と
も
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
出
国
に
転
換
す
る
強
い
意
思
が
あ
る
と
指
摘
。
湾
岸
諸
国
と
日
本
が
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
、
中
東
産
油
国
を
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
重
要
鉱
物
を
輸
出
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ブ
」
に
変
え
て
い
く
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
11
月
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
28
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）
の
議
長
国
で
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
、
気
候
変
動
に
関
す
る
共
同
声
明
を
17
日
に
発
出

し
て
お
り
、
脱
炭
素
化
等
に
関
す
る
協
力
を
強
化
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
成
功
に
向
け
、
国
際
社
会
の
取
り
組
み
を
共
に
主

導
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

中東を脱炭素エネ輸出のハブに中東を脱炭素エネ輸出のハブに
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北
半
球
の
大
部
分
で
熱
波
現
象

Ｗ
Ｍ
Ｏ
事
務
局
長
「
温
室
ガ
ス
削
減
の
緊
急
性
が
増
加
」

岸田首相

　

環
境
は
四
角
か
、
丸
か
、

三
角
か
。
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た

神
の
容
貌
か
、
温
暖
化
で
ぐ

つ
ぐ
つ
に
煮
立
っ
た
鬼
か
も

知
れ
な
い
。
奇
妙
な
話
で
恐

縮
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
と
親

し
い
「
環
境
」
と
は
一
体
ど

ん
な
形
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
▼
先
日
、
環
境
省
幹
部
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
傍
聴
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
当
社
の
上

司
が
「
環
境
省
に
と
っ
て
の

環
境
と
は
」
と
投
げ
か
け
た

ら
、
そ
の
方
は
「
時
間
と
と

も
に
範
囲
が
広
が
り
境
目
が

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
印
象

を
述
べ
て
く
れ
た
。
つ
ま
り

「
環
境
」
は
何
か
、
拡
大
す
る

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
▼

環
境
白
書
を
紐
解
く
と
、
公

害
問
題
の
頃
か
ら
確
か
に
環

境
は
拡
大
の
一
途
だ
。
都
市

や
産
業
地
近
く
で
点
的
だ
っ

た
汚
染
源
は
、
や
が
て
そ
れ

ら
を
つ
な
げ
面
的
な
領
域
へ

対
策
が
充
実
し
た
。
戦
前
か

ら
国
立
公
園
が
あ
っ
た
こ
と

を
除
く
と
、
同
白
書
の
ご
く

初
期
で
森
林
地
は
公
害
を
遮

断
す
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

役
割
が
目
立
つ
。
環
境
は
こ

の
頃
、
公
害
を
引
き
起
こ
し

た
生
々
し
い
人
間
の
顔
を
し

て
い
る
▼
温
暖
化
や
生
物
多

様
性
は
あ
ら
ゆ
る
国
土
に
緻

密
な
網
を
掛
け
る
。
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
少
な
く
と
も

排
他
的
経
済
水
域
内
へ
手
が

伸
び
る
７
つ
の
海
の
問
題

だ
。環
境
は
さ
ら
に
広
が
る
。

近
い
将
来
、
邦
人
が
宇
宙
空

間
で
社
会
を
営
む
頃
、
生
命

の
権
利
に
つ
な
が
る
人
々
の

「
宇
宙
環
境
」
は
。
こ
れ
ま

で
の
点
や
面
の
環
境
行
政
か

ら
、
高
度
を
伴
い
立
体
的
に

発
展
す
る
の
か
。

（
潤
）

ド
ー
ハ
の
記
者
会
見
で
強
調

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
議
長
国
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
共
同
声
明
も

◇
生
物
多
様
性
、
定
量
評
価
で
新
シ
ス
テ
ム
開
発
へ

　

環
境
省
、
自
然
再
興
の
取
組
強
化
…
…
…
…
…
２
面

◇
「
産
学
民
連
携
が
生
み
出
す
紙
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

　

可
能
性
」
元
気
ネ
ッ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
…
…
３
面

◇
資
源
循
環
型
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
合
弁
会
社
設
立

　

ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
と
ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
が
基
本
合
意
…
４
面

◇
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
見
据
え
連
携
強
化　
　
　
　
　

　

大
阪
市
出
資
の
上
下
水
道
２
社
が
協
定
…
…
…
５
面

雨
水
対
策
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
〜
７
面

◇
「
水
」
活
用
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術

　

大
阪
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催
…
…
…
…
８
面

　

産
業
・
資
源
循
環
議
員
連

盟
、
全
国
産
業
資
源
循
環
連

合
会
、
全
国
産
業
資
源
循
環

連
合
会
政
治
連
盟
は
19
日
、

連
名
で
西
村
明
宏
環
境
相
に

要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

２
０
２
２
年
12
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針

を
受
け
、
今
後
10
年
間
で
官

民
併
せ
て
約
２
兆
円
以
上
の

投
資
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
４
月
の
Ｇ

７
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
大

臣
会
合
で
合
意
さ
れ
た
「
重

要
鉱
等
の
国
内
・
国
際
リ
サ

イ
ク
ル
の
強
化
」「
廃
棄
物

分
野
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

努
力
の
強
化
」
も
踏
ま
え
て

要
望
し
て
い
る
。

　

要
望
書
で
は
資
源
循
環
業

界
が
自
立
資
源
供
給
産
業
と

し
て
変
革
し
て
い
く
こ
と
が

標
榜
さ
れ
て
お
り
、
国
の
総

合
支
援
を
確
固
た
る
も
の
に

す
る
必
要
性
を
強
調
。
廃
棄

物
適
正
処
理
を
基
盤
に
資
源

循
環
業
全
体
の
底
上
げ
支
援

を
核
に
、
新
た
な
枠
組
み
の

構
築
を
求
め
た
。

　

具
体
的
な
要
望
内
容
で

は
、資
金
援
助
に
つ
い
て
は
、

資
源
循
環
業
と
動
脈
産
業
の

連
携
に
お
い
て
細
か
い
資
金

支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、

廃
棄
物
処
理
法
の
手
続
き
面

の
負
担
軽
減
や
積
極
的
に
事

業
を
行
う
者
に
対
し
て
評
価

す
る
仕
組
み
の
導
入
を
要

望
。ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
や
高
度
分
別
設
備
、

Ｄ
Ｘ
化
に
関
す
る
新
技
術
の

開
発
や
導
入
時
の
公
的
資
金

Ｃ
Ｓ
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
組
み
合
わ
せ
た
技

術
。
近
隣
で
調
達
し
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料
に
、
ガ

ス
化
技
術
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
す
こ
と
の

で
き
る
「
Ｃ
Ｏ
２

ネ
ガ
テ
ィ

ブ
水
素
」
を
製
造
、
あ
わ
せ

て
輸
送
・
利
活
用
も
含
め
た

一
貫
プ
ロ
セ
ス
の
実
現
に
向

け
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
調

査
・
検
証
を
進
め
る
。

　

新
潟
県
は
そ
の
地
域
特
性

や
産
業
立
地
を
生
か
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
実
証
が
先
行

し
て
進
む
。
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
や
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
支
援

を
受
け
た
取
り
組
み
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
を
生
か
し
て
脱

炭
素
と
競
争
力
強
化
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
注

目
さ
れ
る
。

大
阪
ガ
ス
と
共
同
し
、
新
潟

県
長
岡
市
の
自
社
・
長
岡
鉱

場
か
ら
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

を

使
っ
て
世
界
最
大
級
と
な
る

合
成
メ
タ
ン
を
製
造
す
る

「
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実

証
実
験
設
備
に
着
工
し
た
と

発
表
。
25
年
度
内
に
完
成
さ

せ
る
。
合
成
メ
タ
ン
は
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
需
要
家

に
届
け
る
計
画
だ
。
そ
し
て

県
内
に
お
い
て
30
年
ま
で
の

ブ
ル
ー
水
素
商
用
化
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

Ｊ
Ｘ
石
油
開
発
と
Ｊ
パ
ワ
ー
は

Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
調
査
検
討
へ

　

さ
ら
に
新
潟
県
北
部
の
胎

内
市
で
は
、
Ｊ
Ｘ
石
油
開
発

の
中
条
油
業
所
に
お
い
て
、

Ｊ
パ
ワ
ー
な
ど
３
社
共
同
で

「
国
産
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
水
素
製

造
に
係
る
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
一
貫

実
証
モ
デ
ル
調
査
」
を
推
進

中
だ
。
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
は
Ｃ

22
年
度
末
に
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ハ

ブ
＆
ク
ラ
ス
タ
ー
拠
点
開
発

構
想
」、23
年
度
末
に
は
「
Ｃ

Ｎ
拠
点
開
発
・
基
盤
整
備

戦
略
」
を
と
り
ま
と
め
る

な
ど
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た

構
想
や
事
業
化
の
検
討
を
先

行
し
て
進
め
て
き
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
と
三
菱
ガ
ス
化
学

を
両
輪
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
拠
点
化

　

今
回
「
先
進
的
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事

業
」
に
選
定
さ
れ
た
「
東
新

潟
地
域
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
」
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の

だ
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
と
三
菱
ガ

た
メ
タ
ノ
ー
ル
製
造
や
ブ

ル
ー
水
素
製
造
等
の
事
業
化

等
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
昨
年
に
は
、
東
北
電

力
と
三
菱
ガ
ス
化
学
、
野
村

総
合
研
究
所
の
３
社
が
火
力

発
電
所
や
水
素
製
造
施
設
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
回

収
設
備
と
貯
留
地
ま
で
の
輸

／
年
、
輸
送
方
式
は
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
想
定
。
調
査
・
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
脱
炭
素

燃
料
（
水
素
、ア
ン
モ
ニ
ア
、

バ
イ
オ
資
源
等
）
の
輸
入
と

利
用
も
視
野
に
検
討
を
進

め
、
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い

く
方
針
だ
。

ス
化
学
は
21
年
か
ら
共
同
操

業
す
る
東
新
潟
油
ガ
ス
田
を

拠
点
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

の
分

離
・
回
収
と
貯
留
、
そ
の
有

効
利
用
策
と
し
て
、
石
油
と

天
然
ガ
ス
の
増
進
回
収
（
Ｃ

Ｏ
２

‐
Ｅ
Ｇ
Ｒ
／
Ｅ
Ｏ
Ｒ
）

を
検
討
。
さ
ら
に
三
菱
ガ
ス

化
学
は
Ｃ
Ｏ
２

を
原
料
と
し

送
の
方
法
等
や
コ
ス
ト
を
検

討
。
今
回
着
手
す
る
東
新
潟

地
域
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
で
は
製
紙

会
社
の
北
越
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
加
え
て
、
ハ
ブ
＆

ク
ラ
ス
タ
ー
型
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事

業
の
調
査
・
検
討
に
着
手
す

る
。

　

貯
留
量
は
約
１
５
０
万
㌧

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
一
貫
事
業

　

一
方
、
国
内
最
大
の
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
企
業
で
あ

る
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
も
、
新
潟
を

拠
点
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
や
水
素
製

造
な
ど
脱
炭
素
化
へ
の
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
る
。
７
月

12
日
に
は
、
新
潟
県
柏
崎
市

で
進
め
る
「
ブ
ル
ー
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
・
利
用
一

貫
実
証
試
験
」
の
地
上
プ
ラ

ン
ト
設
備
建
設
に
着
工
し

た
。
こ
の
実
証
事
業
は
、
自

社
の
南
長
岡
ガ
ス
田
か
ら
産

出
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
を
用
い

て
ブ
ル
ー
水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
を
製
造
す
る
。
製
造
の
際

に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

は
枯
渇

油
ガ
ス
田
に
圧
入
し
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
実
証
も
行
う
。
地
上
プ
ラ

ン
ト
設
備
は
、
年
間
７
０
０

㌧
規
模
の
水
素
製
造
設
備

と
、
水
素
製
造
時
に
発
生
す

る
Ｃ
Ｏ
２

の
分
離
・
回
収
設

備
、
Ｃ
Ｏ
２

の
地
下
圧
入
設

備
、
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
・
貯

蔵
・
出
荷
設
備
等
か
ら
構
成
。

同
実
証
試
験
は
25
年
度
末
ま

で
を
予
定
す
る
。
同
実
証
試

験
で
製
造
し
た
ブ
ル
ー
水
素

は
、
水
素
発
電
設
備
を
通
し

て
県
内
に
電
力
供
給
。ま
た
、

一
部
ブ
ル
ー
水
素
か
ら
ブ

ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造

し
、
県
内
需
要
家
へ
の
供
給

も
目
指
す
。

　

こ
れ
に
先
駆
け
６
月
に
は

　

日
本
海
側
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
拠

点
開
発
」
を
目
指
す
新
潟
県

で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留
・
利
用
）
や
Ｃ

Ｎ
燃
料
拠
点
化
へ
の
取
り
組

み
が
進
む
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
６
月
13
日
に

発
表
し
た
「
先
進
的
Ｃ
Ｃ
Ｓ

事
業
」
で
は
、「
東
新
潟
地

域
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
」
と
し
て
石

油
資
源
開
発
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
）、
東
北
電
力
、
三
菱
ガ

ス
化
学
、野
村
総
合
研
究
所
、

北
越
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

５
社
が
「
ハ
ブ
＆
ク
ラ
ス

タ
ー
型
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
」
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
一

ど
の
集
積
地
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

や
ロ
ー
リ
ー
、
送
電
網
な
ど

首
都
圏
や
東
北
地
方
な
ど
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
イ
ン
フ

ラ
も
整
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
県
は
２
０
２

１
年
１
月
に
「
新
潟
Ｃ
Ｎ
拠

点
化
・
水
素
利
活
用
促
進
協

議
会
」
を
設
立
。
21
年
度
末

に
「
Ｃ
Ｎ
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」、

方
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
、「
ブ
ル
ー

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
・

利
用
一
貫
実
証
試
験
」
な
ど

に
取
り
組
む
。

日
本
海
側
最
大
の
エ
ネ
・
産
業

集
積
生
か
し
Ｃ
Ｎ
拠
点
開
発

　

新
潟
県
は
、
新
潟
港
、
直

江
津
港
と
い
う
２
つ
の
国
際

拠
点
港
湾
を
擁
し
、
日
本
海

側
で
は
最
大
規
模
の
資
源
開

発
拠
点
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
や
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
、
Ｊ
Ｘ
石
油
開

発
）、
火
力
発
電
所
（
東
北

電
力
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）
等
、
備

蓄
基
地
（
日
本
海
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、

新
潟
石
油
共
同
備
蓄
等
）、

化
学
・
素
材
産
業
（
信
越
化

学
、
三
菱
ガ
ス
化
学
等
）
な

第 48回

環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

北
沢
一
樹

新
潟
県
、日
本
海
側
最
大
の
Ｃ
Ｎ
産
業
拠
点
化
へ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
、Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
柱
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業

支
援
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
新
規
の
優
遇
税

制
に
関
し
て
脱
炭
素
化
、
資

源
循
環
、
災
害
対
応
な
ど
に

資
す
る
も
の
の
創
設
を
要

望
。
ま
た
、、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
に
つ
い

て
、
間
接
排
出
者
の
ス
コ
ー

プ
３
に
区
分
さ
れ
る
資
源
循

環
循
環
業
と
し
て
、
産
業
界

全
体
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
求
め
た
ほ
か
、

再
生
資
材
の
需
給
に
大
き
く

関
わ
る
産
業
で
あ
る
こ
と
を

示
し
、
脱
炭
素
情
報
や
資
源

循
環
の
情
報
を
い
わ
ゆ
る
台

帳
情
報
と
し
て
記
載
し
、
そ

の
情
報
の
可
視
化
の
必
要
性

も
訴
え
た
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
化
の
中
で
情

報
入
力
時
の
負
担
減

に
つ
い
て
触
れ
、
情

報
は
脱
炭
素
や
再
生

資
材
の
利
用
に
活
用

さ
れ
る
べ
き
と
し
、

そ
の
た
め
の
制
度
、

財
政
、
技
術
の
公
的

支
援
を
要
望
。
加
え

て
「
産
業
資
源
循
環

業
の
振
興
に
か
か
る

新
法
」
の
制
定
や
、

災
害
廃
棄
物
処
理
に

係
る
課
税
免
除
や
税

制
優
遇
な
ど
に
つ
い
て
も
求

め
た

　

西
村
環
境
相
は
、「
循
環
経

済
、脱
炭
素
へ
の
対
応
を
し
っ

か
り
進
め
る
た
め
に
、
産
業

廃
棄
物
処
理
業
界
へ
の
期
待

は
高
ま
っ
て
い
る
」と
し
、「
資

源
循
環
分
野
に
ア
ク
セ
ル
を

踏
む
時
」
と
、
今
回
の
要
望

を
前
向
き
に
受
け
止
め
る
姿

勢
を
見
せ
た
。

UAE のムハンマド大統領（右）と首脳会談を
行う岸田首相（写真・官邸ホームページより）

助成事業とは・・・ 助成事業の実施期間は
原則1年以内

〈応募先及びお問い合わせ先〉

公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団
〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目１番18号 ヒューリック虎ノ門ビル10階

TEL：03-4355-0155   FAX：03-4355-0156
URL https://www.sanpainet.or.jp/
E-mail : info@sanpainet.or.jp

　　資源循環企画推進部

応
募
手
続
き

年間助成額は
最高500万円当財団では、産業廃棄物に関する3Rの技術開発、環

境負荷低減技術の開発、既存の高度技術を利用した
施設整備やその起業化、農林漁業バイオ燃料法、小
型家電リサイクル法及びプラスチック資源循環法に
より認定された研究開発事業に対して、助成基金を
設けて支援しています。

年間の助成金額は最高５００万円です。なお、２
年間継続して採用された事業については、合計で
最高１，０００万円の助成が可能となります。

助成事業の実施期間は、原則として令和6年４月
から１年以内とします。ただし、事業の種類に
よっては、２年間継続して申請も可能です。

募集中

　　※応募前の事前相談を必ず行ってください。
　　※ご提出いただいた書類等は返却いたしません。また、申請書に記載いただいた内容については、当財団の個人情報保護方針に準じて個人情報と同等に取扱わせていただきます。

●助成事業申請書類の入手方法
　募集内容の詳細及び助成事業申請書類の様式は、本財団のホームページからダウンロードしてご利用下さい。 
　https://www.sanpainet.or.jp/service02.php

●応募締切日

  令和5年９月29日（金）当日消印有効
●応募方法
　記入要領を参考に申請書を作成し、申請に必要な書類とともに下記の応募先に郵送して下さい。

応募資格、対象となる事業は当財団ホームページをご参照ください。

 検 索 
クリック！

さんぱい　助成

プラスチック資源循環認定研究開発事業も助成対象になっています。

西村環境相（左から６人目）に要望
書を渡す産業・資源循環議員連盟会
長の田中和德衆議院議員（同５人目）



（2）令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

り
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る

情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
ほ

か
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
実
施
す
る
自
然
環
境

保
全
基
礎
調
査
や
植
生
図
の

整
備
な
ど
、
生
物
多
様
性
の

観
測
を
行
う
既
存
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。

　

さ
ら
に
、
異
な
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
な
げ
デ
ー
タ
を
や
り

取
り
す
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）

連
携
等
に
よ
り
、
新
シ
ス
テ

ム
に
既
存
の
生
物
多
様
性
情

報
を
集
約
。
そ
の
う
え
で
、

情
報
を
統
合
的
に
分
析
し
、

高
解
像
地
図
、
保
全
状
況
評

価
、
貢
献
度
の
可
視
化
な
ど

を
図
る
。

　

一
方
、
自
然
共
生
サ
イ
ト

の
認
定
促
進
に
向
け
て
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
等

を
行
う
ほ
か
、
認
定
さ
れ
た

管
理
主
体
が
自
立
・
継
続
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
手

法
技
術
の
開
発
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
等
を
行
う
。

　

ま
た
、
貢
献
証
書
制
度
等

の
早
期
構
築
の
ほ
か
、
自
然

共
生
サ
イ
ト
の
所
有
管
理
・

支
援
を
行
う
企
業
な
ど
が
、

自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）

等
で
活
用
で
き
る
ス
ト
ー

リ
ー
構
築
の
支
援
を
モ
デ
ル

的
に
試
行
す
る
。

　

さ
ら
に
、
経
済
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
も
、
政

府
が
年
度
内
に
国
会
へ
提
出

す
る
方
針
で
あ
る
関
連
法
案

の
検
討
と
整
合
を
取
り
つ

つ
、
新
た
な
仕
組
み
を
検
討

す
る
。

基
礎
情
報
を
表
示
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
し
た
上
で
、
順
次

機
能
を
拡
張
し
、
定
量
化
や

数
値
化
を
含
む
評
価
機
能
の

実
装
を
目
指
す
。
そ
の
中
に

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
情
報
管

理
機
能
を
盛
り
込
む
考
え
。

　

ま
た
、
各
自
然
共
生
サ
イ

Ｓ
Ａ
Ｐ
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
連
携

ア
ス
エ
ネ
、
Ｃ
Ｏ
２

見
え
る
化
サ
ー
ビ
ス
と

　

ア
ス
エ
ネ（
東
京
都
港
区
）

は
13
日
、
同
社
が
運
営
す
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
見
え
る

化
・
削
減
・
報
告
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
「
ア
ス
ゼ
ロ
」

と
、
企
業
の
生
産
管
理
や
財

務
会
計
な
ど
の
機
能
を
ま
と

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
合
体

で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
モ
ジ
ュ
ー

ル
」
と
の
連
携
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

特
に
大
手
企
業
が
導
入
し
て

い
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
企
業
資
源
計

画
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
と
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
）

連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
可
視

化
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い

る
。

  

今
回
の
連
携
に
よ
り
、
導

入
企
業
は
ア
ス
ゼ
ロ
で
の
活

動
量
デ
ー
タ
の
入
力
工
数
を

人
事
異
動

  

環
境
省
（
21
日
付
）
地
域

脱
炭
素
事
業
推
進
課
長
（
総

務
省
調
整
課
長
）
近
藤
貴
幸

脱
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
環
境
総
合

定量評価で新システム開発へ定量評価で新システム開発へ
　

生
物
多
様
性
の
見
え
る
化

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
、

環
境
省
は
、
そ
の
保
全
上
、

重
要
な
場
所
や
効
果
的
な
場

所
を
高
い
解
像
度
で
示
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
生

態
系
の
タ
イ
プ
や
自
治
体
の

保
全
地
域
ご
と
に
評
価
す
る

こ
と
で
、
自
治
体
が
戦
略
づ

く
り
に
活
用
で
き
る
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
態
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
の
た
め
に

も
、
既
存
の
保
全
地
域
の
範

囲
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
ほ
か
、
企
業
な
ど
の
取
組

状
況
や
取
り
組
み
の
貢
献
度

を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
生
態
系
の
タ
イ

プ
ご
と
に
応
じ
た
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
提
供
で
き
る
仕

組
み
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認
定
後

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
通

じ
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に

貢
献
す
る
活
動
の
知
見
集
積

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
環
境
省
は
、

生
物
多
様
性
の
可
視
化
・
地

図
化
機
能
を
具
備
し
た
新
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
す
。

そ
の
際
、
ま
ず
は
堅
実
な

デ
ー
タ
を
使
用
し
、
複
数
の

　

大
林
組
は
13
日
、
自
社
施

設
や
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
出

た
廃
食
用
油
を
回
収
し
、
１

０
０
％
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

（
Ｂ
１
０
０
）
燃
料
に
精
製

し
て
、
２
０
２
５
年
日
本
国

際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万

博
）
の
工
事
に
お
け
る
建
設

機
械
の
燃
料
に
活
用
す
る
実

証
実
験
を
行
う
と
発
表
し

た
。

　

こ
の
実
証
実
験
で
は
、
松

林
（
京
都
府
宮
津
市
）、
西

尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル（
大
阪
市
）

と
協
働
し
、
大
林
組
の
大
阪

本
店
お
よ
び
西
日
本
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の
食
堂

で
使
用
し
た
食
用
油
を
回

収
。
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
出

た
廃
食
油
と
と
も
に
、
製
造

委
託
先
で
Ｂ
１
０
０
燃
料
を

精
製
す
る
。
松
林
が
配
送
を

担
当
し
、
万
博
の
施
工
工
事

で
西
尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル
か
ら

借
り
受
け
る
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

や
発
電
機
に
、
軽
油
の
代
替

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
。

　

実
証
実
験
を
通
じ
、
Ｂ
１

０
０
燃
料
の
使
用
時
に
お
け

る
建
設
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
の

確
立
、
エ
ン
ジ
ン
へ
の
影
響

評
価
な
ど
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、燃
料
調
達
か
ら
精
製
、

建
設
機
械
へ
の
供
給
、
使
用

に
至
る
資
源
循
環
プ
ロ
セ
ス

の
構
築
を
目
指
す
。

  

大
林
組
は
、
施
工
工
事
中

を
含
む
ス
コ
ー
プ
１
・
２
排

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
約
７
割
を

占
め
る
軽
油
燃
料
に
代
え

て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
活
用
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

国
際
的
仕
様
で
Ｃ
Ｆ
Ｐ

デ
ー
タ
を
交
換
可
能

ゼ
ロ
ボ
ー
ド
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
の

世
界
第
１
グ
ル
ー
プ
に

　

ゼ
ロ
ボ
ー
ド
（
東
京
都
港

区
）
は
12
日
、
同
社
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
可

視
化
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

「zeroboard

」
が
、
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界

経
済
人
会
議（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）

の
「
炭
素
の
透
明
性
の
た
め

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｔ
）」
に
準
拠
し
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
認
定

さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｔ
の
国
際
的
な
技
術
仕
様

「Pathfinder Network

」

に
基
づ
い
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
の

デ
ー
タ
交
換
が
可
能
と
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
世
界

第
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｔ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ

グ
に
掲
載
さ
れ
た
。

  

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
正
確
で
１

次
的
か
つ
検
証
さ
れ
た
ス

コ
ー
プ
３
の
た
め
の
世
界
標

準
化
さ
れ
た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
手

法
と
技
術
イ
ン
フ
ラ
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
真
の
透

明
性
を
通
じ
脱
炭
素
化
の
扉

を
開
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
ゼ
ロ
ボ
ー
ド
は
、
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｔ
の
ル
ー
ル
構
築
の
初
期

検
討
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
２
０
２
３
年
１

月
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お

よ
び
技
術
検
討
に
参
加
し
て

き
た
。

出
量
に
つ
い
て
、
30
年
度
ま

で
に
19
年
度
比
46
・
２
％
の

排
出
削
減
を
目
標
に
掲
げ
、

22
年
10
月
に
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
を

取
得
。
23
年
度
は
19
年
度
比

16
・
８
％
の
削
減
達
成
を
見

込
む
な
ど
の
対
応
を
進
め
る

一
方
、
長
期
的
な
目
標
達
成

に
は
、
建
設
現
場
に
お
け
る

　

グ
リ
ー
ン
ブ
ル
ー
（
横
浜

市
）
は
、
得
意
と
し
て
い
る

室
内
環
境
の
測
定
分
析
を
切

り
口
に
ビ
ル
ト
・
エ
ン
バ
イ

ロ
メ
ン
ト
（
建
築
お
よ
び
街

区
の
環
境
）
性
能
の
評
価
を

高
め
る
事
業
を
強
化
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
が
起
点
の
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
リ
ー
ド
）
と
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
（
ウ
ェ
ル
）
と
い
う
２

つ
の
規
格
に
準
拠
し
、
建
築

物
や
街
区
の
環
境
価
値
向
上

に
つ
な
が
る
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
揃
え
た
。
本
拠
地
ア
メ

リ
カ
の
事
務
局
と
折
衝
し
規

格
を
乗
り
こ
な
す
独
自
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
駆
使
す
る
の
は

「
今
の
と
こ
ろ
当
社
に
し
か

で
き
な
い
」（
長
宗
寧
・
取

締
役
）と
自
信
だ
。ス
ー
パ
ー

ゼ
ネ
コ
ン
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
を
支
援
す

る
。

　

建
築
物
の
性
能
評
価
と
い

え
ば
国
土
交
通
省
が
主
導
し

広
く
使
わ
れ
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
建
築
環
境
総
合
性

能
評
価
シ
ス
テ
ム
、
キ
ャ
ス

ビ
ー
）
が
国
内
で
名
高
い
。

２
０
０
１
年
に
制
度
が
開
始

さ
れ
て
以
来
、
23
年
６
月
時

点
ま
で
累
計
約
７
３
０
件
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。
性
能
評

価
の
代
名
詞
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

他
方
、
キ
ャ
ス
ビ
ー
の
足

元
で
徐
々
に
影
響
力
を
広
げ

て
い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
由
来

の
〝
黒
船
〞、リ
ー
ド
と
ウ
ェ

ル
の
２
つ
だ
。
日
本
の
普
及

団
体
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
ま
と

め
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
同
時

点
ま
で
２
３
７
件
、
30
件
を

認
証
し
て
お
り
、
外
資
系
企

業
の
支
社
屋
や
大
手
の
旗
艦

店
舗
な
ど
で
認
証
が
続
い
て

い
る
。
リ
ー
ド
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
面
、
ウ
ェ
ル
は

働
く
人
の
快
適
さ
や
生
活
の

質
な
ど
を
評
価
す
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ブ
ル
ー
は
リ
ー

ド
と
ウ
ェ
ル
の
取
得
に
向

け
、
建
築
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

か
ら
竣
工
後
ま
で
一
貫
し
て

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
認
証
は
得

点
に
よ
り
ブ
ロ
ン
ズ
、
シ
ル

バ
ー
、
ゴ
ー
ル
ド
、
プ
ラ
チ

ナ
の
４
段
階
で
評
価
さ
れ

る
。「
ト
ー
タ
ル
何
点
取
り

た
い
か
と
い
う
施
主
の
要
望

か
ら
逆
算
し
て
加
点
項
目
を

提
案
す
る
」（
長
宗
氏
）。

　

リ
ー
ド
と
ウ
ェ
ル
の
い
ず

れ
も
、
設
計
を
支
援
す
る
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
は
じ
ま

り
、
書
類
審
査
で
加
点
さ
れ

る
室
内
空
気
質
（
Ｉ
Ａ
Ｑ
）

テ
ス
ト
の
実
測
や
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
作
成
を
助
け
る
。
ウ
ェ

ル
で
は
認
証
取
得
後
の
継
続

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
保
全
す
る
「
30 

by 

30
目
標
」
の
達
成

が
国
際
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
環
境
省
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
再

興
）
の
推
進
を
図
る
た
め
、
生
物
多
様
性
の
見
え
る
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
具
体
的
に
は
、
生
物
多
様
性
の
可
視
化
・
地
図
化
機
能
を
具
備
し
た
新
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
そ
の
定
量
化
や
数
値
化
な
ど
評
価
機
能
の
実
装
を
目
指
す
。
一
方
、
民
間

の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
で
あ
る
「
自
然

共
生
サ
イ
ト
」
の
認
定
を
促
進
す
る
た
め
、
申
請
時
の
サ
ポ
ー
ト
や
専
門
家
派
遣
等
が

可
能
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
同
サ
イ
ト
の
支
援
を
行
っ
た
主

体
に
対
し
、
そ
の
支
援
内
容
を
証
明
で
き
る
貢
献
証
書
制
度
等
の
仕
組
み
を
早
期
に
構

築
す
る
方
針
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

ウェル規格に準拠したジビオット
室内空気質監視モデル「ＩＣ１」

生 物
多様性

環
境
省
、自
然
再
興
の
取
組
強
化

�
共
生
サ
イ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も

Ｂ
１
０
０
燃
料
活
用
へ
実
証
実
験
開
始

�

大
林
組
、建
設
現
場
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
指
す

ラ
ボ
を
設
立
し
た
産
総
研
臨
海
副

都
心
セ
ン
タ
ー
（
本
館
）
の
外
観

建築環境性能の評価向上に
「独自ノウハウ」

グリーンブルー リード＆ウェルを乗りこなす

測
定
や
、
再
度
認
証
を
得
る

時
の
測
定
・
資
料
作
成
に
も

手
を
貸
す
。

　

祖
業
の
測
定
分
析
は
強
み

と
な
っ
た
。「
ウ
ェ
ル
は
、

実
際
の
建
物
に
入
り
空
気
や

光
の
様
子
を
測
り
、
設
備
を

確
認
す
る
現
地
審
査
の
工
程

が
あ
る
。
こ
れ
が
ぶ
っ
つ
け

本
番
の
一
発
勝
負
で
、
失
敗

す
る
と
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
」。
そ
こ
で
顧
客
の
要
望

に
応
じ
「
自
社
で
計
測
で
き

る
の
で
事
前
に
測
る
」（
同
）

の
だ
と
言
う
。
問
題
が
あ
る

場
合
は
施
主
や
コ
ン
サ
ル
に

伝
え
て
対
策
を
検
討
す
る
。

　

き
わ
め
つ
け
は
直
接
加
点

に
つ
な
が
る
計
測
器
を
自
前

で
開
発
・
販
売
し
て
い
る
こ

と
だ
。
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
で
あ

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
利
用
空
気
監
視

サ
ー
ビ
ス「
Ｇ
Ｂ
ｉ
ｏ
ｔ（
ジ

ビ
オ
ッ
ト
）」
の
室
内
空
気

質
監
視
モ
デ
ル
「
Ｉ
Ｃ
１
」

は
、
ウ
ェ
ル
の
規
格
を
満
た

し
た
ま
だ
少
な
い
国
内
製
品

で
あ
る
。「
海
外
製
は
国
内

の
ユ
ー
ザ
ー
の
事
情
に
必
ず

し
も
合
わ
な
い
。そ
の
た
め
、

か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く

対
応
製
品
を
求
め
て
い
た
顧

客
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
計
測
の
標
準
と

な
る
機
器
を
参
考
に
ジ
ビ

オ
ッ
ト
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
、
性
能
面
や
ト
ラ
ブ
ル

時
の
ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も

こ
れ
ま
で
通
り
き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
る
」（
三
阪
和

弘
・
取
締
役
）
と
話
す
。

　

ゼ
ネ
コ
ン
や
コ
ン
サ
ル
な

ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
要
望
に

一
つ
ひ
と
つ
答
え
て
い
く
過

程
で
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も

培
っ
た
。「（
ウ
ェ
ル
に
つ
い

て
）
顧
客
の
求
め
に
応
じ
る

た
め
本
国
ア
メ
リ
カ
で
全
体

を
統
括
し
て
い
る
Ｉ
Ｗ
Ｂ
Ｉ

（
国
際
ウ
ェ
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
協
会
）
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
っ
た
。
そ
の
中
で
生
み
出

し
た
の
は
あ
る
種
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
。
本
国
の
規
格
を

日
本
な
ど
個
別
の
国
々
に
被

せ
て
も
上
手
く
い
か
な
い
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
自
発
的
に

製
品
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
加
点

に
つ
な
が
る
メ
ソ
ッ
ド
を
提

案
す
る
」
と
い
う
。「
本
国

の
文
献
を
洗
い
出
し
、
手
続

き
を
踏
ま
え
て
全
て
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
た
上
で
新
し
い

メ
ソ
ッ
ド
が
ウ
ェ
ル
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
を
Ｉ
Ｗ
Ｂ
Ｉ

に
納
得
さ
せ
る
」（
長
宗
氏
）。

　

グ
リ
ー
ン
ブ
ル
ー
が
リ
ー

ド
・
ウ
ェ
ル
事
業
に
着
手
し

た
の
は
18
年
頃
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
一
時
案
件
は
落
ち
込

ん
だ
も
の
の
、
今
は
取
り
戻

す
勢
い
で
商
談
が
入
る
。
測

定
分
析
と
国
際
規
格
の
「
深

い
と
こ
ろ
」（
長
宗
氏
）
を

熟
知
す
る
同
社
が
大
型
建
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
下
支
え
し

て
い
る
。

地
中
熱
利
用
促
進
協
会

　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
の
耐
用
年
数
は
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
（
Ｈ
Ｐ
）
と
地
中

熱
交
換
器
と
で
大
き
く
異
な

る
。
地
上
部
分
の
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
法
定
耐
用
年
数
は
14

年
で
あ
る
が
、
地
中
に
埋
設

す
る
地
中
熱
交
換
器
は
耐
久

性
が
高
く
、
50
年
以
上
利
用

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
中
熱
の
シ

ス
テ
ム
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
交
換
す
る
こ
と
で
長
期
に

わ
た
り
利
用
で
き
、
実
際
そ

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
普
及
が
始
ま
っ
て

か
ら
す
で
に
20
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
の
で
、
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を

廃
止
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
そ
ろ
そ
ろ
対
応
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

の
３
月
に
大
幅
な
改
訂
が
行

わ
れ
た
環
境
省
の
「
地
中
熱

利
用
に
あ
た
っ
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
、
こ
の
問
題

が
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　

環
境
省
と
し
て
は
、
施
設

の
有
効
利
用
や
環
境
配
慮
の

観
点
か
ら
、
土
地
の
所
有
権

移
転
等
に
際
し
、
更
地
が
原

則
と
い
う
慣
習
に
基
づ
い
て

多
額
の
費
用
を
か
け
て
地
中

熱
交
換
器
を
撤
去
す
る
こ
と

は
、
施
設
の
有
効
利
用
や
環

境
配
慮
の
観
点
か
ら
望
ま
し

い
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し

た
上
で
、
新
設
時
と
廃
止
時

の
留
意
点
を
述
べ
て
い
る
。

　

新
設
時
の
留
意
点
と
し
て

は
、
将
来
的
に
所
有
者
が
移

転
し
て
も
資
産
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
、
規
格
や
品
質

な
ど
を
示
し
た
図
面
等
の
納

品
書
類
は
全
て
残
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
廃
止
時
の
留
意
点

と
し
て
は
、
再
利
用
せ
ず
関

係
者
間
の
協
議
で
残
置
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
Ｕ

チ
ュ
ー
ブ
を
途
中
で
切
断
す

る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際

に
不
凍
液
は
漏
洩
す
る
と
土

壌
・
地
下
水
汚
染
の
原
因
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

全
て
抜
き
取
る
と
と
も
に
、

無
害
で
あ
る
上
水
や
モ
ル
タ

ル
等
に
入
れ
替
え
、
先
端
を

キ
ャ
ッ
プ
で
蓋
を
す
る
等
の

処
理
を
行
う
こ
と
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
具
体

的
な
廃
止
の
事
例
に
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て

借
地
に
設
置
さ
れ
た
地
中
熱

交
換
器
が
撤
去
し
た
事
例
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
抜
管
が
可

能
な
先
端
に
翼
の
つ
い
て
い

る
回
転
貫
入
鋼
管
杭
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。

　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
は
長
期
間
利
用
す
る

こ
と
を
旨
と
し
、
設
置
時
に

は
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
一
読
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

 

（
理
事
長
・
笹
田
政
克
）

地中熱ＨＰ廃止の場合の
� 対応も考える時期に
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39
・
７
％
増
７
６
３
億
円

５
月
の
環
境
装
置
受
注
額

　

日
本
産
業
機
械
工
業
会
が

18
日
に
公
表
し
た
２
０
２
３

年
５
月
の
環
境
装
置
受
注
額

に
よ
る
と
、
前
年
同
月
比

39
・
７
％
増
の
７
６
３
億
４

０
０
万
円
だ
っ
た
。

　

装
置
別
で
は
、
ご
み
処
理

装
置
が
海
外
向
け
事
業
系
廃

棄
物
処
理
装
置
の
増
加
に
よ

り
、
41
・
２
％
増
の
５
５
０

億
５
４
０
０
万
円
、
水
質
汚

濁
防
止
装
置
が
機
械
向
け
産

業
廃
水
処
理
装
置
、
官
公
需

向
け
汚
泥
処
理
装
置
の
増
加

に
よ
り
、
34
・
１
％
増
の
１

９
３
億
円
、
大
気
汚
染
防
止

装
置
が
電
力
向
け
排
煙
脱
硫

装
置
の
増
加
に
よ
り
、
68
・

３
％
増
の
17
億
２
２
０
０
万

円
、
騒
音
振
動
防
止
装
置
が

そ
の
他
製
造
業
向
け
騒
音
防

止
装
置
の
増
加
に
よ
り
、６
・

０
％
増
の
２
億
２
８
０
０
万

円
と
な
り
、
い
ず
れ
も
増
加

し
た
。

大
幅
に
削
減
で
き
、例
え
ば
、

企
業
が
有
す
る
調
達
資
材
や

金
額
の
デ
ー
タ
を
ア
ス
ゼ
ロ

に
取
り
込
み
、
ス
コ
ー
プ
３

／
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
な
ど
の
情

報
を
自
動
で
連
携
で
き
る
な

ど
と
し
て
い
る
。
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資
源
循
環

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」テ
ー
マ
に
研
修
会

�

兵
庫
県
循
環
協
会
女
性
部
会

コ
ア
レ
ッ
ク
ス
信
栄
の
先
進
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
場
を
見
学

「産官民連携が生み出す紙資源リサイクルの可能性」
元気ネットがスペシャル対談と工場見学実施

３市町とコアレックス・黒﨑社長
が意見交換を行った

会場とオンラインの平行形式で開催

る
方
は
多
い
が
、『
す
で
に

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
』『
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
』

『
こ
れ
か
ら
勉
強
す
る
』
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
あ
る

の
で
、
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
取
り
組
む
段
階
に
応

じ
て
、
情
報
収
集
や
活
動
へ

の
参
加
が
主
と
な
る
『
共
に

思
う
段
階
』、
自
ら
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
取
り
組
み
の
可
視
化
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
主
催
す
る

『
共
に
創
る
段
階
』、
そ
し
て

富
士
山
の
麓
で
生
ま
れ
た
特

別
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く

『
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
を
認
定
す
る
『
富
士

市
か
ら
世
界
を
変
え
る
段

階
』
の
３
段
階
に
し
た
」
と

説
明
し
た
。

　

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
り
得
る
と
し
て
、

「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
エ
ッ
グ
」
に
選
定
さ
れ

た
製
品
や
活
動
の
普
及
促
進

　

日
本
国
内
に
お
い
て
は
脱

炭
素
化
の
実
行
フ
ェ
ー
ズ
に

入
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｃ

Ｏ
２

削
減
と
廃
棄
物
を
い
か

に
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
は

産
官
民
連
携
に
よ
り
生
ま
れ

た
先
進
的
事
例
を
３
市
長
が

紹
介
し
、
情
報
・
意
見
交
換

を
行
う
場
と
な
り
、
さ
ら
な

る
古
紙
の
資
源
化
に
よ
り
ご

み
減
量
を
目
指
す
自
治
体
の

担
当
者
等
に
と
っ
て
、
興
味

深
い
内
容
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
黒
崎
社
長

は
、「（
主
催
の
）
元
気
ネ
ッ

ト
は
わ
れ
わ
れ
と
共
感
す

る
、
そ
れ
以
上
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
や
は

り
一
度
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介

し
た
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
の
考
え
方
、
行
動
に
つ
い

て
も
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
今
日
は
ぜ
ひ
よ
く
検
討

し
て
屈
託
の
な
い
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

開
催
地
と
な
っ
た
富
士
市 

の
小
長
井
義
正
市
長
は
、「
富

士
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
想
・
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
つ

い
て
紹
介
。
同
市
は
「
富

士
市
か
ら
世
界
を
変
え
る
」

取
り
組
み
の
実
現
に
向
け
、

オ
ー
ル
富
士
市
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
た
め
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
。
同
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
主

体
が
段
階
を
追
っ
て
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み
を

用
意
し
た
の
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
興
味
が
あ

等
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
応
援
補
助
金
も
設

け
て
い
る
。
経
済
・
社
会
・

環
境
の
三
側
面
の
う
ち
二
側

面
以
上
に
良
好
な
影
響
を
及

ぼ
す
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
活

動
の
立
ち
上
が
り
を
支
援
す

る
通
常
型
と
、
富
士
市
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
事
業
を
支
援
す
る

企
業
か
ら
の
応
援
を
集
め
た

非
営
利
団
体
等
の
活
動
を
支

援
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
が
あ
る
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の

サ
ポ
ー
ト
は
、
全
国
の
自
治

体
で
初
の
試
み
と
な
る
。

　

座
間
市
の
佐
藤
み
と
市

長
は
、「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
座

間 

使
用
済
み
紙
容
器
再
資

源
化
」
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
同
市
は
今
年
１
月
か
ら

イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
連
携
し
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
紙
ご
み
を

日
常
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

全
国
初
の
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。
同
市
で
は
家
庭
系
廃

棄
物
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
市

内
３
千
カ
所
）
収
集
に
委
託

料
を
支
払
っ
て
い
る
。「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
座
間
の
フ
ー
ド

コ
ー
ト
か
ら
出
る
汚
れ
た
紙

ご
み
を
行
政
回
収
す
れ
ば
、

回
収
箇
所
が
一
つ
増
え
る
だ

け
な
の
で
委
託
料
に
跳
ね
返

ら
な
い
の
で
は
」
と
考
え
、

委
託
業
者
と
交
渉
し
合
意
し

た
（
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計

画
に
「
事
業
系

ご
み
の
う
ち
、

市
が
特
に
認
め

た
も
の
は
市
が

家
庭
系
ご
み
と

同
様
に
処
理
で

き
る
も
の
と
す

る
」
と
の
一
文

を
追
加
し
て
い

た
）。

　

同
市
で
イ
オ

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
燃
焼
排
ガ
ス
中
の
低

濃
度
Ｃ
Ｏ
２

を
低
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
な

設
備
で
高
濃
度
に
回
収
で
き

る
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
パ
ッ

ケ
ー
ジ
Ｇ
Ｘ
―
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ
ｌ

ｅ
の
実
証
試
験
に
着
手
す

る
。

　

兵
庫
県
産
業
資
源
循
環
協

会
女
性
部
会
は
兵
庫
県
勤
労

福
祉
協
会
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と

生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で

14
日
、「
い
ま
考
え
よ
う
！

『
仕
事
』と『
介
護
』の
両
立
」

と
題
し
た
研
修
会
を
、
神
戸

市
内
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
並
行
形
式
で
開
催
し
た
。

　

突
然
発
生
す
る
介
護
問
題

に
は
、
い
ま
介
護
を
抱
え
て

い
る
人
に
限
ら
ず
、
多
く
の

人
が
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

介
護
離
職
を
予
防
し
、
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
を
整
備
す

る
こ
と
は
い
ま
や
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
同
研
修

会
は
、「
仕
事
」
と
「
介
護
」

を
両
立
す
る
上
で
事
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
社
会
保
障

制
度
や
相
談
・
支
援
機
関
な

ど
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

学
ぶ
の
が
目
的
。
講
師
は
社

会
保
険
労
務
士
の
西
本
恭
子

氏
（
社
会
保
険
労
務
士
ニ
シ

モ
ト
事
務
所
代
表
）が
務
め
、
高
齢
者
介
護
の
現
状
、
介
護

に
か
か
わ
る
豆
知
識
、
介
護

と
仕
事
の
両
立
支
援
制
度
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
あ
い
さ
つ

し
た
同
女
性
部
会
の
清
水
美

保
部
会
長
は
、「
今
回
の
仕

事
と
介
護
の
両
立
に
つ
い
て

の
研
修
会
は
、
ひ
ょ
う
ご
仕

事
と
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
と
い
う
形
で
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
介
護
は
育
児

と
は
違
っ
て
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
、
そ
し
て
い
つ

終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
そ
う
し
た

介
護
と
仕
事
を
両
立
し
て
生

き
生
き
と
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
環
境
に
つ
い
て
い
ま
学
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
、
何
か
今

後
の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い

か
い
と
思
っ
て
い
る
」
な
ど

と
話
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
西
本
氏
は

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制

度
な
ど
に
つ
い
て
会
社
側
・

社
員
側
双
方
の
立
場
か
ら
詳

し
く
説
明
し
、「
相
互
の
協

力
支
援
体
制
の
た
め
に
職
場

の
人
、
家
族
等
と
事
前
に
話

し
て
お
く
」「『
介
護
し
な
が

ら
働
く
』
を
当
た
り
前
の
意

識
に
し
て
い
く
」
こ
と
が
大

事
だ
と
指
摘
。「
誰
も
が
当

事
者
。
会
社
も
社
員
も
『
お

互
い
さ
ま
』
意
識
が
必
要
」

だ
と
し
た
。

ン
モ
ー
ル
座
間
の
フ
ー
ド

コ
ー
ト
か
ら
出
る
汚
れ
た
紙

ご
み
を
収
集
し
、
そ
の
分
の

売
払
代
を
市
の
歳
入
に
す
る

こ
と
で
市
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

発
生
。
加
え
て
、
従
来
禁
忌

品
だ
っ
た
紙
も
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
の
歳
入
は
さ
ら
に

ア
ッ
プ
し
た
。

　

熱
海
市
の
齊
藤
栄
市
長

は
、「
温
泉
旅
館
組
合
か
ら

始
ま
っ
た
雑
紙
回
収
と
官
民

連
携
」
に
つ
い
て
紹
介
。
ご

み
の
有
料
化
を
き
っ
か
け
に

熱
海
温
泉
ホ
テ
ル
旅
館
協
同

組
合
が
、
ま
ず
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
２
０
１
０
年
９

月
か
ら
同
市
の
紙
回
収
に
乗

り
に
く
い
雑
紙
資
源
の
回
収

を
開
始
し
た
。
紙
コ
ッ
プ
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
酒
パ
ッ
ク
、

使
用
済
み
封
筒
・
は
が
き
、

レ
シ
ー
ト
、
機
密
文
書
以
外

の
古
い
書
類
、
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
菓
子
箱
、
包

装
紙
な
ど
す
べ
て
の
紙
類
の

回
収
を
行
い
、
現
在
は
同
市

内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
熱
海

女
性
連
絡
会
、商
工
会
議
所
、

地
元
企
業
、
町
内
会
、
小
学

校
、
福
祉
施
設
な
ど
１
０
５

団
体
が
参
加
し
、
毎
月
約
９

㌧
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　

10
年
か
ら
の
回
収
量
は
８

６
５
㌧
に
の
ぼ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
で
焼
却
に
比

べ
約
６
７
４
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

削

減
効
果
が
あ
っ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
後
は
、

参
加
者
が
先
進
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
コ

ア
レ
ッ
ク
ス
信
栄
工
場
を
見

学
。
同
工
場
で
は
難
再
生
古

紙
再
生
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
紙
ご
み
か
ら
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
を
製
造
し
て

い
る
。

　

世
界
的
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取

り
組
み
が
加
速
す
る
な
か
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
や
廃

棄
物
処
理
プ
ラ
ン
ト
等
の
中

小
規
模
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
源
に

お
い
て
、
顧
客
の
Ｃ
Ｏ
２

回

収
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
、
同
社
は
こ

れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２

回
収
の
実

績
か
ら
得
た
知
見
を
も
と

に
、
独
自
の
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回

収
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
し
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
の
燃

焼
排
ガ
ス
を
用
い
た
実
証
試

験
を
開
始
す
る
。

　

燃
焼
排
ガ
ス
中
の
低
濃
度

Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
、
高
濃
度
化

は
、
こ
れ
ま
で
化
学
吸
収
法

に
よ
る
も
の
が
主
流
だ
っ
た

が
、
Ｇ
Ｘ
―
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ
ｌ
ｅ 

は
膜
分
離
法
と
物
理
吸
着
法

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
を
用
い

る
。
具
体
的
に
は
、
膜
分
離

法
に
よ
り
燃
焼
排
ガ
ス
中
の

Ｃ
Ｏ
２

を
予
備
濃
縮
し
た
上

で
、
後
段
の
物
理
吸
着
法
に

よ
り
Ｃ
Ｏ
２

を
高
濃
度
で
回

収
す
る
。
ま
た
、
化
学
吸
収

法
と
比
較
し
て
コ
ン
パ
ク
ト

な
サ
イ
ズ
を
実
現
し
、
Ｃ

Ｏ
２

の
分
離
回
収
に
必
要
な

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に

抑
制
可
能
。
自
動
運
転
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー

化
も
実
現
予
定
だ
。

　

Ｇ
Ｘ
―
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ

ｌ
ｅ 

は
、
実
証
試
験

で
回
収
Ｃ
Ｏ
２

濃
度

99
・
５
％
、
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
１
・
５
ギ
ガ

ジ
ュ
ー
ル
／
㌧
―
Ｃ

Ｏ
２

を
目
標
と
し
て

い
る
。
実
証
期
間
は

今
年
10
月
～
来
年
９

月
の
予
定
で
、
24
年

度
中
に
販
売
開
始
を

予
定
し
て
お
り
、
顧

客
の
要
望
に
応
じ
、

コ
ン
テ
ナ
形
状
を
基

本
と
し
た
各
種
形
状

で
提
供
し
て
い
く
計

画
だ
。

　

同
社
は
天
然
ガ
ス

処
理
プ
ラ
ン
ト
や
化

学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で

培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

知
見
に
基
づ
き
、
今

後
も
顧
客
の
設
備
特

性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
だ
。

燃焼排ガスのCO2分離回収
パッケージ実証試験開始
ＪＦＥエンジニアリング

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
対
面

式
の
講
習
会
や
研
修
会
が
ほ

と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
対
面

式
で
の
講
習
会
、
研
修
会
の

依
頼
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
、
廃
棄
物
業
界

向
け
の
話
が
で
き
る
講
師
が

少
な
く
て
主
催
者
側
も
探
す

の
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
き
ま
す
。
私
は
、
ご

依
頼
の
相
談
が
来
た
場
合
、

ほ
と
ん
ど
お
断
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
講
師
探
し

に
困
っ
て
い
る
担
当
者
さ
ん

を
助
け
た
い
！
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
使
っ
て
、

会
場
ま
で
廃
棄
物
の
事
を
学

び
に
来
て
く
れ
る
人
が
い
る

と
い
う
の
が
う
れ
し
い
か
ら

で
す
。

　

廃
棄
物
処
理
法
を
は
じ

め
、
法
律
だ
ら
け
で
一
度
聞

い
た
ぐ
ら
い
で
は
な
か
な
か

理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多
い

上
に
、
最
近
は
脱
炭
素
化
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

な
ど
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
！
と
い
う

よ
う
な
ふ
わ
っ
と
し
た
概

念
・
情
報
な
ど
年
々
学
ば
な

け
れ
ば
い
け
な
い
範
囲
が
広

が
っ
て
い
る
の
で
、
廃
棄
物

管
理
を
担
当
す
る
方
、
廃
棄

物
処
理
業
者
も
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
知

り
た
い
！
」「
学
び
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
会
場
に
来
て
参
加

さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
、
業

務
に
役
立
つ
内
容
を
お
届
け

し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
廃
棄
物
処
理

法
の
解
説
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
話
と
か
で
は
な
く
、
実
践

的
な
内
容
や
、
企
業
利
益
に

つ
な
が
る
内
容
で
の
リ
ク
エ

ス
ト
も
よ
く
い
た
だ
き
ま

す
。
脱
炭
素
化
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど
に
つ

い
て
は
私
自
身
も
普
段
か
ら

情
報
収
集
し
た
り
、
関
連
書

籍
を
読
ん
だ
り
し
て
自
己
研

鑽
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
が
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う

の
は
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば

た
い
て
い
わ
か
り
ま
す
し
、

私
自
身
が
し
っ
か
り
理
解
を

し
て
、
私
の
言
葉
に
変
換
し

て
そ
れ
ら
が
実
践
の
場
で
ど

う
自
分
た
ち
の
業
務
に
影
響

す
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
利

益
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
そ
こ
を
知
り
た

く
て
会
場
に
ま
で
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
前
提
で
、
内

容
を
組
み
立
て
、
事
前
に
何

の
情
報
・
知
識
を
持
た
な
い

人
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
を

想
定
し
て
で
き
る
限
り
専
門

用
語
、
カ
タ
カ
ナ
語
は
控
え

て
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
人
材
確
保
、

人
材
育
成
、
営
業
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
テ
ー
マ
が

変
わ
っ
て
も
、
私
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
知
識
よ
り
も
実
践

的
な
内
容
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
だ
か
ら
、
私
の
話
を

聞
く
と
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

低
い
内
容
に
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大

事
な
の
は
「
知
っ
て
い
る
」

よ
り
も
「
で
き
て
い
る
」
か

ど
う
か
。
意
外
と
実
践
し
よ

う
と
す
る
と
難
し
い
も
の
で

す
。
知
識
レ
ベ
ル
で
の
理
解

だ
と
体
も
口
も
動
き
ま
せ
ん

か
ら
（
笑
）

　

人
を
育
て
る
時
に
、「
小

さ
な
成
功
体
験
を
積
ま
せ

る
」
と
い
う
の
と
一
緒
で
、

レ
ベ
ル
高
っ
！
と
思
わ
れ
る

こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
な
ら
普

段
か
ら
行
動
で
き
て
い
る

な
、
と
自
分
事
に
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
作
業
レ
ベ

ル
で
こ
な
し
て
い
た
こ
と
に

意
味
を
持
た
せ
て
実
践
し
て

も
ら
う
こ
と
の
方
が
大
事
だ

か
ら
で
す
。
そ
の
方
が
実
践

に
繋
が
り
や
す
い
の
で
。
ぜ

ひ
、
育
成
担
当
に
な
っ
た
方

は
、
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を

学
ん
だ
ま
ま
、
し
か
も
自
分

目
線
で
伝
え
る
の
で
は
な

く
、
相
手
の
目
線
に
寄
り

添
っ
て
、「
小
さ
な
成
功
体

験
を
積
ま
せ
て
育
て
る
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
指
導
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

大
事
な
の
は「
知
っ
て
い
る
」よ
り
も

「
で
き
て
い
る
」か
ど
う
か

人
材
を
育
て

活
か
す
環
境
づ
く
り

第 55 回

シ
ュ
ー
フ
ァ
ル
シ
　
代
表
取
締
役

武
本 

佳
弥

廃
棄
物
に
関
す
る
講
習
・
研
修
会
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
元
気
ネ
ッ
ト
（
鬼
沢
良
子
理
事
長
）
は
13
日
、「
産
官

民
連
携
が
生
み
出
す
紙
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
可
能
性
」
と
題
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
お

よ
び
工
場
見
学
を
静
岡
県
富
士
市
の
コ
ア
レ
ッ
ク
ス
信
栄
で
開
催
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル

対
談
に
は
産
官
民
連
携
で
先
進
的
な
紙
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
富
士
市
、
神
奈

川
県
座
間
市
、
静
岡
県
熱
海
市
の
３
市
長
が
参
加
。
同
社
の
黒
﨑
暁
社
長
と
「
紙
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
の
新
た
な
進
展
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
対
談
を
行
っ
た
。
そ
の
後
独
自

技
術
で
幅
広
い
雑
紙
を
、
分
別
不
要
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

同
社
工
場
の
見
学
を
実
施
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
全
国
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
多
く

の
参
加
が
あ
り
、
循
環
型
社
会
に
向
け
産
官
民
連
携
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

事
務
所
移
転

　

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
は
協
会
事
務
所
を
下
記

に
移
転
し
、
８
月
１
日
か
ら

業
務
を
開
始
す
る
。

　

〒
１
０
１
―
０
０
５
４
、

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

３
の
７
の
１
興
和
一
橋
ビ
ル

１
階
（
03
・
５
５
７
７
・
２

２
４
１
）
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―
―
三
重
県
青
年
部
の
状

況
は
。

　

部
会
員
数
は
現
在
51
人

で
、
青
年
部
な
ら
で
は
の
横

の
つ
な
が
り
を
広
げ
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
っ
て
活
動
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

昨
年
辺
り
か
ら
徐
々
に
再
開

さ
せ
て
お
り
、
昨
年
は
総
会

や
年
末
親
睦
会
の
ほ
か
、
県

外
視
察
研
修
会
も
実
施
し

た
。
今
年
も
県
外
視
察
は
実

施
す
る
予
定
だ
が
、
協
会
会

員
企
業
は
廃
棄
物
専
業
ば
か

り
で
な
く
他
の
事
業
と
兼
業

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
の

で
、
今
回
は
廃
棄
物
だ
け
で

な
く
運
送
な
ど
他
の
業
種
に

つ
い
て
も
学
べ
る
内
容
に
す

る
計
画
だ
。
脱
炭
素
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
が
社
会
課
題
に
な

る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
し
い

学
び
の
場
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　
―
―
横
の
つ
な
が
り
を
重

視
す
る
の
は
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
わ

れ
わ
れ
業
界
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
先
代
の
時
代
は
俺

が
俺
が
と
廃
棄
物
を
処
理
し

て
い
た
が
、
現
在
は
世
間
の

見
方
も
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理

す
る
の
は
当
た
り
前
で
、
よ

り
環
境
に
良
い
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
１
社
で

は
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、

競
争
し
合
う
の
で
は
な
く
、

横
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
だ
。
そ
う
し
た
時
に
青
年

部
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　
―
―
活
動
状
況
は
。

　

部
会
員
数
に
つ
い
て
は

ピ
ー
ク
時
と
比
べ
る
と
減
少

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
新

入
会
員
候
補
者
を
招
い
て

説
明
会
や
交
流
会
を
行
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
で
持
ち
直

し
、
こ
こ
数
年
は
安
定
し
て

い
る
状
況
だ
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
っ
て
事
業

へ
の
参
加
率
は
下
が
っ
て
い

る
感
が
否
め
な
い
。
リ
モ
ー

ト
形
式
も
普
及
し
た
が
、
や

は
り
青
年
部
の
活
動
は
会
議

を
し
た
後
皆
で
食
事
を
し
な

が
ら
雑
談
し
て
仲
良
く
な
る

と
い
う
の
が
本
質
だ
と
思

う
。
リ
モ
ー
ト
で
は
雑
談
で

き
な
い
し
な
か
な
か
意
見
が

言
い
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。

直
接
顔
を
合
わ
せ
て
活
動
す

る
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
ま
た
そ
う

い
う
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
た
だ
、
リ
モ
ー
ト
も

コ
ス
ト
や
移
動
の
時
間
を
省

け
る
な
ど
良
い
面
も
あ
る
の

で
、
う
ま
く
使
い
分
け
な
が

ら
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

―
―
部
会
長
と
し
て
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
。

　

最
も
大
事
に
し
て
い
る
の

は「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

だ
。
役
員
メ
ン
バ
ー
は
仲
が

良
く
、
良
い
つ
な
が
り
が
作

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
を
全
部
会
員
に
広
げ
て
行

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
三

重
県
は
縦
長
な
の
で
北
西
地

区
と
中
南
西
地
区
に
分
け
て

お
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
両
地
区
で
均
等
に
事
業

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
―
―
青
年
部
の
課
題
は
。

　

先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
、

参
加
率
を
上
げ
て
で
き
る
だ

け
多
く
の
部
会
員
に
い
か
に

青
年
部
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
か
が
課
題
だ
。
そ
の
た

め
に
な
る
べ
く
参
加
し
や
す

い
事
業
を
考
え
て
い
き
た

い
。
例
え
ば
講
習
会
や
勉
強

会
と
い
っ
た
学
び
は
、
極
端

に
言
え
ば
青
年
部
で
な
く
て

も
他
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
学
び
も
大
切

だ
し
行
っ
て
い
く
が
、
青
年

部
な
ら
で
は
の
交
流
に
つ
な

が
る
事
業
を
で
き
る
だ
け
実

施
し
て
い
き
た
い
。
最
近
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
会
員
も
増
え

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
方
々
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
な
工
夫
も
必
要
だ
。ま
た
、

私
も
部
会
長
５
年
目
で
、
次

の
若
い
世
代
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
も
課
題
だ
。

　

―
―
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
や
全

国
青
年
部
協
議
会
の
活
動
に

つ
い
て
感
じ
る
こ
と
は
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
構
成

す
る
４
県
が
持
ち
回
り
で
担

当
し
て
、
年
１
回
程
度
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
前

回
は
今
年
２
月
に
三
重
県
担

当
で
伊
勢
神
宮
の
正
式
参
拝

を
行
っ
た
。
普
段
は
入
れ

な
い
と
こ
ろ
に
入
れ
た
り

と
、
参
加
者
か
ら
は
非
常
に

好
評
だ
っ
た
。
中
部
は
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
連
携
が
取
れ

て
お
り
、
良
い
活
動
が
で
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。
全
国
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
三
重
県
の
光
友

裕
昭
氏
が
統
括
幹
事
を
務
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
連
携

し
な
が
ら
協
力
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
10
月
に

は
久
々
の
全
国
大
会
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
昨
年
11

月
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
（
全
国
部
会
長

会
議
）の
設
営
を
経
験
し
て
、

全
国
規
模
の
大
会
の
大
変
さ

を
実
感
し
て
い
る
の
で
、
で

き
る
こ
と
は
協
力
し
た
い
。

ま
ず
貢
献
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
参
加
率
を
上
げ
る
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

―
―
今
年
度
取
り
組
み
た

い
こ
と
は
。

　

一
応
今
年
度
が
部
会
長
最

後
の
年
に
な
る
の
で
、
次
の

人
が
や
り
や
す
い
よ
う
な
組

織
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
組
織
を
作
り
上
げ

た
後
に
は
、
あ
ま
り
口
を
出

さ
ず
に
サ
ポ
ー
ト
役
に
回
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
三
重

青
年
部
は
設
立
22
年
目
で
私

も
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
だ

が
、
諸
先
輩
方
が
築
い
て
き

た
良
さ
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

時
代
に
あ
っ
た
三
重
ら
し
い

青
年
部
に
し
て
い
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
う
。
青
年
部
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
「
次
代
を

自
ら
掴
み
取
れ
」
を
掲
げ
て

い
る
が
、
こ
の
精
神
で
進
ん

で
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

―
―
資
源
循
環
業
界
の
今

後
の
あ
り
方
は
。

　

廃
棄
物
処
理
業
も
製
造
業

に
近
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
例
え
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
の
に
際
し
、
た

ま
た
ま
廃
棄
物
由
来
と
い
う

だ
け
だ
。
わ
れ
わ
れ
業
界
の

必
要
性
は
理
解
さ
れ
て
き
た

が
、
世
間
一
般
で
は
「
必
要

な
の
は
わ
か
る
が
、
近
く
に

は
来
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い

う
の
が
本
音
だ
ろ
う
。
イ

メ
ー
ジ
を
ど
う
や
っ
て
変
え

て
い
く
か
が
課
題
だ
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
世
間
で
注
目
さ
れ
る

前
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
に

わ
れ
わ
れ
は
自
然
と
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
れ
を
き
ち
ん

意
識
し
て
、
世
間
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。

　

―
―
駅
伝
ト
ー
ク
、
た
す

き
を
つ
な
ぐ
相
手
は
。

　

え
ひ
め
産
業
資
源
循
環
協

会
青
年
部
会
の
天
野
隆
章
部

会
長
に
つ
な
ぎ
た
い
。

 

（
聞
き
手
・
黒
岩
修
）

　

岐
阜
県
産
業
環
境
保
全
協
会
青
年
部
会
の
伊
藤
博
人
部
会
長
の
た
す
き
を
受
け
、
今
回
登
場
す
る
の
は
、
三
重
県
産

業
廃
棄
物
協
会
青
年
部
会
の
宮
﨑
正
弥
部
会
長
。部
会
長
就
任
５
年
目
に
入
っ
た
宮
﨑
氏
が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
横
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
部
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
青
年
部
を
目
指
し
て
い
る
。「
次
代
を
自

ら
掴
み
取
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
青
年
部
組
織
の
土
台
を
作
り
上
げ
て
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
を
自
身
の
今
年
度
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
位
置
付
け
て
い
る
。

次
の
世
代
が
取
り
組
み
や
す
い
組
織
の
構
築
を
目
指
す

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、会
員
間
の
交
流
を
深
め
る

宮
﨑 

正
弥 

氏

三
重
県
産
業
廃
棄
物
協
会
青
年
部
会
部
会
長

（
ミ
ヤ
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
）

資
源
循
環

物
中
間
処
理
施
設
、
廃
棄
物

最
終
処
分
場
運
営
の
優
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
有
し
て
お

り
、
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
が
目
指
す

家
電
販
売
を
出
発
点
と
し
た

社
長
に
は
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
の
桑

野
光
正
氏
が
就
任
す
る
（
ヤ

マ
ダ
Ｈ
Ｄ
、
ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
取

締
役
に
就
任
予
定
）。
事
業

内
容
は
資
源
循
環
型
イ
ン
フ

ラ
事
業
、廃
棄
物
処
分
事
業
。

資
本
金
は
９
千
万
円
（
予

定
）
で
、
出
資
比
率
は
ヤ
マ

ダ
Ｈ
Ｄ
60
％
、
ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ

Ｄ
40
％
、
設
立
は
８
月
を
予

定
し
て
い
る
。

　

ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
と
ミ
ダ
ッ
ク

Ｈ
Ｄ
は
協
業
が
実
現
す
る
こ

と
で
、
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
が
保
有

す
る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
と

ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
が
保
有
す
る

高
度
で
最
適
な
廃
棄
物
処
理

能
力
の
よ
り
一
層
の
深
化
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
新
会
社
で
環
境
対

応
技
術
の
開
発
や
低
炭
素
・

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向

け
、
よ
り
最
適
な
成
長
投
資

を
行
い
、
循
環
型
経
済
圏
の

構
築
と
利
益
の
最
大
化
を
目

指
し
て
い
く
。

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
等
を
行

い
、
リ
ユ
ー
ス
品
と
し
て
ヤ

マ
ダ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
店
舗
で

販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ

サ
イ
ク
ル
部
門
は
同
社
グ

ル
ー
プ
各
店
舗
で
回
収
し
た

使
用
済
み
小
型
家
電
を
資
源

化
す
る
た
め
、
認
定
事
業
者

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
解

体
、
破
砕
を
行
い
素
材
ご
と

に
分
別
し
、
再
資
源
化
素
材

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
般
、
こ
れ
ま
で

の
同
社
の
環
境
分
野
に
お
け

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
ミ
ダ
ッ
ク

Ｈ
Ｄ
と
戦
略
的
共
創
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
と
と
も

に
、
国
内
に
お
け
る
資
源
循

環
型
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の
成

長
投
資
を
積
極
化
さ
せ
る
た

め
、
合
弁
会
社
「（
仮
称
）

グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
設
立
す

る
た
め
の
基
本
合
意
書
を
締

結
し
た
。

　

ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
は
、
廃
棄

　

ヤ
マ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
17
日
の
取
締
役
会
決
議

に
よ
り
、
ミ
ダ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
合
弁
会
社
設

立
に
向
け
た
基
本
合
意
書
を

締
結
し
た
。
今
後
は
合
弁
契

約
の
締
結
を
目
指
し
て
協
議

お
よ
び
検
討
を
進
め
て
い
く

予
定
だ
。

　

ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
は
21
年
11
月

４
日
に
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｈ

Ｄ
２
０
２
５
中
期
経
営
計

画
」
を
公
表
し
、「
暮
ら
し

ま
る
ご
と
」
戦
略
に
よ
る
各

事
業（「
デ
ン
キ
」「
住
建
」「
金

融
」「
環
境
」「
そ
の
他
」
の

５
つ
の
事
業
）
の
つ
な
が
る

経
営
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

し
て
、
事
業
成
長
を
加
速
し

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
同
社
の
Ｅ
Ｓ

Ｇ
経
営
の
一
つ
で
あ
る
環
境

事
業
は
、〝
家
電
も
資
源
〞

と
捉
え
、
顧
客
か
ら
買
い

取
っ
た
家
電
製
品
を
グ
ル
ー

プ
会
社
の
リ
ユ
ー
ス
工
場
で

動
作
チ
ェ
ッ
ク
、
修
理
、
ク

循
環
型
社
会
の
実
現
を
、
協

働
し
て
行
う
た
め
の
最
適
な

企
業
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

新
会
社
は
群
馬
県
高
崎
市
に

本
社
を
置
き
、
代
表
取
締
役

　

丸
紅
と
浜
田
は
、
使
用
済

み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー

ス
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
関
連

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
会

社
「
リ
ク
シ
ア
」
を
設
立
し
、

使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

買
取
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
新
会
社
は
東
京
都
千

代
田
区
に
本
社
を
置
き
、
代

表
取
締
役
社
長
に
は
丸
紅
の

若
山
美
奈
子
氏
が
就
任
。
主

な
事
業
内
容
は
中
古
太
陽
光

発
電
設
備
・
関
連
部
材
の
買

取
、
販
売
お
よ
び
輸
出
入
関

連
事
業
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
国
内
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
取
）
制
度
導
入
以

降
急
速
に
太
陽
光
発
電
の
需

要
が
拡
大
し
て
お
り
、
累
積

導
入
量
は
22
年
12
月
末
時
点

の
約
69
ギ
ガ
㍗
か
ら
30
年
に

は
約
１
２
０
ギ
ガ
㍗
ま
で
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ

る
売
電
期
間
の
終
了
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
使
用
寿
命
等
を

考
え
る
と
、
30
年
代
半
ば
に

は
年
間
約
80
万
㌧
の
使
用
済

み
パ
ネ
ル
が
排
出
さ
れ
る
と

予
想
さ
れ
、
大
量
廃
棄
問
題

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

自
然
災
害
の
多
い
日
本
で

は
、
太
陽
光
発
電
所
の
罹
災

等
に
よ
り
毎
年
数
千
㌧
程
度

の
使
用
済
み
パ
ネ
ル
が
継
続

的
に
発
生
し
て
お
り
、
使
用

済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄

問
題
は
す
で
に
顕
在
化
し
て

上
を
推
奨
。
18
歳
以
下
は
成

人
（
20
歳
以
上
）
の
同
行
が

必
要
と
な
る
。
定
員
は
各
回

25
人
ま
で
（
学
校
な
ど
団
体

で
の
申
し
込
み
の
場
合
は

問
い
合
わ
せ
）。
申
し
込
み

はhttps://jeplan.peatix.
com

か
ら
。

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

目
的
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全

体
で
90
分
を
予
定
し
て
お

り
、
座
学
で
事
業
や
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
な
ど
を
説
明
し
た

後
、
実
際
に
工
場
内
の
設
備

を
見
学
し
て
も
ら
う
。
見
学

対
象
者
は
小
学
校
５
年
生
以

　

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
ペ
ッ
ト
リ

フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

川
崎
市
に
立
地
す
る
工
場

で
、
８
月
９
日
か
ら
工
場
見

学
の
受
け
入
れ
を
開
始
す

る
。
同
工
場
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
独
自
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ケ
ミ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
用
い

た
ボ
ト
ル
to
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
毎
月
２
回
、
第

２
・
第
４
水
曜
日
に
実
施
す

る
予
定
で
、
す
で
に
申
込
予

約
を
開
始
し
て
い
る
。

　

今
回
の
受
け
入
れ
は
、
工

場
見
学
を
通
じ
て
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
ゴ
ミ
で
は
な
く
大

切
な
資
源
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
や
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

捨
て
る
際
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ

ベ
ル
を
分
別
す
る
理
由
」
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
資
源
循

環
を
よ
り
身
近
に
感
じ
考
え

い
る
。

　

リ
ク
シ
ア
で
は
、
使
用
済

み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
手
続
き
を

一
括
し
て
行
え
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
リ
ユ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で

日
本
国
内
で
は
、
使
用
済
み

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
品
質
と
保

証
の
担
保
が
困
難
で
あ
る
な

ど
の
理
由
で
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。
同
社
で
は
、
確
立

さ
れ
た
性
能
検
査
体
制
を
通

じ
て
リ
ユ
ー
ス
可
能
と
判
断

し
て
買
い
取
っ
た
も
の
を
、

大
手
保
険
会
社
と
の
提
携
を

通
じ
て
瑕
疵
保
証
を
付
け
た

上
で
販
売
す
る
。

　

外
観
の
破
損
や
著
し
い
性

能
劣
化
等
に
よ
り
リ
ユ
ー
ス

が
困
難
な
使
用
済
み
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
埋
め

立
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
だ
っ
た
。
同
社
は
高
度

な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
有
す

る
全
国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
会
社
と
連
携
し
、

使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

ガ
ラ
ス
や
セ
ル
シ
ー
ト
等
に

分
別
す
る
こ
と
で
、
リ
ユ
ー

ス
不
可
の
パ
ネ
ル
に
つ
い
て

も
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促

進
し
て
い
く
。

　

丸
紅
、
浜
田
、
リ
ク
シ
ア

は
、
使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
大
量
廃
棄
と
い
う
社

会
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
国
内
に
お
け
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
仕

組
み
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
両
立
す
る
世

界
を
目
指
し
て
い
く
考
え

だ
。

ペットボトルケミカルリサイクルの
「工場見学」開始

ペットリファインテクノロジー

丸紅と浜田

ペットリファインテクノロジーの
ＰＥＴケミカルリサイクル工場

資
源
循
環
型
イ
ン
フ
ラ
事
業

合
弁
会
社
設
立
で
基
本
合
意 

�
ヤ
マ
ダ
Ｈ
Ｄ
と
ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ

新
会
社「
リ
ク
シ
ア
」設
立 

使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

新会社のロゴ

タジリ

比重差、風力、振動テーブルにより嵩張る廃棄物を
選別します。重量物、軽量物、残渣と一台の装置で
選別するため人件費の削減にもつながります。RPF
製造設備の前処理としても使われます。

ホッピングセパレーター
建設系廃棄物選別機

マイティクラッシャー
油圧式破砕機

●RPF（固形燃料）製造プラント
●焼却前処理破砕プラント

●破砕選別プラント
●缶・ビン選別プラント

●産業廃棄物資源化プラント
●木質バイオマス燃料製造プラント

タジリの各種再資源化プラント
●各種リサイクルプラント

循環型社会の創造に取り組むお客様のニーズに対し、
技術と誠意でサポートさせて頂きます。

バイトロータースマートウッドチッパー
一軸式破砕機移動式・木材破砕機

プラスチック、紙類等の軟質系から木材等の硬
質系廃棄物を効率よく破砕します。スクリーンを
交換する事により粒度調整が可能。破砕室スラ
イドゲートを開放する事で刃物交換が容易に出
来る事や異物が簡単に排出できます。

原木（間伐材）から数センチメートル角の切削チップ
製造します。スマートウッドチッパーをトラックで山林
内に運び、原木（間伐材）から切削チップを製造す
ることで、原木（間伐材）の搬出コストを抑えることが
できます。

可燃性の粗大ゴミを効率よく粗破砕する装置。破砕刃
付きのカートリッジ式シャフト2本が正転・逆転しながら
200ミリ～300ミリ角前後のサイズに効率よく破砕。破
砕ローターは低速回転で運転する為、振動、騒音が少
なく、設置場所の選定が容易。

本社 〒125-0041　東京都葛飾区東金町１－３８－２　E-mail：eigyou@ebata.co.jp
TEL:03-3600-1522　FAX:03-3600-2090　http://www.ebata.co.jp/

広く浅い所の設置には最適

スーパーフレーム
軽量ハニカム構造ブロック

ハニカムトレンチ

販売エリア：関東地区

内部の様子

■空隙率…95％
■耐自動車荷重…T-14以下
■埋設深さ…最大2.9m

自在製
フレームの組み合わせにより現場の形状に合わせた施工が可能。
矩形形状の槽の構築も可能です。

水の流れがスムーズ
フレーム構造のため、槽内部でのスムーズな水の流入・流出が可
能です。

■空隙率…94％
■耐自動車荷重…T-25以下
■埋設深さ…最大2.0m

再生プラスチック製

パネケーブ

再生プラスチック製

システムパネル
空隙率　　　　95％
耐自動車荷重　T-25以下
最大埋設深さ　3.6m

コンクリート製点検口部材と横断通路部材を使用することにより、
維持管理が広範囲で可能となりました。

コンクリート横断通路

部材4点で、50cm
角空間を形成する
L型パネル、パズル
感覚組立工法

50cm角
空間

中小規模施設に最適！
合理的・経済的設計が可能！
簡便施工によりトータルコストダウン可能！

雨水貯留浸透製品

雨水貯留浸透製品

大規模施設に最適！
本格的維持管理機能！
現場都合で施工が可能！

パネケーブ点検口

パネケーブ点検口

パネケーブ横断通路

パネケーブ横断通路

空隙率　　　　94％
耐自動車荷重　T-25以下
最大埋設深さ　3.99m

ニューレック座台
特殊プラスチック製により、従来のコンクリート
座台に比べ、1/9の軽量化になり運搬・設置が
楽々。また充分な耐力を有しています。



（5） 令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

ト
―
テ
ツ

協定書に調印後、握手する
河谷氏（右）と松本氏

水
・
土
壌
環
境

斜
面
に
設
置
し
た

集
水
シ
ー
ト

貯
留
槽
上
か
ら
眺
め
る

建
設
中
の
研
究
所

左
か
ら
上
森
能
勢
町
長
、
榎
原
社
長
、
伴
戸
代
表
、
塩
川
豊
能
町
長

新
た
な
散
気
装
置
が
設
置
さ
れ
た
反
応
タ
ン
ク
前
で
、

見
学
者
に
説
明
す
る
前
澤
工
業
の
担
当
者

ＣＷＯとＯＷＧＳ

水の安全保障戦略機構

水道行政移管きっかけに
新たな政策提言の検討開始

ユニバーサル水貯留システム
相模原市に雨水利用と防災目的の実証施設が完成

募
集

が
旋
回
流
式
の
約
１
・
９
倍

向
上
し
て
い
る
」
な
ど
と
説

明
し
た
。
ま
た
、
散
気
装
置

を
底
面
に
設
置
す
る
こ
と
で

点
検
時
の
高
所
作
業
を
な
く

し
、
作
業
者
の
安
全
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

消
費
電
力
に
つ
い
て
も
、

送
風
機
を
よ
り
高
効
率
な
も

の
へ
交
換
す
る
こ
と
で
改
善

し
て
い
る
。
担
当
者
は
、「
ポ

イ
ン
ト
は
特
殊
な
ス
ク

リ
ュ
ー
型
の
羽
根
で
空
気
を

圧
縮
す
る
こ
と
と
、
従
来
よ

り
も
き
め
細
や
か
に
風
量
を

調
節
で
き
る
こ
と
」
と
話
し

た
。
圧
縮
に
よ
り
、
空
気
中

の
酸
素
の
量
を
減
ら
す
こ
と

な
く
送
風
量
だ
け
を
従
来
の

約
半
分
に
抑
え
る
こ
と
で
、

送
風
に
必
要
な
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
量
を
減
ら
し
、
消
費

電
力
を
削
減
し
た
と
い
う
。

　

見
学
会
に
は
、
記
念
式
典

の
出
席
者
も
参
加
。
前
澤
工

業
の
実
証
事
業
担
当
者
の
案

内
の
も
と
、
処
理
場
内
の
高

度
処
理
系
列
の
反
応
タ
ン
ク

を
上
か
ら
観
察
し
た
り
、
実

際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
散
気

装
置
の
パ
ネ
ル
に
触
れ
た

り
、
送
風
機
の
機
構
に
つ
い

て
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

た
り
し
た
。

　

従
来
の
雨
水
貯
留
施
設
は

都
市
部
の
内
水
氾
濫
防
止
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
き
た

が
、
ト
ー
テ
ツ
（
東
京
都
品

川
区
、
03
・
３
４
９
３
・
５

９
１
１
）
は
里
山
防
災
と
貯

留
水
有
効
利
用
を
目
的
に
、

相
模
原
市
の
山
斜
面
農
地
に

容
量
１
千
立
方
㍍
の
雨
水
貯

留
実
証
施
設
を
建
設
し
た
。

　

同
社
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

（
Ｕ
Ｎ
）
水
貯
留
シ
ス
テ
ム

の
構
造
は
、
下
部
は
仕
切
り

板
と
遮
水
シ
ー
ト
設
置
、
側

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ

際
に
構
造
材
と
な
る
プ
ラ
型

枠
パ
ネ
ル
を
設
置
、
底
面
側

面
一
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
水

を
貯
留
、
天
井
板
は
ア
ク
ア

パ
レ
ス
と
呼
ぶ
塩
ビ
パ
イ
プ

で
支
え
る
。
建
設
に
は
大
型

の
車
両
や
機
械
が
不
要
、
撤

去
型
枠
が
な
く
取
り
付
け
道

路
が
狭
い
斜
面
へ
の
建
設
が

容
易
だ
。
理
論
上
は
超
大
型

ま
で
建
造
で
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。

が
け
崩
れ
対
策
や
砂
防
ダ
ム

の
代
わ
り
と
し
て
設
置
し
、

大
規
模
貯
留
を
し
て
小
水
力

発
電
や
農
業
用
水
の
枯
渇
に

備
え
る
ほ
か
、
崩
壊
す
る
と

土
石
流
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
危
険
な
溜
め
池
の
代

替
、
山
林
火
災
の
際
の
消
火

用
水
と
し
て
使
え
る
半
地
下

構
造
の
貯
留
槽
、
そ
の
他
に

食
料
自
給
率
向
上
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
も

可
能
性
が
あ
る
。

　

今
回
の
施
設
は
、
上
部
の

遮
水
シ
ー
ト
を
敷
い
た
２
段

の
果
樹
園
を
想
定
し
た
斜
面

か
ら
集
め
、
取
水
し
た
雨
水

は
、
ご
み
や
砂
の
浄
化
装
置

を
通
っ
て
泥
は
内
部
に
入
れ

な
い
。
内
部
が
４
槽
に
分
か

れ
て
お
り
、
１
槽
が
満
水
と

な
る
と
次
の
槽
に
水
が
入

る
。
全
て
の
槽
が
人
が
中
に

入
っ
て
点
検
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
は
別

の
槽
に
水
を
移
動
さ
せ
る
た

め
の
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
農
業
用
水
と
し
て
も

生
か
す
よ
う
貯
留
槽
の
下
は

平
坦
な
畑
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
隣
接
地
に
水
・
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
研
究
所
を

建
設
中
で
、
今
後
は
土
圧
や

地
滑
り
に
耐
え
ら
れ
る
か
強

度
を
検
証
、
斜
面
で
の
生
態

系
を
生
か
す
集
水
方
法
も
検

証
す
る
。

　

お
詫
び
と
訂
正　

７
月
12

日
号
６
面
掲
載
の
「
国
交
省

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
』
検

討
自
治
体
と
意
見
交
換
」
の

記
事
で
、「
２
０
２
３
年
現

在
、
下
水
道
を
維
持
管
理
す

る
全
国
１
４
７
３
自
治
体
の

う
ち
、
包
括
的
民
間
委
託
は

施
設
、
管
路
合
わ
せ
て
５
０

３
団
体
と
増
え
つ
つ
あ
る

が
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
自
治
体
は
わ
ず
か
３

自
治
体
」
と
記
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
施
設
、
管
路

合
わ
せ
た
自
治
体
数
は
２
９

８
団
体
（
22
年
４
月
現
在
）

で
、
う
ち
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
自
治
体
は
４
自

治
体
（
23
年
４
月
現
在
）
で

す
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
訂
正

を
し
ま
す
。

　

水
問
題
の
解
決
に
向
け
た

提
言
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」

（
代
表
理
事
＝
竹
村
公
太
郎
・

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理

事
）
は
、
２
０
２
４
年
の
水

道
行
政
移
管
を
き
っ
か
け
に

新
た
な
政
策
提
言
の
検
討
を

始
め
た
。
19
日
に
都
内
で
委

員
会
の
初
会
合
を
開
き
、
将

来
の
流
域
管
理
に
向
け
た
水

イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
た
（
写

真
）。

　

初
会
合
で
は
、
水
道
行
政

が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交

通
省
と
環
境
省
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
、

今
年
５
月
26
日
に
公
布
さ
れ

た
関
連
法
案
の
概
要
、
移
管

に
向
け
た
準
備
作
業
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の

名
倉
良
雄
水
道
課
長
か
ら
話

題
提
供
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
各
委
員
が
意

見
を
述
べ
た
。
水
道
行
政
の

移
管
に
よ
り
上
下
水
道
が
一

元
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
水
循
環
や
水
の
安
全

保
障
を
一
つ
の
省
庁
で
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
」「
移
管
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
、
流

域
全
体
で
水
管
理
し
や
す
い

制
度
づ
く
り
が
必
要
」「
一

元
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
が
る
」「
上
下
水
ト
ー

タ
ル
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
図
る
こ
と
が
必
要
」

と
前
向
き
な
発
言
が
あ
っ

た
。
一
方
、
今
回
の
移
管
で

水
質
に
関
す
る
行
政
が
環
境

省
に
、
そ
れ
以
外
の
整
備
・

管
理
行
政
が
国
交
省
に
と
、

２
省
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
た
。

　

ま
た
、
内
閣
府
が
６
月
に

決
定
し
た
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
２
０
２
３
年
改
訂
版

で
打
ち
出
し
た
、
新
し
い
官

民
連
携
方
式
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」も
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
民
間
企
業
の
提
案
を
生
か

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
」「
人
材
不
足
は
深
刻
な

状
況
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

　

同
機
構
は
今
秋
ま
で
に
委

員
会
を
３
回
開
き
、
提
言
の

素
案
を
ま
と
め
る
考
え
。

前
澤
工
業
・
Ｊ
Ｓ
・
埼
玉
県
共
同
研
究
体

曝
気
の
効
率
化
で
消
費
電
力
削
減
へ

「
省
エ
ネ
型
深
層
曝
気
技
術
実
証
研
究
施
設
」が
完
成

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
見
据
え

上
下
水
道
事
業
の
連
携
強
化

大
阪
市
出
資
２
社
が
業
務
連
携
協
定
締
結

先
駆
者
で
あ
る
会
沢
高
圧
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
福
島
Ｒ
Ｄ
Ｍ

セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
そ
の
も

の
が
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
す
。

バ
ジ
リ
ス
ク
（
自
己
修
復
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）
を
用
い
た
構

造
体
は
Ｐ
Ｃ
、
壁
面
は
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。
建
設
工
事
に
特
化

し
た
Ａ
Ｉ
を
用
い
、
型
枠
を

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ロ
マ
ネ

ス
ク
様
式
の
ミ
ラ
ノ
か
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
か
、
大
聖
堂
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
柱
の
な
い
大
空
間
が
広

が
り
ま
す
。
浪
江
町
へ
の
立

地
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
浜
通
り
の
復
興
を
目
指

し
、「
結
（
ゆ
い
）」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｒ
Ｄ
Ｍ
」は
、Research

、

Deveropment

、Manufac

排
出
権
取
引
に
つ
い
て
は
、

国
主
導
の
取
引
シ
ス
テ
ム
の

よ
う
に
中
央
集
権
的
で
な

く
、仮
想
通
貨
の
基
盤
技
術
・

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
採

用
、
各
社
の
端
末
同
士
を
直

接
接
続
し
、
取
引
記
録
を
分

散
的
に
処
理
、
記
録
す
る
の

で
サ
ー
バ
ー
管
理
は
不
要
で

す
。

　

取
引
記
録
は
、
わ
が
国
で

初
め
て
ネ
ッ
ト
芸
術
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
署
名
に
も
使
わ
れ
る

Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト
ー
ク

夢
の
実
現
に
第
一
歩

　

遠
浅
な
海
岸
の
少
な
い
わ

が
国
で
は
、
広
大
な
経
済
水

域
と
造
船
技
術
を
生
か
し
た

浮
体
式
洋
上
風
力
に
注
目
で

す
。
今
年
３
月
15
～
17
日
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
で
、
大
手
総
合
コ

ン
ク
リ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
の
会

沢
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
北

海
道
苫
小
牧
市
）
か
ら
、
洋

上
風
力
に
関
連
す
る
驚
く
べ

き
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
10

メ
ガ
㍗
超
級
の
風
力
タ
ワ
ー

と
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
製

造
装
置
を
搭
載
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
半
潜
水
型
フ
ロ
ー

タ
ー
（
図
）
を
経
済
水
域
に

大
量
に
浮
か
べ
る
構
想
で
、

多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

結
集
し
て
い
ま
す
。
底
板
打

設
の
上
に
、
ド
ロ
ー
ン
型
コ

ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
で
浮
体
の
型
枠
を
積
層

造
成
す
る
新
工
法
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
同
社
は
６
月
30

日
、
関
連
技
術
の
研
究
開
発

型
生
産
拠
点
と
し
て
福
島
県

浪
江
町
に
「
福
島
Ｒ
Ｄ
Ｍ
セ

ン
タ
ー
」
を
開
所
し
ま
し
た

（
写
真
）。
同
日
開
か
れ
た
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
を
も
と

に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
最
新

技
術
や
脱
炭
素
の
取
り
組

み
、
洋
上
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ

ニ
ア
工
場
構
想
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

施
設
そ
の
も
の
が

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る

建
築
は
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ

ン
の
参
入
な
ど
急
展
開
を
見

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
法
の

turing

、Marketing

の
頭
文

字
を
並
べ
た
も
の
で
、
研
究

開
発
、
製
造
技
術
開
発
、
実

装
化
、
市
場
性
を
追
求
し
て

い
ま
す
。

業
界
あ
げ
て
の

脱
炭
素
経
営

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

に
先
立
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
業
界
あ
げ
て
の
脱
炭
素
経

営
を
目
指
す
「
ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
の
第
３
回
経
営
者
会
議

が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
社
ご

と
の
削
減
量
の
デ
ー
タ
や
、

ン
）
に
記
録
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
ま
だ
出
席
者

の
多
く
に
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
理
解
が

十
分
で
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
化

し
た
素
人
分
か
り
の
す
る
説

明
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
法
的
位
置
づ

け
や
費
用
負
担
な
ど
、
宿
題

が
残
っ
た
印
象
が
あ
り
ま

す
。

　

共
通
の
技
術
開
発
で
は
、

Ｃ
Ｏ
２

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

閉
じ
込
め
る
技
術
や
骨
材
開

発
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

廃
コ
ン
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を

分
離
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を

生
成
さ
せ
固
定
す
る
ブ
ル
ー

下
水
道
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

神
林 

章
元

第 70回

し
、
屋
外
で
も
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
ド
ロ
ー
ン
を
開
発

し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ズ
キ
自
動
車
の
２
輪

エ
ン
ジ
ン
設
計
者
と
し
て

数
々
の
海
外
レ
ー
ス
に
参
戦

し
た
荒
瀬
国
男
氏
の
協
力
を

得
て
ア
ラ
セ
ア
イ
ザ
ワ
・
エ

ア
ロ
ス
パ
シ
ア
ル
を
設
立

し
、
開
発
し
た
エ
ン
ジ
ン
ド

ロ
ー
ン
は
バ
ッ
テ
リ
ー
式
で

は
考
え
ら
れ
な
い
連
続
５
～

６
時
間
の
飛
行
時
間
を
実
現

し
ま
し
た
。
津
波
の
時
も
第

４
波
ま
で
連
続
し
て
観
測
で

き
る
な
ど
、
防
災
へ
の
応
用

も
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は

Ｒ
Ｄ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

て
、
台
風
に
耐
え
て
風
速
40

㍍
で
も
飛
べ
る
か
、
屋
外
工

事
は
風
速
何
㍍
ま
で
で
き
る

か
等
実
証
実
験
を
行
う
そ
う

で
す
。

変
革
へ
の
自
信

　

続
い
て
、
会
沢
高
圧
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
会
澤
祥
弘
社
長

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

１
９
０
３
年
と
１
９
１
３

年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街

の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
、
た
っ

た
10
年
で
馬
車
の
世
界
が
Ｔ

プ
ラ
ネ
ッ
ト
技
術
に
は
評
価

が
分
か
れ
ま
し
た
。

世
界
一
の

エ
ン
ジ
ン
ド
ロ
ー
ン

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
は
、
型
枠
を
使
わ
な

い
た
め
形
も
自
由
で
、
施
工

期
間
も
短
く
で
き
ま
す
。
会

沢
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
深

川
工
場
（
北
海
道
深
川
市
）

で
公
園
や
駅
の
ベ
ン
チ
な
ど

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
製
造
、
納

品
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
を
さ
ら
に
自
由
化

型
フ
ォ
ー
ド
の
世
界
に
変

わ
っ
た
と
変
革
へ
の
自
信
を

見
せ
、
哲
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
新
た
な

結
合
と
い
う
意
味
で
、
イ
ノ

ベ
＝
技
術
革
新
は
誤
訳
で
あ

る
と
哲
学
を
示
し
、
本
題
に

入
り
ま
し
た
。

　
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ

る
建
築
は
従
来
な
か
っ
た
デ

ジ
タ
ル
制
御
に
よ
る
建
築
と

い
う
新
技
術
で
あ
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
不
可
欠
で
あ
っ

た
型
枠
を
不
要
と
す
る
こ
と

で
時
間
も
費
用
も
大
幅
に
節

減
で
き
る
。

　

自
己
修
復
コ
ン
ク
リ
ー
ト

『
バ
ジ
リ
ス
ク
』
は
、
海
洋

生
物
学
者
ヨ
ン
カ
ー
氏
の
研

「福島ＲＤＭセンター」開所式のようす
（会沢高圧コンクリート提供）

図　グリーンアンモニア製造艦「ＭＩＫＡＳＡ」
のイメージ（会沢高圧コンクリート提供）

洋
上
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
工
場
群
の
夢（
そ
の
１
）

会
沢
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト「
福
島
Ｒ
Ｄ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
」

開
所
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
て

０
％
出
資
の
監
理
団
体
で
あ

る
両
社
は
今
後
、
双
方
が
有

す
る
経
営
資
源
を
相
互
に
提

供
・
補
完
し
合
う
こ
と
で
、

安
定
し
た
業
務
の
実
施
体
制

の
確
立
を
図
り
、
幅
広
く
上

下
水
道
事
業
を
展
開
す
る
。

　

対
象
と
す
る
連
携
事
業

は
、
①
上
下
水
道
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
で
発
注
さ
れ
る
業
務
の

受
託
に
関
す
る
こ
と
②
大
阪

市
域
外
の
水
道
施
設
に
お
け

る
設
計
、
施
工
監
理
、
運
転

維
持
管
理
、
そ
の
他
行
政
補

完
的
な
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

の
発
注
業
務
の
受
託
に
関
す

る
こ
と
③
大
阪
市
域
外
の
下

水
道
施
設
に
お
け
る
設
計
、

施
工
監
理
、運
転
維
持
管
理
、

そ
の
他
行
政
補
完
的
な
技
術

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
の
発
注
業
務
の

受
託
に
関
す
る
こ
と
④
海
外

　

大
阪
市
を
中
心
に
下
水
道

事
業
を
担
う
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ（
Ｃ
Ｗ
Ｏ
、

河
谷
幸
生
代
表
取
締
役
）と
、

関
西
地
区
の
水
道
事
業
全
般

ほ
か
国
内
の
水
道
の
基
盤
強

化
に
携
わ
る
大
阪
水
道
総
合

サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｗ
Ｇ
Ｓ
、
松

本
広
司
代
表
取
締
役
）
は
20

日
、
国
内
外
の
上
下
水
道
事

業
の
一
体
的
な
課
題
解
決
と

持
続
性
確
保
へ
の
貢
献
を
目

的
と
し
て
業
務
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
大
阪
市
１
０

展
開
に
係
る
業
務
全
般
に
関

す
る
こ
と
⑤
そ
の
他
、
民
間

企
業
等
か
ら
の
発
注
業
務
の

受
注
に
関
す
る
こ
と
︱
︱
と

し
て
い
る
。

　

協
定
締
結
式
に
臨
ん
だ
松

本
氏
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど

多
様
な
官
民
連
携
方
式
の
導

入
で
、
案
件
形
成
の
裾
野
の

拡
大
と
加
速
化
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
上
水
道
単

独
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
上
下
水

一
体
で
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る

と
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、

下
水
道
業
界
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
ニ
ー
ズ
に
対
し
信

頼
を
確
保
し
つ
つ
円
滑
に
対

応
で
き
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
。
今
後
は
互
い
の
有
す

る
技
術
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
お
よ

び
人
材
を
相
互
に
提
供
し
合

い
、
協
力
し
て
業
務
の
拡
大

と
安
定
し
た
受
注
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
で
、
国
内
お
よ

び
海
外
諸
国
の
上
下
水
道
事

業
の
課
題
解
決
と
持
続
性
の

確
保
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど

と
述
べ
た
。

　

一
方
、
河
谷
氏
は
「
Ｃ
Ｗ

Ｏ
は
１
世
紀
を
超
え
る
大
阪

市
の
下
水
道
技
術
と
伝
統
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、
国
内
外

の
下
水
道
事
業
に
幅
広
く
貢

献
す
る
こ
と
を
経
営
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
市
域

外
事
業
を
強
化
し
た
い
と
の

思
い
が
強
い
。Ｏ
Ｗ
Ｇ
Ｓ
は
、

す
で
に
広
域
連
携
に
係
る
事

業
を
展
開
し
数
多
く
の
自
治

体
と
受
託
実
績
を
積
ま
れ
て

お
り
、学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

軸
足
と
し
て
い
る
地
域
内
事

業
で
得
た
経
営
資
源
を
ど
う

活
用
す
る
か
。
人
材
不
足
の

な
か
、
民
間
パ
ー
ト
ナ
ー
と

組
む
、
水
道
分
野
に
出
て
い

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛

け
が
必
要
だ
と
思
案
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
は
先
手
を
打
っ
て
取
り
組

む
以
外
に
な
い
と
考
え
た
」

と
語
る
。

　

ま
ず
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
に
対
す
る
取
り
組
み
ス

キ
ー
ム
を
両
社
が
そ
れ
ぞ
れ

に
作
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
融

合
し
て
生
ま
れ
る
相
乗
効
果

に
加
え
、
講
習
、
人
事
交
流

な
ど
も
行
い
、
案
件
に
対
し

て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取

り
組
む
。
事
実
行
為
は
も
ち

ろ
ん
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
で
関

わ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
で
の
実
施
を
想
定
。

自
治
体
か
ら
分
化
し
た
会
社

で
あ
る
特
徴
を
生
か
し
、
民

間
企
業
と
自
治
体
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
や

　

前
澤
工
業
、
日
本
下
水
道

事
業
団
（
Ｊ
Ｓ
）、
埼
玉
県

の
共
同
研
究
体
は
19
日
、
朝

霞
市
の
新
河
岸
川
水
循
環
セ

ン
タ
ー
で
、「
省
エ
ネ
型
深

層
曝
気
技
術
実
証
研
究
施

設
」
の
完
成
記
念
式
典
と
施

設
見
学
会
を
行
っ
た
。
こ
の

研
究
は
、
２
０
２
２
年
度
の

下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事

業
（
Ｂ
︱
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　

河
谷
氏
は
、「
問
題
の
多

い
管
路
部
門
に
つ
い
て
は
、

持
っ
て
い
る
管
理
情
報
を
ど

う
改
築
に
つ
な
げ
、
一
体
化

し
て
い
け
る
か
が
重
要
。
い

か
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る

か
、
提
示
が
急
が
れ
る
。
案

件
が
出
て
か
ら
の
対
応
で
は

遅
い
。
出
て
く
る
案
件
を
想

定
し
、
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
文
書
化
し
た
い
。
そ

し
て
、
下
水
道
展
な
ど
も
活

ジ
ェ
ク
ト
）
に
採
択
さ
れ
た

も
の
。
前
澤
工
業
と
Ｊ
Ｓ
が

計
画
立
案
や
設
備
の
設
計
・

建
設
、
分
析
な
ど
を
、
Ｊ
Ｓ

が
研
究
管
理
と
評
価
な
ど

を
、
埼
玉
県
が
設
備
の
維
持

管
理
と
運
転
な
ど
を
担
う
。

　

今
回
実
証
研
究
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
セ
ン

タ
ー
の
５
系
列
あ
る
水
処
理

施
設
の
う
ち
、高
度
処
理（
凝

用
す
る
な
ど
し
て
情
報
発
信

を
行
い
、
自
治
体
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
早
々

に
取
っ
て
い
き
た
い
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
受
け

皿
的
な
ス
キ
ー
ム
を
つ
く

り
、
必
然
性
が
生
ま
れ
た
時

に
は
速
や
か
に
検
討
、
安
心

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
存
在
に
な

り
た
い
」
と
述
べ
、
全
社
を

挙
げ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
積

極
的
に
動
く
と
の
考
え
を
示

し
た
。

集
剤
添
加
循
環
式
硝
化
脱
窒

法
）を
行
っ
て
い
る
１
系
列
。

高
度
処
理
の
系
列
に
は
４
基

の
反
応
タ
ン
ク
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
の
１
基
に
省
エ
ネ

型
深
層
曝
気
を
行
う
た
め
の

装
置
を
設
置
し
た
。

　

省
エ
ネ
型
深
層
曝
気
技
術

は
、
水
処
理
工
程
中
の
曝
気

で
有
効
な
技
術
。
曝
気
は
、

反
応
タ
ン
ク
の
中
で
微
生
物

が
下
水
中
の
汚
れ
を
食
べ
、

浄
化
す
る
活
動
を
助
け
る
た

め
の
工
程
だ
。
微
生
物
は
活

動
中
に
酸
素
を
消
費
す
る

が
、
そ
こ
へ
、
微
生
物
の
活

動
に
必
要
な
だ
け
の
酸
素
を

含
ん
だ
空
気
を
送
り
込
む
。

こ
の
工
程
で
は
多
く
の
電
力

を
消
費
す
る
が
、
省
エ
ネ
型

深
層
曝
気
技
術
で
は
機
器
の

見
直
し
に
よ
り
、
従
来
の
方

法
よ
り
も
高
効
率
で
、
消
費

電
力
も
少
な
い
タ
ン
ク
内
へ

の
酸
素
供
給
を
可
能
に
し

た
。

　

こ
の
実
証
技
術
で
は
、
酸

素
供
給
の
効
率
を
高
め
る
た

め
に
気
泡
を
発
生
さ
せ
る
散

気
装
置
を
大
幅
に
見
直
し
、

従
来
型
の
旋
回
流
式
と
は
異

な
る
深
層
全
面
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
し
た
。

前
澤
工
業
の
担
当
者
は
「
空

気
中
の
酸
素
が
反
応
タ
ン
ク

内
の
下
水
に
溶
け
込
む
効
率

を
示
す
値（
酸
素
移
動
効
率
）

究
し
た
自
己
修
復
菌
の
量
産

と
い
う
別
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
実
現
し
た
。
菌
と
餌
を
混

ぜ
込
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、
長
持
ち
す
る
点
で
セ
メ

ン
ト
使
用
量
の
削
減
、
脱
炭

素
経
営
に
つ
な
が
る
。

　

浪
江
町
で
始
動
す
る
エ
ン

ジ
ン
ド
ロ
ー
ン
は
６
時
間
連

続
で
飛
べ
る
利
点
を
生
か
し

て
、
安
全
な
シ
ェ
ル
タ
ー
か

ら
自
動
で
飛
び
立
つ
『
鷹
の

目
』
シ
ス
テ
ム
を
衛
星
画
像

『
星
の
目
』
と
組
み
合
わ
せ

て
防
災
対
策
に
応
用
す
る
こ

と
を
研
究
し
て
い
る
」

浪
江
町
で
生
ま
れ
、

サ
ウ
ジ
で
実
装
さ
れ
る

　

昼
の
小
休
止
を
挟
ん
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
ク
ロ
ー
ン
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
は
浪
江
町
で

生
ま
れ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
実
装
さ
れ
る
」
と
い
う
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。会
澤
大
志
氏
の
司
会
で
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ゼ
ネ
コ

ン
オ
ー
ナ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
マ

シ
ャ
エ
ル
・
ビ
ン
・
サ
エ
ダ

ン
氏
、
経
済
産
業
省
の
三
宅

保
次
郎
中
東
ア
フ
リ
カ
課

長
、
デ
ジ
タ
ル
ク
ロ
ー
ン
技

術
の
開
発
者
・
米
倉
豪
志
氏

の
対
談
は
英
語
で
行
わ
れ
、

会
場
に
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
同
時

通
訳
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

脱
石
油
の
経
済
開
発
を
進

め
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
若

年
人
口
の
増
加
に
伴
う
住
宅

不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
若
い

人
た
ち
に
適
正
価
格
で
提
供

す
る
た
め
、
２
０
３
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
部
分
と
し

て
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る

住
宅
の
大
量
生
産
で
、
数
百

戸
か
ら
数
千
戸
を
建
設
す
る

と
い
う
の
で
す
。
実
現
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
で
注
目
の

技
術
、
洋
上
ア
ン
モ
ニ
ア
工

場
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
紹
介

し
ま
す
。
浮
体
式
風
力
発
電

を
進
め
る
上
で
ネ
ッ
ク
と
な

る
造
船
所
・
ド
ッ
ク
の
不
足

を
カ
バ
ー
で
き
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
浮
体
の
可
能
性
か

ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

貯留槽前に置かれたアクアパレス

内部構造（右側が側面）
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豪
雨
災
害
が
頻
発
す
る
近
年
、
雨
水
を
貯
留
す
る
調
整
池
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
管
理
す
る
自
治
体
の
予
算
不
足
が
課
題
だ
。
整
備
し
て
か
ら
年
月
が

経
つ
調
整
池
は
雑
草
が
繁
茂
し
、
投
棄
ご
み
や
堆
積
土
砂
に
よ
る
貯
留
能
力
の
低
下
に

対
応
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
雨
水
貯
留
浸
透
技
術
協
会
（
雨
水
協
会
）
は
既

存
の
調
整
池
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
活
性
化
を
促
す
新
た
な
空
間
の
創
出
を
提

案
す
る
「
調
整
池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
研
究
会
（
仮
称
）」
を
協
会
内
に

設
立
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
雨
水
協
会
の
長
年
の
実
績

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
行
政
が
抱
え
る
課
題
と
、
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
、
住

民
の
ユ
ー
ザ
ー
視
点
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
持
続
可
能
な
上
部
利
用
の
選
択
肢
を
提
案

し
、
実
装
す
る
こ
と
を
狙
う
。
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
調
整
池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
研
究
会
」
設
立
へ

調
整
池
を
覆
蓋
し
て
上
部
利
用
、
持
続
可
能
な
再
構
築

　

気
候
変
動
に
よ
り
増
加
す

る
豪
雨
災
害
の
防
止
の
た
め

に
、
流
域
治
水
の
考
え
方
が

導
入
さ
れ
、
１
千
平
方
㍍
以

上
の
開
発
行
為
に
は
雨
水
貯

留
施
設
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
ま
た
、
１
０
０
平

方
㍍
以
上
の
防
災
調
整
池
は

保
全
調
整
池
と
し
て
指
定

し
、
機
能
の
確
保
を
図
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
施
設
の
機
能

保
全
に
は
維
持
管
理
が
欠
か

せ
な
い
が
、
自
治
体
の
職
員

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
官

民
連
携
を
推
進
す
る
動
き
は

あ
る
が
、
官
民
の
間
に
は
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
立
ち
ふ
さ

が
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
水

門
な
ど
河
川
管
理
施
設
の

42
％
が
今
年
３
月
時
点
で
建

設
後
50
年
を
経
過
し
て
お

り
、
調
整
池
も
老
朽
化
へ
の

備
え
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
雨
水
協
会
は
調
整

池
本
来
の
機
能
を
損
ね
ず
、

上
面
利
用
を
可
能
と
す
る
構

造
形
式
の
標
準
化
を
進
め
て

い
く
。
覆
蓋
施
設
は
調
整
池

に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
も
し
く
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
貯
留
構
造
体
で
支

え
、
貯
水
容
量
の
減
っ
た
分

は
、
底
盤
の
掘
削
等
で
対
処

す
る
。
気
候
変
動
に
よ
る
降

雨
量
の
増
大
を
考
慮
し
、
同

時
に
施
設
を
改
良
し
て
機
能

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

だ
。
既
存
調
整
池
が
ま
ち
づ

く
り
の
中
核
施
設
と
な
り
、

多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

地
域
の
共
創
活
動
と
位
置
づ

け
、
こ
れ
を
支
援
す
る
補
助

制
度
の
創
設
を
国
に
働
き
か

け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
事
業
者
の
規
模
に
関
わ

ら
ず
、
社
会
貢
献
や
共
有
価

値
創
造
に
意
欲
的
な
民
間
の

参
画
障
壁
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る

試
み
だ
。

　

公
益
社
団
法
人
で
あ
る
雨

水
協
会
に
設
立
す
る
「
調
整

池
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ

ス
テ
ム
研
究
会
」
が
運
営
の

核
と
な
る
こ
と
で
事
業
運
営

に
関
す
る
不
安
を
払
拭
し
、

候
補
地
や
事
業
者
の
選
定
か

ら
、
地
域
の
合
意
形
成
の
支

援
、
覆
蓋
施
設
等
の
調
整
池

の
改
良
に
関
す
る
計
画
・
設

計
・
施
工
、
完
成
後
の
管
理

運
営
を
一
環
と
し
て
担
う
こ

と
で
、
自
治
体
職
員
の
負
担

を
増
や
す
こ
と
な
く
、
地
域

の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
。
研
究
会
は
再
構

築
主
体
の
雨
水
協
会
、
効
果

検
証
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
新
製
品
を
開
発
す
る

メ
ー
カ
ー
、
改
良
工
事
を
行

う
ゼ
ネ
コ
ン
で
構
成
す
る
。

完
成
後
は
上
部
利
用
す
る
企

業
等
か
ら
賃
借
料
や
管
理
費

を
受
け
取
り
、
自
治
体
の
維

持
管
理
を
代
行
す
る
持
続
可

能
な
シ
ス
テ
ム
だ
。
都
心
部

の
住
宅
街
に
あ
る
調
整
池

は
、
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
こ
に
地

域
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
。

　

雨
水
協
会
は
調
査
研
究
、

指
針
作
成
、「
雨
水
貯
留
浸

透
技
術
評
価
認
定
制
度
」
に

よ
る
評
価
認
定
、
啓
発
・
普

及
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、

雨
水
貯
留
シ
ス
テ
ム
の
構
造

に
も
環
境
配
慮
を
求
め
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
貯
留
構
造

体
の
場
合
、
再
生
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
エ
コ
ノ

ミ
ー
へ
の
移
行
を
地
域
の
価

値
創
造
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
目
指
す
。

　

研
究
会
設
立
に
あ
た
り
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
民
間

や
自
治
体
の
事
例
を
勉
強

し
、
地
元
の
振
興
と
水
害
防

止
を
両
立
で
き
る
合
意
形
成

手
法
を
探
る
。
民
間
で
調
整

池
上
に
建
設
し
た
施
設
は
、

横
浜
市
青
葉
区
に
東
急
電
鉄

が
２
階
建
て
近
隣
型
商
業
施

設
を
３
棟
建
設
し
た
「
三
規

庭
」、
横
浜
市
泉
区
に
４
階

建
て
集
合
住
宅
を
建
設
し
た

「
グ
レ
ー
シ
ア
ガ
ー
デ
ン
弥

生
台
」、
茨
城
県
の
工
場
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
貯
留
構
造

体
を
設
置
し
資
材
置
き
場
に

し
た
事
例
が
あ
る
。
自
治
体

で
は
福
島
県
郡
山
市
が
商
業

施
設
に
隣
接
す
る
４
７
０
０

平
方
㍍
の
既
設
の
堀
込
み
式

調
整
池
を
、
容
量
８
２
０
０

立
方
㍍
の
貯
留
施
設
に
し

て
、
上
部
を
１
５
０
台
分
の

駐
車
場
と
し
て
貸
し
出
し
、

災
害
時
に
は
車
両
避
難
場
所

と
し
て
防
災
力
を
向
上
さ
せ

た
事
例
が
あ
る
。

　

研
究
会
の
詳
細
は
雨
水
協

会（info@arsit.or.jp

）ま
で
。

豪雨水害対策に貢献する雨水貯留浸透技術協会豪雨水害対策に貢献する雨水貯留浸透技術協会
　日本では大雨が降る時期が夏の梅雨から台風の時期に集中している。温室
効果ガス増加により地球規模で夏が高温化し、都市化によるヒートアイラン
ド現象も加わって集中豪雨が増加傾向にある。これまで各都市部には１時間
当たり50㍉の雨水を排除できる下水道や河川堤防が整備されてきたが、排
除能力を上回る豪雨が発生、都市化による緑地減少で保水機能が低下、雨水
がすぐ下水や河川に流れ洪水を引き起こしている。雨水貯留浸透技術協会は、
雨水の下水や河川に流す量を減らすため貯留浸透による対策を行ってきた。
協会では「雨水貯留浸透技術技術評価認定」を取得した製品・技術を主体と
して「コンクリート製」および「プラスチック製」地下貯留浸透施設の施工
実績調査を1997年より実施している。22年度の実績データは次の通り。

《目的別》 件数・数量 件数
構成比

容量
構成比

（1）貯留 件数 1,433 件 数量 374,265.6m3 27.7％ 42.4％

（2）浸透 件数 3,738 件 数量 507,807.1m3 72.3％ 57.6％

（3）貯留浸透 件数 0件 数量 0.0m3 0.0％ 0.0％

小　計 件数 5,171 件 数量 882,072.7m3 100.0％ 100.0％

《官民別》 件数・数量 件数
構成比

容量
構成比

（1）官公庁他 件数 356件 数量 123,720.5m3 6.9％ 14.0％

（2）民間 件数 4,815 件 数量 758,352.2m3 93.1％ 86.0％

（3）不明 件数 0件 数量 0.0m3 0.0％ 0.0％

小　計 件数 5,171 件 数量 882,072.7m3 100.0％ 100.0％

《用途別》 件数・数量 件数
構成比

容量
構成比

（1）学校 件数 136 件 数量 33,869.9m3 2.6％ 3.8％

（2）公園 件数 57件 数量 45,884.5m3 1.1％ 5.2％

（3）道路 件数 20件 数量 1,615.6m3 0.4％ 0.2％

（4）公営住宅 件数 26件 数量 8,218.0m3 0.5％ 0.9％

（5）公共建築物 件数 161 件 数量 49,076.2m3 3.1％ 5.6％

（6）民間住宅 件数 1,357 件 数量 71,723.4m3 26.2％ 8.1％

（7）民間宅造 件数 1,260 件 数量 121,353.0m3 24.4％ 13.8％

（8）商業施設 件数 953 件 数量 204,066.8m3 18.4％ 23.1％

（9）工場等企業施設 件数 718 件 数量 236,729.9m3 13.9％ 26.8％

（10）その他 件数 483 件 数量 109,535.5m3 9.3％ 12.4％

小　計 件数 5,171 件 数量 882,072.8m3 100.0％ 100.0％

2023年4月雨水貯留浸透技術協会調べ

2022 年度　地下雨水貯留浸透施設施工実績（合計）

EGSM工法：施工概念図

①集水ます底部コア抜き ②掘削管推進 ③雨水浸透部材の挿入

④浸透構造体の構築

■路面を全く掘削しないで集水桝を浸透化、環境にやさしい工法
■専有面積が少なく、狭溢な道路でも施工が可能
■施工時間は２時間程度で近隣住民に及ぼす影響が少ない
■市街地の浸水対策に最適
■簡単に維持管理ができるレインフィルターを装着
■新設浸透桝２.5 基分、浸透トレンチ6ｍ分の能力があり、経済的
■集水桝の浸透化でボーフラ発生防止が可能

雨水集水ます浸透化工法

EGSM工法
Easy Ground Speed Machine
公益社団法人雨水貯留浸透技術協会「技術評価認定書」取得

特　

長

環境にやさしい、掘らない技術

全国非開削普及協議会
URL: http://www.hikaisakufukyu.com   E-mail: info@hikaisakufukyu.com

〒192-0012  東京都八王子市左入町87－1
TEL.042-696-5200  FAX.042-696-5237

（公社）雨水貯留浸透技術協会技術評価認定製品

プラスチック製雨水貯留浸透施設
◆設計空隙率94％
◆安心の強度

◆安心の耐久性

上載荷重 T-25活荷重対応
レベル２地震動対応
（阪神淡路大震災クラスの地震動を想定）

駐車場下設置可
長期クリープ試験実施

秩父ケミカル社製品の特長

ニュープラくん・ニュートレンチくん施工状況

◆抜群の作業性
本体重量約3kg、ジョイント部材無し

◆施設高の選択肢が増加
最小施設高0.35ｍ
地下水位が高い場所での適用可能性が拡大

土に返る 自然に帰る 水が環る

◆通水管を内蔵
配管施設として設置可能

◆移送管を内蔵
施設内部の清掃が可能

https://www.titibu.co.jp/index.html

本　　　社　東京都千代田区外神田5-2-3　TEL：03-3832-1617　FAX：03-3832-1681
北関東営業所　茨城県水戸市笠原町1469番地2　　大阪出張所　大阪府大阪市北区堂島浜１丁目4-4

雨水貯留浸透施設



（7） 令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）【特集企画】

 

豪
雨
対
策
効
果

　

中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業
（
茨
城
県

土
浦
市
）と
林
物
産（
茨
城
県
日
立
市
）

が
共
同
開
発
し
た
、「
コ
ン
タ
イ
ブ

ロ
ッ
ク
」
は
、
大
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
で
中
央
部
を
芝
生
な
ど
で

緑
化
し
、
駐
車
場
に
敷
設
す
る
平
板

ブ
ロ
ッ
ク
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装

さ
れ
た
駐
車
場
は
雨
水
が
浸
透
し
な

い
た
め
、
水
た
ま
り
が
で
き
雨
天
時

に
利
用
し
づ
ら
い
だ
け
で
な
く
全
て

下
水
に
流
出
す
る
の
で
洪
水
防
止
か

ら
も
問
題
だ
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は

浸
透
ま
す
と
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
が

必
要
と
な
る
。
浸
透
対
策
と
し
て
雨

水
浸
透
式
舗
装
が
あ
る
が
、
目
詰
ま

り
対
策
の
維
持
管
理
が
必
要
と
な
る
。

最
も
効
果
あ
る
浸
透
策
は
芝
な
ど
で

緑
化
す
る
こ
と
で
、
暑
熱
対
策
に
も

効
果
的
で
街
の
景
観
も
向
上
す
る
が
、

車
が
乗
る
と
車
輪
圧
で
芝
が
枯
れ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
両
社
は
、
整
地
し

た
路
盤
の
上
に
コ
ン
タ
イ
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
し
、
植
生
用
開
口
部
に
客
土

を
詰
め
緑
化
す
る
方
法
で
轍
や
不
等

沈
下
を
防
止
す
る
工
法
を
他
社
に
先

駆
け
て
開
発
し
た
。
植
生
用
開
口
部

に
砕
石
を
詰
め
れ
ば
、
浸
透
ま
す
同

様
の
効
果
が
狙
え
る
。
種
類
は
歩
行

帯
が
あ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
Ｆ
型
、
歩
行

帯
な
し
の
Ｇ
型
が
あ
る
。
実
験
で
は

１
時
間
当
た
り
１
０
０
㍉
を
４
時
間

散
水
し
て
も
水
を
貯
留
、
浸
透
し
た
。

さ
ら
に
雨
水
貯
留
が
必
要
な
際
は
、

同
品
下
に
シ
ン
シ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
（
林

物
産
）
等
の
雨
水
貯
留
施
設
を
設
け

る
。
貯
留
し
た
水
は
緑
化
し
た
植
物

の
潅
水
用
に
利
用
で
き
る
。

 
暑
熱
対
策
効
果

　

駐
車
場
を
同
工
法
で
緑
化
す
れ
ば

暑
熱
対
策
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
防

止
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
る
。
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業

の
実
験
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
よ

り
温
度
が
15
℃
低
く
な
っ
た
。
気
候

変
動
の
影
響
で
夏
季
猛
暑
日
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
対
策

と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て

の
採
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

樹
木
に
よ
る
緑
化
で
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
を
行
う
場
合
も
、
面
的

に
緑
化
す
る
同
工
法
と
の
組
み
合
わ

せ
は
、
樹
木
へ
の
水
の
涵
養
が
可
能

で
街
の
緑
化
面
積
が
増
え
景
観
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
大
型
平
板
な
の
で
、
設
置
後

も
植
生
ご
と
吊
っ
て
移
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
移
設
も
簡
単
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
の
分
離
も
容
易
で
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
。

 

認
定
と
実
績

　

コ
ン
タ
イ
ブ
ロ
ッ
ク
は
以
下
の
認

定
を
取
得
し
て
い
る
。
雨
水
貯
留
浸

透
技
術
協
会
技
術
評
価
認
定
「
雨
水

技
評　

第
39
号
‐
１
」、
東
京
都
港
湾

局
新
材
料
・
新
工
法
Ｄ
Ｂ
登
録
番
号

２
９
０
０
１
、
東
京
都
建
設
局
新
技

術
Ｄ
Ｂ
登
録
番
号
１
８
０
１
０
０
１
。

　

最
近
の
実
績
は
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
の
個
人
宅
進
入
路
と
駐
車
場
に
Ｇ

型
と
Ｆ
型
、
神
奈
川
県
大
和
市
で
は

Ｆ
型
、
宮
崎
市
で
は
カ
ラ
ー
砕
石
を

充
填
し
た
Ｆ
型
も
採
用
さ

れ
、
雨
水
浸
透
を
考
慮
し

た
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

官
公
庁
発
注
物
件
で
の
最

近
の
例
は
、
佐
賀
県
神
埼

市
庁
舎
、
茨
城
県
土
浦
市

立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
、
鳥
栖
市
施
設
に

も
採
用
さ
れ
好
評
を
得
て

お
り
、
２
６
０
０
枚
以
上

の
実
績
が
あ
る
。

 

工
法
の
概
要

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
式
雨
水
地
下
貯
留

施
設
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
（
工
場
生
産
品
）
で
あ

り
、
以
下
の
優
れ
た
特
性
を
も
っ
て

い
る
。
耐
震
性
能
に
優
れ
、
レ
ベ
ル

１
地
震
動
、
レ
ベ
ル
２
地
震
動
で
も

安
全
で
あ
る
。
現
場
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
敷
設
す
る
工
法
に
比
べ
高
品
質
に

で
き
耐
久
性
が
向
上
す
る
。
施
工
工

期
の
短
縮
と
、
施
工
の
省
力
化
が
で

き
る
。
施
工
時
に
資
材
搬
入
が
少
な

く
、
周
辺
地
域
へ
の
影
響
緩
和
、
作

業
環
境
の
改
善
が
な
さ
れ
る
。
雨
水

貯
留
槽
は
地
下
式
で
あ
る
。
土
地
の

有
効
利
用
が
図
れ
、
オ
ー
プ
ン
式
と

比
較
し
て
雑
草
や
害
虫
の
発
生
が
少

な
い
。
貯
留
槽
の
内
部
が
空
間
で
あ

る
こ
と
に
よ
り
点
検
，
清
掃
時
の
維

持
管
理
が
容
易
で
あ
る
。
雨
水
利
用

槽
の
大
き
さ
を
調
整
し
て
、
雨
水
の

流
れ
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初

期
雨
水
の
み
の
放
流
や
雨
水
利
用
槽

へ
の
貯
留
を
可
能
に
す
る
。

　

工
法
は
、
雨
水
貯
留
浸
透
技
術
協

会
よ
り
技
術
推
薦
認
定
と
し
て
技
術

推
薦
書
が
発
行
さ
れ
、
ま
た
、
日
本

下
水
道
新
技
術
機
構
と
共
同
研
究
を

行
い
、
設
計
（
耐
震
）、
施
工
、
積

算
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て

い
る
。
２
０
２
０
年
３
月
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
版
が
発
行
さ
れ
た
。
主

な
変
更
点
は
地
下
水
漏
水
に
備
え
た

防
水
工
法
等
の
一
本
化
と
諸
経
費
見

積
り
の
変
更
で
あ
る
。

 

工
法
の
実
績

　

昨
年
度
ま
で
約
１
６
３
万
立
方
㍍

の
貯
水
槽
を
施
工
し
た
が
、
１
件
当

た
り
の
貯
水
量
が
１
６
３
７
立
方
㍍

と
大
き
い
の
が
特
徴
だ
。
９
９
３
件

の
施
工
実
績
の
内
最
も
多
い
の
が
関

東
甲
信
静
岡
の
４
７
６
件
だ
。
昨
年

度
実
績
は
全
国
17
件
、
１
件
当
た
り

貯
水
量
は
約
１
５
７
９
立
方
㍍
。
地

上
部
の
利
用
方
法
で
最
も
多
い
の
が

公
園
で
10
件
、
ほ
か
駐
車
場
な
ど
で

あ
る
。
貯
留
水
の
排
水
は
自
然
放
流

６
件
、
ポ
ン
プ
排
水
10
件
と
な
っ
て

い
る
。

ヒートアイランド対策にも有効な雨水浸透製品 浸水対策に有効な雨水貯留製品・技術

中川ヒューム管工業／林物産 プレキャスト雨水地下貯留施設協会

駐車場緑化ブロック「コンタイブロック」 大型地下遊水池を短期で施工
車で傷まず地下貯留槽併用も可能

雨水の貯留と浸透に活躍する最新技術雨水の貯留と浸透に活躍する最新技術

スタンド型 H=3000

佐賀県神埼市庁舎の施工例

宮崎市　カラー砕石の充填

　

秩
父
ケ
ミ
カ
ル
（
東
京
都

千
代
田
区
、
吉
田
寿
人
社
長
）

は
、
帝
人
と
共
同
で
長
期
の

耐
久
性
と
強
度
に
優
れ
た
高

強
度
の
Ｐ
Ｐ
樹
脂
製
雨
水
貯

留
槽
ブ
ロ
ッ
ク
「
ニ
ュ
ー
プ

ラ
く
ん
」
を
開
発
し
販
売
し

て
い
る
。
軽
量
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
地
中
に

多
数
積
層
し
ジ
ョ
イ
ン
ト
し

て
シ
ー
ト
で
覆
い
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
空
隙
を
活
用
し
て
雨

水
貯
留
槽
を
形
成
す
る
。

　

一
般
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
は
再
生
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

（
Ｐ
Ｐ
）
樹
脂
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
Ｐ
Ｐ
樹
脂
は
長
期
ク

リ
ー
プ
強
度
の
維
持
に
課
題

が
あ
っ
た
。
ク
リ
ー
プ
強
度

と
は
、
一
定
の
荷
重
を
継
続

的
に
作
用
さ
せ
た
時
に
変
形

に
至
る
強
度
の
こ
と
で
あ
る
。

同
製
品
は
、
長
期
ク
リ
ー
プ

性
能
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、

雨
水
貯
留
浸
透
技
術
協
会
の

新
規
格
に
対
応
し
た
。
帝
人

が
長
年
培
っ
て
き
た
樹
脂
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
や
加
工
ノ
ウ
ハ

ウ
、
構
造
解
析
技
術
と
、
秩

父
ケ
ミ
カ
ル
が
持
つ
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

製
品
は
、
要
求
特
性
を
満
た

す
素
材
と
、
構
造
解
析
技
術

に
基
づ
く
独
自
設
計
・
組
立

構
造
に
よ
り
、
従
来
の
Ｐ
Ｐ

樹
脂
製
雨
水
貯
留
槽
に
比
べ
、

長
期
ク
リ
ー
プ
強
度
を
約
１
・

５
～
１
・
８
倍
へ
と
改
善
、

長
期
耐
久
性
を
求
め
ら
れ
る

基
準
を
満
た
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
相

当
す
る
地
震
に
耐
え
る
高
強

度
を
持
ち
、
組
立
後
の
実
質

空
隙
率
が
最
大
95
・
７
％
と

高
い
雨
水
貯
留
性
能
が
あ
り
、

主
要
な
部
材
を
組
み
立
て
る

だ
け
で
簡
単
に
製
作
で
き
る

点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
雨
水

貯
留
浸
透
技
術
協
会
が
発
行

す
る
「
技
術
評
価
認
定
書
」

を
取
得
し
更
新
し
て
い
る
。

国
内
で
は
15
％
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
。

　

海
外
で
も
、

タ
イ
で
頻
発
す

る
洪
水
対
策
と

し
て
、
バ
ン
コ

ク
が
独
自
予
算

で
整
備
し
て
い

る
公
園
の
地
下

貯
留
槽
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
雨
水
貯
留
槽
が

採
用
さ
れ
、
２
０
２
１
年
６

月
に
施
工
し
た
（
写
真
）。
ま

た
、
19
年
５
月
か
ら
今
年
１

月
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
の
雨
水
貯
留
構
造

体
の
普
及
・
実
証
・
ビ
ジ
ネ

ス
化
事
業
を
行
っ
た
。
現
地

な
ら
で
は
の
効
果
は
、
材
質

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
軽
量
な

の
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
比

べ
工
期
が
短
く
て
済
み
、
乾

季
の
限
ら
れ
た
期
間
で
の
施

工
が
可
能
だ
。
洪
水
被
害
の

低
減
に
加
え
て
、
浸
水
時
汚

染
水
に
よ
る
感
染
症
を
防
ぎ
、

浸
水
で
通
行
止
め
に
な
る
道

路
を
減
ら
し
交
通
渋
滞
緩
和

に
も
な
る
。

　

同
社
製
品
の
性
能
と
優
れ

た
技
術
力
が
評
価
さ
れ
、
第

６
回
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
国
際
賞
、
中
堅
・

中
小
建
設
企
業
部
門
に
お
い

て
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
、

６
月
20
日
に
表
彰
さ
れ
た
。

同
表
彰
制
度
は
国
土
交
通
省

が
、
日
本
の
強
み
を
発
揮
し

た
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
海

外
に
お
い
て
先
導
的
に
活
躍

し
て
い
る
中
堅
・
中
小
建
設

関
連
企
業
と
、海
外
で
の
「
質

の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
に
貢
献

す
る
先
駆
的
事
業
活
動
を
表

彰
し
、
日
本
企
業
の
さ
ら
な

る
海
外
進
出
を
後
押
し
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
だ
。

秩
父
ケ
ミ
カ
ル

「ニュープラくん」

海外での活動で、
国際賞の国土交通大臣賞を受彰

　
工
法
の
概
要

　

Ｅ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
工
法
（
雨
水
集

水
ま
す
浸
透
化
工
法
）
は
、

増
加
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
浸
水
被
害
防
止
の
た
め
に

開
発
さ
れ
た
工
法
で
、
道
路

の
路
面
を
掘
削
す
る
こ
と
な

く
、
集
水
ま
す
の
底
を
抜
く

簡
単
な
工
事
で
浸
透
ま
す
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路

浸
透
ま
す
を
新
設
す
る
従
来

の
工
法
に
比
べ
、
１
カ
所
当

た
り
お
よ
そ
１
～
２
・
５
時

間
と
短
時
間
に
低
コ
ス
ト
で

施
工
で
き
る
ほ
か
、
狭
い
道

路
や
宅
地
内
の
雨
水
ま
す
な

ど
狭
い
場
所
で
も
対
応
可
能

な
点
な
ど
、
多
く
の
利
点
を

持
っ
て
い
る
。

　
工
法
の
構
成

　

①
集
水
ま
す
底
部
コ
ア
抜

き
　

集
水
ま
す
専
用
の
削
孔

で
、
集
水
ま
す
底
部
以
深
に

浸
透
管
を
埋
設
す
る
た
め
削

孔
す
る
。

　

②
掘
削
管
推
進

　

専
用
の
掘
削
機
を
据
え
付

け
、
掘
削
管
や
ス
ク
リ
ュ
ー

オ
ー
ガ
ー
な
ど
を
セ
ッ
ト
し

て
掘
削
土
を
排
土
し
な
が
ら
、

計
画
深
度
ま
で
掘
削
す
る
。

　

③
雨
水
浸
透
部
材
の
挿
入

　

掘
削
管
推
進
後
、
ス
ク

リ
ュ
ー
オ
ー
ガ
ー
な
ど
を
引

き
抜
き
、
浸
透
管
の
挿
入
お

よ
び
充
填
材
（
砕
石
）
を
投

入
、
さ
ら
に
地
山
と
の
間
に

埋
め
戻
し
材
（
砂
）
を
充
填

し
、
掘
削
管
を
撤
去
す
る
。

埋
め
戻
し
材
は
、
地
山
と
浸

透
管
本
体
の
隙
間
を
充
填

し
、
同
時
に
掘
削
面
を
保
護

す
る
。

　

④
浸
透
構
造
体
の
構
築

　

掘
削
機
撤
去
後
、
浸
透
管

上
部
に
特
殊
イ
ン
ク
リ
ー

ザ
ー
お
よ
び
レ
イ
ン
フ
ィ
ル

タ
ー
を
取
り
付
け
、
底
部
の

隙
間
を
モ
ル
タ
ル
で
仕
上
げ

る
。　

　
工
法
の
適
用
範
囲

　

Ｅ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
工
法
は
、
関
東

ロ
ー
ム
、
砂
質
土
お
よ
び
砂

礫
土
（
礫
径
50
㍉
㍍
以
下
）

へ
の
適
用
が
可
能
。
な
お
、

地
下
水
位
の
高
い
地
域
に
お

い
て
は
設
計
深
度
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

最
大
掘
削
推
進
延
長
は
、

土
質
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の

の
底
版
か
ら
４
～
５
㍍
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
浸
透

構
造
体
浸
透
部
の
外
径
は
２

１
６
㍉
を
標
準
と
し
て
い

る
。

　
施
工
実
績
な
ど

　

２
０
１
２
年
４
月
、
雨
水

貯
留
浸
透
技
術
協
会
よ
り
認

定
を
受
け
、
全
国
で
１
万
４

千
基
以
上（
今
年
３
月
現
在
）

の
実
績
が
あ
る
。

　

こ
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活

用
し
た
集
水
ま
す
浸
透
化
工

法
は
、
浸
水
対
策
と
し
て
の

効
果
が
認
め
ら
れ
、
各
自
治

体
に
お
い
て
も
継
続
し
て
採

用
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
実
績
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
雨
水
排

水
施
設
へ
の
適
用
を
可
能
と

し
て
お
り
、
雨
水
集
水
ま
す

の
み
な
ら
ず
Ｕ
字
溝
や
都
市

型
水
路
、
ま
た
雨
水
マ
ン

ホ
ー
ル
へ
の
対
応
も
可
能
で

あ
る
。
浸
透
管
径
も
、
直
径

１
０
０
㍉
、
１
５
０
㍉
、
２

５
０
㍉
、
３
０
０
㍉
と
４
種

類
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　

集
水
ま
す
の
浸
透

化
は
水
溜
り
を
な
く

す
た
め
、
蚊
の
発
生

を
抑
え
、
蚊
を
媒
体

と
し
て
流
行
す
る
ジ

カ
熱
や
デ
ン
グ
熱
対

策
と
し
て
も
有
効

で
、
衛
生
面
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

全
国
非
開
削
普
及
協
議
会「ＥＧＳＭ工法」

非開削で集水ますを浸透化
低コストで短時間施工

街を涼しく雨水を地下に 緑化駐車場 雨水流出抑制・景観・温暖化対策
緑地面積の確保に。

格子形状がタイヤ圧から芝生を保護

安心の平面歩行路。
施工が早く、
撤去、移動再施工可能。

歩行帯

地下利用例 駐車場の下にシンシンブロックを設置することで、雨水の浸透・流出
抑制施設とし、貯留水を植物の潅水として利用することができます。

雨水貯留浸透施設　シンシンブロック（SSBB）

コンタイブロック

雨水浸透

販売

製造
販売

中川ヒューム管工業株式会社 〒300-0051
茨城県土浦市真鍋1-16-11延増第3ビル8階

〒316-0014茨城県日立市東金沢町3-17-7

TEL.029-821-3611・FAX.029-821-3620 URL:https://www.h-nac-hp.co.jp/

雨水地下貯留浸透施設

事務局　〒230-0051  横浜市鶴見区鶴見中央3-10-44　鶴見コンクリート（株）内　TEL. 045-506-0751

プレキャスト雨水地下貯留施設協会 会  長  伊  藤  伸  泰

●土地の有効利用が図れる
●安定した構造体である
●工期が早く経済的

●耐震性能が確認されている
●計画敷地の形状に合わせて
　築造できる

特  長

（公財）日本下水道新技術機構発刊の
プレキャスト式雨水地下貯留施設
（壁式多連型）技術マニュアル
  2020年3月改訂

（公社）雨水貯留浸透技術協会による
技術推薦書

SMCプレコンクリート㈱ ０３-６４５８-１８６１
㈱　　　技　　　建 098-945-2787
㈱ 　 九 　 コ 　 ン 092-４０２-０８３０
ケ　イ　コ　ン　㈱ 075-631-3231
㈱　 ケ 　 ン 　 チ  ０７６６-５２-０１１３

興　建　産　業　㈱　 042-365-3331
ジ オ ス タ ー ㈱ 03-5844-1200
昭和コンクリート工業㈱ 058-255-3337
大 和 ク レ ス ㈱ 086-271-1221
千　葉　窯　業　㈱ 043-221-7000

鶴見コンクリート㈱ 045-503-8000
永井コンクリート工業㈱ 0257-47-2331
日　本　興　業　㈱ 087-894-8130
日本コンクリート㈱ 052-793-1151
日 本 ヒュー ム ㈱ 03-3433-4111

前　田　製　管　㈱ 0234-23-5111
丸栄コンクリート工業㈱ 058-393-0700
㈱　ミ　ル　コ　ン 0776-52-8007
ラ　ン　デ　ス　㈱ 0867-52-1141

令和４年度までの施工実績　９９３件、１６３万ｍ3

東日本大震災、熊本地震、および大阪北部地震後に行いました現地調査において、
設置しましたプレキャスト遊水池の本体には全く影響がなく、耐震性が証明されました。



（8）令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

サ ー ラ
グループ
系
統
用
蓄
電
池
事
業
に
参
入

浜
松
に
静
岡
県
内
初
の
蓄
電
所

Ｃ
Ｏ
２
回
収
実
証
プ
ラ
ン
ト
を
設
置

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
、万
博
事
業
に
協
賛

次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、走
行
試
験
を
開
始

大
阪
支
社
発

左
か
ら
上
森
能
勢
町
長
、
榎
原
社
長
、
伴
戸
代
表
、
塩
川
豊
能
町
長

大阪ＨＩＴＥＣがセミナー開催 暑熱環境対策の具体例が続々
「水」を活用したヒートアイランド対策技術中

小
事
業
者
向
け
に
具
体
例
を
挙
げ
、
分
か
り
や
す
く

大規模災害への備えを
「地域社会」と共に

ＫＴＫ 夏期研修会開催

　

大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪

府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
、
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
、
大

阪
府
み
ど
り
公
社
は
14
日

「
中
小
事
業
者
の
た
め
の
省

エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
に
向
け
て
中
小
事
業
者
の

脱
炭
素
化
が
課
題
と
な
る
な

か
、「
光
熱
費
削
減
で
Ｃ
Ｏ
２

も
削
減
」「
脱
炭
素
化
の
第

一
歩
は
省
エ
ネ
。
コ
ス
ト
削

減
に
も
つ
な
が
る
」
な
ど
と

分
か
り
や
す
い
表
現
で
、
省

エ
ネ
お
よ
び
脱
炭
素
に
向
け

た
活
動
の
意
義
を
訴
求
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、
お

お
さ
か
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た

動
画
「
お
金
を
か
け
ず
に
省

エ
ネ
対
策
！
（
大
手
と
の
取

引
に
も
影
響
!? 

中
小
事
業

者
の
脱
炭
素
化
の
時
代
！
）」

を
上
映
。
省
エ
ネ
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
や
方
法
の
ほ
か
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
て

脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
大
手

企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
小
事
業
者
に
と
っ
て

も
脱
炭
素
化
は
他
人
事
で
は

な
い
と
、
共
感
を
得
や
す
い

ド
ラ
マ
映
像
で
伝
え
た
。

　

講
演
で
は
、
環
境
省
近
畿

地
方
環
境
事
務
所
の
藤
井
紗

菜
氏
が
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
て
」
と
題
し
て
、
気
候

変
動
を
巡
る
国
内
外
の
動
向

や
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む

理
由
、
環
境
省
の
支
援
策
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
近
畿
支
部

の
吉
村
喜
代
和
氏
が
「
中
小

事
業
者
の
省
エ
ネ
の
進
め
方

と
省
エ
ネ
実
例
」
を
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
現
状
や
省
エ

ネ
最
適
診
断
の
紹
介
な
ど
と

と
も
に
講
じ
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
中
央
ダ
イ

カ
ス
ト
の
神
田
繁
希
氏
が
、

22
年
度
省
エ
ネ
大
賞
（
経
済

産
業
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た

同
社
の
取
り
組
み
「
省
エ
ネ

効
果
の
最
大
化
か
ら
逆
算
し

た
活
動
体
制
の
変
革
〜
補
助

金
の
活
用
と
意
識
の
変
化

〜
」
に
つ
い
て
、
順
序
だ
て

て
丁
寧
に
解
説
。
活
動
成
果

が
目
に
見
え
る
よ
う
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
変
化
を
確
認
で
き

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
、
目

先
だ
け
の
活
動
に
せ
ず
、
省

エ
ネ
法
に
則
っ
た
活
動
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
、
全

社
を
巻
き
込
ん
だ
省
エ
ネ
活

動
の
全
容
に
つ
い
て
公
開
し

た
。

　

全
員
が
無
理
な
く
参
加
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
、
省
エ
ネ
対
策
の
ア
イ
デ

ア
出
し
は
約
94
％
を
占
め
る

現
場
社
員
、
実
行
に
当
た
る

の
は
責
任
者
と
間
接
部
門
と

し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る

管
理
・
統
率
型
で
は
な
く
、

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
意
識
し

た
現
場
主
体
の
「
対
話
・
共

創
型
」
の
活
動
を
展
開
。
ど

ん
な
ア
イ
デ
ア
も
否
定
し
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
設
定
で
、

母
数
の
多
い
現
場
社
員
に
ア

イ
デ
ア
出
し
を
任
せ
る
こ
と

で
、
ア
イ
デ
ア
数
を
最
大
化

し
た
。
溶
解
炉
の
週
末
の
汲

み
出
し
や
放
散
熱
の
抑
制
、

室
外
機
の
定
期
清
掃
な
ど
、

細
か
な
こ
と
か
ら
改
善
費
が

発
生
す
る
も
の
ま
で
、
省
エ

ネ
対
策
事
例
の
提
案
件
数
は

２
年
間
で
８
１
１
件
（
う
ち

実
施
は
７
４
４
件
）。
削
減

で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

（
年
間
約
２
５
０
０
万
円
）

は
、
特
別
賞
与
と
し
て
社
員

に
も
分
配
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
社
技
術
部
の
包

清
秀
泰
氏
が
補
助
金
の
活
用

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
。
さ

ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
手
続

き
は
大
変
だ
が
、
省
エ
ネ
推

進
と
い
う
活
動
方
針
を
貫
い

た
こ
と
で
、
マ
ッ
チ
す
る
補

助
金
が
見
つ
か
り
、
設
備
費

等
が
大
き
く
削
減
で
き
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
を
目
指
す
た
め
に
、
行
政

が
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
増

強
し
て
い
る
こ
と
が
省
エ
ネ

活
動
の
追
い
風
と
な
っ
た
と

振
り
返
り
、「
補
助
金
が
な

く
て
も
、
そ
の
設
備
は
購
入

す
る
」
と
言
い
切
れ
る
ほ
ど

内
容
が
固
ま
っ
て
い
れ
ば
、

申
請
は
容
易
に
な
る
と
力
説

し
た
。

　

最
後
に
大
阪
府
環
境
農
林

水
産
部
脱
炭
素
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
課
が
、
府
が
推
進

す
る
「
脱
炭
素
経
営
宣
言
登

録
制
度
」
に
つ
い
て
、
創
設

の
背
景
か
ら
支
援
の
ス
キ
ー

ム
、宣
言
項
目
な
ど
を
説
明
。

さ
ら
に
「
気
候
変
動
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
対
策
計
画
書

の
内
容
（
一
部
）
に
つ
い
て

も
紹
介
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ

た
大
阪
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
産

学
官
民
の
情
報
交
換
を
は
じ

め
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
技
術
の
効
果
検

証
と
同
技
術
の
認
証
、
野
外

空
間
に
お
け
る
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
の
創
出
な
ど
を
通
し

て
、都
市
環
境
に
お
け
る「
熱

汚
染
」
と
も
呼
ば
れ
る
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

に
寄
与
。
大
阪
・
関
西
万
博

に
お
い
て
も
協
賛
（
会
場
整

備
参
加
）
し
、
会
場
に
お
け

る
温
熱
環
境
評
価
に
基
づ
く

暑
熱
リ
ス
ク
の
高
い
空
間
の

検
討
と
暑
さ
対
策
技
術
の
導

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
策

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

普
及
が
進
む
オ
ラ
ン
ダ
で

は
、
３
０
０
０
シ
ス
テ
ム
以

上
が
作
動
し
て
い
る
と
い

う
。

　

環
境
省
事
業
に
よ
り
実
用

化
し
た
熱
利
用
井
戸
は
、
大

容
量
の
揚
水
・
環
水
切
り
替

え
型
と
し
、
工
法
も
目
詰
ま

り
に
留
意
。
そ
れ
を
常
時
加

圧
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
を
対
象
と
し
た

季
節
感
蓄
熱
制
御
の
年
間
サ

イ
ク
ル
、
運
転
モ
ー
ド
の
切

り
替
え
機
能
な
ど
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
技
術
を
解
説
し

た
。

　

さ
ら
に
実
シ
ス
テ
ム
の
運

用
実
績
と
人
工
排
熱
削
減

量
、
日
熱
付
加
処
理
量
な
ど

の
デ
ー
タ
も
提
示
し
、
シ
ス

テ
ム
の
性
能
も
分
析
し
た
。

　

４
月
か
ら
10
月
に
開
催
予

定
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
は
、

24
年
12
月
〜
25
年
３
月
ま
で

の
冬
季
に
、
低
温
の
外
気
で

帯
水
層
を
冷
や
し
て
お
き
、

開
催
期
間
万
博
地
域
の
熱
供

給
設
備
用
熱
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
提
案
。
活
用
後

も
屋
外
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

実
現
の
た
め
の
冷
熱
源
に
も

利
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。

る
下
水
熱
利
用
を
実
現
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ

ム
の
熱
源
水
と
し
て
活
用
す

る
。
帯
水
層
蓄
熱
や
下
水
熱

な
ど
の
先
導
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
運
用
後
に
効

果
検
証
を
行
う
予
定
だ
。

　

次
に
、
名
古
屋
市
環
境
局

環
境
企
画
部
脱
炭
素
社
会
推

進
課
課
長
の
森
匡
司
氏
が
、

16
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

「
湧
水
を
活
用
し
た
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
の
実

証
実
験
」
に
つ
い
て
講
演
。

事
業
費
用
や
送
水
量
、
保
水

性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
同
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
費
用
対
効
果

の
比
較
や
通
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
き
め
細
か
く

発
表
し
た
。

　

最
後
は
、
神
戸
市
建
設
局

技
術
管
理
課
新
技
術
担
当
課

長
の
戸
澤
潮
氏
が
、
18
年
か

ら
取
り
組
む
「
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
と
道
路
散
水
」
に
つ

い
て
、
実
践
結
果
を
報
告
。

同
市
は
快
適
な
屋
外
公
共
空

間
の
実
現
を
目
的
に
、
神
戸

大
学
や
神
戸
市
立
工
業
高
等

専
門
学
校
と
共
に
夏
季
異
常

高
温
対
策
と
し
て
車
道
散

水
、
水
盤
、
歩
道
散
水
、
ミ

ス
ト
、
樹
木
、
日
よ
け
な
ど

の
効
果
を
測
定
・
評
価
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

対
策
の
例
と
効
果
に
つ
い

て
、考
察
事
項
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
第
２
部
で
は
、
４
人

の
講
演
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
・
暑
熱
環
境
対
策
へ

の
理
解
を
深
め
た
。

入
効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
提
案
を
行
っ

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
初
に

大
阪
公
立
大
学
都
市
科
学
・

防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
尾

正
喜
特
任
教
授
が
「
大
容
量

帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
実

用
化
と
実
シ
ス
テ
ム
の
運
用

実
績
」
と
題
し
て
講
演
。
帯

水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
と
は
、

地
下
水
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
媒

体
と
し
て
地
下
に
広
が
る
帯

水
層
に
蓄
熱
し
、夏
の
冷
房
、

冬
の
暖
房
を
効
率
的
に
行
う

も
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
、
ヒ
ー

　

低
温
井
戸
の
平
均
揚
水
温

度
は
15
℃
で
、
揚
水
な
ど
の

ポ
ン
プ
類
や
冷
却
塔
フ
ァ
ン

に
よ
る
消
費
電
力
は
１
２
８

メ
ガ
㍗
時
、
そ
れ
に
よ
っ
て

冷
却
で
き
る
熱
は
１
９
１
１

メ
ガ
㍗
時
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
消
費
電
力
の

15
倍
の
熱
を
冷
却
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
揚
水
体

積
が
約
27
万
３
２
７
０
立
方

㍍
、
高
温
井
戸
へ
の
環
水
温

度
が
22
・
６
℃
と
仮
定
し
た

場
合
、
約
２
４
０
８
メ
ガ
㍗

時
の
排
熱
を
低
減
で
き
る
計

算
で
、「
１
シ
ス
テ
ム
に
つ

き
期
間
中
の
冷
房
排
熱
排
出

量
が
１
千
㌔
㍗
の
排
熱
２
４

０
８
時
間
分
相
当
と
な
る
」

と
い
う
。

　

続
い
て
、
日
建
設
計
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
設
備
設

計
グ
ル
ー
プ
設
備
設
計
部
ア

ソ
シ
エ
イ
ト
の
藤
井
拓
郎
氏

が
、
大
阪
駅
北
側
一
帯
に
建

設
中
の
「
う
め
き
た
２
期
地

区
開
発
」
に
お
け
る
先
導
的

技
術
を
紹
介
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
緑
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
融
合
」
で
、
55
万
平
方

㍍
超
の
敷
地
の
真
ん
中
に
全

体
面
積
の
60
％
を
占
め
る
三

角
形
の
公
園
を
配
置
。
ま
ち

全
体
で
効
率
的
な
冷
暖
房
を

行
う
た
め
、
帯
水
層
蓄
熱
設

備
を
整
え
る
ほ
か
、
公
園
の

樹
木
を
日
照
時
間
に
合
わ
せ

て
選
び
、
地
中
熱
も
利
用
。

さ
ら
に
、
公
園
を
横
断
す
る

下
水
イ
ン
フ
ラ
（
直
径
２
２

０
０
㍉
㍍
）
を
活
用
し
、
大

阪
市
初
の
民
間
事
業
者
に
よ

　

大
阪
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
事
業

協
同
組
合
環
境
対
策
協
議
会

（
Ｋ
Ｔ
Ｋ
）
は
14
日
、
大
阪

市
の
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
で

恒
例
の
夏
期
研
修
会
を
開
催

し
た
。
今
回
は
大
阪
市
消
防

局
予
防
部
予
防
課
防
災
指
導

担
当
係
長
・
住
野
敬
信
氏
を

招
き
、
地
域
に
根
差
し
た
企

業
と
し
て
、「
自
分
た
ち
の

地
域
を
災
害
か
ら
守
る
」
と

の
考
え
方
の
基
本
や
大
規
模

災
害
に
対
す
る
心
構
え
な
ど

を
学
ん
だ
。

　

冒
頭
、
浜
野
廣
美
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、「
７

月
１
日
か
ら
一
週
間
実
施
さ

れ
た
全
国
安
全
週
間
は
、『
労

働
者
が
一
致
団
結
し
て
、
け

が
や
病
気
を
追
い
払
う
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
１
回
が
実

施
さ
れ
て
以
来
、
人
命
尊
重

の
基
本
理
念
の
下
で
一
度
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
、
今
年
で
第
96
回
目
と

な
っ
た
。
事
業
所
の
労
使
が

協
調
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る

労
働
災
害
防
止
活
動
の
推
進

に
よ
り
、
労
働
災
害
は
長
期

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
休
業
、
死
傷
災
害
は
増

加
傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
。

そ
れ
ら
を
減
ら
す
に
は
、
明

る
い
職
場
環
境
や
快
適
で
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

働
く
人
々
に
笑
顔
の
多
い

『
笑
福
来
門
』
の
作
業
環
境

こ
そ
、
次
の
一
手
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
に
つ
な
が

り
、
企
業
の
持
続
的
な
発
展

を
支
え
る
も
の
だ
と
思
う
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
住
野
氏
が
「
地

域
社
会
と
と
も
に
備
え
る
大

規
模
災
害
に
備
え
る
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
、
地
震
や

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
過
去
の
災
害
を
対
岸

の
火
事
と
せ
ず
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
需
要
と
強

調
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
教
訓
や
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
の
例
を
挙
げ
な
が

ら
、「
自
助
」
と
共
に
「
共
助
」

の
重
要
性
を
力
説
し
、
企
業

の
社
会
貢
献
活
動
の
意
義
や

地
域
社
会
に
寄
り
添
う
こ
と

の
大
切
さ
を
説
明
し
て
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
を
広
く
呼

び
掛
け
た
。

シ
ョ
ン
技
術
が
見
え
る
実
証

プ
ラ
ン
ト
の
公
開
を
目
指

す
。
ま
た
、
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
映

像
を
使
い
、
世
界
中
か
ら
の

来
場
者
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
も
検
討
。
日
本
の
環
境

技
術
を
世
界
に
向
け
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　

都
市
ガ
ス
事
業
を
基
盤
に

地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー

　

２
０
２
１
年
に
「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
２
０
５
０
」
を
策
定
し
、

50
年
に
グ
ル
ー
プ
全
体
の 

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に

取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
次
世
代
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
導
入
に
向

け
て
７
月
下
旬
か
ら
は
走
行

試
験
を
開
始
す
る
。

　

同
実
証
実
験
は
、
国
土
交

通
省
が
公
募
し
た
２
０
２
２

年
度
の
「
鉄
道
技
術
開
発
・

普
及
促
進
制
度
新
規
技
術
開

発
課
題
」（
鉄
道
車
両
に
お

け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
導
入
に
向
け
た
技
術
開

発
）
と
し
て
、
鉄
道
総
合
技

術
研
究
所
と
Ｊ
Ｒ
７
社
が
協

力
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
エ
リ
ア

を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
も

の
。

　

走
行
試
験
は
、
試
運
転
列

車
に
次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
を
１
０
０
％
使
用

し
、山
陰
線
（
下
関
〜
小
串
）

に
て
試
験
走
行
を
行
う
。
気

温
の
影
響
を
確
認
す
る
た

め
、
夏
期
（
７
月
下
旬
頃
〜

９
月
上
旬
）、
通
常
期
（
10 

月
上
旬
〜
11
月
下
旬
）、
冬

期
（
12
月
上
旬
〜
24
年
１
月

下
旬
）
の
３
シ
ー
ズ
ン
に
分

け
て
実
施
す
る
。

　

同
社
で
は
、
保
有
す
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
の
燃
料
を

次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
へ
１
０
０
％
置
き
換
え

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
24
年
度
に
長
期
走
行
試

験
を
実
施
し
、
25
年
度
以
降

の
本
導
入
を
目
指
す
。

シ
ョ
ン
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

の
子
会
社
サ
ー
ラ
エ
ナ
ジ
ー

は
、
２
０
２
６
年
春
の
運
転

開
始
を
目
指
し
、
静
岡
県
内

初
の
系
統
用
蓄
電
池
を

浜
松
市
内
に
導
入
す

る
。同
社
グ
ル
ー
プ
は
、

地
域
に
お
け
る
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
重
要
な

課
題
と
捉
え
、
客
先
を

含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
を
目
指
し
て

お
り
、
25
年
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
値
と
し
て
自

社
の
事
業
活
動
分
で
21
年
比

５
千
㌧
、
客
先
に
お
い
て
同

５
万
５
千
㌧
と
し
て
い
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
設
置

場
所
で
あ
る
浜
松
市
が
掲
げ

る
「
太
陽
光
発
電
導
入
量
日

本
一
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
弱
点
を
補
い
、
地
域
全
体

と
し
て
の
電
力
系
統
の
効
率

化
・
安
定
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
電
力
事
業
の

柱
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
設
置
場
所
は
サ
ー

ラ
エ
ナ
ジ
ー
浜
松
供
給
セ
ン

タ
ー
内
。
名
称
は
サ
ー
ラ
浜

松
蓄
電
所
で
、
出
力
は
１
万

１
４
０
０
㌔
㍗
、
容
量
は
直

流
換
算
で
６
万
９
６
０
０
㌔

㍗
時
。

　

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
は
、
２

０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

「
未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

事
業
」
に
協
賛
す
る
。
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）の
委
託
事
業
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２

を
分
離
回
収
し
て
地

中
に
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術

や
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
直

接
回
収
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
は
、
万
博
会
場
内
に

Ｄ
Ａ
Ｃ
装
置
を
設
置
し
、
Ｃ

Ｏ
２

の
回
収
と
回
収
し
た
Ｃ

Ｏ
２

を
地
中
に
貯
留
す
る
実

証
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

な
お
、
貯
留
し
た
Ｃ
Ｏ
２
は
、

都
市
ガ
ス
の
製
造
な
ど
に
有

効
利
用
す
る
。

　

大
気
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

を
直

接
回
収
し
地
中
に
貯
留
す
る

技
術
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

達
成
で
き
る
技
術
と
し
て
地

球
温
暖
化
防
止
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
同
実
証
事
業
で
は
、

日
本
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ

大
阪
府
、
大
阪
商
工
会
議
所
ら

省
エ
ネ・省
Ｃ
Ｏ
２
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組
む
全
国
初
の
産
学
官
民
連

携
組
織「
大
阪
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
大
阪
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）」

は
13
日
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
大
阪
市
の
大
阪
公
立
大
学
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
開
催
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
水

を
活
用
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
技
術
」
で
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
を

見
据
え
、
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
や
下
水
熱
、
湧
水
活
用
、
道
路
散
水
効
果
な
ど
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
暑
熱
環
境
対
策
の
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
運
用
実
績
や
実
証
結
果
な
ど

が
発
表
さ
れ
た
。

浜
野
会
長

「
サ
ー
ラ
浜
松
蓄
電
所
」
系

統
用
畜
電
池
設
置
イ
メ
ー
ジ
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サーキュラーエコノミーを
加速する「情報革命」

　近年のＩｏＴ（モノのインターネット）やＡＩ（人工知能）、
ビッグデータ、ブロックチェーンなどに代表される情報技
術の進化と普及は、各業界で業務や生産効率を改善
し、労働力不足の課題にも一定の成果を挙げつつあ
る。廃棄物分野においてもこうした流れを加速するた
め、廃棄物処理・リサイクルＩｏＴ導入促進協議会が設
立された。
　本書は同協議会の主要メンバーにより２年間にわた
って続けられた環境新聞連載コラムを中心に、各種論
文や同協議会が関連各省庁等に向けて毎年行ってき
た提言などをまとめたもの。情報とその活用技術で新た
なイノベーションを生み出すための、ヒントが得られる内
容となっている。

廃棄物処理・リサイクルＩoＴ導入促進協議会　編

バイオマスコミュニティ
プランニング～ローカルＳＤＧｓの実践～

　生ごみや下水汚泥、食品廃棄物、家畜排せつ物な
どのバイオマスは近年、化石資源に代わるエネルギー
源やプラスチックなどの素材原料として注目されている。
本書は、そのバイオマスを利活用して、持続可能な地
域社会（コミュニティ）を構築するための道しるべとなる
一冊です。
　バイオマスの利活用を進めるには、現地調査による
実態把握を踏まえた定量・定性的なフィージビリティス
タディが必要です。本書では、生活系と農業系のバイオ
マスを取り上げてフィージビリティスタディを実施、その
結果とともに、地域独自の事業として立ち上げるための
具体案を示しています。

古市　徹／石井　一英　編著
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Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
は
、
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
効
率

化
、
予
期
せ
ぬ
機
器
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
備
え
な
ど

ハ
ー
ド
周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
豪
雨
へ
の
事
前

対
応
に
よ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
下
水
情
報

や
ア
プ
リ
を
通
し
た
新
た
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
な

ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
変
革
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
業
務
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
だ
け
の
取
り
組
み
を
Ｄ
Ｘ
と
呼
ん
で

い
る
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
下
水
道
Ｄ

Ｘ
の
現
在
地
は
ど
こ
に
あ
り
、
そ
し
て
今
後
、

本
当
の
変
革
に
向
け
て
歩
ん
で
い
け
る
の
か
。

下
水
道
事
業
者
と
し
て
国
内
初
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
策

定
に
携
わ
っ
た
横
浜
市
環
境
創
造
局
政
策
課
の

高
橋
悠
太
下
水
道
政
策
調
整
担
当
課
長
、
水
イ

ン
フ
ラ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
取
り
組
む
中
央
大
学
理

工
学
部
の
山
村
寛
教
授
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
東
京
情
報
デ

ザ
イ
ン
専
門
職
大
学
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
以

後
直
樹
准
教
授
に
議
論
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

�（
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
‐
ｎ
代
表
理
事　

奥
田
早
希
子
）

下水道ＤＸの現在地鼎 談

Ｄ
Ｘ
は
本
当
に
下
水
道
と
暮
ら
し
を
変
革
で
き
る
の
か

高橋　悠太氏
（横浜市環境創造局政策課下水道政策調整担当課長）

山村　　寛氏
（中央大学理工学部人間総合理工学科教授）

以後　直樹氏
（東京情報デザイン専門職大学情報デザイン学部准教授）

進行　奥田早希子氏（Water-n 代表理事）　

テ
ー
マ
1  

下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性

　

︱
ま
ず
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
そ
の
社

会
活
用
な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い

る
以
後
先
生
に
伺
い
ま
す
。
下
水
道
業

界
に
属
さ
な
い
〝
オ
ソ
ト
〟
か
つ
デ
ジ

タ
ル
の
専
門
家
と
い
う
立
場
で
ご
覧
に

な
っ
て
、
下
水
道
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
良
い
変

化
が
も
た
ら
さ
れ
そ
う
か
、
ま
た
、
下

水
道
Ｄ
Ｘ
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

以
後　

そ
も
そ
も
な
の
で
す
が
、
下

水
道
に
Ｄ
Ｘ
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

︱
本
特
集
は
下
水
道
Ｄ
Ｘ
あ
り
き

で
企
画
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
も
そ

も
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
に
疑
問
あ
り

と
い
う
、
い
き
な
り
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン

チ
を
く
ら
い
ま
し
た
ね
。
な
ぜ
そ
う
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
後　

下
水
道
は
す
で
に
広
く
普
及

し
て
い
ま
す
し
、
一
般
生
活
に
も
な
じ

み
、
使
え
て
当
た
り
前
の
イ
ン
フ
ラ
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
さ
ら
に

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
り
Ｄ
Ｘ
化
し
た
り
し

て
も
、
新
し
い
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

が
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
Ｄ
Ｘ
化
す
る
必
要
は
な
い
の
か

な
、
と
。

　

︱
横
浜
市
で
は
今
年
４
月
に
「
横

浜
下
水
道
Ｄ
Ｘ
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
（
図
１
）
。
Ｄ
Ｘ
化
が
必
要
だ
と
い

う
認
識
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
よ
ね
。
そ

の
必
要
性
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
橋　

戦
略
策
定
の
背
景
と
し
て
、

下
水
道
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
社

会
情
勢
が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
新
た

な
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｄ

Ｘ
が
課
題
解
決
の
鍵
と
な
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
市
民
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
い
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
管
路
や
処
理
場
な
ど
既
存

ス
ト
ッ
ク
が
老
朽
化
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
直
接
的
に
市
民
の
皆
様
に
は
見
え

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
見
え
な
い
変
化

が
あ
る
一
方
、
気
候
変
動
等
の
影
響
で

雨
の
降
り
方
が
激
甚
化
し
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
目
に
見
え
る
環
境
変
化
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

現
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
も
必
要
で

す
。

　

で
す
が
、
下
水
道
事
業
を
支
え
る
人

口
、
と
り
わ
け
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
は
大
き
い
で

す
ね
。
下
水
道
事
業
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
増
え
、
そ
れ
を
担
う
人
口
は
減
り

ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
Ｄ
Ｘ
で
解
決

に
導
き
た
い
。
地
方
自
治
体
と
し
て
は

こ
れ
が
Ｄ
Ｘ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

山
村　

さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
下
水

道
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
を
追
加
す
る
な
ら
、

民
間
企
業
の
海
外
で
の
事
業
展
開
が
関

係
し
て
き
ま
す
。
日
本
の
ハ
ー
ド
的
な

高橋　悠太氏

以後　直樹氏

山村　　寛氏

奥
田　

早
希
子
氏

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
﹁
下
水
道
Ｄ

Ｘ
や
っ
て
ま
す
﹂
と
言
う
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
に
も
き
ち
ん
と
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
橋　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
税
金
や

下
水
道
使
用
料
で
事
業
を
実
施
し
て
い

る
中
で
、
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
る
こ
と
は
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

横
浜
市
で
は
、
同
戦
略
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
下

水
道
事
業
の
状
況
を
知
っ
て
も
ら
わ
な

い
と
、
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
も
伝
わ
り
ま
せ

ん
か
ら
。
同
戦
略
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
す
る
と
こ
う
変
わ
る
、
と
い

う
こ
と
を
図
解
で
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
（
図
２
）
。

　

下
水
道
に
特
化
し
た
Ｄ
Ｘ
戦
略
を
公

共
下
水
道
管
理
者
と
し
て
策
定
し
た
の

は
、
国
内
で
は
横
浜
市
が
初
で
す
。
こ

れ
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
自
治
体
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
自
治
体
の
一

部
署
が
個
別
に
や
っ
て
い
っ
て
も
日
本

全
体
の
よ
り
良
い
下
水
道
Ｄ
Ｘ
は
実
現

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

横
浜
の
下
水
道
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
を
出
し

て
い
く
こ
と
に
は
、
市
民
理
解
を
得
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
同
時
に
、

全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
り
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
状

況
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
。

�

（
２
、
３
面
に
続
く
）

図１　「横浜下水道ＤＸ戦略」は３階層で構築される。目指すべき方向性を最上位の全体ビジョン
で示し、そのビジョンを実現するために下水道ＤＸという重要分野を設定し、それら取り組みを
「下水道プラットフォーム」という基盤が支える構図だ（提供：横浜市）

水
イ
ン
フ
ラ
技
術
は
優
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
世
界
的
な
潮
流
と
し
て

ハ
ー
ド
×
ソ
フ
ト
に
よ
る
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
未
だ
に
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
普

及
率
が
低
い
地
域
を
中
心
と
し
て
、
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
新
し
い
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
と
導
入
が
急
速
に
進
ん
で
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
に
は
、
少
な
い

人
的
資
本
で
広
大
な
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
技
術
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

日
本
企
業
は
今
、
国
内
の
課
題
先
進

地
域
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
技
術
を
活
用
し

た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
挑
戦
し
て
お
か

な
い
と
、
今
後
、
急
速
に
発
展
す
る
海

外
の
水
市
場
に
参
入
す
る
際
に
、
海
外

製
の
統
合
Ｄ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
に
太
刀
打
ち

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
は
規
模
が
重
要
で
す
。

世
界
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

取
る
つ
も
り
で
、
日
本
企
業
は
今
の
う

ち
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
い
う
剣
（
つ

る
ぎ
）
を
磨
い
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う

ん
で
す
。

　

以
後　

お
ふ
た
り
の
話
は
よ
く
理
解

で
き
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
は
下
水
道
事
業
者
に

と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
で
し
ょ

う
。
一
方
で
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

の
は
一
般
市
民
で
す
よ
ね
。
だ
っ
た
ら

一
般
市
民
に
訴
求
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
肝
心
の
市
民
に
下

水
道
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
が
ど
れ
く
ら
い
伝

わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

税
金
を
使
っ
て
取
り
組
む
以
上
は
、

市
民
に
お
金
が
ど
う
使
わ
れ
る
か
を
伝

図２　「横浜下水道ＤＸ戦略」では、ＤＸのある時とない時
の違いをイラスト化し、ＤＸのメリットを市民にも分かりや
すく伝える工夫がなされている（提供：横浜市）

以後 下水道ＤＸによる市民メリットの説明を
山村 下水道ＤＸを外貨を稼ぐチャンスに
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下水汚泥乾燥

＜無廃水・無臭システム＞

＜無廃水・無臭システム＞

汚泥乾燥

世界初のタテ型乾燥機の開発会社
オカドラ・サイクロン・ドライヤー

●完全自動運転　●無廃水無臭　●大型から超小型まで

汚泥・ボイル（煮沸）乾燥
安定した肥料製造

ご存じですか？

株式会社オカドラ
代表取締役社長

金井  正夫

　汚泥は“生もの”である、ということを知ってほしい。
“生もの” にはご存じのように細胞組織があり、これ
を破壊しないで飼料や肥料はできない。今までの熱風
乾燥や横型乾燥機では、細胞組織は破壊できない。水
分を蒸発して乾燥するだけでは水分や湿気を与えると
元に戻り、肥料にはならない。
　好気性発酵では、ほぼ一定の天候・温度で発酵する
が季節変動もあり細胞組織の破壊は困難であり、安定
堆肥は難しい。これらは地中にあって嫌気性発酵を起
こすものも多々あり、根腐れなどが現実に起きている。
ゆえに農家の信用度は低く、また長期保存は難しい。
　しかしこの “生もの” を、飼料製造方法であるボイ
ル（煮沸）して乾燥することで細胞組織を完全に破壊

すれば即、安定した肥料
となる。よって、汚泥は
“生もの” であることを
認識してほしい。
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―
下
水
道
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
、
運
営

効
率
を
上
げ
る
な
ど
下
水
道
事
業
者
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、

下
水
道
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
を
創
造
し
て
ほ
し
い
。
ひ
と
り
の
生

活
者
と
し
て
は
、
そ
こ
に
こ
そ
期
待
し

て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
が
２
０
２
０

年
に
ま
と
め
た
「
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
２　

中
間
取
り
ま
と
め
（
概
要
）
」
に
も
、

同
様
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
に
は
３
つ
の
段
階
が
あ
っ
て
、

１
つ
目
は
ア
ナ
ロ
グ
・
物
理
デ
ー
タ
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
「
デ
ジ
タ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
、
２
つ
目
が
個
別
の
業

務
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
「
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
、
そ

し
て
３
つ
目
が
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
、
つ
ま
り
Ｄ
Ｘ

で
す
。

　

そ
し
て
Ｄ
Ｘ
と
は
「
組
織
横
断
・
全

体
の
業
務
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
と
、
顧
客
起
点
の
価
値

創
出
の
た
め
の
事
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
革
」
す
る
こ
と
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
１
つ
目
や
２
つ
目
の
段
階

を
Ｄ
Ｘ
と
言
っ
て
い
る
事
例
も
少
な
く

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
後　

そ
う
で
す
ね
。
Ｄ
Ｘ
は
新
し

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
も
の
で
あ

り
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
思
い
っ
き
り

変
え
る
こ
と
。
そ
う
で
な
い
と
本
当
は

Ｄ
Ｘ
で
は
な
い
ん
で
す
。

　

で
す
が
最
近
の
日
本
で
は
、
１
つ
目

や
２
つ
目
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
Ｄ
Ｘ
と
位

置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
れ
ば
Ｄ
Ｘ
、
と

い
う
よ
う
な
⋮
。
本
当
は
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
で
新
し
い
価
値
の
創
造
な
ど
が
あ

る
べ
き
な
ん
で
す
。

　

―
山
村
先
生
は
土
木
学
会
の
上
下

水
道
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
活
用
小
委
員
会
の
委
員
長
も
務
め
て

お
り
、
上
下
水
道
分
野
で
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
ま
す
。
下
水
道
分
野
の
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
ま
す
か
。
本
当
の
Ｄ
Ｘ
が
進
ん

で
い
る
の
か
、
ま
た
、
本
当
の
Ｄ
Ｘ
は

志
向
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
村　

Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
、
全
く
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
塗
り
替
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
人
が
不
要
に
な
っ
た
り
、
業
務

自
体
が
消
滅
し
た
り
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
今
後
減
少
す

る
の
で
、
効
率
化
や
省
人
化
は
進
め
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
業
界
と
し
て
は

急
激
な
変
革
は
業
界
内
で
の
ハ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
し
ま
う
た
め
、
今
ま

で
の
や
り
方
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
抵

抗
が
働
き
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
研
究
・
開
発
は
進
ん
で
お
り
、
各
社

が
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
製
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
多
く
は
従
来
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
も
の
な
の
で
、
新
し
い
価
値
を
生

み
出
し
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
の

ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
っ
て

も
、
本
来
の
意
味
で
の
下
水
道
Ｄ
Ｘ
に

は
到
達
し
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
下
水
道
界
で
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て

い
く
に
は
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
る
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
み
ん
な

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
向
け

て
少
し
ず
つ
、
み
ん
な
に
準
備
を
進
め

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

―
横
浜
市
の
戦
略
は
「
Ｄ
Ｘ
」
と

謳
っ
て
い
ま
す
ね
。
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ

Ｘ
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

ま
す
か
。

　

高
橋　

デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ
Ｘ
の
違
い

を
理
解
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。
横

浜
市
で
は
今
ま
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
は

さ
ま
ざ
ま
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
次
は
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
と
な

っ
た
時
に
、
で
は
Ｄ
Ｘ
と
は
何
な
の

か
。
そ
の
理
解
を
浸
透
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
下
水
道
で

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
何

を
も
た
ら
し
た
か
、
そ
う
し
た
成
功
事

例
を
一
つ
ず
つ
作
っ
て
い
く
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
の
先
に
ど
の
よ
う
な
ゴ
ー
ル

テ
ー
マ
２  

下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
現
状

山
村
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
界
変
革
の
イ
メ
ー
ジ
共
有

高
橋
戦
略
の
当
初
４
年
間
で
Ｄ
Ｘ
の
浸
透
と
業
務
を
改
善

が
あ
る
の
か
を
我
々
職
員
が
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
可
視
化
す
る
こ
と
も
ま
た
、
同
戦

略
を
作
っ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

同
戦
略
で
は
﹁
Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂

と
し
て
、
﹁
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
更
新
の
最

適
化
﹂
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
﹂

な
ど
対
象
分
野
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
具
体
的
に
取
り
組
む
手
段
に
は

以
後
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
本
当
の
Ｄ
Ｘ

で
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
い
き
な
り
Ｄ
Ｘ
で
は
な
く
て
も
、

ま
ず
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め

て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

目
指
す
べ
き
Ｄ
Ｘ
を
見
失
う
こ
と
な

く
﹁
ア
ジ
ャ
イ
ル
※
﹂
に
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
、
最
終
的
に
Ｄ
Ｘ

に
た
ど
り
着
く
。
そ
れ
が
重
要
で
す
。

そ
の
意
味
で
２
０
２
５
年
ま
で
の
最
初

の
４
年
間
を
１
ｓ
ｔ　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
位

置
づ
け
、
Ｄ
Ｘ
の
浸
透
と
業
務
の
改
善

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

※
英
語
の
﹁agile

﹂
と
い
う
単
語

で
、
﹁
俊
敏
な
﹂
﹁
素
早
い
﹂
な
ど
の

意
味
。
企
画
、
設
計
、
開
発
、
構
築
の

各
段
階
で
、
試
行
と
修
正
を
素
早
く
繰

り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
使
い
や
す
く
効

果
的
な
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く

り
あ
げ
る
手
法
。

テ
ー
マ
３  

戦
略
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性

以
後
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い

山
村
国
と
し
て
戦
略
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

　

―
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
Ｄ
Ｘ

に
ど
の
よ
う
な
期
待
が
持
た
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

　

以
後　

地
域
や
人
口
規
模
で
異
な
り

ま
す
が
、
例
え
ば
多
様
な
人
が
集
中
す

る
都
会
で
は
、
人
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
人
種
の
壁
を
超

え
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
が
そ
れ
に
相

当
し
ま
す
。

　

一
方
、
人
が
少
な
い
地
方
で
は
、
人

の
補
い
手
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使

っ
て
省
力
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
方
と
都
会

の
格
差
を
な
く
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

で
す
が
、
Ｄ
Ｘ
化
ま
で
実
現
す
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
が
、
じ
ゃ
あ
Ｄ

Ｘ
で
ま
ち
の
仕
組
み
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え

ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
ま
で
は
日

本
社
会
で
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

今
あ
る
モ
ノ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
Ｄ

Ｘ
す
る
に
は
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す

し
、
し
が
ら
み
も
あ
り
、
企
業
や
政
治

家
も
関
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
ろ
う

と
す
る
な
ら
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ト
ヨ
タ
の
ウ
ー

ブ
ン
・
シ
テ
ィ
の
よ
う
な
発
想
で
、
Ｄ

Ｘ
の
ま
ち
を
新
し
く
創
っ
ち
ゃ
っ
た
方

が
早
い
と
思
い
ま
す
。

　

山
村　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と

い
う
の
は
同
感
で
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
な
り
ビ

ジ
ョ
ン
な
り
を
国
が
掲
げ
る
必
要
が
あ

で
し
た
。

　

山
村　

市
全
体
の
戦
略
と
も
結
び
つ

い
て
い
て
、
同
戦
略
は
非
常
に
素
晴
ら

し
い
。
そ
う
思
う
一
方
、
横
浜
市
の
よ

う
に
人
も
予
算
も
あ
る
大
都
市
だ
か
ら

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
必
要
性
は
ヒ
ト
と
カ
ネ
が
少
な
い
小

規
模
自
治
体
ほ
ど
高
い
の
に
、
ヒ
ト
と

カ
ネ
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
取
り
組
め
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
し
ま
い
ま

す
。
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
で
作
ら
れ
た

の
で
す
か
。

　

高
橋　

下
水
道
Ｄ
Ｘ
が
必
要
な
方
向

性
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
洗
い
出
す
際
は
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
職

員
十
数
名
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
事
務
局
は
３
名
だ
け
で
す
。

　

横
浜
市
の
戦
略
で
は
あ
り
ま
す
が
、

他
都
市
で
使
え
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
求
め

る
も
の
が
同
じ
な
ら
、
自
治
体
の
規
模

に
関
係
な
く
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
必
要
な

エ
ッ
セ
ン
ス
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｘ
の
検
討

の
労
力
を
減
ら
し
て
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
。
そ
し
て
、
何
か
新
し
い
エ
ッ

セ
ン
ス
が
出
た
時
に
は
、
逆
に
我
々
が

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

写真１　下水処理場の中央監視室
（写真提供：横浜市）

写真２　下水処理場に設置された計測機器
（写真提供：横浜市）

り
ま
す
。

　

日
本
に
は
水
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
ハ

ー
ド
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
小
委
員

会
で
は
最
近
、
ソ
フ
ト
面
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
、
特
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
処
理
場
の
中
央
監
視
室
に
は
大

き
な
画
面
が
あ
っ
て
︵
写
真
１
︶
、
処

理
場
内
の
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
た
計

測
機
器
︵
写
真
２
︶
か
ら
の
デ
ー
タ
が

集
ま
り
、
機
器
の
運
転
を
制
御
し
て
い

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
な

の
で
す
が
、
問
題
は
そ
れ
が
そ
の
処
理

場
だ
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
一
点

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

以
後　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
ね
。

　

山
村　

そ
う
で
す
。
日
本
の
ほ
と
ん

ど
の
下
水
処
理
場
は
、
そ
こ
に
最
適
化

さ
れ
た
Ｐ
Ｌ
Ｃ
︵Programmable 

Logic Controller

︶
、
い
わ
ゆ
る
シ
ー

ケ
ン
サ
で
制
御
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
海
外
で
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
︵
ス
キ
ャ

ダ
、Supervisory Control And Data 

Acquisition

︶
に
よ
っ
て
、
多
数
の
多

様
な
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
を
１
カ
所
に
集

め
て
監
視
し
、
制
御
し
て
い
こ
う
と
い

う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ

で
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
必
要
に
応

じ
て
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り

も
で
き
ま
す
。
も
し
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ａ
へ
の
移
行
が
起
こ
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
Ｏ
Ｓ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
日
本
の
下
水
処
理
場
で
使
わ
れ
て

い
る
制
御
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
で
通
用

し
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
っ
て
か
つ
て
携
帯
電
話
が
ｉ
モ

ー
ド
か
ら
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
に
置
き
換
わ

っ
た
時
と
似
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
の
時

も
日
本
企
業
は
出
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
日
本

の
下
水
道
業
界
が
国
内
市
場
か
ら
も
締

め
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
変
化
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
と

ら
え
、
Ｄ
Ｘ
化
し
た
時
の
将
来
の
下
水

道
の
姿
を
思
い
描
い
た
Ｏ
Ｓ
に
変
革
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
こ
そ

が
国
が
掲
げ
る
べ
き
Ｄ
Ｘ
戦
略
、
Ｄ
Ｘ

ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
横
浜
市
で
は
同
戦
略
を
策
定
す

る
こ
と
で
、
下
水
道
事
業
者
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
果
た
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
欲
を
感
じ
ま
す
。
一
方
、
自
治

体
で
は
実
行
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
実

行
計
画
も
策
定
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
な
ぜ
戦
略
だ
け
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
橋　

戦
略
は
、
下
水
道
事
業
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
目
標
や
方
向
性
を
定

め
、
職
員
や
関
係
者
が
共
有
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

い
く
た
め
の
具
体
的
な
施
策
や
手
段
は

新
技
術
が
開
発
さ
れ
た
り
す
れ
ば
柔
軟

に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
あ

え
て
ア
ジ
ャ
イ
ル
に
選
択
で
き
る
よ
う

に
実
行
計
画
と
し
て
は
策
定
し
ま
せ
ん

テ
ー
マ
４  

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
か
ら
の
脱
獄

　

―
企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
に
お
け
る
失
敗

要
素
の
一
つ
に
、
予
算
超
過
が
あ
る
そ

う
で
す
。
下
水
道
に
お
い
て
も
人
員
確

保
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｄ
Ｘ
化
の

た
め
の
予
算
は
そ
れ
な
り
の
規
模
に
な

り
そ
う
で
す
。
や
は
り
小
規
模
自
治
体

に
は
少
々
荷
が
重
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
技
術
革
新
な
ど
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

で
き
る
方
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
後　

Ｄ
Ｘ
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
大
事
な
分
野
で
、
み
ん
な
が
使
え
ば

使
う
ほ
ど
価
格
は
下
が
っ
て
い
き
ま

す
。
携
帯
電
話
が
そ
う
で
す
よ
ね
。
使

う
人
が
増
え
た
か
ら
安
く
な
っ
て
、
さ

ら
に
多
く
の
人
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
山
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
下
水
道
で
も
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の
Ｏ
Ｓ
で
あ
れ
ば
み
ん
な
が
使
え
て

安
く
な
り
ま
す
し
、
み
ん
な
で
発
展
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
実
現
す
る
に
は
、
特
定

企
業
に
よ
る
Ｏ
Ｓ
の
独
占
を
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
難
し
い

と
こ
ろ
で
、
日
本
は
や
り
た
が
ら
な
い

企
業
や
自
治
体
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

知
名
度
の
高
い
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
シ

ス
テ
ム
構
築
を
丸
投
げ
し
、
そ
の
子
会

社
や
孫
会
社
に
下
請
け
に
出
さ
れ
、
最

終
的
に
そ
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
タ
ー
に
し
か
使

え
な
い
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
る
。
更

新
す
る
時
に
も
そ
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
を

使
わ
な
い
と
何
も
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ

る
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の

が
今
の
日
本
の
状
況
で
す
。

　

政
府
も
方
策
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
安
く
で

き
る
。
ま
ず
は
そ
れ
を
見
せ
、
使
う
人

を
増
や
す
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

―
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
え
ば
Ｄ

Ｘ
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
期
待
で
き
る

が
、
Ｏ
Ｓ
は
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
が
か
か

っ
て
い
て
特
定
企
業
が
囲
い
込
ん
で
い

る
。
こ
の
課
題
は
大
き
い
で
す
ね
。

　

山
村　

こ
の
問
題
を
解
く
の
は
難
し

い
。
言
っ
て
み
れ
ば
特
定
企
業
に
シ
ス

テ
ム
と
い
う
人
質
を
取
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
、
そ
の
Ｏ
Ｓ
を
使
わ
な
い

な
ら
保
守
し
な
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
や

っ
ぱ
り
同
じ
企
業
を
使
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
よ
ね
。

　

高
橋　

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
で
は
安
全

・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
中
で
、

事
故
の
発
生
は
人
命
や
財
産
へ
の
被
害

に
結
び
付
く
可
能
性
も
あ
り
、
失
敗
す

る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
点
も
考
慮
し

て
、
相
対
的
に
信
頼
性
が
高
い
シ
ス
テ

ム
を
継
続
し
て
使
う
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

山
村　

住
民
に
不
便
を
強
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
あ
き
ら
め
る

人
は
多
そ
う
で
す
ね
。

　

高
橋　

個
人
的
に
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
合

う
分
野
と
合
わ
な
い
分
野
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
話
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
例
え
ば
下
水
処
理

場
の
中
央
監
視
室
や
、
豪
雨
時
に
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
ポ
ン
プ
を
動
か
し
て
雨

水
を
放
流
す
る
か
。
こ
う
し
た
時
間
と

の
勝
負
で
判
断
が
必
要
な
領
域
に
は
制

御
的
に
信
頼
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
検
討
し
た
く
な
り
ま
す
。
一
方
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
計
画
を
立
て

る
と
い
っ
た
使
い
方
に
は
合
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
適
用
分
野
は
慎
重
に
考
え
た

い
で
す
ね
。
結
果
的
に
価
格
の
違
い
は

生
じ
た
と
し
て
も
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
シ
ス
テ
ム
が
一
部
残
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
村　

将
来
的
に
本
当
に
予
算
が
な

く
な
っ
て
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
明
日

に
も
止
ま
る
と
い
う
く
ら
い
ま
で
追
い

込
ま
れ
た
ら
、
お
の
ず
と
一
番
安
価
な

シ
ス
テ
ム
を
探
し
始
め
、
海
外
の
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
や
グ
ー
グ
ル
の
オ
ー
プ
ン

ク
ラ
ウ
ド
な
ど
を
導
入
す
る
可
能
性
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
停
止

す
る
よ
り
も
ま
し
で
す
か
ら
ね
。

最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
わ

山村 ウォーターＰＰＰでオープンソース活用が進む

高橋 人命がかかる領域への導入には慎重さも

↖
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―
ひ
と
り
の
生
活
者
と
し
て
、
ヒ

ト
、
カ
ネ
、
安
全
性
、
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ

ク
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗

り
越
え
て
下
水
道
Ｄ
Ｘ
を
実
効
的
に
社

会
実
装
し
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
「
み
ん
な
で
Ｄ
Ｘ
や
る
ぞ
！
」

と
い
う
よ
う
な
、
か
つ
て
の
よ
う
な
普

及
率
向
上
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
い
た
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
山
村
先
生
が

委
員
長
を
務
め
て
い
る
小
委
員
会
で

は
、
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
ま
す

か
。

　

山
村　

小
委
員
会
で
は
３
つ
の
課
題

を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
水
イ
ン
フ
ラ
関
係
者
の

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
で
す
。

メ
ー
カ
ー
も
事
業
体
も
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば

ど
ん
な
課
題
も
解
決
で
き
る
と
考
え
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
活
用
で
き

る
課
題
を
見
抜
く
力
を
自
治
体
は
持
た

な
い
と
い
け
な
い
し
、
企
業
も
よ
く
理

解
し
た
う
え
で
良
い
商
品
開
発
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
で

す
。
Ｄ
Ｘ
化
さ
れ
た
上
下
水
道
の
姿
を

描
か
な
い
と
、
ば
ら
ば
ら
に
技
術
開
発

が
進
み
、
こ
こ
に
は
Ｄ
Ｘ
製
品
が
あ
る

の
に
、
そ
れ
を
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
は

誰
も
開
発
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

起
こ
り
得
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
連

結
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
デ
ジ
タ
ル
チ
ェ

ー
ン
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
今
は

そ
れ
が
分
断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

が
早
す
ぎ
て
、
上
下
水
道
の
研
究
者
の

勉
強
が
追
い
付
か
な
い
こ
と
で
す
。
と

も
す
れ
ば
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
一
気
に

解
決
で
き
る
の
に
、
一
昔
前
の
技
術
を

研
究
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で

さ
え
も
ひ
と
昔
前
の
技
術
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
最
新
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
す

る
た
め
に
は
、
以
後
先
生
の
よ
う
な
情

報
科
学
系
の
研
究
者
と
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、

と
り
わ
け
２
つ
目
の
ビ
ジ
ョ
ン
不
在
の

課
題
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

　

高
橋　

山
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
デ

テ
ー
マ
６  

求
め
ら
れ
る
人
材
と
未
来
像

以
後
情
報
系
人
材
の
評
価
を
上
げ
る
べ
き

山
村
現
場
の
専
門
家
は
Ａ
Ｉ
で
置
き
換
わ
ら
な
い

　

―
山
村
先
生
が
指
摘
し
て
い
た
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
分
野
に
は

も
っ
と
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
デ
ジ
タ
ル
の
知

識
だ
け
で
は
汚
水
処
理
を
制
御
で
き
な

い
で
し
ょ
う
し
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
で
き
な
い
と
も
思
い
ま
す
。
こ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

山
村　

下
水
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
定
義
が
変
わ
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。
先
日
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
技
術
士
の
試
験
を
解
か
せ
た
ら
、
合

格
レ
ベ
ル
の
回
答
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
知
識
が
あ
る
だ
け
で
は
プ
ロ
で
は

な
い
し
、
Ａ
Ｉ
に
も
勝
て
な
い
。
と
は

い
え
、
こ
れ
か
ら
も
間
違
い
な
く
人
間

の
専
門
家
は
必
要
で
す
。

　

ま
ず
情
報
技
術
の
専
門
家
で
す
。
そ

し
て
、
や
っ
ぱ
り
処
理
の
現
場
に
も
専

門
家
が
必
要
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
五
感
に
置

き
換
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

方
々
は
Ａ
Ｉ
で
置
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
現
場
感
と
い
う
か
、
第
六
感
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
災
害
対
応

や
、
人
間
を
相
手
に
す
る
料
金
値
上

げ
、
地
域
住
民
と
の
協
働
な
ど
も
人
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

他
は
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
わ
っ
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
時
こ

そ
現
場
感
が
大
事
で
す
か
ら
、
Ａ
Ｉ
を

研
究
す
る
学
生
に
も
、
必
ず
現
場
に
行

く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

以
後　

確
か
に
全
て
を
デ
ジ
タ
ル
で

完
結
す
る
と
不
具
合
が
出
や
す
い
の

で
、
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
は
大
事
で

す
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
な
ど
が
講
義
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

―
大
学
教
育
に
も
変
化
が
出
始
め

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

山
村　

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
中
で
す

が
、
暗
記
し
た
ら
テ
ス
ト
で
点
が
取
れ

る
よ
う
な
教
育
は
も
う
終
わ
り
で
す

ね
。

　

一
方
、
下
水
道
は
整
備
さ
れ
て
い
る

か
ら
も
う
や
る
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ

て
い
て
、
下
水
道
で
働
き
た
い
と
い
う

学
生
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
教
育
機
関

と
し
て
、
下
水
道
界
に
優
秀
な
若
い
人

材
を
送
り
込
む
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま

す
。

　

学
生
の
関
心
を
集
め
る
に
は
、
横
浜

市
の
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
よ
う
な
最
新
の
状

況
を
学
生
に
教
え
、
下
水
道
に
は
ま
だ

ま
だ
未
来
が
あ
る
と
伝
え
な
い
と
い
け

な
い
。
今
の
教
育
は
昔
の
こ
と
を
教
え

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
も
教
え
る

べ
き
で
す
。

　

そ
の
点
、
情
報
系
は
学
生
が
集
ま
り

ま
す
よ
ね
。

　

以
後　

そ
う
で
す
ね
。
政
府
と
し
て

も
情
報
系
学
科
の
学
生
の
定
員
を
増
や

す
方
向
性
で
す
し
、
工
学
部
で
は
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
が
基
本
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
短
期

的
に
は
情
報
系
の
人
材
は
増
え
る
で
し

ょ
う
が
、
そ
れ
を
継
続
す
る
に
は
彼
ら

の
価
値
を
日
本
企
業
が
ど
う
考
え
る
か

が
重
要
で
す
。

　

日
本
で
は
情
報
系
の
人
材
に
対
す
る

評
価
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
で
す
し
、

賃
金
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
給
与
は
海

外
と
一
桁
違
い
ま
す
。
情
報
系
の
大
学

院
を
出
た
学
生
は
、
海
外
で
は
初
任
給

が
２
、
３
千
万
円
あ
る
の
に
、
日
本
で

は
４
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
て
い
か

な
い
と
、
せ
っ
か
く
情
報
系
の
人
材
を

育
て
て
も
海
外
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
人
材
育
成
だ
け
で
は
な
く
、
育
て

た
人
材
を
ど
う
活
用
す
る
か
ま
で
考
え

る
べ
き
で
す
。

　

高
橋　

以
後
先
生
に
ぜ
ひ
伺
い
た
い

の
で
す
が
、
私
の
よ
う
な
中
年
層
の
デ

ジ
タ
ル
教
育
に
は
ど
う
取
り
組
め
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
後　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
世
代
が
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
新
し
い
こ
と
を
全
て
学
ぶ

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
が
分
か
る
人
材
が
入
社
し
て
く
る

こ
と
、
従
来
の
下
水
道
分
野
で
接
し
て

き
た
人
材
と
は
発
想
が
異
な
る
こ
と
を

理
解
し
、
う
ま
く
活
用
す
る
。
そ
の
た

め
に
人
材
の
特
性
を
把
握
す
る
能
力
を

鍛
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
そ
れ
で
は
最
後
の
ま
と
め
に
代

え
て
、
皆
さ
ん
が
思
い
描
く
Ｄ
Ｘ
化
さ

れ
た
下
水
道
の
未
来
像
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

高
橋　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
で

は
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
が
融
合
し
、

必
要
な
情
報
が
必
要
な
時
に
得
ら
れ
る

社
会
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道

事
業
に
お
い
て
は
、
携
わ
る
ヒ
ト
の
成

長
と
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
融

合
さ
れ
る
形
を
目
指
し
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
各
都
市
の
成
功
事
例

が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
発
想
の
種
と
し

て
新
た
な
Ｄ
Ｘ
や
価
値
が
生
み
出
さ
れ

て
、
課
題
や
困
難
を
克
服
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。
こ
れ
が
私
の
描
く
Ｄ
Ｘ

に
よ
る
下
水
道
の
未
来
像
で
す
。

　

山
村　

世
界
市
場
に
攻
め
入
る
こ
と

が
で
き
、
世
界
で
戦
え
る
日
本
企
業
が

育
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
下
水
道
業
界

は
、
税
金
と
使
用
料
で
運
営
さ
れ
る
安

定
し
た
国
内
の
公
共
事
業
が
あ
る
の

で
、
外
貨
を
稼
ぐ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

ど
う
し
て
も
生
ま
れ
に
く
い
。
今
後

は
、
下
水
道
事
業
の
持
続
に
向
け
た
さ

ら
な
る
税
金
投
入
や
料
金
値
上
げ
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
業
界
の
健
全
性
を
維
持
で
き
た
と

し
て
も
、
将
来
的
に
国
民
が
疲
弊
し
、

国
力
を
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

下
水
道
業
界
が
、
日
本
を
代
表
す
る

外
貨
を
稼
ぐ
産
業
と
し
て
国
民
か
ら
認

識
さ
れ
る
こ
と
で
、
下
水
道
事
業
へ
の

税
金
投
入
や
料
金
値
上
げ
も
容
認
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
今
後
は
国
内
の
公

共
事
業
だ
け
で
な
く
、
外
貨
を
稼
ぐ

﹁
産
業
﹂
と
し
て
業
界
を
育
成
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

　

そ
の
時
の
キ
ー
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
Ｏ

Ｓ
を
中
心
と
し
た
ハ
ー
ド
×
ソ
フ
ト
の

連
携
で
す
。
日
本
国
内
で
の
競
争
で
は

な
く
、
世
界
市
場
で
の
共
創
を
見
据

え
、
世
界
に
通
用
す
る
統
一
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
国
内
で
展
開
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　

以
後　

下
水
道
Ｄ
Ｘ
は
不
要
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
話
を
伺
っ

て
必
要
だ
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ

を
し
な
い
と
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
ダ
メ
な

未
来
を
Ｄ
Ｘ
で
よ
い
未
来
に
変
え
ら
れ

る
余
地
は
多
く
、
ま
た
、
海
外
展
開
も

で
き
そ
う
で
す
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
発

展
性
が
あ
る
業
界
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

で
す
が
下
水
道
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る
に

は
、
従
来
の
下
水
道
業
界
の
人
だ
け
で

は
恐
ら
く
難
し
い
。
我
々
の
よ
う
な
情

報
系
、
デ
ジ
タ
ル
系
、
そ
の
他
の
い
ろ

ん
な
業
界
と
も
連
携
し
、
融
合
し
、
新

し
い
知
恵
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

山
村
デ
ジ
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
を
解
消
す
べ
き

以
後
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
的
な
技
術
開
発
に
期
待

テ
ー
マ
5  

実
効
と
実
行
へ
の
課
題

ず
、
選
択
肢
と
し
て
持
っ
て
お
く

こ
と
は
必
要
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
今
後
、
予
算
的
に
厳

し
い
小
規
模
自
治
体
か
ら
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
が
採
用
さ
れ
て
い
っ
て
、
大
都
市

が
気
づ
い
た
時
に
は
周
り
は
み
ん
な
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ
て
い
た
と
い
う

未
来
が
現
実
に
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

以
後　

安
全
性
と
価
格
は
ト
レ
ー
ド

オ
フ
で
す
か
ら
、
難
し
い
問
題
で
す

ね
。
予
算
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
シ

ス
テ
ム
を
求
め
る
か
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
を
高
め
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
カ
ネ
は

か
か
る
。
安
全
で
安
い
も
の
は
難
し

い
。
仮
に
安
い
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使

っ
た
と
し
て
も
、
安
全
性
を
担
保
す
る

た
め
に
検
証
作
業
を
行
え
ば
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

目
的
と
予
算
規
模
に
よ
っ
て
、
自
治

体
ご
と
に
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
姿
は
変
わ
っ

て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
横
浜
市

や
東
京
都
の
よ
う
に
予
算
が
あ
る
自
治

体
は
、
少
し
く
ら
い
高
く
て
も
国
内
の

名
の
通
っ
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
に
依
頼
す

る
。
一
方
、
体
力
の
な
い
地
方
自
治
体

は
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
る
よ
り
は

い
い
と
い
う
判
断
で
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
を
使
っ
て
な
る
べ
く
安
く
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
と
り
あ
え
ず
使
っ
て
み

る
。
そ
う
い
う
自
治
体
が
出
て
く
る
可

能
性
は
あ
り
そ
う
で
す
。

　

山
村　

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
と
い
う
檻

か
ら
の
脱
獄
で
す
ね
。
そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
い
自
治
体
が
こ
れ
か
ら
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
よ
。

　

以
後　

地
方
は
特
に
そ
う
。
若
者
が

減
り
、
高
齢
化
は
進
む
。
そ
れ
に
よ
っ

て
出
て
く
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
間
違
い
な
く
重
要
な
手
段
の
一
つ

で
す
。

　

―
ど
れ
く
ら
い
先
の
未
来
に
、
そ

う
し
た
状
況
が
現
実
に
な
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
か
。

　

山
村　

今
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た

﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
︵
23
年
改
訂
版
︶
﹂
で
﹁
ウ
ォ

ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し

た
。
上
下
水
道
や
工
業
用
水
道
に
つ
い

て
は
、
そ
の
運
営
権
を
民
間
企
業
に
移

す
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
段
階
的
に

移
行
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
と

更
新
の
一
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
民

間
企
業
に
委
託
す
る
方
式
も
含
め
、
目

標
と
な
る
案
件
数
は
水
分
野
で
２
２
５

件
。
そ
の
対
象
期
間
で
あ
る
今
後
10
年

間
で
状
況
が
大
き
く
動
く
と
見
て
い
ま

す
。

　

上
下
水
道
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
は
す
で
に
、

委
託
費
が
安
す
ぎ
て
受
け
て
く
れ
る
企

業
が
見
つ
か
ら
ず
に
不
調
と
な
る
案
件

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
ス
ト
感
の

ま
ま
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
目
標
で

あ
る
２
２
５
件
を
達
成
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
企
業
側
と
し
て
は
予
算
を
絞
り
や

す
い
電
機
周
り
を
見
直
す
し
か
な
い
。

つ
ま
り
、
海
外
製
で
も
よ
い
か
ら
安
価

で
規
格
が
統
一
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
や
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
を
使
う
と
い
う
提
案
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

仮
に
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
、
受
け
る

企
業
が
い
な
い
、
で
も
自
治
体
も
運
営

で
き
な
い
。
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
は
止
ま

り
、
企
業
は
収
入
が
減
る
。
共
倒
れ
で

す
。

　

―
広
域
化
し
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
出
す
こ
と
は
で
き
そ
う
で
す
か
。

　

山
村　

広
域
連
携
は
広
が
る
で
し
ょ

う
。
で
す
が
も
と
も
と
体
力
の
な
い
自

治
体
を
ま
と
め
て
民
間
委
託
に
出
し
て

も
、
や
っ
ぱ
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
魅

力
は
小
さ
く
て
受
け
る
企
業
は
出
て
こ

な
い
と
思
い
ま
す
。
広
域
化
し
た
と
し

て
も
や
は
り
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
活
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
と
い
う
課
題

が
、
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
横

浜
市
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
、

だ
か
ら
こ
そ
戦
略
の
中
で
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
せ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
い
く
方
策
は

ア
ジ
ャ
イ
ル
に
改
善
し
て
い
っ
て
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
を
つ
な
い
で
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

山
村　

今
は
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
自
社

製
品
に
特
化
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
る
の
で
、
メ
ー
カ
ー
が
異
な
れ
ば

ポ
ン
プ
場
と
処
理
場
を
連
携
で
き
な

い
。
処
理
場
の
中
で
見
て
も
、
ば
っ
気

装
置
は
メ
ー
カ
ー
が
違
う
か
ら
連
携
で

き
な
い
。
だ
か
ら
、
せ
っ
か
く
個
別
に

デ
ジ
タ
ル
化
は
で
き
て
い
る
の
に
、
相

互
を
連
携
す
る
た
め
に
ヒ
ト
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

高
橋　

そ
う
で
す
ね
。
中
央
操
作
室

は
一
元
化
さ
れ
て
い
て
も
、
個
別
の
装

置
は
異
な
る
メ
ー
カ
ー
が
作
成
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
ね
。

　

以
後　

他
の
業
界
も
同
じ
よ
う
な
状

況
で
す
。
こ
の
技
術
は
こ
の
企
業
だ
け

と
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
本
当

は
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
る
標
準
規
格
が
必

要
な
ん
で
す
け
ど
、
と
て
つ
も
な
い
労

力
が
必
要
だ
か
ら
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

Ｏ
Ｓ
が
出
て
、
徐
々
に
Ｏ
Ｓ
の
規
格
が

固
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ

ー
的
な
画
期
的
な
製
品
が
開
発
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
に
つ
な
げ
れ
ば
ど
の
企
業
の

装
置
も
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

い
ず
れ
は
そ
の
規
格
に
合
わ
せ
て
商
品

が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

山
村　

そ
れ
が
先
述
し
た
Ｏ
Ｓ
の
統

一
で
す
。
小
委
員
会
で
も
統
一
Ｏ
Ｓ
の

必
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

↙
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下
水
道
展
は
、
自
治
体
な
ど
の
下
水

道
管
理
者
を
主
な
対
象
と
し
、
設
計
・

測
量
、
建
設
、
管
路
資
器
材
、
下
水
処

理
、
維
持
管
理
な
ど
の
技
術
・
機
器
を

展
示
を
通
じ
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
別
に
分
か
れ
て
ゾ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
「
オ
ー
ル

北
海
道
・
下
水
道
ア
カ
デ
ミ
ア
」
で

は
、
子
ど
も
や
一
般
に
人
を
対
象
に
、

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
を
活
用
し
た
浸
水

中
の
歩
行
体
験
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ

ー
ム
な
ど
で
、
楽
し
く
学
べ
る
コ
ー
ナ

ー
を
企
画
、
ま
た
、
自
由
研
究
に
役
立

つ
「
取
材
ノ
ー
ト
」
（
仮
称
）
を
配
布

し
、
会
場
で
夏
休
み
の
宿
題
を
進
め
る

こ
と
も
で
き
る
。
併
せ
て
、
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
に
関
す
る
企
画
も
行
う
予

定
。

　

「
下
水
道
情
報
技
術
研
修
会
（
ブ
ー

ス
ツ
ア
ー
）
」
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
浸
水
対
策
、
脱
炭
素
、
官
民

下水道展’23札幌下水道展’23札幌
８
月
１
日
～
４
日　

札
幌
ド
ー
ム

東
京
都
以
北
の
都
市
で
初
開
催

東
京
都
以
北
の
都
市
で
初
開
催

299299
社
・
団
体
、

社
・
団
体
、913913
小
間
が
出
展

小
間
が
出
展

　

下
水
道
関
連
の
技
術
や
機
器
が
一
堂
に

会
す
る
「
下
水
道
展
'23
札
幌
」
（
主
催
＝

日
本
下
水
道
協
会
）
が
８
月
１
日
（
火
）

〜
４
日
（
金
）
の
４
日
間
、
札
幌
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
る
。
今
年
で
35
回
目
と
な
る

同
展
は
、
昨
年
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
札
幌
市
を
舞
台
に
、
東
京
都
以
北
の
都

市
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
。
下
水
道

関
連
の
２
９
９
社
・
団
体
、
９
１
３
小
間

が
出
展
す
る
。
札
幌
市
を
は
じ
め
道
内
各

地
の
自
治
体
・
団
体
に
よ
る
「
オ
ー
ル
北

海
道
・
下
水
道
ア
カ
デ
ミ
ア
」
や
、
「
下

水
道
×
農
業
」
の
コ
ラ
ボ
企
画
、
「
下
水

道
情
報
技
術
研
修
会
（
ブ
ー
ス
ツ
ア

ー
）
」
が
見
ど
こ
ろ
。
主
な
併
催
行
事
と

し
て
第
60
回
下
水
道
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
併
催
企
画
や
出
展
者
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も

開
か
れ
る
。

「下水道×農業」のコラボ企画も「下水道×農業」のコラボ企画も

連
携
な
ど
最
新
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

３
〜
５
つ
の
ブ
ー
ス
を
巡
る
ツ
ア
ー
形

式
の
研
修
会
。
毎
日
４
〜
６
コ
ー
ス
を

予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
札
幌
市
が
行
う
「
オ
ー
ル
北
海

道
お
も
て
な
し
ス
ペ
ー
ス
」
で
は
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
道
内
各
地
の
ご
当

地
グ
ル
メ
の
販
売
や
道
内
自
治
体
に
よ

る
特
産
品
の
販
売
、
観
光
ポ
ス
タ
ー

展
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
、
ア

イ
ヌ
古
式
伝
統
舞
踊
、
地
元
の
高
校
生

に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
踊
り

な
が
ら
演
奏
す
る
ダ
ン
プ
レ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
が
行
わ
れ
る
。

　

同
展
の
併
催
行
事
・
併
催
企
画
な
ど

の
日
程
・
会
場
・
内
容
は
下
記
の
通

り
。

「
下
水
道
展
'23
札
幌
」
の
開
催
地
で
あ

る
北
海
道
は
、
農
業
産
出
額
が
全
国
１

位
の
農
業
王
国
。
下
水
道
展
で
は
、
主

に
農
業
を
営
む
事
業
者
を
対
象
に
、
下

水
道
分
野
で
農
業
に
関
連
す
る
先
進
的

な
取
り
組
み
や
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

●
オ
ー
ル
北
海
道
下
水
道
ア
カ
デ
ミ
ア

　

札
幌
市
を
含
む
道
内
23
の
自
治
体
・

団
体
が
参
加
す
る
オ
ー
ル
北
海
道
ア
カ

デ
ミ
ア
内
で
、
一
部
の
自
治
体
が
、
下

水
道
資
源
（
再
生
水
、
汚
泥
肥
料
、
熱

・
Ｃ
Ｏ
２
等
）
の
農
作
物
栽
培
な
ど
に

お
け
る
有
効
利
用
や
、
農
業
な
ど
の
生

産
性
向
上
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
。

　

期
間
：
１
日
（
火
）
〜
４
日
（
金
）

　

会
場
：
札
幌
ド
ー
ム
内
展
示
場

●
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
「
ホ
ン
ネ
ト
ー
ク
　

下
水
汚
泥
由
来
の
肥
料
利
用
を
語

る
！
」

　

下
水
道
関
係
の
学
識
者
と
し
て
中
央

大
学
教
授
の
山
村
寛
氏
、
北
海
道
で
有

機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
・
農
事
組

合
法
人
共
働
学
舎
新
得
農
場
代
表
の
宮

嶋
望
氏
、
一
般
を
代
表
し
て
俳
優
・
タ

レ
ン
ト
で
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
リ
ー

ダ
ー
の
森
崎
博
之
氏
を
交
え
て
行
う
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。
土
に
こ
だ
わ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
生
産
者
に
「
下
水

汚
泥
由
来
の
肥
料
」
を
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
利
用
を
検
討
す
る
の
か
。
検
討
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
や
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
。
生
産
者
の
立
場
か
ら
見
た
「
下
水

汚
泥
由
来
の
肥
料
」
の
課
題
、
取
り
組

む
べ
き
内
容
、
訴
求
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

生
産
者
が
求
め
る
リ
ア
ル
な
声
を
紐
解

く
。

　

主
催
：
日
本
下
水
道
協
会

　

日
時
：
３
日
（
木
）
11
時
45
分
〜

　

会
場
：
札
幌
ド
ー
ム　

三
塁
側
ブ
ル

ペ
ン
特
設
ス
テ
ー
ジ

●
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
　

「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
下
水

汚
泥
の
農
業
利
用
〜
健
土
健
民
に
貢
献

す
る
水
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
（
仮
題
）

が
テ
ー
マ
。
農
作
物
の
生
産
に
欠
か
せ

な
い
有
機
物
（
窒
素
、
リ
ン
）
や
有
用

微
生
物
群
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
地

域
未
利
用
資
源
と
し
て
の
下
水
汚
泥
に

つ
い
て
、
日
本
の
食
料
生
産
の
要
で
あ

る
北
海
道
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
、
安
心
・
安
全
な
農
業
利
用
を
実

現
す
る
先
進
的
な
技
術
お
よ
び
行
政
・

農
家
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

国
の
政
策
動
向
に
つ
い
て
加
藤
裕
之

・
東
京
大
学
下
水
道
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
室
特
任
准
教
授
が
、
北

海
道
の
農
業
の
歴
史
と
現
状
・
課
題
、

下
水
汚
泥
利
用
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い

て
土
屋
俊
亮
副
知
事
が
、
農
家
の
思
い

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
岩
見
沢
市
の
峯

淳
一
氏
ら
が
講
演
し
、
そ
の
後
パ
ネ
ル

テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

　

主
催
：
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水

道
チ
ー
ム

　

日
時
：
２
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

　

会
場
：
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
・
小
ホ
ー
ル
（
１
５
０
名
）

●
下
水
道
資
源
の
農
業
利
用
の
展
望

　

下
水
道
関
係
の
学
識
者
と
下
水
道
資

源
利
用
に
取
り
組
む
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
講
演
す
る
。

　

主
催
：
全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会

　

日
時
：
３
日
（
木
）
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

　

会
場
：
札
幌
ド
ー
ム
89
＋
90
会
議
室

（
１
５
０
名
）

「
下
水
道
×
農
業
」イ
ベ
ン
ト

《第60回下水道研究発表会》
　主催＝日本下水道協会
　日時＝１日（火）～３日（木）
　会場＝札幌コンベンションセン
ター
【第１日】１日（火）
　11時～12時：特別講演「下水道
情報を活用した魅力ある地域社会
づくり」（大村達夫・東北大学未
来科学技術共同研究センターシニ
アリサーチフェロー）
　13時～15時：パネルディスカッ
ション「下水道における産官学連
携と革新的技術の普及促進（仮
題）」
　13時～17時：口頭発表セッショ
ン
【第２日】２日（水）
　10時～17時：口頭発表セッショ
ン
　10時～17時：ポスター掲示
　12時30分～14時：ポスター発表
セッション
【第３日】３日（木）
　10時～17時：口頭発表セッショ
ン
　10時～15時：ポスター掲示

《第３回ＡＷａＰ（アジア汚水管
理パートナー シップ）総会》
　主催＝国土交通省、環境省
　日時＝１日（火）10時～14時30分
　会場＝85会議室

《第78回下水道新技術セミナー》
　主催＝日本下水道新技術機構
　日時＝１日（火）13時30分～16時
　会場＝89＋90会議室
　参加募集人数＝会場60面、ウェ
ビナー500名

《市民科学発表会》
　主催＝国交通省
　日時＝１日（火）13時30分～16時
　会場＝91＋92会議室

《下水道官民連携ミーティング》

　主催＝日本下水道協会
　日時＝２日（水）14時～16時
　会場＝89＋90会議室
　テーマ＝下水道事業の脱炭素
化、下水汚泥の肥料利用　

《「新技術・ＤＸ」について》
　主催＝日本下水道管路管理業協
会
　日時＝２日（水）９時45分～12時
　会場＝89＋90会議室
　参加募集人数＝100～120名
（LIVE配信予定）　

《社会における下水サーベイラン
スの活用に向けて》
　主催＝日本下水サーベイランス
協会
　日時＝２日（水）13時～16時40
分
　会場＝北海道大学工学部フロン
ティア応用科   　　　　学研究棟
２階レクチャーホール
　参加募集人数＝235名

《テクニカルツアー》
　日時＝２日（水）と３日（木）
13時～
　見学場所＝【Ａコース】西部ス
ラッジセンター、新川融雪槽【Ｂ
コース】下水道科学館、創成川水
再生プラザ、安春川

《下水道管路施設のアセットマネ
ジメント》
　主催＝管路診断コンサルタント
協会、日本グラウンドマンホール
工業会
　日時＝３日（木）10時～12時
　会場＝85会議室
　参加募集人数＝60名
《災害時のトイレ・下水道フォー
ラム～厳冬期における避難所での
トイレ・衛生対策》
　主催＝日本下水道協会
　企画・運営＝日本トイレ研究所
　日時＝３日（木）14時～16時20分

　会場＝85会議室
　参加募集人数＝60名

《セミナー　ＪＳ最前線》
　主催＝日本下水道事業団
　日時＝３日（木）13時30分～15
時30分
　会場＝87＋88会議室
　参加募集人数＝50名

《第８回下水道スタートアップチ
ャレンジ》
　主催＝国交省
　日時＝３日（木）13時～16時30分
　会場＝91＋92会議室
　参加募集人数＝60名

《下水道での能動的運転管理によ
る豊かな海づくりとブルーカーボ
ンへの期待》
　主催＝ジャパンブルーエコノミ
ー推進研究会「ブルーカーボン促
進のための栄養塩類供給管理プロ
ジェクト」
　共催＝国交省下水道部流域管理
官付
　日時＝３日（木）13時30分～16時
　会場＝89＋90会議室
　募集人数＝60名

《Ｂ-ＤＡＳＨガイドライン説明
会》
　主催＝国土交通省
　日時＝４日（金）13時30分～16
時30分
　会場＝89＋90会議室
　募集人数＝60名

《北海道内の下水道事業の今後の
動向》
　主催＝持続可能な社会のための
日本下水道連合会
　日時＝４日（金）10時30分～12
時
　会場＝85会議室
　参加募集人数＝60名

併催行事・併催企画

昨
年
の
「
下
水
道
'22
東
京
」
の
会
場
風
景
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「下水道展'23札幌」開催に寄せて「下水道展'23札幌」開催に寄せて
「
持
続
可
能
な
世
界
都
市
札
幌
」の
実
現

札
幌
市
長

秋
元
　
克
広

ま
す
。

　

持
続
可
能
な
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
そ
の
土
台
と
な
る
基
幹
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
適
時
適
切
な
整
備

・
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
大
規
模
な
地
震
や
局
所
的
な
豪

雨
災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
さ
ら
な
る
環
境

施
策
の
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
を
踏
ま
え
、
事
業
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
札
幌
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し

て
、
18
年
６
月
に
、
内
閣
府
が
初
め
て

選
定
し
た
全
国
29
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
て
お
り
、
ま

た
20
年
１
月
に
は
、
全
国
の
自
治
体
で

初
め
て
、
国
際
的
な
環
境
性
能
評
価
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
、
最
高
評
価
に
当
た

る
「
プ
ラ
チ
ナ
」
の
認
証
を
取
得
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
今
年
の
４
月
、
札
幌

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｇ
７
札
幌
気
候
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
」
に
合
わ

せ
、
世
界
の
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
貢
献
す
る

こ
と
と
し
た
「
北
海
道
・
札
幌
宣
言
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
札
幌
市
は
今
後
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都
市
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
に
脱
炭
素
に
係
る
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
持
続
可
能
な
世
界
都
市
を

実
現
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
へ
の
期
待

　

札
幌
市
の
下
水
道
事
業
は
、
１
９
２

６
（
大
正
15
）
年
の
事
業
着
手
後
、
冬

季
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機

に
集
中
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
22
年
度
時
点
で
は
、
約
８
３
０
０

㌔
㍍
の
下
水
道
管
、
10
カ
所
の
水
再
生

プ
ラ
ザ
（
下
水
処
理
場
）
、
16
カ
所
の

ポ
ン
プ
場
等
を
有
し
、
現
在
、
下
水
道

普
及
率
は
99
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現
に
向
け
、

下
水
道
事
業
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て

は
、
脱
炭
素
へ
の
貢
献
で
す
。
下
水
道

事
業
は
、
水
処
理
や
汚
泥
処
理
の
際
に

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
、
市

の
事
業
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

約
17
％
を
占
め
る
な
ど
多
く
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け

て
、
中
長
期
的
な
方
向
性
を
定
め
る
札

幌
市
下
水
道
事
業
脱
炭
素
構
想
（
仮

称
）
を
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
下
水
道
が
扱

っ
て
い
る
下
水
や
汚
泥
等
は
、
上
手
に

活
用
で
き
れ
ば
貴
重
な
資
源
と
し
て
扱

う
こ
と
も
で
き
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を

生
か
し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
北
国
な
ら
で
は
の
課
題
で

あ
る
融
雪
な
ど
、
他
分
野
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
札
幌
市
全
体
の
脱
炭
素
社
会

の
形
成
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下
水
道
展
に
寄
せ
て

　

８
月
１
日
〜
４
日
、
東
京
以
北
で
は

初
め
て
、
「
下
水
道
展
'23
札
幌
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
札
幌
ド
ー
ム
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
こ
の
催
し
で
は
、
最
新
技

術
を
学
べ
る
と
と
も
に
、
独
自
の
技
術

や
取
り
組
み
を
全
国
に
紹
介
す
る
こ
と

で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
有
意

義
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
札
幌
市
民
へ
の
理
解
促
進
だ

け
で
な
く
、
道
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
見
込
め
、
観
光
面
で
も
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
展
が
開
催
さ
れ
る
８
月
上
旬

は
、
北
海
道
の
最
高
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
下
水
道
展
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
札
幌
、
北
海
道
を

満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
、
市
制

施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
札
幌
市

は
、
３
年
後
の
26
年
に
は
下
水
道
事
業

が
開
始
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
札
幌
の

下
水
道
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

持
続
可
能
な
世
界
都
市
に
向
け
て

　

札
幌
市
は
２
０
２
２
年
、
市
制
施
行

か
ら
１
０
０
年
、
政
令
指
定
都
市
に
な

っ
て
か
ら
50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
一
方
で
、
21
年
に
は
初

め
て
人
口
減
少
を
記
録
し
、
市
と
し
て

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

下
水
道
の
魅
力
と
底
力
を
実
感
し
よ
う

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下
水
道
部
長

松
原
　
誠

管
理
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
、
広
域
化
・
共
同

化
、
新
技
術
の
開
発
・
実
装
な
ど
、

「
循
環
の
み
ち
の
持
続
と
進
化
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
関
係
者
と
一
丸
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
ら
を
具
体
的
に
進
捗
さ
せ
る
た

め
に
は
、
制
度
的
枠
組
み
の
整
備
と
と

も
に
政
策
を
具
体
化
す
る
技
術
の
確
立

と
進
歩
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
最
新

技
術
が
揃
う
の
が
下
水
道
展
で
す
。
多

く
の
方
々
に
最
新
の
技
術
や
知
見
に
触

れ
て
い
た
だ
き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

契
機
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
下
水
道
行
政
を
め
ぐ
る
最
近

の
状
況
と
し
て
は
、
大
き
く
２
つ
の
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。
下
水
汚
泥
資
源
の

肥
料
利
用
、
そ
し
て
官
民
連
携
の
推
進

で
す
。

　

下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
に
つ
い

て
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

昨
年
９
月
に
岸
田
総
理
か
ら
の
指
示
を

受
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省
合

同
で
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の

拡
大
に
向
け
た
官
民
検
討
会
」
を
開
催

し
、
今
年
１
月
に
は
取
り
組
み
の
方
向

性
等
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
３
月
に
は
、
発
生
汚

泥
等
の
処
理
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

に
つ
い
て
、
「
下
水
道
管
理
者
は
今

後
、
発
生
汚
泥
等
の
処
理
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
肥
料
と
し
て
の
利
用
を
最

優
先
し
、
最
大
限
の
利
用
を
行
う
こ
と

と
す
る
」
と
定
め
、
下
水
汚
泥
資
源
の

肥
料
と
し
て
の
最
大
限
の
利
用
や
農
政

部
局
と
の
緊
密
な
連
携
体
制
の
確
保
、

安
全
性
・
品
質
の
確
保
、
農
業
者
・
消

費
者
の
理
解
促
進
等
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
周
知
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
国
交
省
で
は
、
リ
ン
回
収
技

術
の
実
証
事
業
や
肥
料
の
流
通
経
路
の

確
保
に
向
け
た
大
規
模
案
件
形
成
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
農
水

省
と
連
携
し
つ
つ
、
必
要
な
支
援
・
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

官
民
連
携
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
令
和
５
年
改
定
版
）
」
が
決

定
さ
れ
、
新
た
に
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
」
の
活
用
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
新
た
な
枠
組
み
の
中
で
、
下

水
道
分
野
に
お
い
て
は
、
31
年
度
ま
で

に
１
０
０
件
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を

具
体
化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
交
省
と
し

て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
検
討
会
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
地
方
公

共
団
体
等
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
を
図

る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
都
市
支
援
に
よ

り
具
体
的
な
案
件
形
成
を
進
め
る
等
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
促
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
よ
り
水
道
整
備
・

管
理
行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
交
省

お
よ
び
環
境
省
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
国
交
省
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
・
管
理
に
関
す
る
知
見
や
地
方
整
備

局
等
の
現
場
力
・
技
術
力
を
活
用
し

て
、
水
道
整
備
・
管
理
行
政
に
関
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
一
層
向
上
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
、
東
京
以
北
で
初
の
「
下
水
道

展
」
開
催
と
な
る
札
幌
市
で
は
、
１
９

２
６
（
大
正
15
）
年
か
ら
浸
水
の
防
除

を
主
な
目
的
と
し
て
下
水
道
の
整
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。
72
（
昭
和
47
）
年
の

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て

積
極
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
現
在
で
は
下
水
道
の
普
及
率
が
約

１
０
０
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
都
市
化
が
進
む
中
で
、
汚
濁

が
進
行
し
一
時
は
サ
ケ
の
遡
上
が
見
ら

れ
な
く
な
る
ほ
ど
水
質
が
悪
化
し
た
豊

平
川
に
、
79
（
昭
和
54
）
年
に
は
サ
ケ

が
戻
る
な
ど
、
下
水
道
の
普
及
に
よ
り

生
活
環
境
や
河
川
の
水
質
の
改
善
も
着

実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
年
間
約
５
㍍
も
の
降
雪

量
が
あ
る
札
幌
市
で
は
、
脱
炭
素
化
に

も
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
下
水
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
雪
対
策
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
、
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
を
検

査
・
監
視
す
る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

の
取
り
組
み
が
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ

れ
る
な
ど
、
下
水
道
の
新
た
な
価
値
や

可
能
性
を
不
断
に
追
求
さ
れ
て
お
り
、

最
新
の
技
術
や
機
器
等
の
情
報
が
集
積

す
る
下
水
道
展
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
こ
と
と
考

え
ま
す
。

　

下
水
道
展
は
日
本
の
下
水
道
界
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国
内
外
、
老
若
男

女
問
わ
ず
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
日

本
の
下
水
道
の
魅
力
と
底
力
を
実
感
さ

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
関
係
者
と
参
加
者

の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
あ
る
下
水
道
展

と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
た
び
「
下
水
道
展
'23
札
幌
」
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ

り
下
水
道
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
２
０
１
４
年
に

策
定
し
た
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に

基
づ
き
、
国
土
強
靱
化
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水
環
境

地
方
公
共
団
体
と
企
業
相
互
交
流
の
場
に

日
本
下
水
道
協
会
理
事
長

岡
久
　
宏
史

技
術
・
機
器
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
展
示
・

紹
介
と
、
一
般
の
方
々
に
下
水
道
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
、
下
水
道
分
野
で
は
国
内
最
大
の
展

示
会
で
す
。
本
年
は
、
昨
年
市
制
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
札
幌
市
に
お
い
て
、

東
京
都
よ
り
北
に
あ
る
都
市
で
は
初
め

て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
は
、
設
計
・
測
量
、
建

設
、
管
路
資
器
材
、
下
水
処
理
、
維
持

管
理
、
そ
の
他
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

の
各
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、
本
年
度
の

出
展
規
模
は
２
９
９
者
（
９
１
３
小

間
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
期
中
は
、
出
展
者
が
、
出
展
内
容

の
よ
り
詳
細
な
説
明
を
行
う
た
め
の
出

展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
札
幌

市
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
る
、
複
数

の
下
水
道
関
連
施
設
を
見
学
し
な
が
ら

巡
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
、
国
土
交
通

省
を
は
じ
め
各
関
連
団
体
が
実
施
す

る
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
約
15
件

の
セ
ミ
ナ
ー
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
産
出
額
全
国
１
位
の
北

海
道
で
の
開
催
に
ち
な
み
、
下
水
汚
泥

肥
料
の
利
活
用
に
関
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
、
中
央
大
学
理
工
学
部
人
間
総

合
理
工
学
科
の
山
村
寛
教
授
や
農
事
組

合
法
人
共
働
学
舎
新
得
農
場
の
宮
嶋
望

代
表
、
自
ら
も
農
業
を
営
み
、
俳
優
・

タ
レ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｓ
」
リ
ー
ダ
ー
の
森
崎
博
之
氏
を
お

迎
え
し
開
催
す
る
ほ
か
、
下
水
汚
泥
利

用
に
関
す
る
複
数
の
講
演
や
展
示
等
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
併
催
行
事
と
し
て
、
８
月
１
日

〜
３
日
の
３
日
間
、
下
水
道
研
究
発
表

会
を
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
同
会

場
と
下
水
道
展
の
会
場
（
札
幌
ド
ー

ム
）
を
、
札
幌
市
に
よ
る
ご
協
力
の
も

と
、
両
会
場
を
結
ぶ
バ
ス
が
往
復
運
転

す
る
予
定
で
す
の
で
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
と
の
交

流
・
意
見
交
換
の
場
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
「
下
水
道
技
術
情
報
研

修
会
（
ブ
ー
ス
ツ
ア
ー
）
」
は
、
「
研

修
」
と
位
置
づ
け
本
格
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

ブ
ー
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
正
会
員
の
皆

様
に
関
心
の
高
い
各
課
題
に
関
す
る
出

展
内
容
の
複
数
の
ブ
ー
ス
へ
、
同
じ
課

題
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
地
方
公
共
団

体
関
係
者
を
グ
ル
ー
プ
で
ご
案
内
す
る

と
と
も
に
、
ブ
ー
ス
の
観
覧
後
に
は
参

加
し
た
地
方
公
共
団
体
関
係
者
と
出
展

者
間
で
の
情
報
・
意
見
交
換
の
時
間

（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
設
け
、
下
水
道
事

業
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
情
報
収
集

と
あ
わ
せ
て
相
互
交
流
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

一
般
来
場
者
に
向
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

ゾ
ー
ン
で
は
、
札
幌
市
や
道
内
約
20
都

市
の
協
力
の
も
と
「
オ
ー
ル
北
海
道
・

下
水
道
ア
カ
デ
ミ
ア
」
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
を
活
用
し
た

浸
水
・
雨
天
時
の
疑
似
歩
行
体
験
や
、

小
型
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
点
検
ロ
ボ
ッ

ト
で
実
施
す
る
管
内
調
査
ゲ
ー
ム
等
を

通
し
て
、
下
水
道
の
役
割
や
可
能
性
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
北

海
道
内
ご
当
地
グ
ル
メ
の
提
供
や
特
産

品
の
販
売
な
ど
を
通
じ
た
各
都
市
の
魅

力
の
紹
介
、
吹
奏
楽
に
よ
る
ダ
ン
プ
レ

（Dance and Play

）
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
レ
プ
リ
カ
や
道

内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
展
示
等
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
多
く
が
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の

好
評
を
い
た
だ
い
た
、
う
ん
こ
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
グ
ッ
ズ
や
お
菓
子
な
ど
の

販
売
を
す
る
「
う
ん
カ
ワ
マ
ル
シ
ェ

（
う
ん
こ
カ
ワ
イ
イ
グ
ッ
ズ
マ
ル
シ

ェ
）
」
に
つ
い
て
も
、
在
庫
管
理
を
含

め
、
よ
り
よ
い
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

本
年
の
開
催
に
お
き
ま
し
て
も
、
よ

り
良
い
展
示
会
と
す
る
た
め
、
出
展
者

を
は
じ
め
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
札
幌
市
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
各
位
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
下
水
道
展
'23
札
幌
」
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

下
水
道
展
は
、
下
水
道
事
業
の
管
理

者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
を
対
象

に
、
全
国
の
下
水
道
関
連
企
業
（
団

体
）
の
技
術
開
発
の
成
果
に
基
づ
き
、

下
水
道
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
の
最
新

〒241-0803　神奈川県横浜市旭区川井本町103-8
TEL 045-952-4546          0120-480-106
FAX 045-952-4547

調査・止水・清掃機器等の管路維持管理機器の
レンタル・リースなら当社へ

管路内調査用
TVカメラシステム

ロビオン

管路内調査用　TVカメラシステム

RV-SATシステム

側視対応押込みカメラ
アジリオス各種管径対応

バイパス付プラグ
SAVAプラグ

■ 耐用年数に合わせたリース期間・最新機種で
 　『技術革新』
■ 管路調査用カメラの修理・無償点検のご依頼！

■ 技術指導付きレンタル！安心・安全の機械操作！

調査・止水・清掃機器等の管路維持管理機器の
レンタル・リースなら当社へ

調査・止水・清掃機器等の管路維持管理機器の
レンタル・リースなら当社へ
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下水汚泥の肥料利用の拡大に向けた施策の展望下水汚泥の肥料利用の拡大に向けた施策の展望
肥
料
価
格
の
高
騰
等
が
背
景

―
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の

拡
大
が
求
め
ら
れ
よ
う
に
な
っ
た
背
景

か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
、
気
候
変
動
な
ど
に
よ
る
世
界

的
な
食
料
生
産
の
不
安
定
化
や
、
世
界

的
な
食
料
需
要
の
拡
大
に
伴
い
食
料
の

調
達
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
の
緊
迫
化
が
加

わ
り
、
輸
入
す
る
食
品
原
材
料
や
肥
料

な
ど
の
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
を
招
い

て
い
ま
す
。

　

肥
料
に
つ
い
て
い
え
ば
、
主
な
化
学

肥
料
の
原
料
で
あ
る
尿
素
、
リ
ン
酸
ア

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課
資
源
利
用
係
長
　
吉
松
　
竜
宏
氏
に
聞
く

「
下
水
道
×
農
業
」で
グ
リ
ー
ン
化
、肥
料
の
国
産
化
推
進

「
下
水
道
×
農
業
」で
グ
リ
ー
ン
化
、肥
料
の
国
産
化
推
進

コ
ン
ポ
ス
ト
化
施
設
等
の
整
備
も
集
中
的
に
支
援
へ

コ
ン
ポ
ス
ト
化
施
設
等
の
整
備
も
集
中
的
に
支
援
へ

　

世
界
的
な
肥
料
価
格
の
高
騰
な
ど
を
受
け
、
政
府
は
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
２
０
３
０
年

ま
で
に
堆
肥
・
下
水
汚
泥
の
使
用
量
を
倍
増
し
、
肥
料
の
使
用
量
に
占
め
る
国
内
資
源
の
利
用
割
合
を
40
％
に
す
る
目

標
を
掲
げ
、
下
水
道
と
農
業
に
関
係
す
る
国
、
自
治
体
、
事
業
者
が
連
携
し
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
そ
こ
で
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全

局
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課
資
源
利
用
係
長
の
吉
松
竜
宏
氏
に
聞
い
た
。

�
�

�

�

�

�
�

�

�

�

�

�

�

�
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肥
料
利
用
の
拡
大
に

関
係
者
が
総
力

―
官
民
検
討
会
で
の
議
論
の
成
果

に
つ
い
て
具
体
的
に
。

　

官
民
検
討
会
で
の
３
回
に
わ
た
る
議

論
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
下
水
汚
泥
資
源

の
肥
料
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
や
関
係
者
の
役
割
を
取
り

ま
と
め
、
１
月
に
公
表
し
ま
し
た
。
今

後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
「
肥
料
の
国
産
化
と
安
定
的
な
供

給
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
農

ン
モ
ニ
ウ
ム
（
リ
ン
安
）
、
塩
化

カ
リ
ウ
ム
は
ほ
ぼ
輸
入
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
世
界
的
に
資
源
が
偏

在
し
て
い
る
た
め
、
輸
入
相
手
も

偏
っ
て
い
ま
す
。
リ
ン
安
に
つ
い

て
は
、
中
国
か
ら
の
輸
入
が
大
半

を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。
さ
ら

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇

や
、
中
国
に
よ
る
肥
料
原
料
の
輸

出
検
査
の
厳
格
化
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

肥
料
原
料
の
国
際
価
格
が
高
騰
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
２
０
２
２

年
９
月
９
日
に
食
料
安
定
供
給
・
農
林

水
産
業
基
盤
強
化
本
部
が
開
か
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
の
一
つ
に
下
水
汚
泥
等

の
未
利
用
資
源
の
利
用
拡
大
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
岸
田
文
雄
首
相
か
ら
も
、

下
水
汚
泥
等
の
利
用
拡
大
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
化
を
推
進
し
つ
つ
、
肥
料
の
国

産
化
と
安
定
供
給
を
図
る
よ
う
指
示
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
国
土
交

通
省
と
農
林
水
産
省
は
、
22
年
10
月
に

「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
拡
大
に

向
け
た
官
民
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
て

議
論
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。利

用
者
目
線
に
踏
み
込
む

―
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の

現
状
は
。

　

下
水
汚
泥
に
は
、
リ
ン
や
窒
素
な
ど

の
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
リ

ン
に
つ
い
て
は
１
年
間
に
発
生
す
る
汚

泥
約
２
３
０
万
㌧
の
中
に
約
５
万
㌧
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
の
肥

料
利
用
の
拡
大
は
、
農
業
の
持
続
性
に

貢
献
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
は
、
大

き
く
コ
ン
ポ
ス
ト
化
と
リ
ン
回
収
の
２

種
類
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
化
に
つ
い
て
は
、
民
間

企
業
な
ど
で
の
汚
泥
処
理
の
委
託
も
含

め
約
１
千
処
理
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
複
数
の
利
用
・
処
分
の
一
つ
と
し

て
肥
料
利
用
を
行
う
処
理
場
が
多
く
、

汚
泥
発
生
量
に
対
す
る
肥
料
利
用
の
割

合
は
約
１
割
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

一
方
の
リ
ン
回
収
に
つ
い
て
は
、
消

化
汚
泥
か
ら
回
収
す
る
方
法
や
、
焼
却

灰
か
ら
回
収
す
る
方
法
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
リ
ン
回
収
施
設
の
コ
ス

ト
が
高
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
５
自

治
体
（
６
処
理
場
）
の
実
施
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

国
交
省
で
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水

道
な
ど
に
よ
り
肥
料
利
用
の
推
進
を
図

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
下
水
道
分

野
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
施
策

の
展
開
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
重
金
属
の
含
有
リ
ス
ク

や
、
下
水
汚
泥
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ

ー
ジ
、
流
通
経
路
が
未
確
立
と
い
っ
た

課
題
を
改
善
し
、
利
用
者
目
線
に
踏
み

込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

官
民
検
討
会
で
は
、
原
料
の
供
給
か

ら
流
通
、
生
産
、
消
費
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
連
携
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
確
認
、

整
理
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で

す
。　
　

体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性

・
品
質
の
確
保
、
農
業
者
・
消
費
者
の

理
解
促
進
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

も
ら
う
よ
う
、
農
水
省
と
の
連
携
で
通

知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
肥
料
利
用
を
最
優
先
と
の
こ
と

で
す
が
、
大
都
市
で
は
敷
地
の
制
約
な

ど
も
あ
っ
て
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
と

い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
は
リ
ン
回
収

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
流
域
別
下
水
道

整
備
総
合
計
画
に
お
け
る
水
質
環
境
基

準
の
達
成
・
維
持
や
、
リ
ン
に
よ
る
配

管
の
閉
塞
の
防
止
と
併
せ
て
リ
ン
を
回

収
し
、
そ
れ
を
肥
料
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
大
都
市
で
も
可
能
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
焼
却
灰
の
肥
料
利
用
で

す
。
焼
却
灰
に
つ
い
て
も
、
先
ほ
ど
お

話
し
た
「
菌
体
り
ん
酸
肥
料
」
に
も
登

録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
焼
却
灰

を
肥
料
と
し
て
活
用
し
た
い
肥
料
製
造

事
業
者
と
連
携
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ

ま
す
。―

肥
料
利
用
の
拡
大
に
向
け
て
は

コ
ス
ト
も
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
国
に

よ
る
支
援
な
ど
は
。

　

リ
ン
回
収
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備

へ
の
支
援
や
、
高
品
質
な
リ
ン
を
安
価

に
回
収
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
よ

り
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
革

新
的
技
術
実
証
事
業
（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
通
じ
て
、
①
消
化

汚
泥
か
ら
効
率
的
に
リ
ン
を
回
収
す
る

技
術
に
関
す
る
実
証
事
業
▽
Ｍ
Ａ
Ｐ

（
リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
六
水
和
物
）
に
よ
り
脱
水
ろ
液
か
ら

効
率
的
に
リ
ン
を
回
収
す
る
技
術
に
関

す
る
実
証
事
業
③
新
た
な
リ
ン
回
収
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
下
水
道
の
資
源
化
に
関

す
る
実
証
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。情

報
発
信
に
も
注
力

―
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
は
。

　

一
つ
は
案
件
形
成
支
援
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
コ
ン

ポ
ス
ト
化
や
リ
ン
回
収
の
施
設
整
備
を

集
中
的
に
支
援
す
る
た
め
の
予
算
制
度

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
肥
料
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、

農
政
部
局
な
ど
と
連
携
し
、
ど
う
具
体

的
に
事
業
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
参

考
に
な
る
手
引
き
も
年
度
内
に
ま
と
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

汚
泥
肥
料
の
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
や
理

解
促
進
の
た
め
に
は
情
報
発
信
も
重
要

な
取
り
組
み
で
す
。
そ
こ
で
国
交
省
で

は
農
水
省
と
の
共
催
で
８
月
８
日
、
農

水
省
の
７
階
講
堂
を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
の
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利

用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の
意
義
や

先
進
的
な
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
、

消
費
者
も
含
め
た
各
方
面
の
関
係
者
に

広
く
情
報
発
信
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

業
分
野
、
下
水
道

分
野
が
連
携
し
、

安
全
性
・
品
質
を

確
保
し
つ
つ
、
消

費
者
も
含
め
た
理

解
促
進
を
図
り
な

が
ら
、
各
関
係
者

が
主
体
的
に
、
下

水
汚
泥
資
源
の
肥

料
利
用
の
大
幅
な

拡
大
に
向
け
て
総

力
を
あ
げ
て
取
り

組
む
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
目
標

と
し
て
は
、
22
年

12
月
27
日
に
決
定

し
た
「
食
料
安
全

保
障
強
化
政
策
大

綱
」
で
、
30
年
ま

で
に
堆
肥
・
下
水

汚
泥
資
源
の
使
用

量
を
倍
増
し
、
肥

料
の
使
用
量
（
リ

ン
ベ
ー
ス
）
に
占

め
る
国
内
資
源
の

利
用
割
合
を
40
％

ま
で
拡
大
す
る
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

関
係
者
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
こ

の
目
標
に
向
け
て
国
、
自
治
体
（
下
水

道
事
業
者
、
農
政
部
局
）
、
肥
料
製
造

事
業
者
、
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
が
担
う
役
割
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
側
に
お
い
て
は
、
安
全
安
心
か

つ
肥
料
製
造
事
業
者
や
農
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
品
質
の
肥
料
原
料
の
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

新
た
な
公
定
規
格
設
定
へ

普
及
拡
大
の
後
押
し
期
待

―
官
民
検
討
会
で
は
、
い
く
つ
か

の
論
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
。

　

一
つ
は
安
全
性
に
つ
い
て
で
す
。
汚

泥
の
出
ど
こ
ろ
や
重
金
属
の
定
期
的
な

検
査
状
況
等
の
情
報
公
開
な
ど
、
下
水

汚
泥
資
源
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
肥
料
利
用
時
の
重
金
属
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
徹
底
や
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

の
情
報
公
開
、
さ
ら
に
は
国
と
し
て
も

全
国
的
な
重
金
属
分
析
の
実
施
支
援
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
下
水

汚
泥
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ

の
改
善
や
理
解
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

国
交
省
で
は
、
汚
泥
中
の
重
金
属
に

つ
い
て
、
肥
料
成
分
と
あ
わ
せ
て
分
析

を
支
援
す
る
案
件
形
成
支
援
事
業
を
今

年
度
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
事

業
は
、
国
交
省
の
実
施
す
る
調
査
業
務

を
通
じ
て
重
金
属
・
肥
料
成
分
等
の
分

析
を
行
う
も
の
で
す
。
支
援
団
体
を
公

募
し
、
第
１
回
の
公
募
で
60
団
体
、
追

加
公
募
で
24
団
体
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
下
水
汚
泥
肥
料
の
肥

料
取
締
法
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い

て
で
す
。
下
水
汚
泥
肥
料
は
普
通
肥
料

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
重
金
属
な

ど
の
有
害
成
分
に
つ
い
て
は
含
有
量
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
肥
料

成
分
に
つ
い
て
の
保
証
は
な
く
、
他
の

化
学
肥
料
と
の
混
合
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
下
水
汚
泥
に
は
リ
ン
は
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
カ
リ
ウ
ム
が
足

り
な
い
た
め
、
農
業
者
か
ら
す
れ
ば
下

水
汚
泥
肥
料
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

官
民
検
討
会
の
論
点
整
理
で
も
、
肥

料
成
分
を
保
証
可
能
な
新
た
な
公
定
規

格
の
設
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
農
水
省
は
、
肥
料
成
分
を
保

証
可
能
な
新
た
な
公
定
規
格
に
つ
い
て

検
討
し
、
こ
の
ほ
ど
規
格
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
定
期
的
な
重
金
属
や
肥
料
成

分
の
分
析
な
ど
品
質
管
理
を
徹
底
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
肥
料
成
分
を
保
証

し
、
他
の
肥
料
原
料
と
混
合
し
て
も
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
規
格
が
で
き
、
こ
れ
に
認
定

さ
れ
れ
ば
、
肥
料
製
造
事
業
者
や
商
社

は
下
水
汚
泥
肥
料
を
原
料
と
し
て
扱
え

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
よ
る
需
要
は
今
後
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
見
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
し
い
規
格
で
は
、
名
称
も
下

水
汚
泥
肥
料
で
は
な
く
「
菌
体
り
ん
酸

肥
料
」
と
新
し
く
な
る
の
で
、
こ
の
点

か
ら
も
普
及
拡
大
の
後
押
し
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

流
通
経
路
の
確
保
な
ど

案
件
形
成
を
支
援

―
重
金
属
や
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
を

ク
リ
ア
し
て
も
、
や
は
り
農
業
事
業
者

に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
対
策
は
。

　

Ｊ
Ａ
が
施
肥
な
ど
作
物
を
育
て
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め
た
栽
培
暦

に
、
下
水
汚
泥
肥
料
の
使
い
方
な
ど
を

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
下
水
道
部
局

と
農
政
部
局
や
栽
培
試
験
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
体
制
を
組
ん
で
、
試

験
栽
培
な
ど
を
行
い
な
が
ら
効
果
的
な

下
水
汚
泥
肥
料
の
使
い
方
な
ど
の
知
見

を
集
積
・
整
理
し
た
上
で
、
発
信
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
う

し
た
体
制
作
り
に
つ
い
て
は
、
案
件
形

成
支
援
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
ご

と
に
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

案
件
形
成
支
援
事
業
で
は
、
重
金
属

・
肥
料
成
分
の
分
析
と
と
も
に
、
下
水

汚
泥
肥
料
の
流
通
経
路
を
確
保
す
る
た

め
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
の
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自

治
体
内
関
係
部
局
等
と
の
連
携
体
制
の

構
築
、
肥
料
製
造
業
者
や
農
業
関
係
者

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
地
域
の
肥
料
需

要
等
の
調
査
、
肥
料
化
に
お
け
る
課
題

の
整
理
、
農
業
関
連
部
局
・
団
体
と
の

勉
強
会
の
開
催
、
下
水
汚
泥
肥
料
の
Ｐ

Ｒ
手
法
の
検
討
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
20
団
体
を
支
援
先
に

選
定
し
ま
し
た
。

「
肥
料
利
用
を
最
優
先
」

―
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用
に
つ
い

て
は
、
３
月
17
日
に
下
水
道
部
長
名
で

発
出
し
た
「
発
生
汚
泥
等
の
処
理
に
関

す
る
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
の
通

知
で
最
優
先
す
る
よ
う
明
確
化
し
ま
し

た
。

　

下
水
道
法
で
は
、
「
発
生
汚
泥
等
の

処
理
に
当
た
っ
て
は
、
脱
水
、
焼
却
等

に
よ
り
そ
の
減
量
に
努
め
る
と
と
も

に
、
発
生
汚
泥
等
が
燃
料
又
は
肥
料
と

し
て
再
生
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
通
知
で
は
、
「
下
水
道
管

理
者
は
今
後
、
発
生
汚
泥
等
の
処
理
を

行
う
に
当
た
っ
て
は
、
肥
料
と
し
て
の

利
用
を
最
優
先
し
、
最
大
限
の
利
用
を

行
う
こ
と
」
を
基
本
方
針
と
し
て
整
理

し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
今

後
は
肥
料
利
用
が
困
難
な
場
合
に
限

り
、
燃
料
化
や
焼
却
に
よ
る
減
量
化
を

選
択
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

地
域
特
性
に
応
じ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、

リ
ン
回
収
等
、
下
水
汚
泥
資
源
を
肥
料

と
し
て
最
大
限
に
利
用
す
る
よ
う
、
農

政
部
局
、
下
水
道
部
局
の
緊
密
な
連
携

下水汚泥資源の肥料利用の拡大に向けた関係者の役割と取り組みの方向性

（「下水汚泥の肥料利用の拡大に向けた官民検討会」資料より）
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「みどりの食料システム戦略法」における下水汚泥肥料の役割「みどりの食料システム戦略法」における下水汚泥肥料の役割

京
都
大
学
名
誉
教
授
　
松
井
　
三
郎

日
本
農
業
を「
有
機
」「
環
境
保
全
」形
態
に
改
善
へ

日
本
農
業
を「
有
機
」「
環
境
保
全
」形
態
に
改
善
へ

下
水
汚
泥
を
農
業
還
元
す
る
技
術
力
と
組
織
的
体
制
に
期
待

下
水
汚
泥
を
農
業
還
元
す
る
技
術
力
と
組
織
的
体
制
に
期
待

1

は
じ
め
に

　

２
０
２
２
年
７
月
、
「
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た

め
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
（
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の

法
律
は
、
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
関
す
る
基
本
理
念

等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
農
林
漁
業
に

由
来
す
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図

る
た
め
に
行
う
事
業
活
動
等
に
関
す
る

計
画
の
認
定
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
農
林
漁
業
お
よ
び
食
品
産
業
の
持

続
的
な
発
展
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
健
全
な
経
済
の
発
展
等
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

　

消
費
者
と
し
て
の
国
民
は
、
残
念
な

が
ら
農
林
漁
業
の
実
態
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
理
解
を
し
て
い
な
い
が
、
実
情
は

大
変
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
農

林
漁
業
現
場
で
は
局
地
的
問
題
と
し
て

見
え
る
が
、
良
く
内
容
を
調
べ
る
と
地

球
的
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
日
本
の
大
半
の
河
川
は
直
接
海
洋

に
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
者
は
河
川

に
窒
素
や
リ
ン
の
無
効
肥
料
を
排
出
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
理

解
し
て
い
な
い
。
し
か
し
逆
に
瀬
戸
内

海
で
は
窒
素
負
荷
減
少
か
ら
ノ
リ
養
殖

や
漁
業
に
影
響
が
出
て
、
下
水
処
理
場

に
窒
素
放
流
を
季
節
限
定
で
行
う
条
例

が
施
行
さ
れ
た
（
兵
庫
県
）
。

　

筆
者
は
長
年
、
閉
鎖
系
水
域
で
あ
る

琵
琶
湖
の
水
質
と
環
境
改
善
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
か
ら
、
下
水
道
整
備
に
よ

り
確
実
に
水
質
改
善
が
進
む
一
方
、
農

業
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
や
リ
ン
と
農

薬
が
、
生
態
系
維
持
に
大
き
な
課
題
を

残
し
て
い
る
こ
と
に
懸
念
し
て
き
た
。

滋
賀
県
は
、
國
松
善
次
知
事
の
時
代
に

「
滋
賀
県
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
推
進
条

例
」
（
03
年
）
を
制
定
、
堆
肥
の
循
環

を
促
進
し
て
化
学
肥
料
・
農
薬
半
減
実

行
農
家
を
認
定
し
、
全
国
に
先
駆
け
る

循
環
型
「
環
境
保
全
農
業
」
を
行
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
広
が
り
は
遅

く
、
20
年
遅
れ
て
や
っ
と
拡
大
が
始
ま

っ
て
い
る
。

2

農
業
循
環

―
有
機
性
廃
棄

物
を
堆
肥
・
肥
料
に
し
て
農

業
に
還
元

　

日
本
は
江
戸
時
代
、
農
業
残
渣
、
都

市
廃
棄
物
、
家
畜
ふ
ん
尿
、
し
尿
の
堆

肥
化
を
伴
う
完
全
循
環
社
会
を
実
現
し

て
い
た
。
明
治
維
新
に
よ
る
近
代
化
は

産
業
革
命
と
都
市
集
積
、
大
量
物
質
移

動
を
促
進
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
伴
い

発
生
す
る
廃
棄
物
の
適
正
処
理
・
処
分

が
で
き
ず
に
、
産
業
公
害
・
都
市
公
害

を
出
現
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
近
代
社
会
の
負
の
側
面
を
解
決

す
る
に
は
、
徹
底
し
た
環
境
改
善
と
そ

れ
に
よ
る
廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
・
循

環
し
か
解
決
策
は
な
い
。
世
界
で
進
行

す
る
近
代
化
は
、
石
油
化
学
の
生
産
物

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
代
表
に
さ
ま
ざ
ま
な

有
機
・
無
機
化
学
物
質
の
廃
棄
物
問
題

が
地
球
規
模
に
な
り
、
温
暖
化
と
生
物

多
様
性
破
壊
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
農
業
分
野
に
お
け
る
解
決
策

は
、
「
有
機
農
業
」
と
「
環
境
保
全
農

業
」
の
実
行
に
委
ね
ら
れ
た
。
日
本
は

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
、
米
国
に
続
き
こ

の
方
向
を
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
」
の
施
行
で
進
め
る
が
、
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
と
一

緒
に
、
農
業
が
も
た
ら
し
た
農
薬
多
用

に
よ
る
生
物
多
様
性
破
壊
防
止
を
実
現

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

都
道
府
県
別
家
畜
ふ
ん
・
下

水
汚
泥
堆
肥
量
と
有
機
農
業

・
環
境
保
全
農
業
の
可
能
性

　

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

法
」
は
、
日
本
の
耕
地
面
積
約
４
０
０

万
㌶
の
内
、
１
０
０
万
㌶
を
「
有
機
農

業
」
、
残
り
３
０
０
万
㌶
を
「
環
境
保

全
農
業
」
形
態
に
改
善
す
る
。

　

「
有
機
農
業
」
は
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥

・
緑
肥
が
肥
料
で
化
学
肥
料
を
使
わ
な

い
。
世
界
で
農
薬
耐
性
微
生
物
・
昆
虫

が
発
生
し
制
御
困
難
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
化
学
合
成
農
薬
も
不
使
用

で
あ
る
。
極
め
て
厳
し
い
農
法
の
実
施

で
あ
る
。
現
在
日
本
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本

農
林
規
格
）
の
有
機
農
業
を
実
施
し
て

い
る
面
積
は
２
万
㌶
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
農
業

の
よ
う
な
無
化
学
肥
料
・
無
農
薬
の
生

態
系
農
業
の
復
活
が
必
要
で
あ
る
。
農

水
省
は
50
年
の
目
標
に
向
け
て
、
大
学

・
研
究
機
関
の
協
力
に
よ
る
「
ム
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
計
画
」
研
究
を
開
始
し
た
。

「
有
機
農
業
」
を
実
行
す
る
た
め
に
、

栽
培
植
物
に
寄
生
す
る
病
害
虫
・
細
菌

・
カ
ビ
菌
の
基
本
的
研
究
と
農
薬
に
依

存
し
な
い
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
病
害
虫
・

雑
草
管
理
）
方
法
の
開
発
を
始
め
て
い

る
。

　

特
に
植
物
病
理
学
の
基
礎
研
究
が
重

要
で
、
堆
肥
に
存
在
す
る
善
玉
菌
（
植

物
成
長
促
進
根
圏
細
菌
＝
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｒ

菌
）
の
役
割
解
明
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
「
環
境
保
全
農
業
」
で
は
、
下
水

汚
泥
堆
肥
、
そ
の
他
有
機
性
廃
棄
物
堆

肥
を
使
い
、
化
学
肥
料
を
30
％
以
上
削

減
し
、
化
学
合
成
農
薬
は
50
％
削
減
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

達
成
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
都
道
府
県
別
の
家

畜
ふ
ん
・
下
水
汚
泥
堆
肥
量
と
有
機
農

業
・
環
境
保
全
農
業
の
可
能
性
を
推
計

し
た
（
表
）
。
都
道
府
県
別
に
耕
作
地

面
積
（
水
田
・
畑
）
と
家
畜
頭
数
（
肉

牛
・
乳
牛
・
豚
・
鶏
）
が
求
め
ら
れ
る

（
19
年
統
計
）
。
動
物
別
家
畜
ふ
ん
尿

量
原
単
位
に
頭
数
羽
数
を
計
算
し
完
熟

堆
肥
量
を
推
計
す
る
。
完
熟
量
は
乾
燥

重
量
よ
り
少
な
い
数
値
で
、
筆
者
の
経

験
か
ら
推
定
し
た
係
数
を
使
う
。
同
様

に
人
口
か
ら
下
水
汚
泥
量
と
そ
れ
か
ら

堆
肥
量
が
計
算
で
き
る
（
佐
賀
市
下
水

処
理
場
の
実
績
値
を
参
考
）
。
家
畜
堆

肥
量
は
総
計
１
５
２
０
万
㌧
／
年
、
下

水
汚
泥
堆
肥
量
は
総
計
１
８
２
万
㌧
／

年
と
推
計
さ
れ
た
。
家
畜
堆
肥
量
が
圧

倒
的
に
多
い
。

　

Ｅ
Ｕ
が
「
有
機
農
業
」
を
促
進
す
る

の
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
が
進
ま
ず
河

川
や
地
下
水
汚
染
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
理
由
で
あ
る
。
日
本
と
比
べ
て
牛

肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
山
羊
肉
等

の
消
費
量
が
２
倍
以
上
多
い
。
し
た
が

っ
て
相
対
的
に
下
水
汚
泥
の
有
効
利
用

は
、
あ
ま
り
関
心
が
得
ら
れ
な
い
。

　

日
本
は
こ
れ
と
は
違
っ
た
状
況
で
あ

る
。
日
本
で
は
下
水
汚
泥
は
全
て
が
堆

肥
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
処
理
場
の
条

件
が
整
う
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
約
50
％
の
90

万
㌧
／
年
程
度
は
堆
肥
以
外
の
肥
料
利

用
で
は
な
い
か
？　
　

　

各
都
道
府
県
耕
地
面
積
の
25
％
を
有

機
農
業
実
施
に
す
る
と
推
計
し
て
、
家

畜
堆
肥
量
で
賄
う
こ
と
に
な
る
。
推
計

の
た
め
堆
肥
投
入
量
を
３
㌧
／
㌶
／
年

と
し
た
。
家
畜
ふ
ん
（
肉
牛
、
乳
牛
、

６
）
、
石
川
（
０
・
２
０
２
）
、
新
潟

（
０
・
２
１
２
）
で
あ
る
。
絶
対
不
足

県
で
「
有
機
農
業
」
を
実
行
す
る
に

は
、
他
県
か
ら
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
移
動

が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
府

県
で
「
環
境
保
全
農
業
」
を
実
行
す
る

に
は
、
下
水
汚
泥
堆
肥
に
大
き
く
依
存

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

中
間
に
位
置
す
る
そ
の
他
の
都
府
県

は
、
「
有
機
農
業
」
の
実
施
と
と
も
に

下
水
汚
泥
堆
肥
等
を
使
っ
て
「
環
境
保

全
農
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
に

な
る
。

　

し
か
し
、
下
水
処
理
場
が
堆
肥
で
な

く
炭
化
・
焼
却
処
理
し
た
場
合
は
、
複

雑
な
状
況
に
な
る
。

4

お
わ
り
に

　

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

法
」
に
基
づ
く
農
水
省
の
計
画
施
策

は
、
範
囲
が
広
く
多
層
的
で
、
ま
た
詳

し
い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
提
示
さ
れ
て
い

る
。
根
幹
と
な
る
「
有
機
農
業
」
の
実

施
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
か
ら
の
堆
肥
が
基

礎
で
、
日
本
は
十
分
な
量
が
存
在
す

る
。
な
か
な
か
取
り
組
み
が
進
ま
な
い

理
由
の
一
つ
は
、
小
規
模
家
畜
業
が
多

く
、
ふ
ん
尿
処
理
に
か
け
る
労
働
力
・

経
営
資
金
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
農
水
省
と
し
て
は
補
助
金
を
検
討

し
て
い
る
が
限
界
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
家
畜
業
が
抱
え
て
い
る
困

難
さ
は
、
①
飼
料
の
輸
入
依
存
②
世
界

規
模
の
家
畜
伝
染
病
③
継
承
者
不
足
な

ど
で
あ
る
。
飼
料
輸
入
を
減
ら
し
家
畜

堆
肥
で
国
産
飼
料
を
生
産
す
る
「
耕
畜

連
携
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
家
畜
伝
染

病
は
、
牛
口
蹄
疫
が
４
年
ぶ
り
に
韓
国

で
発
生
。
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
は
岐
阜
県
か

ら
始
ま
り
北
上
と
西
方
県
に
拡
散
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
も
餌

に
入
れ
て
摂
取
さ
せ
て
い
る
が
伝
染
病

の
拡
散
は
継
続
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
毎
年
ウ
イ
ル
ス
型
が
変
異
し
て
継

続
。
現
在
恐
れ
て
い
る
の
は
、
ヒ
ト
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
型
へ
の
変
異
が
起
こ
る

か
ど
う
か
？　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
畜

産
・
農
業
実
態
で
、
農
水
省
は
下
水
汚

泥
肥
料
の
ど
こ
に
期
待
し
て
い
る
の

か
？　

そ
れ
は
、
下
水
汚
泥
を
処
理
し

て
農
業
還
元
す
る
技
術
力
と
組
織
的
体

制
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

国
土
交
通
省
が
設
定
し
て
い
る
汚
泥

処
理
処
分
コ
ス
ト
の
概
算
が
汚
泥
１
㌧

当
た
り
１
万
５
千
円
で
、
こ
れ
が
事
実

上
、
有
機
性
廃
棄
物
の
農
業
循
環
の
経

済
性
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
コ

ス
ト
で
現
在
循
環
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
「
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
）
」
が
成
立
し
て
い
る
。
家
畜

業
者
の
苦
し
い
経
営
コ
ス
ト
の
中
に
、

こ
の
経
済
性
が
見
え
て
い
な
い
。

　

農
水
省
に
対
策
は
あ
る
の
か
？　

今

後
国
交
省
と
農
水
省
の
連
携
協
力
に
よ

り
、
解
決
策
を
見
い
出
す
こ
と
が
必
要

で
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
下
水
汚
泥

は
堆
肥
・
炭
化
物
・
焼
却
灰
か
ら
リ
ン

酸
抽
出
等
の
形
態
で
役
立
つ
が
、
そ
の

情
報
は
本
紙
で
す
で
に
提
供
（
６
月
７

日
、
14
日
、
21
日
付
）
し
て
い
る
の
で

参
考
に
さ
れ
た
い
。

豚
、
鶏
）
の
平
均
の
窒
素
（
Ｎ
）
：
リ

ン
酸
（
Ｐ
）
：
カ
リ
（
Ｋ
）
比
率
は
２

・
０
：
３
・
０
：
２
・
６
、
下
水
汚
泥

は
２
・
９
：
４
・
１
：
０
・
４
で
、
堆

肥
投
入
量
は
必
要
窒
素
量
を
基
準
で
行

っ
て
い
る
。
Ｎ
：
Ｐ
：
Ｋ
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
問
題
は
、
今
後
検
討
が
必
要
で

あ
る
。　

　

畑
、
水
稲
、
果
樹
の
投
入
量
を
比
較

す
る
と
水
稲
が
最
も
少
な
く
、
果
樹
が

や
や
多
く
、
畑
は
２
倍
投
入
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
堆
肥
投
入
量
３
㌧
／
㌶

／
年
は
実
態
よ
り
少
な
め
の
計
算
と
な

る
。　

　

表
に
お
い
て
②
堆
肥
投
入
量
と
③
家

畜
堆
肥
量
を
全
国
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、

③
／
②
比
が
１
・
２
と
な
る
。
３
㌧
／

㌶
／
年
施
用
の
家
畜
肥
料
循
環
だ
け

で
、
日
本
農
業
は
「
有
機
農
業
」
が
実

施
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
実

態
か
ら
離
れ
て
い
る
。
各
都
道
府
県
を

比
較
す
る
と
、
③
／
②
比
が
０
・
25
よ

り
大
き
い
と
、
有
機
農
業
を
実
行
す
る

た
め
の
家
畜
堆
肥
が
県
内
で
供
給
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
よ
く
見
る
と
、
十
分

に
賄
え
る
過
剰
県
が
存
在
す
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

過
剰
県
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
前
述
の
Ｅ
Ｕ
と
同
じ
不
適

切
な
ふ
ん
尿
処
理
を
す
る
と
表
流
水
汚

染
に
加
え
て
地
下
水
汚
染
を
引
き
起
こ

す
こ
と
で
あ
る
。
窒
素
に
よ
る
地
下
水

汚
染
の
目
安
は
総
窒
素
10
ｐ
ｐ
ｍ
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
飲
料
水
基
準
で
あ

る
。
Ｅ
Ｕ
や
英
国
に
お
い
て
地
下
水
汚

染
を
起
こ
す
危
険
性
の
目
安
は
田
畑
に

投
入
す
る
窒
素
量
が
２
５
０
総
窒
素
㌔

㌘
／
㌶
／
年
で
あ
る
。
そ
の
内
家
畜
窒

素
堆
肥
基
準
１
７
０
㌔
㌘
／
㌶
／
年
と

し
て
い
る
。
日
本
は
降
雨
量
が
Ｅ
Ｕ
よ

り
多
く
、
こ
の
目
安
よ
り
基
準
値
は
多

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

農
水
省
が
懸
念
し
て
い
る
注
意
す
べ

き
水
準
に
あ
る
の
が
鹿
児
島
県
（
７
・

61
）
や
宮
崎
県
（
２
・
25
）
で
あ
る
。

他
の
過
剰
県
と
し
て
、
愛
知
（
５
・

74
）
、
兵
庫
（
３
・
84
）
、
岩
手
（
２

・
18
）
、
三
重
（
１
・
54
）
、
沖
縄

（
１
・
52
）
、
長
崎
（
１
・
40
）
、
長

野
（
１
・
33
）
、
北
海
道
（
１
・

33
）
、
群
馬
（
１
・
27
）
、
熊
本
（
１

・
14
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
窒

素
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
抱
え
て
い
る

地
域
は
、
注
意
を
要
す
る
。

　

一
方
、
絶
対
不
足
県
と
い
え
る
の

は
、
和
歌
山
（
０
・
０
８
２
９
）
、
福

井
（
０
・
09
）
、
滋
賀
（
０
・
０
９

４
）
、
富
山
（
０
・
１
１
７
）
、
福
岡

（
０
・
１
３
２
）
、
大
阪
（
０
・
１
３

都道府県 人口（千人）
①耕地面積
（ha）

②堆肥投入
量（３t/ha/年）

③家畜堆肥
量（t/年）

有機農業の可
能性③/②

④下水汚泥
堆肥量

北 海 道 5250 1125000 3084000 4090000 過剰　1.33 69400
青 森 県 1246 146300 452000 166000 0.37 17000
岩 手 県 1227 141800 449400 977000 過剰　2.18 16600
宮 城 県 2306 121800 379000 209000 0.551 30400
秋 田 県 966 141800 441000 209000 0.474 13300
山 形 県 1078 112400 352000 132000 0.375 14600
福 島 県 1846 133900 419000 120000 0.29 24900
茨 城 県 2860 162200 368000 336000 0.913 33700
栃 木 県 1934 119300 364000 219000 0.602 25700
群 馬 県 1942 65200 203000 257000 過剰　1.27 22800
埼 玉 県 7350 73300 224000 115000 0.51 94500
千 葉 県 6259 121000 374000 308000 0.823 81000
東 京 都 13921 6630 20200 1790 0.886 355000
神奈川県 9198 18300 56300 31500 0.56 119000
新 潟 県 2223 160700 509000 108000 不足　0.212 41600
富 山 県 1044 56200 175000 20500 不足　0.117 13900
石 川 県 1138 39900 123000 24900 不足　0.202 15000
福 井 県 768 39100 120000 10600 不足　0.09 10000
山 梨 県 811 22800 70800 23300 0.33 10900
長 野 県 2049 97200 318000 422000 過剰　 1.33 27300
岐 阜 県 1987 52400 167000 106000 0.635 26400
静 岡 県 3644 61900 192000 114000 0.594 48100
愛 知 県 7552 70700 223000 1280000 過剰　 5.74 97300
三 重 県 1781 55500 75200 116000 過剰    1.54 23600
滋 賀 県 1414 49200 155000 14500 不足   0.094 18400
京 都 府 2583 28200 89900 30200 0.336 33900
大 阪 府 8809 12100 38000 5180 不足   0.136 128000
兵 庫 県 5466 67300 220000 844000 過剰     3.84 75920
奈 良 県 1330 18600 60000 17900 不足   0.298 15800
和歌山県 925 30600 96300 7980 0.0829 12500
鳥 取 県 556 31600 103000 66400 0.645 7500
島 根 県 674 33400 110000 88400 0.804 9000
岡 山 県 1890 58600 194000 165000 0.85 25000
広 島 県 2804 49100 162000 144000 0.9 36800
山 口 県 1358 42200 139000 46300 0.333 19000
徳 島 県 728 27900 86300 55400 0.642 9840
香 川 県 956 27900 89800 75700 0.843 12700
愛 媛 県 1339 45100 144000 76700 0.533 18000
高 知 県 698 25600 81100 22800 0.282 9470
福 岡 県 5104 76500 240900 75000 不足  0.132 66400
佐 賀 県 815 48600 153000 97300 0.646 10800
長 崎 県 1327 42800 139000 194000 過剰   1.40 17900
熊 本 県 1748 102900 332000 379000 過剰   1.14 23200
大 分 県 1135 51100 165000 138000 0.836 15200
宮 崎 県 1073 62700 198000 446000 過剰　2.25 14400
鹿児島県 1602 108700 348000 2650000 過剰　7.61 21400
沖 縄 県 1453 36300 112600 171000 過剰  　1.5 18700
全 国 124000 4223000 12700000 15207350 過剰　  1.2 1817830

表　都道府県別家畜ふん・下水汚泥堆肥量と有機農業・環境保全農業の可能性



（16）令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

S3-03

N4-01

S5-10

S1-04
月島アクアソリューション

日之出水道機器

大原鉄工所

東亜グラウト工業/TMS工業

S5-10

N4-01

下水道展，23札幌　小間番号 S1-04

暮らしのインフラを支え、未来を拓くDNA。

下水道展，23札幌　小間番号 N4-01

すべては、都市を共有する市民の安全のために。

下水道展，23札幌　小間番号 S3-03

下水道展，23札幌　小間番号 S5-10

環境に関する最新情報を
キャッチアップ！！

オンライン環境新聞

水曜更新をベースに重要ニュースは随時配信
パソコンはもちろん、スマートフォンやタブレットで
最新のニュースを読むことができます。

新聞バックナンバーも閲覧できます！
読み逃した記事もご提供（2020年分から）

充実の機能で情報収集をサポート
キーワード記事検索はもちろん、記事クリッピング、
オススメのレコメンド、ランキングなど新機能搭載

会員登録で当月末まで無料で活用できます

●オンライン単 体プラン（税込）

（月額）2,420円 （年額）26,400円
※環境新聞の年間購読をお申込みの方は
    年間購読料、26,400円＋月額440円（税込）で
　紙面版と「環境新聞オンライン」の
    すべてのコンテンツをご利用いただけます。
※無料会員の方は、一部機能のみ活用できます。



（17） 令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

S3-03

N4-01

S5-10

S1-04

月島アクアソリューション

日之出水道機器

大原鉄工所

東亜グラウト工業/TMS工業

S5-10

N4-01

S3-03S1-04

会場小間配置図
札幌ドーム　2023年 8月1日～4日



（18）令和５年（2023年）７月26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

ＤＸによる下水道管理の新たなかたちＤＸによる下水道管理の新たなかたち

日
本
下
水
道
協
会
企
画
部
情
報
課
　
阿
部
　
善
成

下
水
道
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

下
水
道
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

４
月
か
ら
運
用
開
始

４
月
か
ら
運
用
開
始

約
５
０
０
団
体
が
５
年
以
内
に
導
入
の
意
向

約
５
０
０
団
体
が
５
年
以
内
に
導
入
の
意
向

1

は
じ
め
に

　

下
水
道
事
業
は
、
２
０
２
１
年
度
末

で
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
口
ベ
ー
ス
の
割
合
（
下
水
道
処

理
人
口
普
及
率
）
で
80
・
６
％
に
達

し
、
そ
の
他
の
汚
水
処
理
事
業
（
農
業

集
落
排
水
等
の
各
種
集
落
排
水
事
業
や

浄
化
槽
等
）
を
あ
わ
せ
た
汚
水
処
理
人

い
て
紹
介
し
ま
す
。

2

す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト

開
発
の
経
緯

　

上
記
で
示
し
た
背
景
を
受
け
て
国
土

交
通
省
の
下
水
道
政
策
研
究
委
員
会
制

度
小
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
、
「
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
維
持
管
理
情

報
や
経
営
情
報
等
を
組
織
全
体
で
共

有
、
活
用
す
る
取
組
み
は
途
上
で
あ

り
、
特
に
中
小
の
地
方
公
共
団
体
を
中

心
に
維
持
管
理
情
報
の
電
子
化
が
遅

れ
、
施
設
の
点
検
や
調
査
等
の
情
報
の

蓄
積
や
分
析
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

回
の
す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
の
構
築
へ
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、
す
い
す
い
プ
ラ
ッ

ト
の
構
築
に
向
け
て
は
、
21
年
度
に

「
下
水
道
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
必

要
な
機
能
等
に
つ
い
て
主
に
以
下
の
視

点
に
基
づ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
（
図
２
）
。

　

①
未
電
子
化
の
地
方
公
共
団
体
等
に

対
す
る
電
子
台
帳
サ
ー
ビ
ス
（
デ
ー
タ

保
管
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
表
示
・
検
索
機

能
等
）
の
提
供

　

※
す
で
に
自
前
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

　

②
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
る

災
害
時
調
査
へ
の
活
用

　

③
民
間
事
業
者
に
よ
る
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
等
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活

用
　

④
国
や
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
調
査

研
究
等
へ
の
デ
ー
タ
の
活
用

　

同
委
員
会
で
の
議
論
内
容
を
受
け

て
、
22
年
度
中
に
シ
ス
テ
ム
の
調
達
を

検
討
し
、
23
年
４
月
１
日
に
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

3

す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト

の
概
要
お
よ
び
活
用

　

す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
は
ス
タ
ン
ド
ア

ロ
ン
型
（
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
す
る
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
し
１
台
で
利
用
す
る
方

式
）
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
型
（
デ

ー
タ
を
一
元
管
理
す
る
サ
ー
バ
を
設
置

し
各
パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
等

で
接
続
し
て
利
用
す
る
方
式
）
で
は
な

く
、
ク
ラ
ウ
ド
型
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

網
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ

ラ
ウ
ザ
で
利
用
す
る
方
式
）
を
と
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能

で
す
。

　

一
方
で
、
自
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ
）
と
い
う
行
政
専
用
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
な

こ
と
が
す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
の
大
き
な

特
徴
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
側
と
Ｌ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
先
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
側
と
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
側
と
の
デ
ー
タ

を
同
期
す
る
こ
と
で
、
双
方
ど
ち
ら
か

ら
も
同
様
の
情
報
を
取
得
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

　

同
期
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、
基
本
料

金
の
範
囲
で
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
同
様
に

年
１
回
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
期
頻
度

を
増
や
す
オ
プ
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
お

り
、
ま
た
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
側
を
メ
イ
ン
と

し
て
利
用
す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

側
を
メ
イ
ン
で
利
用
す
る
か
、
２
通
り

の
パ
タ
ー
ン
で
運
用
す
る
方
法
を
選
択

で
き
、
地
方
自
治
体
の
運
用
方
針
に
併

せ
て
柔
軟
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
が
提
供
す

る
機
能
に
つ
い
て
で
す
。
本
シ
ス
テ
ム

は
以
下
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

①
図
面
検
索
・
表
示
機
能

　

②
表
示
領
域
調
整
機
能

　

③
表
示
内
容
調
整
機
能

　

④
属
性
表
示
機
能

　

⑤
調
書
出
力
機
能

　

⑥
条
件
検
索
機
能

　

⑦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
追
跡
機
能

　

⑧
縦
断
図
・
横
断
図
表
示
機
能
（
縦

断
図
は
Ｄ
Ｘ
Ｆ
出
力
が
可
能
）

　

⑨
印
刷
機
能

　

⑩
維
持
管
理
情
報
登
録
・
編
集
機
能

　

⑪
下
水
道
施
設
関
連
情
報
登
録
・
編

集
機
能

　

⑫
重
要
施
設
等
情
報
登
録
・
編
集
機

能
　

⑬
標
準
デ
ー
タ
出
力
機
能
（
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｅ
フ
ァ
イ
ル
形
式
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
デ

ー
タ
の
入
出
力
機
能
）

　

⑭
関
連
フ
ァ
イ
ル
登
録
・
編
集
機
能

図１　下水道台帳の電子化状況

口
普
及
率
で
92

・
６
％
に
達

し
、
概
成
に
近

づ
い
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
下
水

道
事
業
に
は
早

く
か
ら
着
手
し

た
地
方
公
共
団

体
も
多
く
、
膨

大
な
ス
ト
ッ
ク

を
抱
え
る
下
水

道
管
渠
に
お
い

て
は
、
法
定
耐

用
年
数
で
あ
る

50
年
を
迎
え
る

も
の
が
急
増

し
、
今
後
、
維

持
管
理
を
適
切

に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
効
率

的
な
改
築
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
を
担
う
地
方
公
共
団
体

で
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
事
業
を
い
か
に
計
画

的
か
つ
効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
か
、

と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
管
路

施
設
に
つ
い
て
、
い
か
に
効
率
よ
く
、

効
果
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
敷
設
年
度
や
材
質
と
い
っ
た
管
路

施
設
そ
の
も
の
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
日
々
の
点
検
結
果
や
修
繕
履
歴

と
い
っ
た
維
持
管
理
情
報
を
も
と
に
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
下
水
道
台
帳

が
必
須
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

下
水
道
台
帳
は
、
事
業
開
始
当
初
は
紙

ベ
ー
ス
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、
効
率
的

に
維
持
管
理
と
改
築
事
業
を
行
う
た
め

に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
下
水
道
協
会
（
以

下
、
当
協
会
）
で
は
、
将
来
の
維
持
管

理
と
改
築
を
見
据
え
て
、
23
年
よ
り

「
下
水
道
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕

様
（
案
）
・
導
入
の
手
引
き
」
を
発
刊

し
て
い
ま
す
。
以
降
、
４
回
の
改
定
を

重
ね
21
年
に
「
下
水
道
台
帳
管
理
シ
ス

テ
ム
標
準
仕
様
（
案
）
・
導
入
の
手
引

き
Ｖ
ｅ
ｒ
．
５
」
を
発
刊
し
て
お
り
、

こ
の
約
30
年
の
間
で
、
標
準
化
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
台
帳
の
電
子
化
を
促

進
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
21
年

度
末
現
在
で
、
約
17
％
の
地
方
公
共
団

体
（
以
下
、
未
電
子
化
団
体
）
に
お
い

て
は
、
台
帳
の
電
子
化
に
着
手
し
て
い

図２　地方公共団体へのすいすいプラットの
サービスイメージ

写真　４月３日記者会見の様子

図３　竣工年度別の色分けイメージ

（
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
機
能
）

　

⑮
簡
易
メ
モ
機
能　
　

　

※
⑪
⑫
は
管
理
者
側
機
能

　

※
⑬
の
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
イ
ル
形
式

デ
ー
タ
の
入
出
力
は
管
理
者
側
機
能

　

※
⑭
の
「
関
連
フ
ァ
イ
ル
登
録
・
編

集
機
能
」
は
、
利
用
者
側
で
用
意
し
た

サ
ー
バ
に
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
機
能

　

す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
上

で
基
本
と
な
る

機
能
だ
け
を
備

え
る
こ
と
で
、

安
価
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
可

能
と
し
て
い
ま

す
。
提
供
し
て

い
る
基
本
的
な

機
能
で
は
、
条

件
検
索
を
行
っ

て
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
を
策
定
す
る

際
に
必
要
と
な

る
各
種
図
面

（
竣
工
年
度

別
、
調
査
実
施

・
未
実
施
路

線
、
診
断
結
果

等
の
各
種
色
分

け
図
）
の
作
成

を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

３
）
。

　

ま
た
、
管
理
者
を
経
由
し
て
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｅ
フ
ァ
イ
ル
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
を
委

託
先
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
委
託
業
務

の
効
率
化
や
よ
り
詳
細
な
検
討
を
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

4

今
後
の
展
望

22
年
10
月
頃
に
、
す
い
す
い
プ
ラ
ッ

ト
の
導
入
意
向
の
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
約
５
０
０
団
体
か
ら
直
近
の
５
年

以
内
で
導
入
を
予
定
し
て
い
る
と
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
、
す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト

に
対
し
て
高
い
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
行
政
全
体
で
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
は
、
下
水

処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
施
設
に
つ
い
て
も

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
す
。

　

す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
と
し

て
、
「
下
水
道
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標

準
仕
様
（
案
）
・
導
入
の
手
引
き
Ｖ
ｅ

ｒ
．
５
」
に
準
拠
し
て
い
ま
す
が
、
下

水
処
理
施
設
・
ポ
ン
プ
場
施
設
に
つ
い

て
は
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
に
相

当
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
22
年
度

に
、
国
土
交
通
省
と
当
協
会
の
共
同
事

務
局
で
「
下
水
道
設
備
台
帳
管
理
シ
ス

テ
ム
運
用
調
査
委
員
会
」
を
開
催
し
、

「
下
水
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
施
設
台
帳

管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
（
案
）
・
導

入
の
手
引
き
」
を
策
定
し
ま
し
た
（
23

年
度
発
刊
予
定
）
。

　

今
後
、
管
路
を
対
象
と
し
て
い
る
す

い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
に
加
え
下
水
処
理
場

・
ポ
ン
プ
場
施
設
を
対
象
と
す
る
台
帳

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
想
や
、
そ
れ
ら
に

蓄
積
さ
れ
る
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ
の
利

活
用
、
下
水
道
事
業
に
係
る
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共
通

基
盤
で
自
由
に
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能

と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
有

す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
構
想
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
の
権
利
や
、
公
開
の

範
囲
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
下
水
道

事
業
の
Ｄ
Ｘ
が
飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
最
終
的
に
は
管
路

・
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
と
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
下
水
道
処
理
施
設
に
加
え
、
下
水

道
統
計
と
い
っ
た
各
種
デ
ー
タ
な
ど
と

相
互
に
連
携
を
図
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
し
て
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

構
想
と
し
て
い
ま
す
。

4

お
わ
り
に

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
23
年
改
訂
版
）
に
お
い
て
、

新
た
な
官
民
連
携
方
式
で
あ
る
「
ウ
ォ

ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
の
推
進
が
位
置
づ
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
下

水
道
に
関
す
る
諸
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
官
民
で
共
有
・
活
用
す
る
こ
と
が

今
後
一
層
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
点
で
も
、
今
年
度
か
ら

当
協
会
で
運
用
を
開
始
し
た
す
い
す
い

プ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
着
実
に
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
機
能
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
拡
充
・
改
善
し
、
よ
り

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見

を
持
つ
産
学
官
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
伺
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
当
協

会
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

　

【
下
水
道
共
通
Ｐ
Ｆ
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
】
日
本
下
水
道
協
会
企
画
部
情

報
課
（
電
話
03
・
６
２
０
６
・
９
９
６

８
、
電
子
メ
ー
ル
：suisuipf@ngsk.

or.jp

）

　

【
下
水
道
共
通
Ｐ
Ｆ
利
用
の
手
引

き
】

https://www.jswa.jp/digital-
transformation/page-21757/

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
図
１
）
。

　

こ
れ
ら
未
電
子
化
団
体
の
多
く
は
、

比
較
的
規
模
の
小
さ
い
地
方
公
共
団
体

で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
電
子
化
に
あ

た
っ
て
の
経
済
的
資
源
や
導
入
し
た
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
人
的
資
源
の

創
出
に
困
難
を
伴
っ
て
い
る
実
情
が
あ

り
、
安
価
で
手
間
の
か
か
ら
な
い
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
協
会
で
は
、
昨
今
の
Ｉ
Ｔ

技
術
の
発
展
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を

用
い
、
下
水
道
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
以
下
、
す
い
す
い
プ
ラ
ッ
ト
）
と

称
す
る
管
路
の
電
子
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
23
年
４
月
１
日
よ
り
そ
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
す
い

す
い
プ
ラ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に
至
る
ま

で
の
開
発
の
経
緯
や
、
そ
の
概
要
と
活

用
方
法
、
ま
た
、
今
後
の
展
望
等
に
つ

省エネ・省コストを実現した次世代型集砂装置

日本下水道新技術機構「建設技術審査証明」取得
日本産業機械工業会「第42回優秀環境装置表彰事業会長賞」受賞
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〒101-0062
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TEL.03-3256-8321　FAX.03-3256-8322
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①エジェクタ効果で沈砂の撒き上がりを抑え下流への流出を防ぐ
②低圧力水を使用し、集砂効率が高いため省エネを実現
③シンプルな機器構成で、イニシャル・ランニング共コスト縮減が図れる
④機器点数が少なく、据付が容易なため工期短縮が図れる
⑤流出入ゲートを閉める必要がなく、通水状態での運転が可能
⑥ポンプ井の汚水を集砂水として利用可能
⑦既設水路の躯体を利用し、装置の設置が可能

https://www.aquaintec.co.jp

エジェクタ式集砂装置は、合
流式下水道あるいは分流式
下水道における汚水沈砂池
向けの集砂装置

ポンプピット内には撹
拌ノズルを設け、揚砂
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集砂水を噴射するノ
ズルの径を大きくし、
ノズルの閉塞を解消

ポンプピット

集砂ノズル
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概略フロー
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秋田県に見る新しい官民連携事業のかたち秋田県に見る新しい官民連携事業のかたち

秋
田
県
建
設
部
下
水
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
課
長
　
近
藤
　
雅

県
・
市
町
村
と
民
間
に
よ
る
広
域
補
完
組
織
設
立
へ

県
・
市
町
村
と
民
間
に
よ
る
広
域
補
完
組
織
設
立
へ

人
口
減
少
の
危
機
意
識
共
有
し
事
業
運
営
基
盤
を
強
化

人
口
減
少
の
危
機
意
識
共
有
し
事
業
運
営
基
盤
を
強
化

1

秋
田
県
の
生
活
排
水
処
理

事
業
の
課
題
に
つ
い
て

　

秋
田
県
の
人
口
は
、
１
９
５
６
年
の

１
３
５
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
２
０
２
２
年
に
は
93
万
人
ま
で
減

少
し
た
。
ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
公
表
の
「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
（
18
年
推
計
）
」
に

お
け
る
45
年
の
推
計
人
口
は
60
・
２
万

人
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
県
人
口
の

年
齢
構
成
か
ら
見
て
さ
ら
に
減
少
が
進

む
こ
と
は
確
実
な
状
況
で
あ
る
。

　

県
内
の
生
活
排
水
処
理
施
設
は
、
人

口
の
減
少
傾
向
が
現
在
よ
り
緩
や
か
で

あ
っ
た
昭
和
60
年
頃
か
ら
平
成
10
年
代

に
か
け
て
急
速
に
整
備
さ
れ
、
こ
の

間
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
飛
躍
的

に
上
昇
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
施
設
が

一
気
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
が
、
人
口

減
少
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減
収
は
避

け
が
た
く
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中

で
効
率
的
に
事
業
を
運
営
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
県
内
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
県
で

は
19
年
に
知
事
お
よ
び
市
町
村
長
等
を

構
成
員
と
す
る
「
秋
田
県
生
活
排
水
処

理
事
業
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
施
策

を
決
定
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
生
活

排
水
処
理
施
設
の
統
廃
合
、
事
務
の
共

同
化
お
よ
び
官
民
連
携
の
積
極
的
採
用

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
県
・
市
町
村
の
技
術
職
員
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
事
故
や
近
年
の
頻
発
す
る
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
対
応
等
が
増
加
す
る

な
か
、
執
行
体
制
に
関
す
る
課
題
が
顕

在
化
し
始
め
て
お
り
、
生
活
排
水
処
理

事
業
を
持
続
に
運
営
し
て
い
く
た
め
の

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

2

下
水
道
事
業
の

広
域
化
・
共
同
化

　

当
県
で
も
、
人
口
減
少
を
考
慮
し
た

整
備
手
法
の
見
直
し
と
未
整
備
地
区
の

早
期
概
成
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
事

業
運
営
に
向
け
、
中
長
期
的
な
観
点
か

ら
既
存
施
設
の
集
約
・
再
編
計
画
を
取

り
ま
と
め
、
広
域
化
・
共
同
化
を
県
内図１　県北地区広域汚泥資源化事業 図２　県南地区広域汚泥資源化事業

全
域
で
推
進
し
て
い
る
。
「
快
適
で
安

心
で
き
る
く
ら
し
と
き
れ
い
な
水
環
境

へ
の
貢
献
」
を
基
本
理
念
と
し
、
『
秋

田
県
生
活
排
水
処
理
構
想
（
あ
き
た
循

環
の
み
ず
推
進
計
画
２
０
１
６
）
』
を

策
定
し
た
。
こ
の
構
想
は
93
年
か
ら
続

く
構
想
で
８
年
ご
と
に
見
直
し
て
お

り
、
第
４
期
構
想
と
な
る
。

　

現
在
の
主
な
取
り
組
み
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

○
処
理
区
域
の
統
合

　

流
域
下
水
道
と
単
独
公
共
下
水
道
の

統
合
や
農
業
集
落
排
水
の
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
な
ど
に
よ
り
、
16
年
〜
22
年

で
縮
減
さ
れ
た
処
理
場
数
は
30
カ
所
と

な
る
。
35
年
ま
で
に
約
１
０
０
カ
所
の

処
理
場
を
削
減
す
る
予
定
。

○
県
北
地
区
広
域
汚
泥
資
源
化
事
業

　

県
北
３
市
３
町
１
組
合
の
下
水
・
し

尿
汚
泥
を
秋
田
県
米
代
川
流
域
下
水
道

大
館
処
理
セ
ン
タ
ー
に
運
搬
集
約
し
、

炭
化
に
よ
り
土
壌
浄
化
す
る
た
め
の
補

助
材
料
と
し
て
利
活
用
。

　

事
業
方
式
：
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式　

事
業
期

間
：
40
年
３
月
（
図
１
）

○
県
南
地
区
広
域
汚
泥
資
源
化
事
業

　

県
南
４
市
２
町
の
下
水
汚
泥
を
秋
田

湾
・
雄
物
川
流
域
下
水
道
横
手
処
理
セ

ン
タ
ー
に
運
搬
集
約
し
、
コ
ン
ポ
ス
ト

化
。
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
拡
大

へ
の
取
り
組
み

　

事
業
方
式
：
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式　

　

事
業
期
間
：
45
年
度（
予
定
、
図
２
）

○
秋
田
県
と
秋
田
湾
・
雄
物
川
流
域
下

水
道
関
連
市
町
村
を
対
象
と
し
た
管
路

施
設
の
包
括
的
民
間
委
託

　

県
お
よ
び
市
町
村
が
個
別
に
発
注
・

契
約
し
て
い
た
管
路
施
設
の
点
検
調
査

図３　管路施設の包括的民間委託

4

広
域
補
完
組
織
の

運
営
ス
キ
ー
ム

　

広
域
補
完
組
織
は
、
県
・
市
町
村
お

よ
び
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
の
出

資
に
よ
り
設
立
し
、
出
資
比
率
は
官
51

％
、
民
49
％
と
設
定
し
た
。
公
的
役
割

の
大
き
い
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
官
側

の
出
資
比
率
を
過
半
と
し
て
い
る
が
、

株
式
会
社
と
し
て
設
立
す
る
と
い
う
特

性
も
踏
ま
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
の

知
見
も
幅
広
く
採
り
入
れ
る
。
当
組
織

の
役
職
員
に
つ
い
て
は
、
官
民
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
融
合
を
図
る
た
め
、
県
・
市
町

村
お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
か
ら
の

派
遣
職
員
で
構
成
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
事
務
処
理
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
町
村
が
支
援
を
要
す
る
事
務
を

県
が
取
り
ま
と
め
、
年
度
ご
と
に
一
括

し
て
広
域
補
完
組
織
に
発
注
す
る
予
定

で
あ
る
（
図
５
）
。

　

ま
た
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
事

務
を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
方
針
な
ど
を
定
め
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
の
規
定
に
基
づ
く
連
携
協
約
を

23
年
３
月
24
日
に
締
結
し
た
（
写
真

２
）
。

5

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
に
つ
い
て
は
公

募
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
選

定
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
事
業
者
選

定
を
順
調
に
進
め
、
広
域
補
完
組
織
の

会
社
設
立
を
23
年
11
月
頃
に
予
定
し
て

い
る
。
県
で
は
、
24
年
度
の
本
格
運
用

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

6

ま
と
め

　

人
口
減
少
に
伴
う
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
は
、
個
々
の
自
治
体
の
特
色
あ

る
取
り
組
み
に
加
え
、
県
全
体
を
俯
瞰

し
た
最
適
解
を
探
す
た
め
の
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
本
取

り
組
み
に
関
し
て
も
県
・
市
町
村
が
幾

度
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
ス
キ
ー
ム
を

検
討
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
全
国
の

す
う
勢
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少

が
進
む
当
県
に
お
い
て
は
、
全
自
治
体

が
人
口
減
少
に

伴
う
危
機
意
識

を
共
有
で
き
て

い
る
こ
と
が
今

回
の
広
域
補
完

組
織
の
設
立
へ

の
動
き
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と

認
識
し
て
い

る
。
県
と
し

て
、
市
町
村
の

意
見
や
思
い
を

汲
み
な
が
ら
、

実
効
性
の
高
い

組
織
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

図４　自治体と広域補完組織の役割

図５　広域補完組織の運営スキーム

業
務
を
県
が
複
数
年
契
約
に
よ
り
関
連

市
町
村
（
県
・
2
市
４
町
１
村
）
を
ま

と
め
て
一
括
発
注
。

　

事
業
内
容
：
Ｍ
Ｐ
保
守
点
検
、
法
定

点
検
等
調
査
、
応
急
対
応

　

事
業
期
間
：
22
〜
24
年
度
（
図
３
）

○
広
域
的
支
援
体
制
の
構
築
（
事
業
事

務
を
補
完
す
る
官
民
出
資
会
社
の
設
立

（
詳
し
く
は
後
述
参
照
）

3

第
三
者
に
よ
る
広
域
的

な
補
完
体
制
の
構
築

　

事
業
運
営
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
広
域
化
・
共
同
化
の
取
り
組

み
を
一
層
深
化
さ
せ
る
た
め
、
全
県
域

で
事
務
の
補
完
と
技
術
の
継
承
を
担
う

新
た
な
組
織
（
以
下
、
「
広
域
補
完
組

織
」
と
い
う
）
を
設
立
し
、
執
行
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
22
年

５
月
、
県
知
事
と
県
内
全
市
町
村
長
を

構
成
員
と
す
る
「
秋
田
県
・
市
町
村
協

働
政
策
会
議
」
（
写
真
１
）
に
お
い
て

合
意
し
た
。

　

広
域
補
完
組
織
は
、
経
営
戦
略
や
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
な
ど
の
立

案
に
関
す
る
支
援
（
計
画
策
定
支
援
）

と
、
積
算
資
料
作
成
や
工
事
監
督
補
助

な
ど
の
発
注
者
支
援
（
事
業
運
営
支

援
）
等
を
業
務
範
囲
と
し
、
広
範
囲
に

お
い
て
自
治
体
の
事
務
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
組
織
で
あ
る
（
図
４
参
照
）
。

　

な
お
組
織
形
態
に
つ
い
て
は
、
業
務

の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
向
け

て
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
事
業
全
般
に
わ
た
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
有
す
る
官
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
集
結
さ
せ
る
た
め
、
「
官
民
出

資
株
式
会
社
」
と
し
た
。

写
真
１　

秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
の
開
催

状
況
（
２
０
２
２
年
度
）

写
真
２　

生
活
排
水
処
理
事
業
の
運
営
に
係
る
連
携

協
約
締
結
式

● 環境分析
● ダイオキシン分析
● アスベスト分析
● 水道水検査
● シックハウス分析
● 土壌汚染調査
● 残留農薬分析
● 食品添加物分析
● 放射能検査
● 衛生検査
● 温泉分析
● 飼肥料分析
● 工業・医薬品販売
● 上・下水道施設維持管理
● 建築物総合維持管理
● 一般・産業廃棄物処理
● 下水道保守管理
● 浚渫・道路維持管理
● 土木工事一式
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米
子
市
下
水
道
部
施
設
課
　
住
田
　
祐
樹

脱
炭
素
踏
ま
え
た
効
率
的
な
施
設
へ
再
構
築

脱
炭
素
踏
ま
え
た
効
率
的
な
施
設
へ
再
構
築

下
水
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
に
活
用

下
水
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
に
活
用

1

は
じ
め
に

　

米
子
市
は
鳥
取
県
西
部
に
位
置
し
、

日
本
海
に
面
し
た
商
業
都
市
で
あ
る
。

東
側
に
は
中
国
地
方
最
高
峰
で
あ
る
大

山
を
拝
み
、
西
側
に
は
湖
と
し
て
は
国

内
５
番
目
の
広
さ
を
持
つ
中
海
が
広
が

り
、
山
と
海
に
囲
わ
れ
た
自
然
豊
か
な

都
市
で
あ
る
。
米
子
市
の
特
徴
と
し

て
、
西
側
に
中
海
と
日
本
海
を
隔
て
る

よ
う
に
全
長
20
㌔
㍍
余
り
の
砂
州
で
あ

る
弓
浜
半
島
が
伸
び
て
い
る
。
半
島
中

央
部
に
は
灌
漑
用
河
川
で
あ
る
米
川
が

流
れ
て
お
り
、
こ
の
米
川
は
１
級
河
川

日
野
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
。

　

米
子
市
の
公
共
下
水
道
は
米
川
を
境

に
中
海
側
を
内
浜
処
理
区
、
日
本
海
側

を
外
浜
処
理
区
、
日
野
川
よ
り
東
側
を

淀
江
処
理
区
と
し
、
計
３
処
理
区
で
構

成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
分
流
式
で
あ
る

が
、
内
浜
処
理
区
の
一
部
は
合
流
式
で

あ
る
。
内
浜
処
理
区
は
内
浜
処
理
場
、

外
浜
処
理
区
は
皆
生
処
理
場
、
淀
江
処

理
区
は
淀
江
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
皆
生
処
理
場
で
発

生
し
た
汚
泥
は
送
泥
管
を
通
じ
て
内
浜

処
理
場
へ
送
ら
れ
、
内
浜
処
理
場
で
発

生
し
た
汚
泥
と
共
同
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
内
陸
・
農
村
部
は
農
業
集

落
排
水
施
設
や
浄
化
槽
に
よ
っ
て
汚
水

処
理
を
行
っ
て
い
る
。

2

米
子
市
を
取
り
巻
く

下
水
道
事
業
環
境
と

全
体
最
適
化
計
画

　

米
子
市
の
下
水
道
は
１
９
６
９
年
に

事
業
着
手
し
、
下
水
処
理
を
行
っ
て
き

た
が
、
内
浜
処
理
場
、
皆
生
処
理
場
を

は
じ
め
、
供
用
開
始
よ
り
半
世
紀
が
経

過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
施
設
の
再
構

築
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
多
額
の
改

築
費
用
が
必
要
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
る
行
政
人
口
の
減
少
と
節
水
型

家
電
の
普
及
に
よ
り
、
下
水
道
使
用
料

収
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ

り
、
加
え
て
昨
今
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
費

用
の
高
騰
に
よ
り
、
下
水
道
施
設
の
運

転
コ
ス
ト
の
増
加
が
著
し
く
、
再
構
築

事
業
費
用
の
捻
出
と
、
下
水
道
事
業
の

持
続
的
な
運
営
の
両
立
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

米
子
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
下
水
道
事
業
運
営
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
効
率
的
な
再
構
築
事
業

の
計
画
的
な
実
施
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
現
在
保
有
し
て
い
る
終
末
処
理
場

３
カ
所
に
加
え
、
中
継
ポ
ン
プ
場
８
カ

3

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
地
域
モ
デ
ル
処
理
場

と
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

米
子
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
米
子

市
の
事
務
事
業
の
約
26
％
に
相
当
す
る

年
間
約
０
・
４
万
㌧
―
Ｃ
Ｏ
２
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
。
米
子
市

で
は
２
０
２
１
年
２
月
に
第
２
次
米
子

市
環
境
基
本
計
画
の
長
期
的
目
標
と
し

て
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
（
Ｃ
Ｏ
２
）
実
質
排
出
ゼ
ロ
」
を
表

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
は
脱
炭
素
・

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
先
導
す
る
た

め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
効
果

的
な
技
術
を
集
約
し
た
モ
デ
ル
と
し

30

70 /

所
（
う
ち
、
合
流
区
域
ポ
ン
プ
場
１
カ

所
）
、
市
所
管
大
型
合
併
浄
化
槽
１
カ

所
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
12
カ

所
、
し
尿
処
理
施
設
１
カ
所
（
鳥
取
県

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
所
管
）
を
可

能
な
限
り
、
下
水
道
施
設
・
機
能
の
集

約
を
前
提
と
し
た
全
体
最
適
化
計
画
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
米
子
市
の
下
水
処
理
施
設
の
中
で

最
も
古
く
、
か
つ
重
要
な
役
割
を
担
う

内
浜
処
理
場
、
皆
生
処
理
場
、
中
央
ポ

ン
プ
場
お
よ
び
、
し
尿
処
理
施
設
は
再

構
築
計
画
の
起
点
と
し
て
、
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

米
子
市
で
は
皆
生
処
理
場
を
除
く
こ

れ
ら
３
施
設
を
単
独
で
改
築
を
行
っ
た

場
合
の
試
算
を
行
っ
た
結
果
、
合
計
で

１
９
４
億
円
の
改
築
費
用
を
見
込
ん

だ
。
こ
こ
で
、
全
体
最
適
化
計
画
の
方

針
に
従
い
、
こ
れ
ら
３
施
設
の
機
能
を

内
浜
処
理
場
に
統
合
し
改
築
を
行
っ
た

場
合
、
１
６
４
億
円
と
な
り
、
単
独
で

改
築
を
行
っ
た
場
合
と
比
較
し
、
30
億

円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
維

持
管
理
費
と
し
て
、
３
施
設
の
ま
ま
運

用
し
た
場
合
と
統
合
を
行
っ
た
場
合
の

比
較
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
３
施
設

運
用
の
場
合
は
年
間
で
約
４
・
２
億
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
統
合
し
た
場
合
は

約
３
・
５
億
円
と
な
り
、
年
間
０
・
７

億
円
の
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
た
（
図

１
）
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
３
施

設
を
内
浜
処
理
場
へ
機
能
集
約
を
行
う

こ
と
を
再
構
築
計
画
の
方
針
と
し
て
決

定
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
次
節
で
説
明

す
る
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
の
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
創
エ
ネ
と
、
処

理
場
の
省
エ
ネ
を
中
心
と
し
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
処
理
場
計
画
を
策
定

し
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
地
域
モ
デ
ル
処
理
場
計
画

と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
老

朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
や
維
持
管

理
費
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と
な
り
、

脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
併
せ
て
、
優
先
的

に
国
費
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
再
構
築
事
業
費
用
と
下
水

道
事
業
の
持
続
的
な
運
営
を
両
立
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

携
し
下
水
道
で

発
生
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
産

地
消
や
防
災
時

に
非
常
用
発
電

と
し
て
活
用
す

る
。

　

米
子
市
の
下

水
道
は
、
米
子

市
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
将
来

に
残
し
、
後
世

に
伝
え
て
い
く

た
め
に
も
必
要

な
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
下

水
道
事
業
に
懸

命
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能

な
下
水
道
事
業

に
向
け
た
課
題

に
挑
み
続
け
て

い
く
所
存
で
あ

る
。

図３　よなご未利用エネルギー活用事業

図
１　

内
浜
処
理
場
へ
機
能
集
約
を
行
っ
た
場
合
の
事
業
費
・
維

持
管
理
比
較

汚
泥
を
積
極
的
に
回
収
す
る
こ
と
で
内

浜
処
理
場
へ
送
ら
れ
る
生
汚
泥
の
割
合

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と

し
て
、
消
化
ガ
ス
の
発
生
量
が
増
加

し
、
積
極
的
な
消
化
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　

③
内
浜
処
理
場
へ
し
尿
・
浄
化
槽
汚

泥
等
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ

【
創
エ
ネ
】
【
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
を
担
っ

て
い
た
米
子
浄
化
場
を
廃
止
し
、
内
浜

処
理
場
へ
こ
れ
ら
を
地
域
バ
イ
オ
マ
ス

と
し
て
受
け
入
れ
る
。
こ
れ
を
消
化
槽

へ
の
投
入
す
る
こ
と
で
消
化
ガ
ス
の
発

生
量
を
増
加
さ
せ
、
積
極
的
な
消
化
ガ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
可
能
と
す

る
。
ま
た
、
米
子
浄
化
場
の
廃
止
に
よ

る
電
力
削
減
効
果
も
合
わ
せ
て
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

④
内
浜
処
理
場
汚
泥
処
理
施
設
へ
革

新
的
技
術
の
導
入
【
創
エ
ネ
】

　

処
理
場
か
ら
発
生
す
る
余
剰
汚
泥
に

対
し
、
革
新
的
技
術
や
最
適
な
消
化
槽

図２　カーボンニュートラル地
域モデル処理場計画による効果

汚
泥
と
し
て
積
極

的
な
回
収
を
図

る
。
皆
生
処
理
場

に
て
発
生
し
た
汚

泥
は
全
量
、
送
泥

管
を
通
し
て
内
浜

処
理
場
に
送
ら

れ
、
集
約
処
理
が

行
わ
れ
て
お
り
、

汚
泥
処
理
の
消
化

設
備
に
お
い
て
全

量
消
化
を
行
っ
て

い
る
。
消
化
過
程

に
投
入
さ
れ
る
汚

泥
は
、
余
剰
汚
泥

よ
り
、
生
汚
泥
の

ほ
う
が
消
化
率
が

良
く
、
消
化
ガ
ス

発
生
量
も
多
い
と

さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
皆
生
処
理

場
に
お
い
て
、
生

4

よ
な
ご
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
事
業
の
概
要
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

　

よ
な
ご
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事

業
は
、
市
内
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活

用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
将
来
的
に
は
蓄
電
技
術
が
発
達

し
、
各
個
の
発
電
体
を
仮
想
発
電
所

（
Ｖ
Ｐ
Ｐ
）
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融

通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
事
業
で
あ
る

（
図
３
）
。

　

市
内
の
内
浜
下
水
処
理
場
か
ら
発
生

す
る
消
化
ガ
ス
を
利
用
し
た
発
電
設
備

（
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
や
公
民
館
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
（
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
し
、
発
電
し

た
電
気
を
市
内
の
公
民
館
（
避
難
所
）

へ
供
給
し
て
い
る
。
公
民
館
（
避
難

所
）
で
は
、
発
電
し
た
電
気
を
蓄
電
池

で
蓄
電
・
放
電
す
る
こ
と
で
、
平
時
は

電
気
料
金
の
抑
制
を
行
い
、
災
害
時
の

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
す
る
。
電
力

の
需
給
は
市
が
一
部
出
資
す
る
地
元
新

電
力
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会

社
」
で
行
い
、
施
設
か
ら
の
発
電
電
力

と
合
わ
せ
て
、
市
内
の
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
へ
の
供
給
を
管
理
し
て
い

る
。

　

米
子
市
で
は
、
下
水
道
施
設
に
お
け

る
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
な
く
、
創
エ
ネ
で
発
生
さ
せ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
や
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

確
保
を
折
り
込
み
な
が
ら
再
構
築
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

5

お
わ
り
に

　

米
子
市
の
下
水
道
は
供
用
開
始
以

降
、
40
年
以
上
が
経
過
し
各
施
設
の
老

朽
化
が
著
し
い
。
ま
た
、
昨
今
の
下
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
施
設
老

朽
化
だ
け
で
な
く
、
技
術
職
員
の
確
保

や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
下
水

道
使
用
料
の
減
少
、
電
気
代
を
代
表
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
の
高
騰
に
よ
り
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
面
で
下
水
道
事

業
を
圧
迫
し
て
お
り
持
続
可
能
性
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
は
、
ま
ち
や
公
共
用
水
域
の

環
境
保
全
を
担
う
こ
と
か
ら
、
安
全
・

安
心
な
市
民
生
活
を
下
支
え
す
る
重
要

な
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
次
世
代

に
わ
た
っ
て
確
実
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

米
子
市
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
地
域
モ
デ
ル
処
理
場
計
画
を
通
し

て
、
財
政
面
で
の
問
題
を
克
服
し
、
将

来
に
向
け
持
続
可
能
な
下
水
道
と
な
る

よ
う
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
創
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
お
よ
び
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
よ
る
脱
炭
素
を

踏
ま
え
た
効
率
的
な
処
理
施
設
へ
の
再

構
築
を
推
し
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
は

地
域
の
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
と
連

を
導
入
す
る
こ
と
で
消
化
効
率
の
向
上

を
図
る
。
現
状
に
お
い
て
も
消
化
施
設

に
よ
り
消
化
ガ
ス
を
得
て
い
る
が
、
革

新
的
技
術
の
導
入
や
最
適
な
消
化
槽
の

導
入
に
よ
り
さ
ら
に
消
化
ガ
ス
を
得
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
消

化
ガ
ス
発
電
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
発
電
し
た
電
力
は
、
自
家
消

費
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
維
持

管
理
費
の
削
減
も
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
消
化
率
の
向
上
に
よ
り
脱
水
汚
泥

発
生
量
の
削
減
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
維
持
管
理
費
の
削
減
も
見
込

ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
４
つ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

維
持
管
理
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削

減
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
）
し
、
ま
た
、

従
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
創
出
（
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
）

を
行
う
（
図
２
）
。

て
、
全
国
に
普
及
展
開
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
地
域
モ
デ
ル
処
理
場

計
画
」
の
募
集
を
行
っ
た
。
こ
の

計
画
は
、
本
市
が
進
め
る
施
設
再

構
築
事
業
の
長
期
に
わ
た
っ
た
国

費
の
確
保
と
処
理
場
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
、
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

お
よ
び
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
で
、
維
持
管
理

費
の
大
き
な
削
減
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
処
理
場
計
画
を
策
定
し
、

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
地
域

モ
デ
ル
処
理
場
計
画
」
と
し
て
登

録
さ
れ
た
。
計
画
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

①
皆
生
処
理
場
の
水
処
理
施
設

に
高
効
率
設
備
導
入
【
省
エ
ネ
】

　

下
水
の
生
物
処
理
を
行
う
反
応

槽
へ
の
曝
気
量
を
再
検
討
し
、
運

転
を
す
る
こ
と
で
、
曝
気
に
必
要

な
電
力
消
費
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

②
皆
生
処
理
場
へ
超
高
効
率
固

液
分
離
施
設
の
導
入
【
創
エ
ネ
】

【
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

超
高
効
率
固
液
分
離
施
設
の
導

入
に
よ
り
流
入
す
る
固
形
分
を
生

米子市におけるカーボンニュートラル処理場と未利用エネルギーの活用米子市におけるカーボンニュートラル処理場と未利用エネルギーの活用

第
60
回
下
水
道
研
究
発
表
会
８
月
１
〜
３
日
開
催

８
月
１
日
（
火
）

第
１
会
場
（
中
ホ
ー
ル
１
）

《
水
処
理
技
術
（
９
）》　

　

▽
１
槽
式
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス

法
に
よ
る
消
化
脱
水
分
離
液

か
ら
の
窒
素
除
去
性
能
向
上

検
討
結
果
（
大
阪
市
、
久
末

高
弘
）
▽
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
反

応
を
組
込
ん
だ
新
た
な
下
水

処
理
プ
ロ
セ
ス
の
処
理
条
件

の
検
討
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、
茂
木
志
生
乃
）
▽
付
着

担
体
法
を
用
い
た
一
槽
型
ア

ナ
モ
ッ
ク
ス
プ
ロ
セ
ス
の
性

能
評
価
（
西
原
環
境
、
松
岡

秀
美
）
▽
包
括
固
定
化
担
体

を
用
い
た
一
槽
型
ア
ナ
モ
ッ

ク
ス
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
汚
泥

脱
水
ろ
液
の
処
理
特
性
（
東

洋
大
学
大
学
院
、
富
崎
大

介
）
▽
一
槽
型
ア
ナ
モ
ッ
ク

ス
に
お
け
る
遊
離
ア
ン
モ
ニ

ア
が
亜
硝
酸
酸
化
活
性
へ
及

ぼ
す
影
響
（
東
洋
大
学
、
廣

瀬
公
哉
）
▽
濃
度
の
異
な
る

実
下
水
を
用
い
た
好
気
グ
ラ

ニ
ュ
ー
ル
安
定
形
成
評
価

（
オ
ル
ガ
ノ
、
三
宅
將
貴
）

▽
チ
ャ
ン
バ
ー
法
に
よ
る
管

路
内
浄
化
の
性
能
評
価
（
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
遠

藤
圭
吾
）
▽
疑
似
嫌
気
好
気

活
性
汚
泥
法
で
の
低
負
荷
条

件
に
お
け
る
原
生
動
物
等
の

出
現
状
況
（
北
九
州
市
、
陣

矢
大
助
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
１
）》

　

▽
茨
戸
水
再
生
プ
ラ
ザ
汚

泥
圧
送
管
路
の
洗
浄
に
関
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
（
札
幌

市
、
北
村
清
智
）
▽
汚
泥
配

管
に
発
生
す
る
付
着
物
の
組

成
分
析
方
法
の
検
討
（
月
島

機
械
、
森
彰
宏
）
▽
Ｐ
Ｅ
管

へ
の
更
新
お
よ
び
洗
浄
方
法

確
立
に
よ
る
消
化
汚
泥
配
管

Ｍ
Ａ
Ｐ
付
着
防
止
効
果
の
検

証
（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
、
吾
郷
智
昭
）
▽
プ
ラ

ズ
マ
と
無
機
吸
着
剤
の
脱
臭

性
能
の
検
討
（
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
野
口
基
治
）
▽
下
水

汚
泥
の
嫌
気
性
消
化
に
お
け

る
オ
ゾ
ン
前
処
理
お
よ
び
食

品
廃
棄
物
投
入
負
荷
の
影
響

（
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学

院
、
松
本
賢
人
）

第
２
会
場
（
中
ホ
ー
ル
２
）

《
経
営
・
計
画
（
４
）》

　

▽
横
浜
近
代
下
水
道
導

入
１
５
０
年
／
下
水
処
理

開
始
60
年
「
横
浜
下
水
道

１
５
０
」
の
取
組
（
横
浜
市
、

木
下
寛
理
）
▽
魅
せ
て
、
伝

え
た
〝
北
九
州
市
の
街
を
守

る
底
力
〞
雨
水
貯
留
管
〜
Ｐ

Ｒ
動
画
と
出
前
授
業
〜
（
北

九
州
市
、
住
吉
薫
）
▽
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
利
用
し
た
見
学

者
施
設
の
整
備
（
東
京
都
、

安
藤
達
紀
）
▽
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
か
ら
見
た
下
水
道

使
用
者
の
使
用
料
に
対
す
る

評
価
に
関
す
る
考
察
そ
の
１

（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
高
橋
真
哉
）
▽

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

見
た
下
水
道
使
用
者
の
使
用

料
に
対
す
る
評
価
に
関
す
る

考
察
そ
の
２
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
有

我
清
隆
）
▽
「
か
た
り
べ
」

が
伝
承
す
る
熊
本
地
震
の
教

訓
（
熊
本
市
、
福
田
耕
二
）

《
経
営
・
計
画
（
５
）》

　

▽
下
水
道
管
路
施
設
の

包
括
的
民
間
委
託
に
お
け

る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
説
明

会
に
関
す
る
報
告
（
日
本

下
水
道
新
技
術
機
構
、Bui 

Thanh Hai

）
▽
下
水
道
事

業
の
持
続
性
確
保
と
発
展
に

向
け
た
「
Ｃ
Ｗ
Ｏ
経
営
戦
略

２
０
２
２
」
の
策
定
に
つ
い

て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
信
岡
紗
彩
）
▽

包
括
的
民
間
委
託
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
体
制
の
強
化
と
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
堺
市
、

中
井
浩
太
郎
）
▽
堺
市
水
再

生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
包
括

的
民
間
委
託
（
第
Ⅳ
期
）
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
堺
市
、
山
本
義
朗
）
▽
横

浜
市
中
大
口
径
下
水
道
管
路

施
設
包
括
的
維
持
管
理
業
務

の
経
過
報
告
（
管
清
工
業
、

深
谷
渉
）
▽
我
が
国
下
水
道

事
業
の
包
括
的
民
間
委
託
契

約
に
関
す
る
実
証
分
析
（
近

畿
大
学
、
中
岡
孝
剛
）

第
３
会
場
（
１
０
４
／

１
０
５
会
議
室
）

《
雨
水
対
策
（
１
）》

　

▽
横
浜
市
合
流
改
善
事
業

事
後
評
価
に
お
け
る
雨
天
時

の
水
質
調
査
手
法
及
び
評
価

方
法
に
つ
い
て
（
横
浜
市
、

小
橋
江
里
）
▽
札
幌
市
に
お

け
る
合
流
式
下
水
道
の
改
善

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
（
札
幌
市
、
井
上
彬
人
）

▽
ポ
ン
プ
場
の
流
入
可
動
堰

に
よ
る
雨
天
時
放
流
の
汚
濁

物
軽
減
対
策
に
つ
い
て
（
大

阪
市
、
山
田
有
樹
）
▽
合
流

式
区
域
に
お
け
る
雨
天
時
越

流
状
況
把
握
及
び
処
理
場
流

入
水
量
低
減
策
の
検
討
事

例
（
東
京
設
計
事
務
所
、
笹

川
武
暉
）
▽
水
理
模
型
を
用

い
た
合
流
改
善
貯
留
管
の
空

気
噴
出
事
象
の
再
現
に
つ
い

て
（
東
京
都
、
吉
原
慧
）
▽

雨
天
時
下
水
処
理
法
の
傾
斜

板
ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
最
終

沈
殿
池
に
お
け
る
処
理
能
力

検
討
事
例
（
日
立
プ
ラ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
、
佐
々
木
暁
）
▽

傾
斜
板
を
導
入
し
た
雨
水
滞

水
池
の
建
設
に
つ
い
て
（
大

阪
市
、
中
島
拓
朗
）
▽
泥
土

圧
式
シ
ー
ル
ド
に
お
け
る
適

切
な
現
場
管
理
及
び
リ
ス
ク

管
理
に
つ
い
て
（
川
崎
市
、

青
木
匠
太
郎
）

《
雨
水
対
策
（
２
）》

　

▽
札
幌
市
に
お
け
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
流
出
解
析
技
術
の

活
用
検
討
に
つ
い
て
（
札
幌

市
、
工
藤
将
志
）
▽
雨
水
排

除
シ
ス
テ
ム
の
特
性
を
踏
ま

え
た
雨
水
施
設
の
運
用
改
善

検
討
（
日
本
下
水
道
新
技
術

機
構
、
榮
祐
介
）
▽
耐
水
化

計
画
に
お
け
る
浸
水
想
定
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
活

用
の
一
事
例
（
東
京
設
計
事

務
所
、
矢
野
雄
大
）
▽
流
出

解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
貯
留
容
量
を
考
慮
し
た

ゲ
ー
ト
運
転
条
件
の
検
討
手

法
（
東
京
設
計
事
務
所
、
高

橋
開
人
）
▽
洪
水
時
の
樋
管

操
作
の
検
証
と
浸
水
対
策
施

設
計
画
の
事
例
紹
介
（
日
本

水
工
設
計
、
酒
井
遼
）
▽
大

規
模
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
デ
ー
タ

を
用
い
た
内
水
氾
濫
解
析
に

よ
る
温
暖
化
影
響
の
評
価

（
関
西
大
学
、
尾
崎
平
）

第
４
会
場（
１
０
７
会
議
室
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
建
設
）（
２
）》

　

▽
雨
水
調
整
池
築
造
工
事

に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用

に
つ
い
て
（
横
浜
市
、
安
田

雅
人
）
▽
日
本
下
水
道
事
業

団
が
取
り
組
む
建
設
Ｄ
Ｘ
に

つ
い
て
（
１
）（
日
本
下
水

道
事
業
団
、
山
本
哲
雄
）
▽

日
本
下
水
道
事
業
団
が
取
り

組
む
建
設
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

（
２
）
〜
遠
隔
臨
場
〜
（
日

本
下
水
道
事
業
団
、
奥
泉
佳

之
）
▽
深
層
学
習
に
よ
る
効

率
的
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ

デ
ル
構
築
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
考
察
（
フ
ソ
ウ
、
相
谷
明

宏
）
▽
処
理
場
施
設
の
基
本

設
計
か
ら
詳
細
設
計
ま
で
一

貫
し
た
３
次
元
モ
デ
ル
の
活

用
事
例（
東
京
設
計
事
務
所
、

佐
藤
萌
々
香
）
▽
耐
水
化
・

耐
震
化
業
務
に
お
け
る
三
次

元
デ
ー
タ
の
活
用
検
討
―
水

処
理
施
設
の
事
例
―
（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
塩
出
悠
真
）
▽
既
存
施

設
の
運
転
実
績
を
踏
ま
え
た

設
計
諸
元
の
評
価
及
び
施

設
規
模
検
討
事
例
に
つ
い
て

（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
酒
井
重
宏
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
建
設
）（
１
）》

　

▽
し
尿
等
受
入
施
設
に
お

け
る
し
尿
等
の
下
水
道
施
設

へ
の
受
入
方
法
に
つ
い
て

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
高

崎
紀
美
子
）
▽
「
札
幌
市
下

水
道
処
理
施
設
再
構
築
方

針
」
の
策
定
に
つ
い
て
（
札

幌
市
、
伊
藤
桃
子
）
▽
狭
隘

な
処
理
場
に
お
け
る
能
力
増

強
技
術
を
用
い
た
再
構
築
計

画
の
立
案
と
課
題（
横
浜
市
、

箱
田
涼
）
▽
発
電
設
備
の
再

整
備
事
業
に
つ
い
て
（
横
浜

市
、
石
原
卓
磨
）
▽
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
か
ら

再
構
築
基
本
構
想
へ
―
50
年

後
の
未
来
の
た
め
に
―
（
日

水
コ
ン
、
田
中
志
保
子
）

第
５
会
場（
１
０
８
会
議
室
）

《
管
路
（
建
設
）（
２
）》

　

▽
下
水
道
工
事
の
監
督
業

務
に
お
け
る
効
率
化
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
（
横
浜

市
、
勅
使
川
原
朋
宏
）
▽
工

事
監
督
補
助
業
務
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
効
果
の
検

証
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
、
山
田
幸
平
）
▽
バ
ス
試

験
走
行
に
よ
り
、
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
を
発
進
立
坑
用
地
と

し
て
活
用
し
た
枝
線
の
設
計

事
例
（
東
京
都
、今
村
凌
太
）

▽
下
水
道
事
業
実
施
に
よ
る

事
業
損
失
防
止
（
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
ｓ
、
西
靖
彦
）
▽
取
付

管
再
整
備
工
事
の
発
注
業
務

に
お
け
る
効
率
化
に
つ
い
て

（
横
浜
市
、
矢
野
明
信
）
▽

下
水
道
管
渠
更
生
工
事
に
お

け
る
設
計
積
算
事
例
（
岡
崎

市
、
鈴
木
晴
臣
）
▽
管
き
ょ

の
改
築
・
耐
震
化
工
事
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

の
試
行
実
施
に
つ
い
て
（
堺

市
、
井
川
直
樹
）
▽
雨
水
排

水
に
特
化
し
た
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
複
合
管
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
Ｍ

雨
水
３
種
管
）
の
長
期
埋
設

評
価
（
積
水
化
学
工
業
、
秋

庭
大
器
）
▽
北
九
州
市
に
お

け
る
合
流
式
下
水
道
の
改
善

の
取
り
組
み
と
分
流
化
工
事

の
施
工
例
に
つ
い
て
（
北
九

州
市
、
関
岡
祐
介
）
▽
包
括

的
民
間
委
託
に
お
け
る
新
管

更
生
工
法
（
拡
径
密
着
型
）

を
用
い
た
管
路
の
改
築
に
つ

い
て
（
岩
見
沢
市
、
加
藤
裕

介
）
▽
改
築
推
進
工
法
に
お

け
る
有
効
性
と
採
用
上
の
注

意
点
に
つ
い
て
（
広
島
市
、

二
神
真
也
）
▽
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
名
古
屋
駅
建
設
工
事

に
伴
う
下
水
幹
線
の
防
護
に

つ
い
て
（
名
古
屋
市
、
尾
芦

誉
啓
）
▽
住
宅
等
の
隣
接
地

に
配
慮
し
た
土
留
め
工
法
に

つ
い
て
（
岡
崎
市
、
香
村
達

也
）
▽
日
本
最
長
の
超
長
距

離
下
水
道
シ
ー
ル
ド
施
工
に

つ
い
て
〜
千
代
田
幹
線
整
備

事
業
〜
（
東
京
都
、
水
田
周

作
）
▽
名
古
屋
中
央
雨
水
調

整
池
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

カ
ッ
タ
ー
ビ
ッ
ト
交
換
に
お

け
る
施
工
上
の
留
意
点
（
名

古
屋
市
、
岸
添
拓
）

第
６
会
場（
２
０
４
会
議
室
）

《
水
処
理
技
術
（
１
）》

　

▽
省
エ
ネ
の
見
地
か
ら

見
た
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
法
の
運
転
実
態

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
福

井
智
大
）
▽
汚
泥
返
送
比
設

定
変
更
に
関
す
る
一
考
察

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
栗

田
毅
）
▽
最
初
沈
殿
池
滞
留

時
間
と
水
質
等
の
関
係
に
関

す
る
調
査
（
札
幌
市
、
大
塚

匠
悟
）
▽
酸
素
移
動
効
率
か

ら
み
た
散
気
装
置
の
劣
化
状

況
の
推
測
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
田
中
歩
）
▽
嫌

気
好
気
法
処
理
施
設
に
お
け

る
水
中
エ
ア
レ
ー
タ
送
風
量

と
処
理
水
質
の
関
係
に
つ
い

て
（
川
崎
市
、
文
字
群
生
）

▽
固
形
物
負
荷
曲
線
と
状
況

ポ
イ
ン
ト
図
を
用
い
た
３
Ｗ

処
理
法
の
見
え
る
化
（
ク
リ

ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
、
笹
本
琢
士
）
▽
Ａ
Ｉ
に

よ
る
曝
気
風
量
制
御
に
お
け

る
教
師
デ
ー
タ
に
対
す
る
出

力
特
性
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、
山
本
明
広
）
▽
無
補
充

式
セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ｐ

Ｈ
電
極
の
製
品
開
発
と
そ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
評
価
（
堀
場
ア

ド
バ
ン
ス
ド
テ
ク
ノ
、
西
尾

友
志
）

《
水
処
理
技
術
（
３
）》

　

▽
機
械
学
習
を
用
い
た
流

入
水
中
の
生
物
分
解
性
有
機

物
成
分
濃
度
の
迅
速
推
定

（
茨
城
大
学
、
藤
田
昌
史
）

▽
高
分
子
吸
収
剤（
Ｓ
Ａ
Ｐ
）

流
入
時
の
生
物
反
応
シ
ス
テ

ム
へ
の
影
響
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
（
京
都
大
学
大
学

院
、
西
村
文
武
）
▽
Ａ
Ｉ
技

術
を
用
い
た
下
水
処
理
場
の

運
転
管
理
支
援
の
検
証
（
三

菱
商
事
、
濱
田
大
輔
）
▽
温

泉
排
水
を
含
む
流
入
下
水
に

対
す
る
散
水
ろ
床
法
の
処
理

性
能
評
価
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
石
井
淑
大
）

▽
生
物
学
的
促
進
酸
化
処
理

法
（
Ｂ
ｉ
ｏ
―
Ａ
Ｏ
Ｐ
）
に

関
す
る
研
究（
早
稲
田
大
学
、

榊
原
豊
）
▽
画
像
・
動
画
解

析
に
よ
る
活
性
汚
泥
の
処
理

性
能
に
影
響
を
与
え
る
新
規

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
探
索
（
北

海
道
大
学
大
学
院
、
中
屋
佑

紀
）
▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
解
析

に
よ
る
活
性
汚
泥
微
生
物
の

群
集
構
造
と
処
理
安
定
性
の

関
連
特
性
把
握
（
土
木
研
究

所
、
末
永
敦
士
）

第
７
会
場（
２
０
６
会
議
室
）

《
震
災
対
策
》

　

▽
浜
松
市
に
お
け
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
事
業
に

つ
い
て
（
浜
松
市
、
太
田
直

希
）
▽
神
戸
発
災
害
時
ト

イ
レ
問
題
へ
の
新
た
な
解
決

策
（
神
戸
市
、
津
田
朗
宏
）

▽
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
検

討
事
例
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、佐
藤
翼
）

▽
静
岡
市
の
処
理
場
・
ポ
ン

プ
場
施
設
に
お
け
る
耐
震
・

耐
津
波
対
策
（
日
本
水
工
設

計
、
小
川
信
平
）
▽
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
に
お
け
る
津
波

防
護
壁
の
設
計
事
例
（
日
本

水
工
設
計
、
水
谷
泰
介
）
▽

応
急
復
旧
対
応
可
能
な
汚
水

処
理
技
術
の
水
質
の
安
定
性

と
施
設
撤
去
の
容
易
性
に
関

す
る
研
究
（
エ
ス
テ
ム
、
遠

山
明
）
▽
簡
易
生
物
処
理
の

水
質
改
善
に
伴
う
消
毒
効
果

向
上
と
残
留
塩
素
抑
制
に
よ

る
藻
類
へ
の
影
響
低
減
（
土

木
研
究
所
、
諏
訪
守
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
２
）》

　

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
節
電

へ
の
取
組
と
水
処
理
へ
の
影

響
（
北
九
州
市
、森
永
葉
子
）

▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関
す
る

　

第
60
回
下
水
道
研
究
発
表
会
（
主
催
＝
日
本
下
水
道
協
会
）
が
８
月
１
〜
３
日
の
３
日
間
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
地
方
公
共
団
体
や
学
術
機
関
、
民
間
企
業
の
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
研
究
者
や
実
務
者
が
、

経
営
・
計
画
・
雨
水
対
策
、
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
、
建
設
、
維
持
管
理
、
水
処
理
技
術
、
汚
泥
処
理
技
術
、
計
測
・

制
御
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
研
究
成
果
を
発
表
す
る
。
計
11
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
３
７
６
編
の
口
頭
発
表
と
、
３
セ
ッ
シ
ョ

ン
・
15
編
の
英
語
口
頭
発
表
、
29
編
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
初
日
に
は
特
別
講
演
「
下
水
道
情
報
を

活
用
し
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」（
大
村
達
夫
・
東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
リ
サ
ー

チ
フ
ェ
ロ
ー
）
と
「
下
水
道
に
お
け
る
産
官
学
連
携
と
革
新
的
技
術
の
普
及
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。

（
※
文
中
敬
称
略
）

21
面
に
続
く
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ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
Ｊ
Ｂ
Ｅ
／
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
研
究
会
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
促
進
の
た
め
の
栄
養
塩
供
給
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
」

「
下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
」

海
へ
の
貢
献
と
脱
炭
素
へ
の
貢
献
を
同
時
に
実
現

海
へ
の
貢
献
と
脱
炭
素
へ
の
貢
献
を
同
時
に
実
現

1

下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
足
の
背
景
と
狙
い

　

下
水
道
は
こ
れ
ま
で
に
貢
献
し
て
き

た
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
役
割
の
多
様
性
が
志
向
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
役

割
の
代
表
例
と
し
て
、
下
水
道
の
主
た

る
放
流
先
で
あ
る
海
域
に
対
し
て
、
持

続
可
能
な
水
産
活
動
が
育
め
る
「
豊
か

な
海
」
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

栄
養
塩
類
は
水
産
資
源
や
海
洋
生
態

系
の
生
息
・
生
育
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
水
質
境
保
全
に
加
え

て
、
生
態
系
や
水
産
資
源
へ
の
配
慮
な

ど
、
き
れ
い
な
だ
け
で
な
く
豊
か
な
水

環
境
を
求
め
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
。
改
正
瀬
戸
内
海
環
境
保
全

特
別
措
置
法
で
は
、
特
定
の
海
域
へ
の

栄
養
塩
類
供
給
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
貢
献
す
る

藻
場
に
対
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収

・
貯
留
、
つ
ま
り
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
」
の
役
割
も
期
待
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
栄
養
塩

供
給
に
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
下

水
道
を
運
営
す
る
地
方
公
共
団
体
の
参

考
と
な
る
よ
う
に
「
栄
養
塩
類
の
能
動

的
運
転
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
」

を
２
０
２
３
年
３
月
に
公
開
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
提

示
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
、
今
後
、

実
施
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
海

域
と
下
水
処
理
場
で
の
実
施
が
順
次
拡

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

下
水
処
理
場
の
現
場
に
お
い
て
、
上

述
の
栄
養
塩
類
の
能
動
的
運
転
管
理
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
硝
化
抑
制

運
転
な
ど
に
よ
る
下
水
処
理
場
で
の
電

力
消
費
量
削
減
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
低
減

が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
生
物
処
理
プ
ロ

セ
ス
の
季
節
別
切
り
替
え
や
、
よ
り
緻

密
な
放
流
水
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
相
応
の
維
持
管
理
業
務
の
負

担
が
増
加
す
る
こ
と
が
、
い
く
つ
か
の

実
施
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か

ら
判
明
し
て
い
る
。

　

能
動
的
運
転
管
理
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
維
持
管
理
業
務
の
負

担
増
加
を
上
回
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

な
る
事
項
を
発
掘
し
、
新
し
い
価
値
を

付
与
し
て
い
く
動
機
づ
け
と
仕
掛
け
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
下
水
道

分
野
で
の
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
へ
の
道
筋
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、

脱
炭
素
に
関
連
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

付
与
が
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
は
、
下
水
道
に
よ
る
豊
か
な
海
へ
の

具
体
化
し
、
認
証
対
応
技
術
を
確
立
し

た
い
。

　

（
４
）
栄
養
塩
類
供
給
効
率
化
技
術

　

貧
栄
養
化
緩
和
や
藻
場
維
持
・
拡
大

に
求
め
ら
れ
る
適
切
な
栄
養
塩
類
の
供

給
に
あ
た
っ
て
は
、
供
給
量
の
管
理
だ

け
で
な
く
、
放
流
方
式
の
工
夫
な
ど
も

効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

放
流
方
式
に
求
め
ら
れ
る
要
件
は
、
放

流
水
中
の
栄
養
塩
類
が
必
要
な
エ
リ
ア

に
適
切
に
届
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
適
切
な

放
流
地
点
の
評
価
を
沿
岸
域
拡
散
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
評
価
し
て
計
画
に
反

映
し
た
り
、
放
流
管
な
ど
の
形
状
設
計

な
ど
を
検
討
し
、
よ
り
効
率
的
な
栄
養

塩
類
の
供
給
を
具
体
化
し
て
い
く
。

3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
と
今
後
の
展
開

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
下
水
道
分

野
と
海
域
分
野
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

性
を
有
す
る
産
官
学
メ
ン
バ
ー
が
参
画

し
て
い
る
。
広
範
な
検
討
を
通
し
て
、

下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
を
よ
り

具
体
的
で
、
社
会
実
装
に
も
耐
え
得
る

も
の
に
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
は
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
だ
け
で
な
く
、
大
気

中
に
止
む
な
く
排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を

吸
収
・
貯
留
す
る
こ
と
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
従
来
技
術
に
よ
る
施
策
と
相

補
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
残
余
排
出

Ｃ
Ｏ
２
を
大
気
中
か
ら
吸
収
・
貯
留
で

き
る
（
相
殺
で
き
る
）
こ
と
に
な
り
、

他
分
野
で
得
ら
れ
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
へ
の
依
存
を
減
ら
し
、
社
会
的
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
自
然
ベ
ー
ス
ソ
リ

ュ
ー
ソ
ン
（
Ｎ
ｂ
Ｓ
）
に
よ
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ

ｓ
に
よ
り
、
下
水
道
分
野
で
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
他
分
野
と
連

携
し
て
目
指
す
道
筋
を
早
期
に
開
く
こ

と
が
で
き
る
点
で
、
大
き
な
革
新
性
を

有
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

国
内
以
外
で
も
広
い
沿
岸
域
を
抱
え

る
諸
外
国
、
例
え
ば
米
国
や
中
国
お
よ

び
日
本
と
同
様
な
島
国
で
あ
る
英
国
な

ど
で
も
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
脱
炭

素
施
策
に
は
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
米
国
ほ
か
の
一
部
の
先
進
的

な
国
で
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
分
を
国
の
正
式
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
（Nationally Determined 

Contribution

：
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
に
カ
ウ
ン

ト
す
る
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
に
登
録
が
な
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
下
水
道
整
備
と
栄

養
塩
管
理
が
進
む
新
興
国
で
も
、
将

来
、
下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
支
援
技

術
の
活
用
が
期
待
で
き
る
。

　

今
後
、
初
年
度
で
あ
る
23
年
度
の
目

標
成
果
と
し
て
、
社
会
実
装
に
向
け
た

制
度
・
技
術
上
の
課
題
と
解
消
策
の
道

筋
明
確
化
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
・
発

信
）
を
進
め
る
。
ま
た
、
24
年
度
に
は

モ
デ
ル
沿
岸
域
で
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ス
タ
デ
ィ
に
よ
る
栄
養
塩
類
供
給
管

理
の
成
立
性
と
効
果
の
確
認
、
さ
ら
に

25
年
度
以
降
に
は
、
モ
デ
ル
沿
岸
域
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
で
の
効
果
評
価
と

実
証
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

顧問
田中宏明（信州
大学特任教授、
京都大学名誉教
授）

顧問
桑江朝比呂（ジ
ャパンブルーエ
コノミー技術研
究組合理事長、
海上・港湾・航
空技術研究所港
湾空港技術研究
所領域長）

幹事
圓佛伊智朗（日
立製作所主管研
究員）

幹事
田村一郎（東京
設計事務所取締
役）

図１　「下水道ブルーカーボン構想」の概要

図２　下水道ブルーカーボンに対応する具体的技術の体系

貢
献
と
脱
炭
素
へ
の
貢
献
を
同
時
に
実

現
す
る
将
来
施
策
と
し
て
、
上
述
し
た

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
着
目
し
た
「
下
水

道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
」の
具
体
化
、

さ
ら
に
実
現
に
向
け
た
技
術
開
発
と
確

立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
と
は
、
海
草
（
ア
マ
モ
な
ど
）

や
海
藻
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
、

海
の
生
物
の
作
用
で
海
域
に
取
り
込
ま

れ
、
貯
留
さ
れ
る
炭
素
の
こ
と
を
指
す

も
の
で
あ
り
、
海
域
が
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
を
吸
収
・
貯
留
す
る
こ
と
で
、
大
気

中
の
Ｃ
Ｏ
２
除
去
に
資
す
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
（Negative 

Emission Technology

：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
上

述
し
た
栄
養
塩
供
給
管
理
技
術
の
確
立

を
目
的
に
、
主
に
以
下
の
項
目
を
検
討

す
る
。

　

・
栄
養
塩
動
態
に
関
す
る
調
査
：
モ

デ
ル
沿
岸
域
に
隣
接
す
る
陸
域
か
ら
の

栄
養
塩
供
給
源
（
点
源
、
非
点
源
）
、

お
よ
び
各
供
給
源
か
ら
沿
岸
へ
の
栄
養

塩
供
給
量
（
流
達
量
）
に
関
す
る
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
栄
養
塩
動
態
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
知
見
を
整
理
す
る
。

　

・
栄
養
塩
供
給
管
理
技
術
の
検
討
：

沿
岸
域
へ
の
栄
養
塩
供
給
管
理
の
考
え

方
と
そ
の
実
現
技
術
を
検
討
す
る
。
特

に
、
主
た
る
点
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

下
水
処
理
場
、
排
水
処
理
施
設
な
ど
を

対
象
と
し
た
技
術
を
深
堀
す
る
。

　

・
栄
養
塩
供
給
管
理
シ
ナ
リ
オ
の
検

討
：
モ
デ
ル
沿
岸
域
を
対
象
と
し
た
栄

養
塩
供
給
管
理
の
詳
細
な
実
施
手
順

（
シ
ナ
リ
オ
）
を
検
討
し
、
そ
の
実
現

可
能
性
と
課
題
を
把
握
す
る
。

　

・
栄
養
塩
供
給
管
理
の
社
会
実
装
に

向
け
た
提
言
：
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検

討
し
た
栄
養
塩
供
給
管
理
を
社
会
実
装

す
る
に
あ
た
っ
て
の
技
術
課
題
の
解
消

施
策
、
関
連
法
や
制
度
上
の
制
約
解
消

に
向
け
た
施
策
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し

て
ま
と
め
、
提
言
と
し
て
外
部
に
発
信

す
る
。

2

下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
構
想

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
唱
す
る
基
本

構
想
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
下
水
処

理
水
質
制
御
に
よ
っ
て
栄
養
塩
類
の
適

切
な
供
給
管
理
を
実
現
し
、
海
域
、
特

に
沿
岸
域
で
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
・
貯
留
の

主
体
と
な
る
藻
場
（
海
草
、
海
藻
な

ど
）
の
維
持
・
拡
大
を
通
し
て
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
シ
ン
ク
を
促
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
技
術
体
系
は
、

図
２
に
示
す
よ
う
に
、
（
１
）
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
管
理
・
制
御
技
術
、
（
２
）

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
計
測
技
術
、
（
３
）

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
対
応
技

術
、
お
よ
び
（
４
）
栄
養
塩
類
供
給
効

率
化
技
術
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
と
開
発
を
通
し
て
、

下
水
道
が
貢
献
す
る
陸
域
か
ら
の
能
動

的
栄
養
塩
供
給
管
理
技
術
で
の
沿
岸
海

域
も
生
産
性
が
高
い
豊
か
な
海
へ
の
貢

献
と
、
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る

下
水
道
事
業
者
へ
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ

ッ
ト
付
与
が
可
能
と
な
る
科
学
技
術
を

集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
脱
炭

素
社
会
に
資
す
る
下
水
道
シ
ス
テ
ム
を

実
現
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

（
１
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
管
理
・
制

御
技
術

　

下
水
道
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
促
進

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
合
、
対
象
と
す

る
沿
岸
海
域
と
下
水
処
理
場
を
含
め
た

評
価
や
管
理
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
の
技
術
の
要
件
は
、
炭
素
や
栄
養
塩

類
の
動
態
を
下
水
処
理
場
〜
沿
岸
海
域

で
把
握
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
と
貯

留
を
促
進
し
、
最
終
的
に
は
カ
ー
ボ
ン

�
•
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図
３　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
管
理
・

制
御
技
術
の
概
要

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
ま
で
を
達
成

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。　

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
主
た
る
技
術
と
し
て
、
図
３

に
示
す
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
沿
岸
海
域

へ
の
栄
養
塩
類
供
給
制
御
を
提
案
す

る
。

　

（
２
）
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
計
測
技
術

　

炭
素
吸
収
源
と
な
る
藻
場
な
ど
の
生

育
を
促
進
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
を
得

よ
う
と
す
る
場
合
、
炭
素
の
吸
収
・
貯

留
量
の
計
測
が
必
要
と
な
る
。
計
測
対

象
は
、
貯
留
安
定
性
の
高
い
炭
素
形
態

で
あ
る
堆
積
物
中
有
機
物
や
海
水
中
の

難
分
解
性
有
機
物
が
想
定
さ
れ
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
認
証
に
認
め
ら
れ
て
い
る
堆

積
物
中
有
機
物
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
バ

ー
に
よ
る
潜
水
調
査
や
空
中
写
真
等
の

計
測
手
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ

ス
ト
や
精
度
の
点
で
一
長
一
短
が
あ

る
。

　

ま
た
、
対
象
の
沿
岸
海
域
へ
下
水
処

理
場
か
ら
放
流
す
る
栄
養
塩
類
等
の
変

化
が
、
炭
素
吸
収
・
貯
留
以
外
の
水
環

境
へ
及
ぼ
す
影
響
等
も
監
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
の
技
術
の
要
件

は
、
対
象
の
沿
岸
海
域
に
お
け
る
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
炭
素
の
吸
収
・
貯

留
量
や
水
質
環
境
の
状
態
変
化
等
を
半

自
動
的
か
つ
低
コ
ス
ト
な
方
法
で
、
空

間
分
布
の
時
系
列
変
化
と
し
て
見
え
る

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
藻
場
で
の

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
量
や
難
分
解
性
有
機
炭
素

や
海
域
環
境
の
指
標
を
海
上
で
連
続
監

視
す
る
技
術
の
開
発
を
提
案
す
る
。

　

（
３
）
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証

対
応
技
術

　

能
動
的
な
栄
養
塩
類
供
給
管
理
な

ど
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
関
わ
る
施
策

に
て
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
と
、
所
定
の
手
順
に

準
拠
し
た
デ
ー
タ
取
得
と
評
価
に
よ
っ

て
、
当
該
施
策
の
炭
素
吸
収
・
貯
留
へ

の
寄
与
の
度
合
い
を
客
観
的
に
定
量
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｒ
Ｖ

（Measurement, Reporting and 
Verification

：
計
測
・
報
告
・
検
証
）

へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

計
測
Ｍ
へ
の
対
応
は
、
（
２
）
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
計
測
技
術
で
上
述
し
た
と

お
り
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
て
報
告
Ｒ
と

検
証
Ｖ
に
対
応
す
る
技
術
を
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
で
に
適
用
実
績
の
あ

る
認
証
用
デ
ー
タ
管
理
（
改
ざ
ん
防
止

措
置
な
ど
）
の
導
入
と
合
わ
せ
て
、
下

水
道
由
来
の
栄
養
塩
類
に
よ
る
寄
与
評

価
な
ど
、
下
水
道
分
野
に
固
有
の
検
証

手
順
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
手
順
を

ブルーカーボンのための栄養塩類能動的管理と下水道の役割ブルーカーボンのための栄養塩類能動的管理と下水道の役割

調
査
研
究
（
日
本
下
水
道
新

技
術
機
構
、
宮
本
浩
哉
）
▽

水
処
理
の
送
風
量
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
る
電
気
料
金
削
減

の
検
討
に
つ
い
て（
茨
城
県
、

八
武
崎
大
樹
）
▽
西
部
水
再

生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ブ
ロ

ア
電
力
量
削
減
及
び
公
共

用
水
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て

（
横
浜
市
、
岩
崎
章
展
）
▽

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め
の

Ａ
Ｓ
Ｍ
風
量
制
御
技
術
の
導

入
検
討
（
東
京
都
、岸
本
長
）

▽
Ｄ
Ｏ
計
を
用
い
た
可
変
圧

力
制
御
に
よ
る
送
風
電
力
削

減
効
果
等
の
検
証
（
東
京

都
、
安
田
将
太
）
▽
下
水
処

理
場
流
入
水
質
の
連
続
計
測

と
運
転
管
理
へ
の
活
用
の
検

討
（
そ
の
２
）（
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
福
嶋
俊
貴
）

第
８
会
場（
２
０
７
会
議
室
）

《
計
測
・
制
御
（
１
》

　

▽
中
央
監
視
制
御
シ
ス
テ

ム
更
新
に
お
け
る
取
組
み

（
北
九
州
市
、
豊
田
勉
）
▽

下
水
道
施
設
に
お
け
る
監
視

制
御
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
更

新
設
計
の
課
題
整
理
（
東
京

設
計
事
務
所
、
小
林
孝
守
）

▽
プ
ラ
ン
ト
情
報
の
相
互
運

用
性
を
支
え
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｕ

Ａ
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
連

携
の
取
り
組
み
（
横
河
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

石
原
幸
樹
）
▽
下
水
道
管

き
ょ
等
に
お
け
る
低
コ
ス
ト

水
位
計
測
技
術
の
活
用
方
法

に
関
す
る
研
究
（
日
本
下
水

道
新
技
術
機
構
、仁
木
有
慈
）

▽
低
コ
ス
ト
水
位
計
測
技
術

を
活
用
し
た
浸
水
及
び
浸
入

水
対
策
の
事
前
調
査
に
関
す

る
研
究
（
京
都
市
、
山
本
雄

大
）
▽
下
水
処
理
場
流
入
量

予
測
に
お
け
る
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｍ

Ｌ
の
活
用
可
能
性
に
関
す
る

検
討
（
大
分
市
、竹
中
裕
基
）

▽
レ
ー
ダ
雨
量
デ
ー
タ
及
び

監
視
制
御
デ
ー
タ
を
用
い
た

雨
天
時
浸
入
水
の
特
徴
量
評

価
（
三
菱
電
機
、上
野
洋
平
）

《
計
測
・
制
御
（
２
）》

　

▽
画
像
解
析
に
よ
る
ス
カ

ム
検
知
及
び
除
去
に
つ
い
て

（
札
幌
市
、
神
瀬
順
平
）
▽

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
沈
殿
池
の

異
常
検
知
（
明
電
舎
、
徐

鄭
）
▽
監
視
カ
メ
ラ
に
お
け

る
ク
ラ
ウ
ド
利
用
方
法
の
提

案
（
横
河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
佐
藤
智
紀
）
▽

下
水
道
設
備
の
異
常
検
知
に

資
す
る
動
作
音
計
測
と
解
析

に
関
す
る
基
礎
研
究
（
中
日

本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

長
谷
川
孝
）
▽
プ
ラ
ン
ト
状

態
分
類
技
術
の
下
水
処
理
場

監
視
制
御
デ
ー
タ
へ
の
適
用

性
検
討
（
三
菱
電
機
、
今
井

健
）
▽
監
視
制
御
デ
ー
タ
に

基
づ
く
プ
ラ
ン
ト
運
転
パ

タ
ー
ン
分
類
（
三
菱
電
機
、

山
本
南
美
）
▽
地
下
構
造
物

か
ら
の
鉄
蓋
を
介
し
た
無
線

通
信
に
関
す
る
現
地
評
価
方

法
（
ヒ
ノ
デ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
熊
谷
尚
也
）

８
月
２
日
（
水
）

◎
午
前
の
部

第
１
会
場
（
中
ホ
ー
ル
１
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
２
）》

　

▽
嫌
気
性
消
化
施
設
の
運

転
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、
小
柴
卓
也
）
▽
矢
作
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
鋼

板
製
消
化
槽
の
発
泡
に
よ
る

ス
カ
ム
の
蓄
積
と
そ
の
対
策

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
久

保
裕
志
）
▽
余
剰
汚
泥
の
加

熱
に
よ
る
消
化
ガ
ス
発
生
量

増
加
に
向
け
た
検
討
結
果

（
大
阪
市
、
平
山
勝
一
）
▽

高
効
率
消
化
シ
ス
テ
ム
の

運
転
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

﹇
自
主
研
究
４
年
目
﹈（
三
菱

化
工
機
、
栗
原
元
）
▽
膜
分

離
メ
タ
ン
発
酵
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
牧
田
晟
洋
）
▽
既

存
消
化
設
備
を
活
用
し
た
消

化
ガ
ス
増
量
お
よ
び
脱
水
性

改
善
に
関
す
る
検
討
（
月
島

ア
ク
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

寺
田
雪
乃
）
▽
嫌
気
性
消
化

槽
の
無
加
温
運
転
へ
の
切
り

替
え
が
処
理
特
性
に
及
ぼ
す

影
響
（
京
都
大
学
、
森
川
拓

洋
）
▽
下
水
汚
泥
と
甘
藷
の

混
合
嫌
気
性
消
化
が
メ
タ
ン

収
率
お
よ
び
汚
泥
消
化
率
に

及
ぼ
す
影
響
（
近
畿
大
学
、

鈴
木
高
広
）

第
２
会
場
（
中
ホ
ー
ル
２
）

《
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

／
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
》

　

▽
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
維
持
管
理
情
報
を

活
用
し
た
中
期
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
（
川
崎
市
、
小
泉

直
紀
）
▽
中
期
経
営
プ
ラ
ン

の
策
定
及
び
中
長
期
を
見
据

え
た
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
組
に
つ
い
て
（
京
都
市
、

伊
藤
優
一
）
▽
既
存
ス
ト
ッ

ク
（
休
止
送
泥
管
）
の
有
効

活
用
（
浜
浜
市
、高
橋
浩
二
）

▽
下
水
道
施
設
の
強
靱
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
北
九
州
市
、
田
中
長
太
）

▽
劣
化
予
測
分
析
の
高
精
度

化
に
資
す
る
要
因
分
析
手
法

の
提
案
（
パ
ス
コ
、
丹
羽
太

郎
）
▽
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
利
用

し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
デ
ー
タ
可
視
化
・
分
析

技
術
の
開
発
（
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
佐
藤
勝
）
▽
成
熟
度

評
価
ツ
ー
ル
を
用
い
た
下
水

道
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
評

価
（
ア
ジ
ア
航
測
、高
橋
健
）

第
３
会
場
（
１
０
４
／

１
０
５
会
議
室
）

《
雨
水
対
策
（
３
）》

　

▽
下
水
道
水
位
情
報
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
（
札

幌
市
、
谷
翼
）
▽
過
去
の
豪

雨
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
ポ

ン
プ
ゲ
ー
ト
運
転
の
制
御
水

位
設
定
の
検
討
（
石
垣
、
山

科
健
一
）
▽
耐
水
化
計
画
策

定
業
務
の
課
題
と
効
率
的
な

業
務
遂
行
に
つ
い
て
の
検
討

事
例
（
東
京
設
計
事
務
所
、

中
野
隆
志
）
▽
長
崎
駅
周
辺

土
地
区
画
整
備
事
業
な
ど
と

合
わ
せ
た
長
崎
駅
周
辺
部
の

浸
水
対
策
（
長
崎
市
、
間
ノ

瀬
夏
樹
）
▽
シ
ー
ル
ド
工
法

に
よ
る
立
坑
用
地
の
早
期
返

却
及
び
浸
水
対
策
の
段
階
的

整
備
に
つ
い
て
（
東
京
都
、

西
博
貴
）
▽
鳥
羽
第
３
導
水

き
ょ
に
お
け
る
水
理
模
型
実

験
に
よ
る
分
水
特
性
の
検
証

（
京
都
市
、
横
手
瑶
大
）
▽

川
崎
市
に
お
け
る
浸
水
被
害

対
応
に
向
け
た
排
水
ポ
ン
プ

車
訓
練
実
施
状
況
に
関
す
る

報
告
（
川
崎
市
、岡
崎
祐
介
）

▽
実
現
可
能
な
排
水
設
備
対

策
に
よ
る
雨
天
時
浸
入
水
削

減
（
ペ
ン
タ
フ
、高
梨
哲
彦
）

第
４
会
場（
１
０
７
会
議
室
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
建
設
）（
３
）》

　

▽
運
転
操
作
制
御
に
お
け

る
再
リ
レ
ー
化
に
つ
い
て

（
広
島
市
、
上
原
洋
平
）
▽

沈
砂
池
用
搬
送
装
置
更
新
に

向
け
た
検
討
に
つ
い
て
（
横

浜
市
、
中
田
衆
得
）
▽
水
害

時
の
沈
殿
機
能
確
保
に
資
す

る
耐
水
型
汚
泥
ポ
ン
プ
設
備

に
つ
い
て
（
日
本
下
水
道
新

技
術
機
構
、
高
瀬
遼
介
）
▽

コ
ン
テ
ナ
型
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫

黄
電
池
の
導
入
に
つ
い
て

（
東
京
都
、
宮
本
真
吾
）
▽

機
械
基
礎
工
作
か
ら
機
械
据

付
芯
出
し
作
業
に
お
け
る
工

期
短
縮
と
品
質
向
上
と
原
価

低
減（
ス
エ
ヒ
ロ
シ
ス
テ
ム
、

末
廣
盛
男
）
▽
処
理
場
に
お

け
る
消
防
法
危
険
物
施
設
の

改
築
設
計
事
例
紹
介
（
日
本

水
工
設
計
、
山
内
崇
志
）

第
５
会
場（
１
０
８
会
議
室
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
１
）》

　

▽
戦
略
的
な
管
路
施
設
で

の
不
明
水
対
策
手
法
の
体
系

化
（
案
）（
神
戸
市
、
大
西

建
蔵
）
▽
分
流
式
下
水
道
に

お
け
る
雨
天
時
浸
入
水
の
調

査
技
術
に
関
す
る
研
究
﹇
そ

の
３
﹈（
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
、
岩
谷
文
香
）
▽
Ａ

Ｉ
を
用
い
た
雨
天
時
浸
入
水

の
絞
り
込
み
手
法
に
関
す
る

研
究
（
日
本
下
水
道
新
技
術

機
構
、
廣
兼
武
）
▽
京
都
市

に
お
け
る
浸
入
水
対
策
の
取

組
と
効
果
検
証
に
つ
い
て

（
京
都
市
、
中
村
幸
世
）
▽

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
お

け
る
雨
天
時
浸
入
水
対
策
の

取
り
組
み
﹇
東
村
山
市
を
事

例
と
し
て
﹈（
東
京
都
都
市

づ
く
り
公
社
、
松
浦
悟
郎
）

▽
東
京
都
多
摩
地
域
に
お
け

る
都
と
市
町
村
の
連
携
し
た

取
組
〜
効
率
的
な
雨
天
時
浸

入
水
調
査
〜
（
東
京
都
、
逸

見
将
志
）
▽
電
力
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
場
の
雨
天
時
浸
入
水

解
析（
愛
知
水
と
緑
の
公
社
、

藁
科
亮
）
▽
混
合
分
布
に
よ

る
雨
天
時
浸
入
水
量
の
流
出

割
合
の
推
定
（
中
日
本
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
辰
巳
日

登
美
）

第
６
会
場

《
水
処
理
技
術
（
２
）》

　

▽
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
微
生
物

判
別
技
術
の
開
発（
東
京
都
、

高
橋
昌
史
）
▽
機
械
学
習
に

よ
る
分
流
式
下
水
道
の
幹
線

流
量
の
予
測
精
度
向
上
に
つ

い
て
（
横
河
電
機
、王
者
興
）

▽
回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ

Ｃ
―
Ｏ
Ｄ
法
の
省
エ
ネ
及
び

能
力
増
強
性
能
（
東
芝
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
柿
沼
建

至
）
▽
下
水
処
理
場
に
お
け

る
反
応
タ
ン
ク
・
消
化
槽
汚

泥
の
菌
叢
解
析
結
果
の
事
例

報
告
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
岡

田
果
莉
）
▽
散
水
担
体
ろ
床

法
に
お
け
る
生
物
汚
泥
の
剥

離
要
因
に
つ
い
て
（
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
米
津
直
紀
）

▽
高
効
率
最
初
沈
殿
池
の
有

機
物
回
収
性
向
上
の
た
め
の

パ
ラ
メ
ー
タ
検
証（
明
電
舎
、

福
崎
康
博
）
▽
デ
ー
タ
同
化

を
用
い
た
下
水
処
理
施
設
の

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
宮
田

純
）

第
７
会
場（
２
０
６
会
議
室
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
３
）》

　

▽
高
効
率
容
積
式
ス
ク

リ
ュ
ブ
ロ
ワ
の
実
機
に
お
け

る
省
エ
ネ
効
果
（
前
澤
工

業
、
高
松
量
）
▽
無
曝
気
循

環
式
水
処
理
技
術
の
実
証
設

備
に
お
け
る
消
費
電
力
量
原

単
位
低
減
の
取
組
み
（
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
大
和
信
大
）

▽
下
水
道
の
脱
炭
素
化
に
向

け
た
効
率
的
な
運
転
管
理
等

の
実
施
支
援
（
日
本
下
水
道

新
技
術
機
構
、
後
藤
秀
徳
）

▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
省

エ
ネ
対
策
の
検
討
に
つ
い
て

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

堀
有
一
朗
）▽
更
な
る
節
電
・

省
エ
ネ
対
策
（
切
電
）
を
目

的
と
し
た
Ｐ
Ｔ
に
お
け
る
検

討
事
例
の
紹
介
（
東
京
都
、

田
口
さ
く
ら
）
▽
数
理
最
適

化
を
用
い
た
施
設
配
置
検
討

に
よ
る
水
輸
送
工
程
の
大
幅

な
電
力
量
削
減
の
検
証
（
日

本
総
合
研
究
所
、鈴
木
元
彬
）

▽
地
域
課
題
解
決
を
目
指
し

た
下
水
処
理
場
に
お
け
る
草

木
系
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
拠

点
化
基
本
構
想（
ド
ー
コ
ン
、

吉
田
卓
史
）

第
８
会
場（
２
０
７
会
議
室
）

《
バ
イ
オ
ソ
リ
ッ
ド
の
利
活

用
／
り
ん
等
有
用
資
源
の
回

収
（
１
）》

　

▽
下
水
道
資
源
の
肥
料
利

用
に
向
け
た
調
査
〜
北
九
州

市
日
明
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
調
査
事
例
〜
（
日
本
下

水
道
新
技
術
機
構
、
土
師
健

吾
）
▽
神
戸
市
に
お
け
る
下

水
汚
泥
肥
料
利
用
〜
資
源
循

環
「
こ
う
べ
再
生
リ
ン
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
（
神
戸
市
、

小
川
美
智
子
）
▽
福
岡
市
に

お
け
る
「
再
生
リ
ン
」
を
活

用
し
た
新
た
な
下
水
道
の
資

源
循
環
（
福
岡
市
、
片
岡
千

恵
）
▽
環
境
水
中
に
お
け
る

Ｍ
Ａ
Ｐ
か
ら
の
リ
ン
成
分
の

溶
出
挙
動
に
つ
い
て
（
福
岡

市
、
楠
牟
禮
明
穂
）
▽
北
海

道
に
お
け
る
下
水
汚
泥
肥
料

化
の
現
状
と
課
題
（
日
水
コ

ン
、
原
田
哲
郎
）
▽
民
間
事

業
者
に
よ
る
大
規
模
な
下
水

汚
泥
肥
料
の
製
造
・
販
売
方

法
の
分
析
（
日
水
コ
ン
、
龍

神
健
太
）
▽
有
機
系
廃
棄
物

の
緑
農
地
利
用
に
関
す
る
研

究
（
日
本
大
学
大
学
院
、
川

島
聖
也
）
▽
下
水
汚
泥
及
び

汚
泥
発
酵
肥
料
の
含
有
成
分

に
関
す
る
事
例
報
告
（
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
岡
本
綾
介
）

◎
午
後
の
部

第
１
会
場
（
中
ホ
ー
ル
１
）

《
汚
汚
泥
処
理
技
術
（
３
）》

　

▽
遠
心
脱
水
機
二
段
薬
注

に
よ
る
難
脱
水
汚
泥
処
理
の

改
善
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
、
倉
持
豪
洋
）
▽
低
動

力
型
高
効
率
遠
心
脱
水
機
、

お
よ
び
高
分
子
凝
集
剤
連
続

溶
解
装
置
の
導
入
事
例
（
巴

工
業
、
植
村
英
之
）
▽
汚
水

処
理
施
設
共
同
整
備
事
業
に

お
け
る
圧
入
式
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
レ
ス
脱
水
機
導
入
事
例

（
石
垣
、
日
和
佐
健
吾
）
▽

生
ご
み
を
混
合
し
た
消
化
汚

泥
に
対
す
る
ス
ク
リ
ュ
ー
プ

レ
ス
の
脱
水
特
性
（
石
垣
、

松
村
洋
史
）
▽
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
活
用
し
た
脱
水
機
運
転

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
構
築
（
日
立

製
作
所
、
宮
川
浩
樹
）
▽
遠

心
分
離
脱
水
機
を
用
い
た
消

化
汚
泥
の
脱
水
に
お
け
る
バ

イ
オ
マ
ス
混
合
の
効
果
（
土

木
研
究
所
、
山
﨑
廉
予
）
▽

最
初
沈
殿
池
汚
泥
が
下
水
汚

泥
の
加
温
に
よ
る
脱
水
促
進

に
及
ぼ
す
影
響（
京
都
大
学
、

堀
之
内
慎
吾
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
４
）》

　

▽
西
部
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン

タ
ー
１
系
焼
却
炉
の
更
新
に

つ
い
て
（
札
幌
市
、
田
名
瀬

伸
）
▽
焼
却
炉
内
焼
結
物
の

成
分
と
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
一
考
察
（
東
京
都
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
、
小
橋
潤
）

▽
焼
却
炉
に
お
け
る
ブ
ロ
ワ

設
備
を
活
用
し
た
煙
道
閉
塞

の
対
策
に
つ
い
て
（
東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、門
倉
悠
）

▽
ク
リ
ン
カ
及
び
煙
道
閉
塞

物
の
生
成
要
因
と
薬
剤
添
加

に
よ
る
灰
の
性
状
変
化
に
関

す
る
考
察
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
八
木
澤
和
真
）

▽
東
京
初
の
階
段
式
ス
ト
ー

カ
炉
（
１
４
０
ｔ
／
日
）
の

安
定
稼
働
に
向
け
た
工
事
上

の
課
題
と
対
応
（
東
京
都
、

鈴
木
裕
也
）
▽
ス
ト
ー
カ
式

下
水
汚
泥
焼
却
炉
に
お
け

る
Ｎ
Ｏ
ｘ
お
よ
び
Ｎ
２
Ｏ
の

発
生
に
関
す
る
検
討
（
日
立

造
船
、
岸
田
央
範
）
▽
階
段

炉
に
お
け
る
Ｎ
Ｏ
ｘ
低
減
技

術
の
実
機
で
の
運
転
報
告

﹇
そ
の
２
﹈（
タ
ク
マ
、
湯
浩

程
）

第
２
会
場
（
中
ホ
ー
ル
２
）

《
経
営
・
計
画
（
１
）》

　

▽
特
定
事
業
場
か
ら
の
定

例
報
告
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
る
業
務
効
率
化
と
サ
ー
ビ

ス
向
上
へ
の
取
組（
福
岡
市
、

白
水
正
道
）
▽
名
古
屋
市
上

下
水
道
局
Ｄ
Ｘ
基
本
方
針
と

デ
ー
タ
利
活
用
及
び
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
の
展
望
（
名

古
屋
市
、
井
田
貴
則
）
▽
研

修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、高
村
和
典
）▽
３
Ｄ
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構

築
検
討
に
つ
い
て
（
札
幌

市
、
松
原
聖
）
▽
３
Ｄ
モ
デ

ル
に
よ
る
仙
台
市
南
蒲
生
浄

化
セ
ン
タ
ー
震
災
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
（
仙
台

市
、
小
松
孝
輝
）
▽
堺
市
上

下
水
道
局
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ「
す
い
り
ん
」で
サ
ー

ビ
ス
向
上
！
業
務
効
率
化
！

（
堺
市
、
鴻
谷
由
紀
）
▽
大

分
市
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
構

築
に
み
る
シ
ス
テ
ム
共
同
利

用
と
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
（
国
際
航
業
、
大
田

千
絵
）

《
経
営
・
計
画
（
２
）》

　

▽
地
元
団
体
と
協
働
で
取

り
組
ん
だ
下
水
道
資
源
を

使
っ
た
ホ
ッ
プ
栽
培
の
実
証

研
究
に
つ
い
て（
北
九
州
市
、

村
松
俊
之
）
▽
イ
ギ
リ
ス
の

上
下
水
道
事
業
民
営
化
に
伴

う
水
規
制
の
変
遷
に
つ
い
て

（
日
水
コ
ン
、
山
本
整
）
▽

ソ
ー
シ
ャ
ル
分
野
に
お
け
る

下
水
道
事
業
の
貢
献
方
法
に

関
す
る
考
察
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
久

田
友
和
）
▽
事
業
特
性
を
踏

ま
え
た
全
体
最
適
化
に
資
す

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
構
築
（
日

本
水
工
設
計
、
高
野
伸
彦
）

▽
管
路
維
持
管
理
の
効
率
化

―
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
で

の
取
組
―
（
ク
リ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
須
崎
、
清
水
則
年
）

▽
経
営
戦
略
改
定
に
お
け
る

日
本
下
水
道
事
業
団
の
支
援

に
つ
い
て
（
日
本
下
水
道
事

業
団
、
田
川
駿
）
▽
下
水
道

の
官
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
事

業
に
お
け
る
誘
因
整
合
性
に

22
面
に
続
く
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幌
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道
河
川
局
事
業
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進
部
処
理
担
当
部
長
　
渡
邊
　
浩
基

下
水
疫
学
デ
ー
タ

下
水
疫
学
デ
ー
タ 

感
染
動
向
把
握
の
指
標
に
活
用

感
染
動
向
把
握
の
指
標
に
活
用

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
情
報
提
供
、注
意
喚
起

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
情
報
提
供
、注
意
喚
起

1

札
幌
市
の
取
り
組
み

の
背
景
と
経
緯

　

下
水
疫
学
調
査
は
、
感
染
者
か
ら
排

泄
物
や
分
泌
物
と
と
も
に
下
水
中
に
排

出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
等
の
病
原
体
が
下

水
処
理
場
に
集
積
す
る
と
い
う
下
水
道

イ
ン
フ
ラ
の
特
性
を
う
ま
く
活
用
し
た

疫
学
調
査
で
あ
る
。
症
状
の
有
無
、
受

診
行
動
、
検
査
体
制
等
に
関
わ
ら
ず
地

域
の
感
染
状
況
を
効
率
良
く
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
画
期
的
な
感
染
症
監
視

技
術
と
し
て
、
社
会
的
に
大
き
な
期
待

と
注
目
を
集
め
て
い
る
（
図
１
）
。

　

下
水
疫
学
調
査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）

に
対
し
て
も
有
用
で
あ
る
こ
と
が
世
界

的
感
染
流
行
の
初
期
の
段
階
で
提
唱
さ

れ
て
い
る
。
現
在
で
は
感
染
拡
大
防
止

や
社
会
経
済
活
動
の
再
開
に
向
け
た
政

策
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
下
水
疫

学
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
取
り
組
み
が
国

内
外
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

筆
者
ら
は
、
大
学
と
自
治
体
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
下
水
疫
学
調
査
の

社
会
に
お
け
る
活
用
に
向
け
た
調
査
研

究
を
協
力
し
て
進
め
て
き
て
い
る
。
札

幌
市
と
し
て
は
、
北
海
道
大
学
主
体
の

調
査
研
究
へ
の
協
力
の
た
め
、
２
０
２

０
年
５
月
か
ら
市
内
３
カ
所
の
下
水
処

理
場
（
創
成
川
、
豊
平
川
、
新
川
水
再

生
プ
ラ
ザ
）
の
流
入
下
水
の
提
供
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
20
年
11
月
か
ら
国
土

交
通
省
が
全
国
11
カ
所
の
下
水
処
理
場

に
お
い
て
調
査
を
開
始
し
、
同
市
は
モ

デ
ル
都
市
の
一
つ
と
し
て
、
繁
華
街
ス

ス
キ
ノ
を
処
理
区
域
内
に
抱
え
る
新
川

水
再
生
プ
ラ
ザ
の
検
体
提
供
に
協
力
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
手
法
〔
日

本
水
環
境
学
会
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）

に
示
さ
れ
た
手
法
〕
で
は
、
下
水
中
の

ウ
イ
ル
ス
濃
度
を
定
量
的
に
把
握
で
き

た
検
体
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
市
中
感
染

状
況
と
ウ
イ
ル
ス
濃
度
の
明
確
な
相
関

が
確
認
で
き
ず
、
よ
り
高
い
感
度
の
検

出
技
術
の
開
発
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
21
年
初
頭
に
北

海
道
大
学
が
塩
野
義
製
薬
と
共
同
で
下

水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
高
感

度
検
出
手
法
（
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ

法
）
の
開
発
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、

21
年
２
月
中
旬
か
ら
は
本
手
法
を
活
用

し
た
同
市
主
体
の
調
査
を
開
始
し
た
。

2

下
水
中
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
濃
度
デ
ー
タ
の

活
用
と
情
報
発
信

　

本
調
査
は
、
北
海
道
大
学
の
受
託
研

図１下水疫学調査の概念

3

下
水
疫
学
調
査
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
拡
張

　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
流
行
が
始
ま
っ
た
20
年
２
月
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
普

及
し
た
手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
、
３

密
回
避
、
国
際
的
な
人
の
移
動
制
限
等

の
感
染
対
策
の
効
果
も
あ
り
、
国
内
で

は
昨
年
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
本
感
染
症
学
会
の
提
言
で

は
、
昨
年
前
半
は
南
半
球
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数
が

例
年
を
超
え
る
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
海
外
か
ら
の
入
国
が
緩
和

さ
れ
人
的
交
流
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

国
内
へ
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
恐

れ
が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
同
様
の

流
行
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ

た
。

　

特
に
昨
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
同
時

流
行
に
よ
る
医
療
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ

れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
を
早
期
に

検
知
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中

で
、
同
市
の
保
健
衛
生
部
局
か
ら
下
水

道
河
川
局
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
活
用
で
き
な

究
制
度
に
基
づ
く
契
約
を
締
結
し
、
札

幌
市
の
費
用
負
担
に
よ
る
委
託
研
究
と

し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
自

治
体
か
ら
の
予
算
支
出
を
伴
う
形
で
の

全
国
に
先
駆
け
た
官
学
連
携
の
調
査
研

究
事
例
で
あ
る
。
本
委
託
研
究
の
当
初

の
主
な
目
的
は
、
下
水
疫
学
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
た
上
で
、
下
水
調
査
結
果
と
感

染
者
数
と
の
関
連
性
の
解
析
・
評
価

や
、
将
来
的
な
市
民
向
け
の
情
報
提
供

な
ら
び
に
政
策
判
断
（
感
染
症
対
策
）

等
へ
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

調
査
は
同
市
下
水
道
河
川
局
が
所
管

し
、
市
が
市
内
３
処
理
場
（
創
成
川
、

豊
平
川
、
新
川
水
再
生
プ
ラ
ザ
）
の
５

施
設
に
お
い
て
週
３
回
流
入
下
水
を
採

取
し
（
写
真
１
）
、
北
海
道
大
学
が
試

料
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出

写
真
１　

札
幌
市
に
よ
る
下
水
処

理
場
で
の
採
水

写
真
２　

北
海
道
大
学
に
よ
る
下

水
中
ウ
イ
ル
ス
の
分
析

　

同
市
で
は
、
市
長
と
副
市
長
を
は
じ

め
保
健
衛
生
部
局
、
危
機
管
理
部
局
、

政
策
部
局
、
広
報
部
局
等
の
市
内
部
で

毎
週
の
調
査
結
果
を
共
有
し
感
染
状
況

把
握
の
補
助
的
な
指
標
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
８
月
か
ら
は
市

民
へ
の
情
報
提
供
と
注
意
喚
起
を
目
的

に
同
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
調
査
結
果

の
公
表
が
始
ま
っ
た
。
同
市
は
、
雨
水

図２　札幌市のウェブサイトで公表され
ている新型コロナウイルスの下水サーベ
イランスの結果（2023年７月４日更新）

や
融
雪
水
に
よ

る
希
釈
を
流
量

に
よ
り
補
正

（
補
正
濃
度
＝

測
定
濃
度
×
流

入
水
量
÷
晴
天

時
水
量
）
し
た

後
、
１
週
間
の

全
測
定
結
果
の

幾
何
平
均
値
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
公
開
し
て

い
る
（
図

２
）
。

　

同
市
の
下
水

疫
学
調
査
の
取

り
組
み
は
、
頻
繁
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

の
メ
デ
ィ
ア
に
加
え
て
市
長
の
記
者
会

見
で
も
そ
の
結
果
が
参
照
さ
れ
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
認
知
が
広

ま
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ

れ
は
、
下
水
疫
学
調
査
が
自
治
体
や
市

民
に
と
っ
て
有
用
な
情
報
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

・
定
量
分
析
を
受
託
（
写
真
２
）
す
る

形
で
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
調
査
対

象
施
設
の
合
計
処
理
人
口
は
同
市
人
口

全
体
の
52
％
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
採

水
手
法
は
24
時
間
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
サ
ン

プ
リ
ン
グ
を
、
分
析
に
は
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
法
を
用
い
て
い
る
。
同
法
で

得
ら
れ
る
下
水
疫
学
デ
ー
タ
は
、
臨
床

検
査
に
よ
る
感
染
者
数
の
変
動
傾
向
と

よ
く
一
致
す
る
ほ
か
、
感
染
流
行
の
兆

し
を
早
期
に
検
知
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

社
会
に
お
け
る
下
水
疫
学
デ
ー
タ
の
価

値
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え

る
。

　

同
市
は
５
類
移
行
後
も
当
面
は
下
水

疫
学
調
査
を
継
続
し
、
定
点
把
握
に
よ

る
感
染
者
数
の
増
減
傾
向
を
補
完
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
５
類
移
行
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
か
ら
同
市
へ
調
査
継
続

を
求
め
る
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
ほ

か
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
同
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
５
類
移
行

後
に
再
び
増
加
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、

市
民
等
に
と
っ
て
下
水
疫
学
デ
ー
タ
が

感
染
動
向
把
握
の
指
標
の
一
つ
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
一
方
で
、
継
続
的
な
調
査
実

施
の
た
め
に
は
、
恒
久
的
な
予
算
の
確

保
に
加
え
て
、
部
局
間
の
連
携
や
役
割

分
担
の
明
確
化
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
５
類

移
行
後
、
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
急
務
と
さ

れ
る
中
で
、
下
水
疫
学
調
査
は
集
団
レ

ベ
ル
の
疫
学
情
報
を
網
羅
的
に
把
握
し

将
来
の
公
衆
衛
生
上
の
危
機
に
対
抗
す

る
上
で
重
要
な
手
段
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
下
水
疫
学
調
査
は
、
現

在
急
務
と
さ
れ
て
い
る
感
染
症
に
対
し

強
靱
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

下
水
疫
学
調
査
は
、
以
前
も
ポ
リ
オ

ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
対
す

る
適
用
事
例
が
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行
を
機
に
、
急

速
に
検
出
技
術
の
開
発
や
デ
ー
タ
の
利

活
用
、
関
係
部
局
の
理
解
が
進
ん
だ
と

言
え
る
。
決
し
て
望
ま
し
い
話
で
は
な

い
が
、
仮
に
今
後
、
気
候
変
動
等
に
よ

り
新
興
・
再
興
感
染
症
が
国
内
に
流
入

し
た
場
合
で
も
、
下
水
疫
学
デ
ー
タ
の

取
得
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
効

率
良
く
感
染
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
政
策
決
定
の
た
め
の
判
断

材
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に

は
、
下
水
疫
学
調
査
を
国
の
感
染
症
対

策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
必
要
な

予
算
を
確
保
し
た
上
で
実
施
体
制
を
整

備
し
、
国
内
へ
の
社
会
実
装
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

下
水
道
は
元
来
、
汚
水
排
除
・
処
理

と
雨
水
排
除
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
向
上

と
浸
水
防
除
を
第
一
義
の
目
的
と
し
て

整
備
さ
れ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

が
、
下
水
疫
学
調
査
は
下
水
道
に
「
感

染
症
流
行
状
況
の
監
視
」
と
い
う
新
た

な
役
割
・
付
加
価
値
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
水
疫
学
調
査
の

普
及
と
発
展
は
、
下
水
道
の
価
値
向
上

と
そ
れ
に
伴
う
整
備
促
進
、
ひ
い
て
は

環
境
負
荷
低
減
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
下
水

疫
学
へ
の
注
目
の
高
ま
り
に
よ
り
下
水

道
の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

く
、
下
水
疫
学
調
査
の
全
国
レ
ベ
ル
で

の
社
会
実
装
の
実
現
に
向
け
て
、
札
幌

市
で
の
活
用
事
例
を
一
つ
の
成
功
例
と

し
て
今
後
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。

図３　札幌市のウェブサイトで公表されている
インフルエンザウイルスの下水サーベイランス
の結果（2023年７月４日更新）

い
か
と
の
相
談
が
あ

っ
た
。
従
前
か
ら
、

北
海
道
大
学
に
お
い

て
は
下
水
中
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
検
出
の
技
術
開
発

を
進
め
て
お
り
、
過

去
の
調
査
研
究
で
ウ

イ
ル
ス
濃
度
と
感
染

者
数
が
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
こ

と
、
同
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
調
査

用
の
下
水
検
体
を
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
検
出
に
も
利
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、

22
年
10
月
か
ら
同
市

主
体
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

下
水
疫
学
調
査
を
開
始
し
た
。
調
査
は

前
述
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
様

に
５
施
設
×
週
３
回
の
頻
度
で
ウ
イ
ル

ス
濃
度
の
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
は
昨
年
10
月
の
開
始
直
後
か
ら
同

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
（
図
３
）
。

4

今
後
の
展
望
と
期
待

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

感
染
者
の
健
康
や
生
命
の
み
な
ら
ず
国

内
外
の
社
会
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響

を
与
え
て
き
た
が
、
今
年
５
月
に
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
感
染
者
数
の
把
握

は
定
点
医
療
機
関
か
ら
の
週
ご
と
の
報

告
（
定
点
把
握
）
に
移
行
し
た
。
定
点

把
握
移
行
後
は
、
感
染
者
数
の
集
計
に

基
づ
く
感
染
動
向
の
把
握
が
全
数
把
握

時
よ
り
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

ま
た
個
人
の
感
染
予
防
行
動
の
徹
底
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
た
め
、

札幌市における下水疫学調査の活用札幌市における下水疫学調査の活用

つ
い
て
（
京
都
大
学
、
藤
木

修
）

第
３
会
場
（
１
０
４
／

１
０
５
会
議
室
）

《
雨
水
対
策
（
４
）》

　

▽
大
分
市
樋
門
の
運
用
に

関
す
る
調
査
（
大
分
市
、
野

村
陸
）
▽
雨
水
排
水
に
お
け

る
樋
門
操
作
等
運
用
に
関
す

る
研
究
（
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
、
近
藤
浩
毅
）
▽
横

越
流
に
よ
る
分
水
機
能
に
関

す
る
実
験
的
検
討
（
日
本
大

学
大
学
院
、
飯
野
稜
太
）
▽

閉
塞
マ
ン
ホ
ー
ル
を
利
用
し

た
排
水
機
能
に
関
す
る
実
験

的
検
討
（
日
本
大
学
、
安
田

陽
一
）
▽
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
活
用
に
よ
る
下
水
道
事
業

の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

愛
甲
秀
行
）
▽
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
に
よ
る
雨
水
流
出
抑

制
効
果
の
流
出
解
析
を
用
い

た
定
量
評
価
（
東
京
設
計
事

務
所
、
亀
田
一
平
）
▽
多
目

的
最
適
化
に
よ
る
分
流
式
下

水
の
雨
天
時
浸
入
水
対
策
支

援
技
術
机
上
検
証
（
三
菱
電

機
、
土
井
護
）
▽
Ａ
Ｉ
を
用

い
た
分
流
式
下
水
の
雨
天
時

浸
入
水
対
策
支
援
技
術
実
証

（
三
菱
電
機
、
金
澤
哲
夫
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・

水
系
水
質
リ
ス
ク
／
分
析
技

術
（
１
）》

　

▽
河
川
の
糞
便
汚
染
の
詳

細
な
解
析
方
法
の
検
討
（
北

海
道
大
学
、
佐
藤
久
）
▽
お

台
場
海
水
浴
予
報
の
た
め
の

新
た
な
降
雨
分
類
に
基
づ
く

大
腸
菌
濃
度
変
化
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
中
央
大
学
、
古
米

弘
明
）
▽
道
路
塵
埃
中
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
損
失

と
変
性
に
着
目
し
た
有
機
物

分
解
手
法
の
検
討
（
東
京
大

学
、
山
本
可
那
子
）
▽
流
入

下
水
累
積
酸
素
消
費
量
測
定

に
お
け
る
再
曝
気
に
関
す
る

検
討
（
東
京
理
科
大
学
、
中

川
真
太
郎
）
▽
放
線
菌
異
常

発
泡
の
指
標
と
な
る
発
泡
高

の
測
定
方
法
の
検
討
（
東
京

都
、
小
山
祐
樹
）
▽
都
市
部

に
お
け
る
流
入
水
質
の
実
態

と
水
処
理
施
設
へ
の
影
響
に

つ
い
て
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
蝶
勢
智

明
）
▽
横
浜
港
に
お
け
る
赤

潮
発
生
の
予
測
（
米
本
豊
）

第
４
会
場（
１
０
７
会
議
室
）

《
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
》

　

▽
特
定
公
共
下
水
道
に
お

け
る
悪
質
下
水
流
入
事
案
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
（
茨
城

県
、
稲
葉
大
輝
）
▽
横
浜
市

に
お
け
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ

﹇
水
害
編
﹈
の
訓
練
手
法
及

び
訓
練
成
果
の
見
え
る
化
に

つ
い
て
（
横
浜
市
、藤
田
匡
）

▽
横
浜
市
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実

地
調
査
訓
練
の
取
組
（
横
浜

市
、
生
澤
琢
磨
）
▽
可
搬
型

蓄
電
池
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
起
動
支
援
の
実
証
実

験
（
荏
原
実
業
、井
上
伍
央
）

▽
下
水
処
理
場
等
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
関
す
る
検
討

〜
大
規
模
停
電
へ
の
対
応
〜

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

桂
樹
正
憲
）
▽
災
害
停
電
時

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
起
動
支

援
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

長
崎
怜
）
▽
大
規
模
噴
火
時

の
降
灰
が
下
水
道
施
設
に
与

え
る
と
考
え
ら
れ
る
影
響
及

び
対
策
に
つ
い
て
（
日
本
下

水
道
新
技
術
機
構
、
松
本
祐

典
）

《
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
》

　

▽
札
幌
市
に
お
け
る
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
取
組
に

つ
い
て
（
札
幌
市
、
夏
目
隼

太
郎
）
▽
京
都
市
に
お
け
る

下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
分
析
に

つ
い
て
（
京
都
市
、
山
口
聡

大
）
▽
複
数
処
理
区
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査

（
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ

ツ
、
伊
藤
万
葉
）
▽
下
水
中

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
出
方
法
：
実
下
水
を
用
い

た
改
Ｐ
Ｅ
Ｇ
沈
法
の
評
価

（
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
、川
田
滋
久
）▽
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
規
格
化

に
向
け
た
標
準
化
試
験
の
実

施
と
応
用
（
京
都
大
学
大
学

院
、
遠
藤
礼
子
）

第
５
会
場（
１
０
８
会
議
室
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
２
）》

　

▽
札
幌
市
に
お
け
る
下
水

道
本
管
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
の

実
施
状
況
と
そ
の
結
果
に
つ

い
て
（
札
幌
市
、上
田
晃
大
）

▽
高
画
質
カ
メ
ラ
を
用
い
た

管
口
カ
メ
ラ
調
査
技
術
に
関

す
る
研
究
（
京
都
市
、
清
水

康
友
）
▽
汚
水
管
路
の
ス
パ

ン
単
位
の
劣
化
程
度
表
現
と

修
繕
効
果
（
中
日
本
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
阿
部
将

也
）
▽
下
水
道
管
き
ょ
の
Ａ

Ｉ
異
常
判
定
に
お
け
る
精
度

向
上
と
適
用
管
種
の
拡
大
に

関
す
る
取
組
（
日
水
コ
ン
、

石
井
敦
）
▽
遠
隔
操
作
を
用

い
た
管
内
カ
メ
ラ
Ｔ
Ｖ
調
査

の
有
効
性
に
つ
い
て
（
カ
ン

ツ
ー
ル
、
佐
々
木
啓
至
）
▽

３
６
０
度
カ
メ
ラ
を
用
い
た

安
全
・
低
コ
ス
ト
・
簡
便
な

下
水
道
管
路
の
調
査
の
検
討

（
は
る
ひ
建
設
、
加
藤
泰
平
）

▽
点
検
調
査
困
難
箇
所
へ
の

水
中
ド
ロ
ー
ン
の
適
用
事
例

（
北
王
イ
ン
フ
ラ
サ
イ
エ
ン

ス
、
菅
谷
岳
人
）
▽
下
水
道

管
路
模
擬
施
設
を
用
い
た
点

検
調
査
機
器
の
確
認
・
比
較

実
験
（
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
、
鈴
木
航
平
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
３
）》

　

▽
積
雪
路
面
の
マ
ン
ホ
ー

ル
に
よ
る
段
差
軽
減
対
策
に

つ
い
て
（
札
幌
市
、
髙
橋

徹
）
▽
新
型
圧
力
開
放
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
開
発
及
び
防
臭
防

錆
中
蓋
の
機
能
検
証
に
つ
い

て
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
、
桜
井
正
史
）
▽
人
孔
蓋

の
効
率
的
取
替
に
向
け
た
腐

食
傾
向
推
定
に
関
す
る
簡
易

判
定
手
法
の
検
討（
神
戸
市
、

小
川
修
平
）
▽
腐
食
に
よ
っ

て
生
じ
る
鋳
鉄
製
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
と
枠
の
固
着
現
象
に
関

す
る
基
礎
検
討
（
横
浜
国
立

大
学
、
渡
邉
龍
慶
ジ
ャ
ク
ソ

ン
）
▽
マ
ン
ホ
ー
ル
更
生
工

法
の
耐
劣
化
性
に
関
す
る
繰

り
返
し
載
荷
試
験
方
法
と
そ

の
条
件
に
つ
い
て
（
日
本
下

水
道
新
技
術
機
構
、
髙
見
澤

光
佑
）
▽
下
水
道
マ
ン
ホ
ー

ル
更
生
工
法
に
求
め
ら
れ
る

性
能
と
課
題
（
ホ
ー
プ
、
熊

谷
光
記
）

第
６
会
場（
２
０
４
会
議
室
）

《
水
処
理
技
術
（
５
）》

　

▽
硝
化
抑
制
運
転
に
お
け

る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
亜
硝
酸
・
硝
酸

性
窒
素
の
関
係
に
つ
い
て

（
旭
川
市
、
大
槻
武
春
）
▽

Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｈ
風
量
制
御
を
利
用

し
た
嫌
気
無
酸
素
好
気
法
に

よ
る
高
度
処
理
の
導
入
（
横

須
賀
市
、
南
博
人
）
▽
生
物

活
性
を
活
用
し
た
迅
速
測
定

法
に
よ
る
硝
化
能
力
の
実
態

調
査
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
、
梶
原
大
聖
）
▽
入
江

崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー
東
系
に

お
け
る
段
階
的
高
度
処
理
の

導
入
方
策
に
関
す
る
調
査

（
川
崎
市
、
成
島
正
昭
）
▽

等
々
力
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
り
ん
、
Ｐ
Ｈ
Ａ
、
有

機
酸
に
関
す
る
実
態
調
査

（
川
崎
市
、
中
谷
渉
吾
）
▽

水
質
管
理
に
お
け
る
機
械
学

習
と
Ｘ
Ａ
Ｉ
の
活
用
（
京
都

市
、
恒
吉
敦
）
▽
返
送
汚
泥

中
の
硝
酸
性
窒
素
が
生
物
学

的
り
ん
除
去
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
（
そ
の
２
）（
大

阪
市
、
前
田
賢
一
）

《
水
処
理
技
術
（
４
）》

　

▽
無
曝
気
循
環
式
水
処
理

技
術
に
お
け
る
更
な
る
処
理

水
質
向
上
へ
の
取
組
み
（
高

知
市
、
尾
崎
歩
）
▽
固
定
化

担
体
を
投
入
し
た
活
性
汚
泥

法
の
活
用
調
査
に
つ
い
て

（
札
幌
市
、
岡
田
直
樹
）
▽

水
質
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

実
証
試
験
に
よ
る
汚
泥
処
理

分
離
液
処
理
施
設
の
最
適
化

検
討
（
横
浜
市
、
戸
辺
裕
）

▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
低

水
温
時
の
硝
化
制
御
に
つ
い

て
（
札
幌
市
、
中
谷
貴
弘
）

▽
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
運

転
実
績
（
札
幌
市
、
菊
野
拓

人
）
▽
Ｏ
Ｄ
法
実
施
設
で
の

二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
（
日

本
下
水
道
事
業
団
、
山
森
隼

人
）

第
７
会
場（
２
０
６
会
議
室
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
５
）》

　

▽
下
水
処
理
工
程
か
ら
の

一
酸
化
二
窒
素
排
出
量
の
実

態
調
査
（
京
都
市
、
髙
寺
正

光
）
▽
硝
化
細
菌
と
微
細
藻

類
と
の
共
生
系
に
お
け
る
亜

酸
化
窒
素
の
生
成
特
性
（
日

本
大
学
大
学
院
、
小
島
駿
）

▽
下
水
処
理
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｎ
２

Ｏ
・
Ｃ
Ｈ
４
）
の
光
に
よ
る

分
解
技
術
（
ウ
シ
オ
電
機
、

大
塚
優
一
）
▽
地
方
公
共
団

体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
目
標
設
定
に
資
す
る

ツ
ー
ル
の
作
成
（
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
、
安
倉
直

希
）
▽
下
水
道
か
ら
の
栄
養

塩
供
給
管
理
に
よ
る
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
促
進
に
関
す
る
検

討
（
日
立
製
作
所
、
山
野
井

一
郎
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
６
）》

　

▽
川
崎
市
に
お
け
る
Ｂ
―

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

自
主
研
究
（
第
３
報
）（
川

崎
市
山
田
健
太
）
▽
嫌
気

性
消
化
と
ス
ト
ー
カ
式
下
水

汚
泥
焼
却
炉
の
組
合
せ
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
効
果

（
日
立
造
船
、
田
島
潤
一
）

▽
加
温
濃
縮
脱
水
汚
泥
の
燃

焼
に
お
け
る
Ｎ
２

Ｏ
低
減
特

性
の
調
査
報
告
（
月
島
ア
ク

ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
長
沢

英
和
）
▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立

型
汚
泥
焼
却
炉
の
性
能
試
験

結
果
に
つ
い
て
（
三
菱
重
工

環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
藤
原
雅
樹
）

第
８
会
場（
２
０
７
会
議
室
）

《
バ
イ
オ
ソ
リ
ッ
ド
の
利
活

用
／
り
ん
等
有
用
資
源
の
回

収
（
２
）》

　

▽
Ｃ
Ｏ
２

選
択
透
過
膜
を

用
い
た
消
化
ガ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用
に
つ
い
て

（
明
石
市
、
渡
邊
裕
太
）
▽

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
に
よ
る

低
コ
ス
ト
汚
泥
減
量
化
技
術

実
証
研
究
﹇
第
２
報
﹈（
月

島
ア
ク
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
川
上
健
志
）
▽
鉄
鋼
ス

ラ
グ
添
加
が
下
水
汚
泥
の
メ

タ
ン
発
酵
に
与
え
る
影
響

（
北
海
道
大
学
大
学
院
、
桑

原
遥
香
）
▽
札
幌
市
の
下
水

汚
泥
処
理
の
歴
史
に
つ
い

て
（
札
幌
市
、
小
野
田
百

葉
）
▽
間
接
加
熱
乾
燥
機
内

部
へ
の
脱
水
汚
泥
の
付
着
特

性
評
価
（
京
都
大
学
、Yoo 

Junyeong

）
▽
下
水
汚
泥

の
超
高
温
炭
化
に
よ
る
消
化

ガ
ス
中
の
シ
ロ
キ
サ
ン
除
去

に
優
れ
る
バ
イ
オ
炭
の
開
発

（
中
央
大
学
、
大
石
も
も
か
）

▽
リ
ン
回
収
普
及
に
向
け
た

微
細
藻
類
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
生

産
技
術
の
開
発
状
況
（
岡
山

大
学
、
永
禮
英
明
）

８
月
３
日
（
木
）

◎
午
前
の
部

１
会
場
（
中
ホ
ー
ル
１
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
５
）》

　

▽
下
水
汚
泥
か
ら
超
高
温

炭
化
プ
ロ
セ
ス
で
生
成
し
た

炭
化
物
の
土
壌
改
良
材
と
し

て
の
性
能
評
価
（
大
同
特
殊

鋼
、
河
野
智
弘
）
▽
固
形
燃

料
化
施
設
の
運
転
状
況
に

つ
い
て
（
月
島
ア
ク
ア
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
服
部
賢
）

▽
茨
城
県
の
流
域
下
水
道
で

発
生
し
た
脱
水
汚
泥
中
の
肥

料
の
主
成
分
及
び
有
害
成
分

の
比
較
検
討
（
茨
城
県
、
澤

田
瑞
季
）
▽
余
剰
汚
泥
の
ポ

リ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
ル
カ
ン
酸

生
産
能
力
に
関
す
る
調
査

（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
、
長
嵜
真
）
▽
嫌
気
性
Ｍ

Ｂ
Ｒ
に
お
け
る
Ｈ
Ｒ
Ｔ
の
短

縮
に
よ
る
メ
タ
ン
の
高
濃
度

化
（
中
央
大
学
、角
田
貴
之
）

▽
汚
泥
処
理
工
程
に
お
け
る

高
分
子
凝
集
剤
の
最
適
化
に

関
す
る
調
査
（
川
崎
市
、
柿

沼
良
介
）

第
２
会
場
（
中
ホ
ー
ル
２
）

《
経
営
・
計
画
（
３
）》

　

▽
計
画
汚
水
量
の
減
少
と

雨
天
時
浸
入
水
を
考
慮
し
た

汚
水
幹
線
改
築
計
画
（
焼
津

市
、
安
本
悠
人
）
▽
横
浜
市

に
お
け
る
下
水
道
施
設
の
耐

水
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
横
浜
市
、
宗
像
淳
史
）
▽

北
九
州
市
の
西
部
地
区
に
お

け
る
再
構
築
事
業
に
つ
い
て

（
北
九
州
市
、
藤
吉
祐
樹
）

▽
横
浜
市
下
水
道
事
業
中
期

経
営
計
画
２
０
２
２
の
策
定

に
つ
い
て
（
横
浜
市
、
石
川

敏
弘
）
▽
第
二
沈
殿
池
合
成

樹
脂
製
汚
泥
か
き
寄
せ
機
の

更
新
計
画
策
定
に
向
け
た
Ｌ

Ｃ
Ｃ
検
討
（
東
京
都
、
中
山

由
生
）
▽
下
水
道
整
備
未
普

及
に
つ
い
て
―
現
状
と
課
題

―
（
那
覇
市
、
比
嘉
寛
）
▽

下
水
処
理
場
及
び
し
尿
処
理

施
設
の
共
同
化
検
討
事
例

（
日
本
水
工
設
計
、
丸
井
啓

介
）
▽
上
下
水
道
の
整
備
時

期
と
河
川
汚
濁
負
荷
と
の
関

係
に
関
す
る
研
究
（
東
洋
大

学
大
学
院
、
富
原
崇
之
）

第
３
会
場
（
１
０
４
／

１
０
５
会
議
室
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・

水
系
水
質
リ
ス
ク
／
分
析
技

術
（
２
）》

　

▽
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
８
２

に
お
け
る
再
生
水
利
用
の
国

際
規
格
の
２
０
２
３
年
の
開

発
状
況
に
つ
い
て
（
土
木
研

究
所
、
山
下
洋
正
）
▽
下
水

処
理
水
を
利
用
し
た
ア
ユ
の

養
殖
に
お
け
る
臭
気
物
質
低

減
方
法
の
評
価
（
東
京
大
学

大
学
院
、
尾
方
瑛
）
▽
次
世

代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
用
い
た

下
水
サ
ン
プ
ル
か
ら
の
細
菌

叢
解
析
（
東
京
医
科
歯
科
大

学
、
平
井
悦
子
）
▽
３
次
元

蛍
光
分
析
に
よ
る
下
水
処
理

水
の
放
流
先
拡
散
状
況
の
調

査
手
法
に
関
す
る
検
討
（
土

木
研
究
所
、
服
部
啓
太
）
▽

災
害
時
の
塩
素
消
毒
に
お
け

る
残
留
塩
素
・
消
毒
副
生
成

物
の
存
在
状
況
お
よ
び
水
生

生
物
影
響
（
土
木
研
究
所
、

村
田
里
美
）
▽
Ａ
Ｇ
Ｐ
試
験

に
よ
る
水
環
境
の
評
価
（
日

本
大
学
大
学
院
、内
田
航
平
）

▽
流
量
減
少
時
の
都
市
河
川

水
質
へ
の
下
水
処
理
水
の
影

響
に
関
す
る
水
文
水
質
Ｄ
Ｂ

を
用
い
た
解
析
（
土
木
研
究

所
、
北
村
友
一
）
▽
下
水
中

の
大
腸
菌
測
定
方
法
に
関
す

る
検
討
（
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
、
松
橋
学
）

第
４
会
場（
１
０
７
会
議
室
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
維
持
管
理
）（
３
）》

　

▽
Ａ
Ｉ
解
析
を
用
い
た
ド

ロ
ー
ン
活
用
技
術
に
よ
る
焼

却
炉
内
点
検
の
事
例
報
告

（
月
島
テ
ク
ノ
メ
ン
テ
サ
ー

ビ
ス
、
篠
木
一
真
）
▽
横
浜

市
の
水
再
生
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
つ
い

て
（
横
浜
市
、
原
彰
宏
）
▽

点
検
困
難
施
設
の
点
検
方
法

と
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
補

修
工
事
の
設
計
に
つ
い
て

（
東
京
都
、
大
塚
雅
貴
）
▽

ド
ロ
ー
ン
・
管
口
カ
メ
ラ
を

活
用
し
た
点
検
困
難
箇
所
に

お
け
る
土
木
躯
体
の
点
検
手

法
の
検
討
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
戸
川

直
希
）
▽
防
食
被
覆
層
の
施

工
が
下
水
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
耐
久
性
に
与
え
る

影
響
（
東
京
工
業
大
学
、
今

井
隆
太
）
▽
下
水
道
施
設
に

用
い
ら
れ
る
防
食
被
覆
材
に

対
す
る
乳
酸
・
オ
レ
イ
ン
酸

が
与
え
る
影
響
（
土
木
研
究

所
、
津
田
直
弥
）
▽
食
品
系

廃
棄
物
等
と
の
混
合
消
化
施

設
に
お
け
る
防
食
被
覆
の
調

査
報
告
（
土
木
研
究
所
、
宮

本
豊
尚
）
▽
耐
食
性
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
下
水
道

技
術
海
外
実
証
事
業
に
お
け

る
適
用
性
確
認
試
験
（
グ

ロ
ー
バ
ル
ワ
ー
ク
ス
、
新
田

智
博
）

第
５
会
場（
１
０
８
会
議
室
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
４
）》

　

▽
火
山
灰
等
に
よ
り
閉
塞

し
た
管
き
ょ
の
復
旧
技
術
に

関
す
る
基
礎
調
査
に
つ
い
て

（
東
京
都
、
宮
野
翔
馬
）
▽

流
下
条
件
が
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
分
解
に
与
え
る

影
響
（
東
京
大
学
大
学
院
、

佐
藤
弘
泰
）
▽
長
大
伏
越
し

管
き
ょ（
第
１
南
蒲
生
幹
線
）

の
管
内
調
査
に
向
け
た
検
討

（
仙
台
市
、
深
町
啓
太
）
▽

下
水
道
管
路
に
起
因
す
る
道

路
陥
没
の
発
生
傾
向
と
関
連

指
針
・
管
材
規
格
の
変
遷（
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、

成
瀬
直
人
）
▽
土
地
区
画
整

理
と
管
渠
に
生
ず
る
異
状
と

23
面
に
続
く
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グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表（
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
　
吉
村
　
和
就

新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
価
値
創
造
に
期
待

新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
価
値
創
造
に
期
待

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
到
来

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
到
来

1

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止

へ
の
対
応
に
関
し
て
、
国
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
反
省
に

立
ち
、
政
府
は
「
感
染
症
に
対
す
る
国

の
司
令
塔
を
強
化
す
る
方
針
」
を
表

明
。
こ
の
余
波
を
受
け
る
形
で
、
公
衆

衛
生
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
機
構
が

大
幅
に
見
直
さ
れ
、
急
き
ょ
水
道
行
政

を
国
土
交
通
省
に
移
管
す
る
方
針
が
決

め
ら
れ
、
水
質
に
関
す
る
業
務
は
環
境

省
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

世
間
か
ら
見
る
と
、
同
じ
水
関
連
だ

か
ら
水
行
政
は
一
つ
の
省
庁
で
効
果
的

に
行
え
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
が
、

60
年
以
上
、
別
々
の
法
律
（
水
道
法
、

下
水
道
法
）
で
会
計
基
準
も
異
な
り
、

カ
ル
チ
ャ
ー
も
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
業
務
移
管
に
伴
い
水
道
・

下
水
道
の
各
有
識
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
て
い
る
が
、
筆
者
か
ら
見
れ

ば
、
今
回
の
業
務
移
管
は
「
日
本
の
水

循
環
や
、
水
の
安
全
保
障
が
一
つ
の
省

庁
で
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
最
高
の

チ
ャ
ン
ス
到
来
」
と
確
信
し
て
い
る
。

2

水
道
業
務
を
移
管
す

る
理
由

　

国
交
省
に
業
務
移
管
す
る
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
層
の
厚
い
地

方
組
織
を
活
用
し
、
水
道
整
備
・
管
理

行
政
を
一
元
化
に
担
当
す
る
こ
と
で
、

そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
層
の
向
上

を
図
る
」
と
説
明
さ
れ
た
。
水
道
行
政

の
国
交
省
移
管
に
つ
い
て
の
当
初
の
法

案
で
は
、
「
水
道
整
備
・
管
理
行
政
を

上
下
水
道
一
体
で
取
り
組
む
体
制
を
構

築
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
層
の
向
上

を
図
る
」
の
箇
所
が
「
機
能
強
化
を
図

る
な
ど
、
総
合
的
な
水
行
政
を
推
進
す

る
」
に
修
正
さ
れ
た
。
ま
た
体
制
整
備

の
対
象
に
「
地
方
整
備
局
等
を
含
む
」

旨
が
注
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
上

下
水
道
だ
け
で
は
な
く
、
「
日
本
の
水

循
環
を
総
合
的
に
国
交
省
は
推
進
せ

よ
」
と
法
律
に
明
記
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

（
１
）
業
務
移
管
後
に
国
交
省
に
期

待
す
る
こ
と

　

国
交
省
は
、
水
関
係
で
は
河
川
、
港

湾
、
水
資
源
、
下
水
道
、
さ
ら
に
道
路

行
政
を
所
管
し
て
お
り
、
そ
の
整
備
お

よ
び
維
持
管
理
、
許
認
可
や
各
種
資
格

の
取
得
に
関
す
る
行
政
機
能
を
所
管
し

て
い
る
。
国
会
審
議
の
中
で
国
交
省
の

佐
々
木
審
議
官
は
、
国
交
省
の
専
門
性

を
生
か
し
た
災
害
対
応
等
の
機
能
強
化

や
「
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

・
国
庫
負
担
法
」
の
対
象
施
設
に
水
道

施
設
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
移
管
の

メ
リ
ッ
ト
を
国
民
に
広
く
知
ら
し
め
、

水
道
事
業
者
に
も
、
実
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

明
言
し
て
い
る
。

　

●
水
利
権
問
題

　

例
え
ば
河
川
の
水
利
権
を
変
更
す
れ

ば
、
水
道
事
業
体
に
と
り
、
河
川
の
上

流
か
ら
取
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
力

配
水
に
よ
る
電
力
費
の
削
減
、
ま
た
清

浄
な
水
源
に
よ
る
汚
泥
処
理
費
の
削

3

上
下
水
道
事
業
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

　

ま
ず
は
食
料
問
題
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
は
岸
田
首
相
の
指
示
を

受
け
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
て
も

「
国
民
に
必
要
な
食
料
を
確
保
す
る
」

体
制
づ
く
り
に
着
手
、
政
府
全
体
で
意

思
決
定
し
、
関
係
省
庁
で
連
携
し
対
策

本
部
を
設
け
る
こ
と
に
。
具
体
的
に
は

農
政
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
を
改
正
し
、
食
料

対
策
本
部
の
設
置
基
準
を
織
り
込
み
、

食
料
確
保
の
施
策
を
迅
速
に
実
行
で
き

る
よ
う
に
検
討
を
始
め
た
。

（
１
）
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
資
源
回
収

で
食
料
自
給
率
向
上

　

農
水
省
に
よ
る
と
、
日
本
の
食
料
自

給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
38
％

で
、
カ
ナ
ダ
２
６
６
％
、
豪
州
２
０
０

％
、
米
国
１
３
２
％
、
ド
イ
ツ
86
％
な

ど
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
先
進
国
の

中
で
最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
他

の
数
値
も
見
て
み
よ
う
、
食
料
の
国
産

化
率
は
47
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
、

コ
メ
や
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

穀
物
だ
け
に
絞
っ
た
「
穀
物
自
給
率
」

も
28
％
し
か
な
い
。
家
畜
の
た
め
の

「
飼
料
自
給
率
」
も
、
わ
ず
か
25
％
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
命
を
守
る

「
食
料
安
全
保
障
体
制
」
は
す
で
に
危

険
水
域
に
達
し
て
い
る
。

22
年
11
月
９
日　

岸
田
首
相
は
「
下

水
汚
泥
か
ら
リ
ン
資
源
回
収
」
を
国
交

省
お
よ
び
農
水
省
へ
指
示
、
各
省
で
検

図１　ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥの隊員数（国交省資料より）

減
、
国
交
省
の
有
す
る
気
象
・
河
川
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
活
用
で
、
効
率
的
な
配

水
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
。
神
奈
川

県
内
広
域
水
道
企
業
団
の
上
流
水
利
権

の
有
効
活
用
プ
ラ
ン
で
は
、
川
崎
市
が

保
有
す
る
既
存
水
利
権
の
一
部
を
企
業

団
が
活
用
す
れ
ば
、
安
定
的
な
取
水

と
、
第
４
四
半
期
で
二
酸
化
炭
素
２
３

０
０
㌧
削
減
、
電
力
使
用
量
５
０
０
万

㌔
㍗
時
（
動
力
費
で
１
・
９
億
円
）
の

削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

●
災
害
対
策

　

前
項
の
災
害
復
旧
時
の
国
庫
負
担
の

ほ
か
、
災
害
対
策
に
お
い
て
地
方
組
織

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
８
つ
の
地
方
整
備

局
、
北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務

局
：
職
員
数
約
２
万
２
千
人
）
を
活
用

し
、
国
が
災
害
対
策
に
直
接
関
与
で
き

る
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
る
。

　

特
に
期
待
で
き
る
組
織
は
「
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
：Technical Emergen

cy Control Force

、通
称
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」
（
図
１
参
照
）
で
あ
り
、

大
規
模
災
害
（
地
震
・
水
害
・
土
砂
災

害
な
ど
）
発
生
時
に
は
、
被
災
状
況
の

迅
速
な
把
握
、
被
害
の
発
生
お
よ
び
拡

大
の
防
止
策
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
な

ど
、
技
術
的
な
支
援
を
迅
速
に
実
施
す

る
。
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
チ
ー
ム
は

河
川
・
道
路
・
橋
梁
・
山
腹
崩
壊
な
ど

被
害
調
査
、
復
旧
作
業
を
す
る
仕
組
み

で
あ
る
。

　

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進
へ
の
期

待
　

岸
田
首
相
を
会
長
と
す
る
「
民
間
資

金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
」
の
第
19
回

会
合
で
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
２

０
３
１
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
水
道
１

０
０
件
、
下
水
道
１
０
０
件
、
工
業
用

水
25
件
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
具
体
化
目
標
で
あ

る
。
管
理
・
更
新
一
体
化
で
は
管
路
を

含
め
る
こ
と
が
前
提
で
、
対
象
施
設
は

下
水
道
、
水
道
、
工
業
用
水
、
農
業
・

漁
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
や
農
業
水
利

施
設
も
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
仕

組
み
の
構
築
に
は
、
水
資
源
行
政
や
河

川
行
政
に
豊
富
な
人
材
、
予
算
、
デ
ー

タ
や
経
験
を
有
す
る
国
交
省
に
と
り
、

新
た
な
大
き
な
舞
台
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
で
き
る
場
で
あ
る
。

（
２
）
上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
将
来

へ
の
期
待

　

水
道
事
業
も
下
水
道
事
業
も
多
く
の

課
題
を
抱
え
、
既
に
そ
の
道
の
多
く
の

専
門
家
が
対
策
を
語
り
尽
く
し
て
い

る
。
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
お
よ
び
使

用
料
の
減
収
、
上
下
水
道
の
老
朽
化
施

設
の
増
加
、
専
門
技
術
者
の
不
足
な

ど
、
い
わ
ば
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」

が
同
時
に
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
水
は
、
そ
の
地
域
に
属
す
る
天

然
資
源
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
概
念
に
基
づ
き
、
大
き
な
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト（
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
で
、

時
代
を
変
え
る
）
が
急
務
で
あ
る
。

　

筆
者
の
提
案
は
「
水
と
食
料
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
三
位
一
体
と
、
そ
れ
を
支

2 GG

図
２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
常
に
三
位
一
体

写
真　

Ｍ
Ａ
Ｐ
法
に
よ
る
リ
ン
回
収

装
置
（
写
真
：
水
ｉ
ｎ
ｇ
提
供
）

討
が
始
ま
っ
た
。

（
２
）
下
水
汚
泥
中
の
リ
ン
資
源
の
現

状
　

国
内
の
農
業
生
産
で
の
リ
ン
資
源
の

使
用
量
は
年
間
30
〜
50
万
㌧
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

１
）
国
内
の
リ
ン
回
収
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
市
場

　

人
間
１
人
か
ら
の
リ
ン
排
出
量
は
１

㌘
／
日
と
言
わ
れ
、
生
下
水
に
は
リ
ン

と
し
て
12
万
㌧
／
年
含
ま
れ
る
が
、
回

収
率
40
％
と
し
て
４
・
８
万
㌧
／
年
と

な
り
、
こ
の
量
は
、
国
内
農
業
用
リ
ン

使
用
量
の
約
10
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。

全
国
の
下
水
処
理
場
数
は
、
約
２
２
０

０
カ
所
（
所
管
・
国
交
省
）
、
し
尿
処

理
場
（
所
管
・
環
境
省
）
は
９
５
０
カ

所
あ
り
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
処
理
施
設

（
所
管
・
農
水
省
）
は
４
万
２
千
カ

所
。
こ
れ
ら
が
国
内
に
残
存
す
る
リ
ン

資
源
回
収
の
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。

　

２
）
諸
外
国
の
リ
ン
資
源
回
収
事
例

　

ド
イ
ツ
は
17
年
７
月
か
ら
、
下
水
か

ら
の
リ
ン
資
源
回
収
を
主
と
す
る
汚
泥

命
令
法
を
可
決
し
、
汚
水
処
理
対
象
人

口
10
万
人
以
上
の
下
水
処
理
場
は
29
年

ま
で
、
人
口
５
万
人
以
上
の
下
水
処
理

場
は
32
年
ま
で
に
リ
ン
資
源
回
収
を
義

務
づ
け
た
。
牧
畜
で
知
ら
れ
る
ス
イ
ス

は
、
下
水
汚
泥
は
全
量
焼
却
し
、
灰
か

ら
の
リ
ン
回
収
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　

３
）
下
水
汚
泥
か
ら
の
リ
ン
回
収
方

法
　

国
交
省
は
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料

利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
大
規
模
案
件

形
成
事
業
」
を
発
表
し
、
今
ま
で
の
よ

う
に
下
水
汚
泥
の
埋
め
立
て
処
分
や
焼

却
処
分
を
安
易
に
選
択
せ
ず
、
肥
料
と

し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
地
方
公
共
団

体
の
支
援
先
を
決
定
し
た
。
①
案
件
形

成
支
援
先
と
し
て
20
団
体
（
旭
川
市
、

秋
田
県
流
域
、
埼
玉
県
流
域
、
千
葉

市
、
東
京
都
流
域
、
神
戸
市
な
ど
）
②

肥
料
成
分
・
重
金
属
の
分
析
支
援
先
と

し
て
84
団
体
（
函
館
市
、
仙
台
市
、
横

浜
市
、
北
九
州
市
な
ど
）
が
選
定
さ
れ

た
。

　

水
処
理
メ
ー
カ
ー
は
、
肥
料
取
締
法

に
定
め
ら
れ
た
肥
料
の
区
分
や
公
定
規

格
（
特
に
重
金
属
類
）
の
管
理
基
準
を

満
た
す
と
同
時
に
、
年
間
の
製
造
量
に

基
づ
く
建
設
費
、
維
持
管
理
費
の
低
コ

ス
ト
化
に
努
め
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
や
営

農
家
に
安
全
・
安
心
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
写

真
）

　

肥
料
関
連
で
、
水
道
施
設
か
ら
発
生

す
る
浄
水
汚
泥
（
浄
水
発
生
土
）
と
、

ど
う
関
連
づ
け
る
の
か
。
浄
水
汚
泥
は

無
機
物
を
主
体
と
す
る
資
材
で
あ
り
、

通
気
性
が
良
く
農
業
用
客
土
や
培
養
土

と
し
て
、
ま
た
は
稲
作
の
肥
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
た
だ

し
、
多
く
の
浄
水
場
の
凝
集
剤
は
硫
酸

バ
ン
ド
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
主
体
で
あ
り
、
こ

の
成
分
は
ア
ル
ミ
で
あ
り
、
植
物
に
と

っ
て
は
微
量
で
あ
っ
て
も
、
根
の
伸
長

阻
害
物
質
で
あ
る
。
従
っ
て
凝
集
工
程

は
ア
ル
ミ
以
外
の
薬
品
や
、
ポ
リ
マ
ー

に
切
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ル
ミ

さ
え
な
け
れ
ば
、
有
機
成
分
の
多
い
下

水
汚
泥
と
、
ケ
イ
酸
な
ど
の
無
機
成
分

が
多
い
浄
水
汚
泥
と
の
組
み
合
わ
せ

は
、
持
続
可
能
な
新
た
な
食
料
生
産
の

試
金
石
と
な
る
得
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
緩
速
濾
過
地
の

汚
泥
は
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）
下
水
処
理
水
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利

用
　

下
水
処
理
水
は
一
般
的
に
大
気
よ
り

10
℃
程
度
水
温
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
当
然
、
活
性
汚
泥
処
理
後
の

処
理
水
は
、
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム

を
含
ん
で
い
る
、
従
っ
て
下
水
処
理
水

の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
で
は
、
前
段
に
養

殖
魚
（
水
温
23
〜
28
℃
）
工
程
、
後
段

に
植
物
工
場
（
水
温
18
〜
22
℃
）
で
処

理
水
の
栄
養
塩
類
や
水
温
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
す
で
に
多
く

の
下
水
処
理
場
で
実
証
試
験
さ
れ
て
い

る
（
図
３
）
。
山
形
県
米
沢
市
で
は
山

形
大
学
農
学
部
の
渡
部
徹
教
授
と
共
同

で
下
水
処
理
水
に
よ
る
飼
料
米
の
育
成

と
、
さ
ら
に
ア
ユ
の
養
殖
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
最
近
の
事
例
で
は
、
近
畿
大
学

生
物
理
工
学
部
の
鈴
木
高
広
教
授
は
、

下
水
処
理
水
の
溶
存
酸
素
を
高
め
る
こ

と
で
「
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
・
10
倍
の
収

量
」
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。
鈴
木
教
授
に
よ
る
と
、
サ
ツ
マ
イ

モ
は
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
お
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
原
料
、
バ

イ
オ
燃
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
な
ど
幅

広
く
活
用
で
き
る
と
。
日
本
に
は
２
２

０
０
カ
所
の
下
水
処
理
場
が
あ
り
、
そ

の
半
分
の
下
水
処
理
場
で
「
サ
ツ
マ
イ

モ
を
栽
培
」
す
れ
ば
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
さ
ら
に
は
新
産

業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
の
促
進
等
、
地

方
創
生
に
貢
献
で
き
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
ま
さ
に
「
下
水
処
理

水
を
活
用
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
」
に

よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
も
言
え
る
。

4

お
わ
り
に

　

水
道
事
業
の
国
交
省
へ
の
移
管
ま

で
、
あ
と
８
カ
月
、
国
交
省
本
省
に
は

「
移
管
準
備
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、

MF,UF

+UV
MF,UF,MBR

18 2223 28

15 20

+UV
MF,UFMF,UF

N,P

図３　下水処理水のカスケード利用

地
方
整
備
局
等
に
「
移

管
準
備
室
」
が
設
置
、

組
織
体
制
と
予
算
は
、

２
０
２
４
年
度
予
算
概

算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ

る
な
ど
着
実
に
準
備
は

進
ん
で
い
る
。
今
回
の

水
道
業
務
移
管
は
、
単

に
上
下
水
道
の
分
野
促

進
だ
け
で
は
な
く
、
国

連
の
提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
概
念
に
基
づ
き
、

日
本
の
水
循
環
全
体
を

見
直
し
、
新
た
な
産
業

を
育
成
す
る
「
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
の
チ
ャ
ン

ス
到
来
」
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

え
る
情
報
化
戦
略
で
あ
る
（
図
２
）
。

　

下
水
汚
泥
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

は
、
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
発
電
や
、
燃

料
と
し
て
す
で
に
多
く
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
触
れ
な
い
が
、
今

回
は
下
水
汚
泥
か
ら
食
料
問
題
を
解
決

す
る
リ
ン
回
収
と
下
水
処
理
水
の
活
用

に
焦
点
を
与
え
て
み
た
い
。

下水道の新たな可能性を切り開く水道行政の国土交通省移管下水道の新たな可能性を切り開く水道行政の国土交通省移管

の
関
連
性
に
関
す
る
調
査
・

分
析
（
日
本
大
学
大
学
院
、

川
田
喬
太
郎
）
▽
深
層
学
習

を
用
い
た
下
水
道
管
渠
内
面

の
損
傷
抽
出
に
関
す
る
精
度

検
証
（
日
本
工
営
、
菅
田
大

輔
）
▽
下
水
管
路
の
腐
食
診

断
用
遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
の
探

索
（
東
北
大
学
大
学
院
、
渡

部
寛
生
）
▽
機
械
学
習
を
用

い
た
下
水
道
管
渠
劣
化
予
測

モ
デ
ル
の
検
討（
日
水
コ
ン
、

福
井
健
吾
）

第
６
会
場（
２
０
４
会
議
室
）

《
水
処
理
技
術
（
６
）》

　

▽
窒
素
除
去
を
促
進
す
る

曝
気
量
制
御
技
術
の
開
発

（
三
菱
電
機
、
吉
田
航
）
▽

Ｏ
Ｒ
制
御
を
活
用
し
た
下
水

処
理
場
省
エ
ネ
運
転
の
実
例

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
池
畑
将
樹
）
▽
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
単
槽

型
硝
化
脱
窒
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
Ｎ
２

Ｏ
排
出
量
（
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
堀
野
太
郎
）

▽
汚
泥
集
約
処
理
施
設
の
分

離
液
処
理
設
備
に
お
け
る
ア

ン
モ
ニ
ア
・
硝
酸
計
の
活
用

に
つ
い
て
（
月
島
テ
ク
ノ
メ

ン
テ
サ
ー
ビ
ス
、
原
政
人
）

▽
Ｏ
Ｄ
槽
曝
気
時
間
の
削
減

に
よ
る
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

低
減
（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
岡
田
英
之
）
▽

回
転
円
盤
法
に
よ
る
硝
化
反

応
を
促
進
す
る
に
関
す
る
研

究
（
東
京
理
科
大
学
、
崔
淑

静
）

第
７
会
場（
２
０
６
会
議
室
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
４
）》

　

▽
下
水
処
理
場
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
立
化
に
向
け
た
技
術

導
入
効
果
の
検
討
（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
ム
ハ
ン
デ
ィ
キ
・
ビ
ク

タ
ー
）
▽
下
水
バ
イ
オ
ガ
ス

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
自
主

研
究
の
結
果
に
つ
い
て
（
福

岡
市
、
西
井
努
）
▽
下
水
汚

泥
消
化
ガ
ス
の
メ
タ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
メ
タ
ン
生
成

（
東
京
ガ
ス
、
常
木
達
也
）

▽
２
０
０
０
Ｌ
規
模
の
消
化

槽
を
用
い
た
バ
イ
オ
メ
タ

ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
ベ
ン
チ

ス
ケ
ー
ル
検
証（
大
阪
ガ
ス
、

秋
元
真
也
）
▽
下
水
処
理
場

に
お
け
る
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

蓄
電
池
の
組
合
せ
の
検
討

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

郷
野
梨
夏
）
▽
太
陽
光
発
電

と
蓄
電
池
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
と
電
気
料
金
削
減

の
検
討
（
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
、
谷
輪
陽
介
）
▽
下

水
道
施
設
に
お
け
る
事
業
形

態
ご
と
の
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
効
果
の
比
較
（
日
本
下

水
道
新
技
術
機
構
、
河
野
佑

太
）
▽
北
海
道
内
下
水
処
理

場
に
お
け
る
オ
ン
サ
イ
ト
型

太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池
導

入
効
果
の
検
討
事
例
（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
芦
沼
完
太
）

第
８
会
場（
２
０
７
会
議
室
）

《
新
技
術
》

　

▽Carbon recovery f
rom municipal wastew
ater by a high-rate MB
R operated with prima
ry sedimentation

（
北
海

道
大
学
大
学
院
、Rocco

Michael
）
▽Demonstra

tion test of a newly 
corrosion-resistant 
concrete manhole in 
Vietnam, which was 
adopted in the W

OW
 

TO JAPAN project by 
MILT.

（
東
京
都
市
大
学
、

長
岡
裕
）
▽Anaerobic

digestion of waste 
activated sludge and 
in-situ biogas upgrading 
in a thermophilic anaer
obic membrane bioreac
tor 

（AnMBR

）（
北
海
道

大
学
大
学
院
、
羽
深
昭
）

▽Enhancing nitrate 
removal efficiency of 
constructed wetland 
by micro-sized zero-
valent iron chitosan gel 
balls

（eijing forestry 
university Facai An

）
▽

Thiobacillus enhances 
nitrate removal in tail 
water from municipal 
wastewater treatment 
plants via directly 
uptake electrode 
electron

（eijing forestry 
university Haoyong Li

）

▽GAC enhances volati
le fatty acid production 
in anaerobic fermentati
on of Garden wastes

（eij
ing forestry university 
Wenwen Chen

）

◎
午
後
の
部

第
１
会
場
（
中
ホ
ー
ル
１
）

《
集
中
豪
雨
対
策
》

　

▽
被
災
処
理
場
に
お
け
る

処
理
機
能
の
回
復
と
水
質
改

善
に
関
す
る
調
査
報
告
（
土

技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
山

田
裕
史
）
▽
名
古
屋
駅
地
区

に
お
け
る
水
位
周
知
下
水
道

の
指
定
に
つ
い
て
（
名
古
屋

市
、
杉
原
良
典
）
▽
札
幌
市

浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
・
公
表
に
つ
い
て
（
札
幌

市
、
伊
藤
賢
吾
）
▽
都
市
型

集
中
豪
雨
に
対
す
る
Ａ
Ｉ
に

よ
る
雨
水
ポ
ン
プ
所
へ
の
流

入
量
予
測
技
術
の
開
発
（
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
山
崎
千

恵
）
▽
雨
水
ポ
ン
プ
場
へ
の

雨
水
流
入
量
の
予
測
手
法
評

価
（
日
立
製
作
所
、
陰
山
晃

治
）
▽
想
定
さ
れ
る
最
大
規

模
の
豪
雨
に
対
す
る
横
浜
市

南
東
部
の
浸
水
危
険
性
評
価

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
北

村
崚
馬
）
▽
内
水
浸
水
想
定

区
域
図
作
成
に
お
け
る
簡
易

的
な
手
法
の
適
用
性
に
つ
い

て
（
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
、
橋
本
翼
）

第
２
会
場
（
中
ホ
ー
ル
２
）

《
経
営
・
計
画
（
６
）》

　

▽
不
要
と
な
っ
た
旧
施
設

の
取
り
壊
し
費
用
の
経
理
に

つ
い
て
（
岡
崎
市
、
鈴
木
将

也
）
▽
「
分
流
式
下
水
道
等

に
要
す
る
経
費
」
の
現
状
と

課
題
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
、

酒
井
周
）
▽
モ
ン
テ
カ
ル
ロ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

を
用
い
た
設
備
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
考
察
（
日
本

水
工
設
計
、
藤
原
史
章
）
▽

下
水
道
使
用
料
改
定
の
概
況

と
経
営
に
与
え
る
影
響
の
考

察
（
有
限
責
任
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
、
香
田
浩
一
）
▽

下
水
道
事
業
に
お
け
る
経
営

健
全
化
の
取
り
組
み
と
生
産

性
（
近
畿
大
学
、田
中
智
泰
）

▽
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
た
事
業

計
画
区
域
の
縮
小
に
よ
る
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
手
法
の
検

討
（
長
崎
市
、
中
山
彬
）

第
３
会
場
（
１
０
４
／

１
０
５
会
議
室
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・

水
系
水
質
リ
ス
ク
／
分
析
技

術
（
３
）》

　

▽
北
海
道
に
お
け
る
直
接

投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の

導
入
状
況
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
吉
田
敏
章
）

▽
有
機
系
廃
棄
物
の
水
系
処

理
に
よ
る
最
適
化
ー
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ー
導
入
地
域
の
下
水

道
ー
（
日
本
大
学
、
森
田
弘

昭
）
▽
有
機
系
廃
棄
物
の
水

系
処
理
に
よ
る
最
適
化
―
Ｄ

Ｐ
導
入
地
域
の
下
水
管
渠
内

水
質
調
査
―
（
東
京
農
業
大

学
、
吉
田
綾
子
）
▽
有
機
系

廃
棄
物
の
水
系
処
理
に
よ
る

最
適
化
―
Ｄ
Ｐ
導
入
に
伴
う

廃
棄
物
処
理
等
へ
の
影
響
―

（
エ
ッ
ク
ス
都
市
研
究
所
、

靏
巻
峰
夫
）
▽
水
解
性
衛
生

製
品
の
下
水
道
受
け
入
れ
基

準
に
関
す
る
基
礎
研
究
―
各

試
験
規
格
の
比
較
―
（
日
本

大
学
大
学
院
、
石
田
康
樹
）

第
４
会
場（
１
０
７
会
議
室
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
維
持
管
理
）（
１
）》

　

▽
Ｉ
Ｃ
Ｐ
―
Ｏ
Ｅ
Ｓ
装
置

の
多
元
素
同
時
分
析
機
能
を

活
用
し
た
事
業
場
排
水
等
の

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
化（
横
浜
市
、

香
西
将
吾
）
▽
下
水
処
理
場

に
お
け
る
異
常
流
入
水
の
立

証
と
排
出
源
の
特
定
へ
の
取

り
組
み
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
平
山
伶

奈
）
▽
横
浜
市
中
部
水
再
生

セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
質
60
年

の
歩
み
（
横
浜
市
、
北
島
良

一
）
▽
小
規
模
ポ
ン
プ
施

設
監
視
装
置
導
入
に
よ
る
信

頼
性
の
向
上
に
つ
い
て
（
横

浜
市
、
菅
野
裕
一
）
▽
汚
水

沈
砂
池
機
械
設
備
に
お
け
る

「
積
算
流
入
水
量
に
よ
る
運

転
」
の
運
用
効
果　

第
２
報

（
札
幌
市
、
佐
藤
未
来
）
▽

処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
に
お
け

る
電
気
設
備
の
管
理
の
改
善

に
向
け
た
取
組
（
川
崎
市
、

石
子
裕
也
）
▽
下
水
処
理
場

の
包
括
的
維
持
管
理
業
務
に

お
け
る
運
営
管
理
評
価
の
運

用
と
今
後
の
課
題
（
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、

髙
橋
幸
二
）
▽
Ａ
Ｉ
診
断
が

搭
載
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
ク
ラ
ウ
ド
監
視
シ
ス
テ

ム
の
導
入
と
活
用
に
つ
い
て

（
堺
市
、
神
原
稔
昌
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設

（
維
持
管
理
）（
２
）》

　

▽
汚
水
ポ
ン
プ
井
の
ス
カ

ム
堆
積
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、

鈴
木
洋
介
）
▽
音
響
・
振
動

セ
ン
サ
に
よ
る
ポ
ン
プ
等
診

断
〜
状
態
監
視
保
全
に
よ
る

Ｓ
Ｍ
実
施
を
目
指
し
て
〜

（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

小
和
田
裕
一
）
▽
ス
イ
ン
グ

式
逆
止
弁
の
延
命
化
対
策
に

つ
い
て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
萩
原
隆

志
）
▽
後
楽
ポ
ン
プ
所
熱
供

給
施
設
に
お
け
る
騒
音
・
振

動
対
策
に
つ
い
て
（
東
京

都
、
緒
方
美
咲
）
▽
汚
水
圧

送
管
路
出
口
に
お
け
る
硫
化

水
素
対
策
に
つ
い
て
―　

苦

情
発
生
か
ら
対
策
確
立
ま
で

―
（
大
阪
府
、
坂
本
幸
介
）

▽
防
藻
塗
料
を
用
い
た
沈
殿

池
ト
ラ
フ
に
お
け
る
藻
類
付

着
抑
制
・
除
去
効
果
の
報
告

（
水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
、
吉
田
晶
）

▽
防
汚
塗
料
を
用
い
た
下
水

処
理
施
設
に
お
け
る
配
管
内

Ｍ
Ａ
Ｐ
付
着
抑
制
・
除
去
効

果
の
報
告（
水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
、

友
澤
勝
茂
）

第
５
会
場（
１
０
８
会
議
室
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
５
）》

　

▽
圧
送
管
路
の
改
築
に
関

す
る
全
体
フ
ロ
ー
の
提
案

（
日
水
コ
ン
、
福
永
健
一
）

▽
地
域
・
管
路
情
報
の
統
合

に
よ
る
下
水
道
圧
送
管
の
劣

化
損
傷
リ
ス
ク
評
価
シ
ス
テ

ム
の
開
発（
東
京
工
業
大
学
、

石
田
大
晟
）
▽
送
泥
管
に
お

け
る
腐
食
危
険
箇
所
の
推
定

と
リ
ス
ク
評
価
へ
の
活
用
案

（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

植
平
健
一
郎
）
▽
下
水
道
管

路
施
設
の
調
査
か
ら
修
繕
ま

で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
一
考
察
（
ヤ
マ

ソ
ウ
、
大
淵
雄
矢
）
▽
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
下
水
道
管
路
施

設
の
維
持
管
理
の
効
率
化
の

検
討
（
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
青
島
亘
佐
）
▽
下
水
道

管
渠
の
維
持
管
理
履
歴
情
報

を
使
っ
た
不
具
合
発
生
傾
向

の
分
析
（
東
京
大
学
、
川
田

卓
嗣
）

第
６
会
場（
２
０
４
会
議
室
）

《
水
処
理
技
術
（
８
）》

　

▽
Ｍ
Ｂ
Ｒ
膜
フ
ァ
ウ
リ
ン

グ
発
生
に
お
い
て
膜
の
細
孔

径
と
材
質
が
及
ぼ
す
影
響
の

評
価
（
北
海
道
大
学
大
学

院
、
中
村
拓
海
）
▽
ナ
ノ
バ

ブ
ル
を
用
い
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ
膜
洗

浄
の
高
効
率
化
（
北
海
道
大

学
大
学
院
、
中
川
颯
人
）
▽

蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
た
活
性

汚
泥
フ
ロ
ッ
ク
へ
の
大
腸
菌

付
着
状
態
の
観
察
（
北
海
道

大
学
大
学
院
、
石
崎
翔
大
）

▽
下
水
処
理
を
目
的
と
し
た

チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
型
Ｕ
Ｆ
膜
の

導
入
と
最
適
条
件
設
定
（
信

州
大
学
、
村
上
颯
汰
）
▽
下

水
直
接
膜
ろ
過
の
透
過
水
中

に
残
存
す
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の

回
収（
北
海
道
大
学
大
学
院
、

佐
々
木
優
斗
）
▽
正
浸
透
法

に
よ
る
下
水
の
直
接
処
理
に

お
け
る
有
機
物
の
分
解
特
性

お
よ
び
濃
縮
特
性
（
京
都
大

学
、
御
田
真
広
）
▽
高
速
Ｍ

Ｂ
Ｒ
を
用
い
た
下
水
か
ら
の

有
機
物
回
収
に
お
け
る
効
率

的
膜
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
抑
制
方

法
（
北
海
道
大
学
大
学
院
、

槇
塚
仁
志
）

《
水
処
理
技
術
（
７
）》

　

▽
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
Ｍ
Ｂ
Ｂ

Ｒ
装
置
を
用
い
た
仮
設
排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
の
処
理
性
能

（
西
原
環
境
、
安
中
祐
子
）

▽
新
規
Ｍ
Ｂ
Ｒ
平
膜
ユ
ニ
ッ

ト
を
用
い
た
省
エ
ネ
促
進
運

転
技
術
の
開
発
（
東
レ
、
小

林
巧
）
▽
大
型
実
証
プ
ラ
ン

ト
に
お
け
る
仕
切
板
挿
入
型

Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
通
年
運
転
状
況

（
前
澤
工
業
、NGUYEN 

THANH PHONG

）
▽
フ

ロ
ー
ト
付
き
懸
垂
固
定
型
膜

ユ
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
水
処
理

施
設
の
能
力
増
強
に
関
す
る

基
礎
検
討
（
ク
ボ
タ
、
矢
次

壮
一
郎
）
▽
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
の
下

水
処
理
ヘ
の
適
用（
第
２
報
）

（
三
機
工
業
、
田
中
秀
治
）

▽
Ｂ
ｉ
ｓ
Ｂ
Ａ
Ｌ
キ
レ
ー
ト

で
改
質
し
た
膜
を
用
い
た
Ｍ

Ｂ
Ｒ
に
お
け
る
膜
フ
ァ
ウ
リ

ン
グ
の
抑
制
（
北
海
道
大
学

大
学
院
、
浅
野
凌
平
）

第
７
会
場（
２
０
６
会
議
室
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対

策
（
１
）》

　

▽
熊
本
市
上
下
水
道
事
業

に
お
け
る
持
続
可
能
な
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
多

面
的
な
取
組
検
討（
熊
本
市
、

佐
藤
佑
磨
）
▽
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
段
階
的
な
取
組
評
価
及

び
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
構
想
の
検

討
（
東
京
設
計
事
務
所
、
安

藤
航
洋
）
▽
富
士
市
下
水
道

事
業
に
お
け
る
脱
炭
素
化
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
（
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
石

田
健
）
▽
横
浜
市
下
水
道
脱

炭
素
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
（
横
浜
市
、
山
村
太
一
）

▽
下
水
道
事
業
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
防
止
計
画
「
ア
ー

ス
プ
ラ
ン
２
０
２
３
」
の
策

定
（
東
京
都
、
井
桁
和
輝
）

▽
下
水
道
分
野
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
案
件
形
成
支
援
（
日
本
下

水
道
事
業
団
、
村
岡
正
季
）

▽
下
水
道
脱
炭
素
計
画
に
お

け
る
費
用
対
効
果
の
考
察

（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
亀
田
由
季
子
）

第
８
会
場（
２
０
７
会
議
室
）

《
計
画
と
実
施
事
例
／
サ
イ

エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
》

　

▽Evaluation of treat
ment performance of 
the trickling filtration 
system for wastewater 
containing hot spring 
effl  uent

（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
石
井
淑
大
）

▽Sulfamethoxazole 
removal in a Bio-Fenton 
SBR with magnetite 
as a heterogeneous 
catalyst

（
早
稲
田
大

学
、Shen Tong

）
▽An 

Advanced Activated 
Sludge Process 
w
ith Bio-Fenton 

Reaction

（
早
稲
田
大

学
、
宋
星
航
）
▽Eff ects 

of M
orphological 

Characteristics of 
Activated Sludge 
Flocson Settleability: 
An Approach through 
Quantitative Im

age 
Analysis

（
北
海
道
大
学
、

Kaushalya Uthpala

）
▽

Release levels, resistant 
formation potential, 
and ecological risk of 
macrolide antibiotics in 
urban rivers

（
北
海
道
大

学
、Shayan Mohomed

）

《
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
》

　

▽Fouling mitigation
insubmerged MBRs by 
the synergistic effect 
of Nanobubbles and 
chemicals

（
北
海
道
大

学
大
学
院
、Fernandes 

Helmano

）▽Innovation 
of science & technology 
for realization of safe 
and secured water uses 
in future society

（
京
都

大

学
、Dongbeom IM

）

▽Stream Reaeration
 Models:An Overview
of Approaches to 
M
odel Sewer Self-

Purifi cation

（University 
of the Philippines 
Diliman Tiffany Joan 
Sotelo

）
▽Synchronous 

rem
oval-recoveryof 

phosphorus from 
municipal wastewater 
with low phosphorus 
concentration by 
biofi lm process

（Suzhou 
University of Science 
and Technology Lu Li

）



（24）令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行） 【全面広告】

下水道展’22 東京
アーカイブ動画

下水道展’23 札幌に
TMS工業と共同出展！

2023 年 8月 1日～ 4日
札幌ドーム小間番号：S1-04

技術者による工法説明やデモンストレーションを
大画面にて上映。是非お越しください！

くらしの礎を
「創る」「担う」「つなぐ」
―Just For the Earth
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1

札
幌
市
下
水
道
事
業

の
歩
み

　

札
幌
市
の
下
水
道
事
業
は
、
浸
水
の

防
除
を
主
な
目
的
と
し
て
、
１
９
２
６

年
に
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
戦

後
の
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
、
生
活

環
境
の
悪
化
や
市
の
中
心
を
流
れ
る
豊

平
川
の
汚
濁
が
進
み
、
53
年
を
最
後
に

サ
ケ
の
遡
上
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

１
９
６
６
年
の
下
水
道
普
及
率
は
、

わ
ず
か
２
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
下
水
道
管
や
下
水
処
理

場
の
新
設
を
積
極
的
に
進
め
、
札
幌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
72
年
の
下

水
道
普
及
率
は
58
％
と
、
６
年
間
で
56

ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
後
も
整
備
を
進
め
、
96
年
に
は
下

水
道
普
及
率
が
99
％
に
達
す
る
な
ど
、

わ
ず
か
30
年
で
急
激
な
整
備
を
実
現
し

ま
し
た
（
図
１
参
照
）
。

　

下
水
道
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
豊

平
川
の
水
質
も
急
速
に
き
れ
い
に
な

り
、
遂
に
79
年
、
実
に
四
半
世
紀
ぶ
り

に
サ
ケ
が
豊
平
川
に
戻
っ
て
き
ま
し
た

（
写
真
１
）
。
こ
の
出
来
事
は
、
札
幌

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
長　

小
泉　

正
樹

「
札
幌
を
さ
さ
え
る
下
水
道
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」

「
札
幌
を
さ
さ
え
る
下
水
道
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」

再
構
築
や
災
害
対
策
を
重
点
的
に
推
進

再
構
築
や
災
害
対
策
を
重
点
的
に
推
進

札幌市下水道事業の歩みとビジョン札幌市下水道事業の歩みとビジョン

の
下
水
道
の
歴
史
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
り
、
札
幌
市
の
デ
ザ
イ

ン
マ
ン
ホ
ー
ル
に
遡
上
す
る

サ
ケ
が
描
か
れ
て
い
る
所
以

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
札
幌
市
の
下
水
道

施
設
は
、
約
８
３
０
０
㌔
㍍

の
管
路
、
10
カ
所
の
水
再
生

プ
ラ
ザ
（
下
水
処
理
場
）

等
、
膨
大
な
資
産
を
保
有
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
前
述

し
た
よ
う
に
昭
和
40
年
代
以

降
集
中
的
に
施
設
の
整
備
を

進
め
た
た
め
、
老
朽
化
し
た

2

札
幌
市
下
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
３
０

　

札
幌
市
で
は
、
前
述
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
良
好
な
下

ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
（
図
２
）
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
で
は
、
老
朽
化
施
設

の
急
増
や
、
自
然
災
害
の
増
加
、
厳
し

さ
を
増
す
財
政
状
況
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
利
用
者

の
皆
様
の
ご
理
解
も
得
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
っ
て
札
幌
を
支
え
て
い
く
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
「
札
幌
を
さ
さ
え
る
下

水
道
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
の
視
点
か
ら
は
「
Ⅰ
安

全
で
快
適
な
く
ら
し
と
良
好
な
環
境
の

維
持
」
、
財
政
運
営
の
視
点
か
ら
は

「
Ⅱ
健
全
な
経
営
の
持
続
」
、
広
報
の

視
点
か
ら
は
「
Ⅲ
幅
広
い
世
代
へ
の
理

解
の
促
進
」
の
３
つ
を
基
本
目
標
に
定

め
て
お
り
、
そ
の
基
本
目
標
の
下
に
、

７
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性
と
14
の
取

組
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
定
め
た
取

組
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
特
に
以
下
の
３
つ
を
重

点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

（
１
）
下
水
道
機
能
の
維
持

　

老
朽
化
施
設
は
急
激
な
増
加
が
続
く

見
通
し
で
す
が
、
下
水
道
の
機
能
を
維

ま
す
。

　

「
雨
水
対
策
」
の
ハ
ー
ド
対
策
で

は
、
平
岸
地
区
な
ど
に
お
け
る
雨
水
拡

充
管
の
整
備
や
、
窪
地
な
ど
雨
水
が
集

ま
り
や
す
い
場
所
に
お
け
る
被
害
軽
減

対
策
を
実
施
し
、
特
に
、
窪
地
な
ど
の

浸
水
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
水

を
近
傍
の
河
川
へ
流
す
バ
イ
パ
ス
管
の

新
設
や
、
道
路
雨
水
桝
の
増
設
等
、
道

路
に
雨
水
が
溜
ま
る
こ
と
を
防
ぐ
対
策

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
出
前
講

座
等
の
広
報
活
動
を
通
し
て
、
市
民
・

企
業
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
下
水
道

へ
の
雨
水
流
出
量
の
抑
制
に
取
り
組
む

こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
や
、
大
雨
時
に

下
水
道
が
溢
れ
て
浸
水
す
る
可
能
性
が

あ
る
エ
リ
ア
を
示
す
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・
公
表
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

「
地
震
対
策
」
の
ハ
ー
ド
対
策
で

は
、
地
震
動
に
よ
る
地
盤
の
液
状
化
に

よ
っ
て
浮
上
・
沈
下
の
恐
れ
（
写
真
２

参
照
）
が
あ
り
、
被
災
時
の
影
響
が
大

き
く
、
重
要
度
の
高
い
管
路
に
つ
い
て

耐
震
化
を
進
め
、
処
理
施
設
で
は
、
重

要
度
の
高
い
揚
水
施
設
（
ポ
ン
プ
棟
）

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
災
害
対

応
訓
練
や
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
等
の
継
続
的
な
点
検
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（
３
）
財
務
体
質
の
強
化

　

財
政
状
況
悪
化
の
見
通
し
や
、
経
験

豊
富
な
職
員
の
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い

経
営
環
境
に
対
し
て
、
財
務
体
質
・
運

営
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
「
コ
ス
ト

の
縮
減
」
と
「
財
源
の
確
保
」
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

「
コ
ス
ト
の
縮
減
」
で
は
、
引
き
続

き
、
改
築
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
る

ほ
か
、
処
理
施
設
の
再
構
築
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
人
口
減
少

を
見
据
え
て
、
施
設
規
模
の
適
正
化
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
運
転
管
理

業
務
の
委
託
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
管
路
の

調
査
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
検
討
す
る

等
、
業
務
の
効
率
化
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

「
財
源
の
確
保
」
で
は
、
引
き
続

き
、
国
の
交
付
金
や
、
下
水
道
事
業
が

有
し
て
い
る
土
地
や
建
物
等
の
資
産
に

つ
い
て
、
積
極
的
か
つ
最
大
限
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
前
提
と
し
て
、
適
正
な
受
益
者
負
担

に
つ
い
て
も
、
長
期
的
な
経
費
の
試
算

や
、
複
数
の
料
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

以
上
が
３
つ
の
重
要
な
要
点
で
す

が
、
こ
の
ほ
か
、
水
再
生
プ
ラ
ザ
か
ら

河
川
へ
の
負
荷
量
の
軽
減
を
図
る
「
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
」
や
、
下
水
そ

の
も
の
が
有
し
て
い
る
熱
や
汚
泥
の
焼

却
廃
熱
を
利
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
削
減
を
図
る
「
下
水
道
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
資
源
の
有
効
利
用
」
等
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。　

　

現
在
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
下
水
道
施
設
の
再
構
築
事
業
や
災

害
対
策
事
業
（
雨
水
対
策
・
地
震
対

策
）
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

3

お
わ
り
に

　

８
月
１
日
（
火
）
か
ら
開
催
さ
れ
る

下
水
道
展
で
は
、
道
内
20
以
上
の
都
市

や
団
体
と
連
携
し
、
体
験
型
の
展
示
や

ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ

る
道
内
ご
当
地
グ
ル
メ
の
提
供
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
展
が
開
催
さ
れ
る
８
月
上
旬

は
、
北
海
道
の
最
高
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
下
水
道
展
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
札
幌
、
北
海
道
を

満
喫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
（
写
真

３
参
照
）
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
下
水
道
の
役
割
や
仕
組
み
を
知
っ
て

も
ら
い
、
下
水
道
を
広
く
周
知
す
る
機

会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

図１　総人口・処理人口・下水道普及率と
改築事業費の割合の推移

写真１　豊平川に戻ってきたサケ

施
設
が
近
年
急
激
に
増
加
し
、
２
０
３

０
年
に
は
整
備
後
50
年
を
超
え
る
管
路

が
50
％
を
超
え
、
半
数
の
水
再
生
プ
ラ

ザ
が
築
50
年
を
超
過
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

加
え
て
、
集
中
豪
雨
の
増
加
や
大
規

模
な
地
震
の
発
生
、
ま
た
財
政
運
営
の

面
で
は
、
将
来
の
人
口
減
少
に
伴
う
下

水
道
使
用
料
収
入
の
減
少
や
昨
今
の
物

価
高
騰
な
ど
に
よ
り
財
政
状
況
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
下
水
道
事
業
は

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
や
大
規
模
な
地
震
と
い
っ

た
自
然
災
害
の
脅
威
に
対
し
、
災
害
に

強
い
下
水
道
を
構
築
す
る
た
め
、
ハ
ー

ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ

た
、
効
率
的
・
効
果
的
な
「
雨
水
対

策
」
と
「
地
震
対
策
」
を
進
め
て
い
き

水
道
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た

め
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
30
年
度
ま

で
の
下
水
道
事
業

の
方
向
性
を
定
め

た
「
札
幌
市
下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

３
０
」
（
以
下
、

ビ
ジ
ョ
ン
）
を
20

年
８
月
に
策
定

し
、
21
年
７
月
に

は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

前
半
５
年
間
の
具

体
的
な
行
動
計
画

と
し
て
、
21
年
度

か
ら
25
年
度
ま
で

の
事
業
計
画
や
、

財
政
計
画
を
定
め

た
「
札
幌
市
下
水

道
事
業
中
期
経
営

プ
ラ
ン
２
０
２

５
」
（
以
下
、
プ

持
す
る
た
め
、
「
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
」
と
「
下
水
道
施
設
の
再
構
築
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
15
年
３
月
に
、
今
後
の

改
築
事
業
に
関
わ
る
長
期
的
な
方
向
性

を
定
め
た
「
札
幌
市
下
水
道
改
築
基
本

方
針
」
（
以
下
、
改
築
基
本
方
針
）
を

定
め
て
お
り
、
管
路
施
設
に
つ
い
て

は
、
こ
の
改
築
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
、
点
検
・
調
査
、
修
繕
な
ど
を
実
施

し
て
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的

に
改
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
処
理

施
設
に
つ
い
て
も
、
改
築
基
本
方
針
に

基
づ
い
て
、
延
命
化
や
事
業
の
平
準
化

を
図
り
な
が
ら
機
械
・
電
気
設
備
な
ど

の
改
築
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

（
２
）
災
害
に
強
い
下
水
道
の
構
築

写
真
２　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上

が
り
（
胆
振
東
部
地
震
）

写
真
３　

北
海
道
を
応
援
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
雪
ミ
ク
」
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
、
札
幌
市

内
の
観
光
地
５
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る

図２　ビジョン・プランの体系

◇
札
幌
市
下
水
道
事
業
中
期
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札
幌
市
下
水
道
河
川
局
経
営
管
理
部
経
営
企
画
課　

粒
針　

健
史

コ
ス
ト
縮
減
と
財
源
確
保
に
よ
り「
財
務
体
質
の
強
化
」へ

コ
ス
ト
縮
減
と
財
源
確
保
に
よ
り「
財
務
体
質
の
強
化
」へ

適
正
な
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
も
検
討

適
正
な
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
も
検
討

1

は
じ
め
に

　

札
幌
市
の
下
水
道
施
設
の
多
く
は
、

１
９
７
０
〜
80
年
代
に
か
け
て
集
中
的

に
整
備
し
た
こ
と
か
ら
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
、
維
持
管
理
や
改
築

に
要
す
る
事
業
費
は
増
加
す
る
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
増
加
を
続
け
て
き
た
札

幌
市
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
き
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
下
水
道
使
用
料
収

入
は
減
少
す
る
見
通
し
で
す
（
図

１
）
。

　

札
幌
市
の
下
水
道
事
業
は
、
そ
の
時

代
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
役
割
を
着
実

に
果
た
し
、
こ
れ
ま
で
健
全
な
経
営
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
見
通
し
で

あ
り
、
企
業
債
未
償
還
残
高
の
増
加
や

累
積
資
金
残
高
の
減
少
と
い
っ
た
、
財

4

適
正
な
受
益
者
負
担
へ

　

札
幌
市
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定

は
、
直
近
で
は
97
年
に
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
コ
ス
ト
縮
減
等
の
経
営

努
力
や
、
企
業
債
の
金
利
低
下
等
も
あ

り
、
使
用
料
改
定
を
行
う
こ
と
な
く
運

営
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
経
営
指
標

の
一
つ
で
あ
る
経
費
回
収
率
は
、
近
年

１
０
０
％
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
長
期
的
に
は
概
ね
１
０
０
％
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
今
後
は

事
業
量
の
増
加
や
使
用
料
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
仮
に
こ
の
ま
ま

事
業
を
進
め
た
場
合
、
経
費
回
収
率
が

低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
図

３
）
。
ま
た
、
使
用
料
収
入
が
不
足
す

る
場
合
は
累
積
資
金
で
補
う
た
め
、
財

政
状
況
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
財
源

の
確
保
の
取
り
組
み
を
前
提
と
し
て
、

プ
ラ
ン
計
画
期
間
に
お
け
る
事
業
の
実

施
状
況
や
累
積
資
金
残
高
の
推
移
を
把

握
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
経
費
の
試
算

や
複
数
の
料
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
適
正
な
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

図１　札幌市の人口と使用料収入の見通し

政
運
営
上
の
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

2

中
期
経
営
プ
ラ
ン

２
０
２
５
の
策
定

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
２
０
年
８
月
に
、
今
後
10
年
間
の

事
業
の
方
向
性
を
示
す
「
札
幌
市
下
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
を
、
21
年
７

月
に
、
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
具
体

的
な
行
動
計
画
で
あ
る
「
札
幌
市
下
水

道
事
業
中
期
経
営
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」

（
以
下
、
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
で
は
、
財
政
運
営
の
取
り

組
み
や
中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
で
は
、
老
朽
化
施
設

の
急
増
や
、
自
然
災
害
の
増
加
、
厳
し

さ
を
増
す
財
政
状
況
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
市
民
の

ご
理
解
も
得
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ

て
札
幌
を
支
え
て
い
く
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
「
札
幌
を
さ
さ
え
る
下
水
道
を
次

世
代
へ
つ
な
ぎ
ま
す
」
を
基
本
方
針
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
の
視
点
か
ら
「
Ⅰ
安
全

で
快
適
な
く
ら
し
と
良
好
な
環
境
を
守

り
ま
す
」
、
財
政
運
営
の
視
点
か
ら

図２　ポンプ場の遠方監視
化のイメージ

「
Ⅱ
健
全
な
経
営
を
持
続
し
ま
す
」
、

広
報
の
視
点
か
ら
「
Ⅲ
幅
広
い
世
代
へ

の
理
解
を
促
進
し
ま
す
」
の
３
つ
を
基

本
目
標
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
基
本
目

標
の
下
に
、
７
つ
の
取
り
組
み
の
方
向

性
と
14
の
取
組
内
容
を
定
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

に
指
標
を
定
め
、
毎
年
度
、
事
業
の
進

捗
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

3

財
務
体
質
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　

プ
ラ
ン
で
は
、
健
全
な
経
営
を
持
続

す
る
た
め
、
「
財
務
体
質
の
強
化
」
と

「
運
営
体
制
の
強
化
」
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
「
財
務
体

質
の
強
化
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
体
質
を
強
化
す
る
た
め
の
方
向

性
と
し
て
は
、
改
築
事
業
費
の
増
加
や

人
口
減
少
に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
少

と
い
っ
た
厳
し
い
経
営
環
境
に
対
し

て
、
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
管
理
や

業
務
効
率
化
の
検
討
を
行
い
コ
ス
ト
を

縮
減
す
る
こ
と
、
さ
ら
な
る
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

「
コ
ス
ト
の
縮
減
」
の
具
体
的
な
取

5

中
期
財
政
見
通
し

　

中
期
財
政
見
通
し
の
基
と
な
る
５
年

間
の
収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、
建
築
事

業
費
は
老
朽
化
し
た
管
路
や
処
理
施
設 図３　札幌市の経費回収率の推移

の
設
備
改
築
に
要
す
る
費
用
等
の
増
加

に
よ
り
、
前
プ
ラ
ン
か
ら
26
％
増
の
１

１
４
５
億
円
、
維
持
管
理
費
は
予
防
保

全
に
基
づ
く
管
路
の
調
査
・
修
繕
に
要

す
る
費
用
等
の
増
加
に
よ
り
、
前
プ
ラ

ン
か
ら
11
％
増
の
１
０
８
１
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
（
図
４
、
５
）
。

　

ま
た
、
主
な
収
入
で
あ
る
下
水
道
使

用
料
収
入
は
、
24
年
度
以
降
、
人
口
減

少
に
伴
い
減
少
す
る
見
通
し
で
あ
る
ほ

か
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
雨
水
処
理
に

要
す
る
経
費
が
概
ね
横
ば
い
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
前
プ
ラ
ン
と
同
程
度
の
水
準

で
推
移
す
る
見
通
し
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
企
業
債
の
未
償
還
残
高
に

つ
い
て
は
、
近
年
、
企
業
債
の
償
還
額

が
発
行
額
を
上
回
り
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
建
設
事
業
費
の
増

加
に
伴
い
発
行
額
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
概
ね
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し

で
す
。

　

な
お
、
計
画
初
年
度
で
あ
る
21
年
度

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業
務
用
水
量
が

減
少
し
、
下
水
道
使
用
料
も
減
収
す
る

見
込
み
で
し
た
が
、
概
ね
前
年
度
と
同

等
程
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
中
期
財
政
見
通

し
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で

も
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
財
源
を
確
保
す

る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
計

画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
25
年
度
末

に
お
い
て
も
累
積
資
金
を
確
保
で
き
る

見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
の
次
の
５

年
間
を
見
据
え
る
と
、
改
築
等
に
要
す

る
事
業
費
の
増
加
や
、
下
水
道
使
用
料

収
入
の
減
少
が
続
く
と
見
込
ま
れ
、
累

積
資
金
が
確
保
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
な
か
で
も
、
持
続
可
能
な

下
水
道
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

計
画
的
な
事
業
の
実
施
と
と
も
に
財
政

状
況
の
評
価
も
し
っ
か
り
と
行
い
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

6

お
わ
り
に

21
年
度
は
、
管
渠
の
修
繕
箇
所
や
降

水
量
の
減
少
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
が

プ
ラ
ン
よ
り
も
減
少
し
た
結
果
、
累
積

資
金
残
高
は
好
転
し
ま
し
た
。
一
方
で

22
年
度
以
降
は
、
昨
今
の
電
気
料
金
な

ど
の
著
し
い
物
価
高
騰
に
伴
い
維
持
管

理
費
が
増
加
し
、
急
激
な
資
金
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
不
透
明
で
厳
し
い
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

事
業
の
選
択
や
集
中
、
コ
ス
ト
の
縮
減

に
加
え
、
収
入
・
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
、
資
金
残
高
の
推
移
を
慎
重
に

見
極
め
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
持
続
可

能
な
下
水
道
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、

札
幌
市
の
下
水
道
を
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
組
み
と
し
て
、
札
幌
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
従
来
は
ポ
ン
プ
場
に
人
員
を
配
置

し
て
行
っ
て
い
た
業
務
の
遠
方
監
視
化

や
、
従
来
別
々
に
発
注
し
て
い
た
管
路

の
調
査
業
務
と
修
繕
業
務
の
一
括
発
注

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
（
図
２
）
。

　

ま
た
、
現
在
、
建
設
事
業
費
の
大
部

分
を
占
め
る
改
築
事
業
で
は
、
長
期
的

な
改
築
の
考
え
方
を
示
し
た
「
札
幌
市

下
水
道
改
築
基
本
方
針
」
（
15
年
策

定
）
に
基
づ
き
、
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
や
計
画
的
な
改
築
を
行
う
こ
と

で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
処
理
施

設
の
土
木
・
建
築
構
造
物
の
改
築
に
あ

た
っ
て
は
、
22
年
に
「
札
幌
市
処
理
施

設
再
構
築
方
針
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
方
針
で
は
、
将
来
見
込
ま
れ

る
下
水
量
の
減
少
な
ど
の
事
業
環
境
を

踏
ま
え
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
を
含
め

た
施
設
配
置
や
再
構
築
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
示
し
て
お
り
、
本
市
全
体
で
最

適
な
下
水
道
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
再

構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
近
年
は
下
水
道
の
分
野
で

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
維
持

管
理
方
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
管
路
の
調
査
に
Ａ
Ｉ
技
術
を
導
入

し
て
作
業
時
間
の
短
縮
を
図
る
等
、
新

技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
財
源
の
確
保
」
で
は
、
引
き
続

き
、
国
の
交
付
金
や
下
水
道
事
業
が
有

し
て
い
る
土
地
や
建
物
等
の
資
産
を
積

極
的
か
つ
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
21
年
度
は
、
社
会
資
本

総
合
整
備
計
画
に
基
づ
き
国
庫
交
付
金

を
積
極
的
に
活
用
し
た
ほ
か
、
用
地
の

貸
し
付
や
不
要
金
属
の
売
却
を
行
い
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

図４　建設事業費の見通し

図５　維持管理費の見通し

札幌ドーム
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月1日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

4日

細洞　克己
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雨に強い札幌をつくる雨に強い札幌をつくる

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
事
業
推
進
部
下
水
道
計
画
課
計
画
係
　
伊
藤
　
賢
吾

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
災
害
に
対
応

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
災
害
に
対
応

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
浸
水
対
策
推
進

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
浸
水
対
策
推
進

1

は
じ
め
に

　

近
年
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雨

が
多
発
し
て
お
り
、
２
０
２
２
年
９
月

に
は
、
台
風
15
号
に
よ
り
静
岡
県
や
愛

知
県
に
お
い
て
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
特
に
静
岡
県
で
は
24
時
間
降
雨
量

が
４
０
０
㍉
㍍
を
超
え
て
観
測
史
上
１

位
の
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
21
年

11
月
に
道
南
の
木
古
内
町
で
、
観
測
史

上
最
大
と
な
る
時
間
最
大
１
３
６
・
５

㍉
㍍
の
大
雨
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
近

年
の
気
象
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

図１　雨水拡充管や雨水ポンプ場のイメージ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
高
度

経
済
成
長
期
等
に
よ
る
急
激
な
都
市
化

に
伴
う
都
市
型
の
浸
水
被
害
が
多
発
し

た
こ
と
を
受
け
、
現
在
は
10
年
確
率
降

雨
35
㍉
㍍
／
時
の
排
除
を
目
標
に
、
雨

水
拡
充
管
（
増
補
管
）
や
雨
水
ポ
ン
プ

場
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

（
図
１
）
。

　

現
在
の
整
備
状
況
は
、
雨
水
拡
充
管

が
計
画
３
０
５
㌔
㍍
に
対
し
て
22
年
度

ま
で
に
２
０
６
㌔
㍍
の
整
備
が
完
了

し
、
雨
水
ポ
ン
プ
場
は
18
年
５
月
に
供

用
を
開
始
し
た
東
雁
来
雨
水
ポ
ン
プ
場

の
完
成
に
よ
り
、
計
画
７
カ
所
全
て
の

整
備
が
完
了
し
て
お
り
、
整
備
効
果
は

有
に
よ
り
過
去
の
浸
水
被
害
状
況
を
把

握
し
た
箇
所
に
お
い
て
、
近
傍
の
河
川

へ
の
バ
イ
パ
ス
管
を
整
備
す
る
な
ど
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
個
別
の
対
策
を
進

め
、
22
年
度
末
ま
で
に
43
カ
所
の
対
策

を
完
了
し
て
い
ま
す
（
図
３
）
。

　

未
対
策
箇
所
に
つ
い
て
は
、
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
浸
水
の

発
生
要
因
を
詳
細
に
分
析
し
、
余
裕
の

あ
る
下
水
道
幹
線
へ
の
導
水
管
を
整
備

す
る
な
ど
、
幅
広
く
検
討
を
行
っ
た
う

え
で
着
実
に
対
策
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
後
述
す
る
「
札
幌
市
浸
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
過
程
に
お
い

て
、
家
屋
へ
の
浸
水
や
大
規
模
な
道
路

冠
水
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
と
し
て
新
た

に
把
握
し
た
窪
地
に
つ
い
て
も
、
23
年

度
以
降
、
下
水
道
管
内
の
水
位
観
測
な

ど
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
効
果
的
な
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

（
３
）
協
働
に
よ
る
雨
水
流
出
抑
制

　

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
整
備
に
よ
り
、

市
内
の
浸
水
に
対
す
る
安
全
度
が
高
ま

る
一
方
で
、
都
市
化
に
よ
る
舗
装
面
の

増
加
や
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
頻
発
に

よ
り
、
多
く
の
浸
水
被
害
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
11
年
度
よ
り
敷

補
助
制
度
を
活
用
し
て
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
平
岸
地
区
に
お
い
て

総
延
長
３
・
３
㌔
㍍
、
中
の
島
地
区
に

お
い
て
総
延
長
１
・
０
㌔
㍍
の
雨
水
拡

充
管
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
図

２
）
。

　

（
２
）
窪
地
な
ど
浸
水
に
弱
い
地
区

へ
の
対
応

　

周
辺
に
比
べ
て
土
地
が
低
い
、
い
わ

ゆ
る
窪
地
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
は
、
周

辺
に
降
っ
た
雨
が
集
ま
り
や
す
い
こ
と

な
ど
か
ら
道
路
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
窪
地
の
浸
水
へ
の
対
応

と
し
て
、
道
路
部
局
な
ど
と
の
情
報
共

整
備
を
進
め
て
い
る
平
岸
地
区
、
23
年

度
に
整
備
を
開
始
し
た
中
の
島
地
区
の

２
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

平
岸
地
区
お
よ
び
中
の
島
地
区
は
、

都
心
部
か
ら
南
東
に
５
㌔
㍍
程
度
離
れ

た
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
主
要
幹
線

道
路
や
地
下
鉄
駅
と
い
っ
た
交
通
機
能

が
集
積
し
、
そ
の
利
便
性
か
ら
学
校
や

商
業
施
設
に
加
え
、
災
害
時
基
幹
病
院

も
立
地
す
る
な
ど
、
高
度
な
土
地
利
用

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

両
地
区
で
は
、
14
年
に
時
間
最
大
44

㍉
㍍
の
大
雨
に
よ
り
道
路
冠
水
な
ど
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
そ
の
後

も
度
々
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の

図２　平岸地区および中の
島地区の浸水対策事業

図３　窪地対策のイメージ

す
。

　

今
後
、
気
候

変
動
の
影
響
で

降
雨
量
は
増
加

し
、
水
災
害
は

ま
す
ま
す
激
甚

化
・
頻
発
化
す

る
と
想
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に

対
応
し
て
い
く

た
め
、
国
は
20

年
度
に
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
が
協

働
し
て
流
域
全

体
で
水
災
害
対
策
に
取
り
組
む
流
域
治

水
の
推
進
を
求
め
、
21
年
度
に
は
そ
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
「
流
域
治
水

関
連
法
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
流
域
治
水
の
重
要

性
を
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
協

働
し
な
が
ら
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
浸
水
対
策
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2

雨
水
対
策
施
設
の

整
備

　

本
市
で
は
当
初
、
５
年
確
率
降
雨
の

排
除
を
目
標
に
下
水
道
の
整
備
を
進
め

市
街
化
区
域
の
９

割
に
達
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

（
１
）
平
岸
地

区
お
よ
び
中
の
島

地
区
の
雨
水
拡
充

管
整
備
事
業

　

雨
水
拡
充
管
整

備
の
事
例
と
し

て
、
19
年
度
か
ら

図４　雨水流出抑制のイメージ

地
面
積
０
・
３
㌶
以
上
の
土
地
に

大
規
模
な
施
設
を
設
置
す
る
企
業

に
対
し
、
雨
水
の
流
出
量
を
抑
制

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
浸
透
や
貯

留
な
ど
の
雨
水
流
出
抑
制
対
策
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
（
図
４
）
。

　

こ
の
雨
水
流
出
抑
制
対
策
は
、

条
例
に
よ
る
義
務
づ
け
で
は
な
く

任
意
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
が
、

企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
、
22
年
度

末
ま
で
に
計
４
３
２
件
、
抑
制
量

に
し
て
約
３
万
立
方
㍍
の
対
策
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
も
取
り
組
み
の
継
続
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

図５　札幌市浸水ハザードマップ　

者
が
行
う
避
難
誘
導
や
止
水
板
設
置
等

の
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
最
も
早

く
浸
水
す
る
と
想
定
さ
れ
る
地
下
街
出

入
口
前
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
対
象
に
、
水

位
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
常
時
閲
覧
で

き
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
地
下
施
設
管
理
者
の
防
災

会
議
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
シ
ス
テ
ム

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心

部
に
お
け
る
大
雨
時
の
安
全
性
向
上
を

図
り
ま
す
。

4

お
わ
り
に

　

今
後
、
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
と
想
定
さ
れ
る
水
災
害
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
と

図６　札幌市下水道水位情報システム

3

災
害
へ
の
備
え
を

支
援
す
る
情
報
提
供

　

近
年
の
全
国
的
な
気
象
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
今
後
は
、
本
市
で
も
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
な

大
雨
が
発
生
し
、
ハ
ー
ド
対
策
の
み
で

は
被
害
を
十
分
に
軽
減
で
き
な
い
事
態

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
災

害
へ
の
備
え
を
支
援
す
る
情
報
提
供
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
そ
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

（
１
）
札
幌
市
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
公
表

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
洪
水
を
対
象
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
内
水

氾
濫
に
よ
る
被
害
の
状
況
や
21
年
の
水

防
法
改
正
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
新
た

に
、
１
千
年
に
一
度
の
規
模
と
言
わ
れ

る
、
想
定
最
大
規
模
１
時
間
雨
量
１
２

５
㍉
㍍
を
対
象
と
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
統
合
し
た
「
札
幌
市
浸
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
ま
し
た
（
図

５
）
。

　

札
幌
市
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

21
年
度
に
電
子
版
を
公
開
し
、
22
年
度

に
は
行
政
区
ご
と
に
Ａ
４
冊
子
で
印
刷

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
内
約
１
０

０
万
戸
へ
全
戸
配
布
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
は
、
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団

体
を
対
象
に
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
紹

介
す
る
出
前
講
座
の
場
で
の
説
明
を
実

施
す
る
ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
大
雨
へ
の
備
え
や
避

難
行
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
札
幌
市
下
水
道
水
位
情
報
シ

ス
テ
ム
の
公
開

　

全
国
で
多
発
す
る
浸
水
被
害
を
受
け

て
、
15
年
に
水
防
法
が
改
正
さ
れ
、
主

に
地
下
施
設
を
対
象
と
し
た
内
水
氾
濫

に
お
け
る
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
水
位
周

知
下
水
道
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
都
心
部
（
札
幌
駅
〜
す

す
き
の
駅
周
辺
）
に
地
下
街
や
地
下
鉄

駅
、
地
下
駐
車
場
な
ど
不
特
定
多
数
の

方
が
利
用
す
る
地
下
施
設
が
発
達
し
て

お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
で
内
水
氾
濫
が
発

生
し
た
場
合
、
一
気
に
地
下
施
設
へ
水

が
流
れ
込
み
大
き
な
被
害
へ
と
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
下
施
設
の
内
水
氾
濫

対
策
に
つ
い
て
、
水
位
周
知
下
水
道
の

指
定
を
含
め
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

想
定
最
大
規
模
１
時
間
雨
量
１
２
５

㍉
㍍
を
対
象
と
す
る
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
都
心
部
の
地
下
街
等
の
出
入
口
約

４
０
０
カ
所
の
う
ち
、
地
下
へ
の
氾
濫

水
の
流
入
が
想
定
さ
れ
る
出
入
口
は
59

カ
所
、
そ
の
う
ち
、
歩
行
困
難
水
深
と

さ
れ
る
浸
水
深
20
㌢
㍍
を
超
え
る
流
入

が
想
定
さ
れ
る
出
入
口
は
２
カ
所
で
あ

る
こ
と
を
把
握
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
地
下
街
の
浸
水
規
模
が

比
較
的
小
さ
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
水
位
周
知
下
水
道
の
指
定
は
行
わ
な

い
も
の
の
、
水
位
周
知
下
水
道
制
度
に

準
じ
た
取
り
組
み
と
し
て
「
札
幌
市
下

水
道
水
位
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
21
年
度

に
公
開
し
ま
し
た
（
図
６
）
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
下
施
設
管
理

ソ
フ
ト
の
両
面
で
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
雨

水
対
策
施
設
の
整
備
や
災
害
の
備
え
を

支
援
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
多
様
な
主
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
・
効
果
的
に
雨
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
安
心
・
安

全
な
生
活
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多様な連携で情報提供
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冬の暮らしを支える雪対策冬の暮らしを支える雪対策

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
事
業
推
進
部
下
水
道
計
画
課
技
術
開
発
係
長
　
野
口
　
陽
輔

下
水
処
理
水
・
未
処
理
下
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

下
水
処
理
水
・
未
処
理
下
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

市
内
市
内
1717
カ
所
で
雪
処
理
施
設
を
供
用

カ
所
で
雪
処
理
施
設
を
供
用

1

は
じ
め
に

　

札
幌
市
は
人
口
約
１
９
７
万
人
を
擁

し
な
が
ら
、
年
間
約
５
㍍
も
の
雪
が
降

る
世
界
で
も
稀
な
都
市
で
す
。
図
１

は
、
札
幌
市
と
同
程
度
の
緯
度
に
あ

る
、
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の
世
界
各

国
の
都
市
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
都
市
の
年
間
降
雪
量
は
３
０
０
㌢
㍍

以
下
で
す
が
、
札
幌
市
は
４
７
９
㌢
㍍

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
人
口

を
抱
え
な
が
ら
も
、
５
㍍
近
く
の
雪
が

降
る
都
市
は
世
界
を
見
回
し
て
も
、
札

幌
市
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
冬
の
社
会
・
経
済
活
動

を
支
え
る
雪
対
策
は
札
幌
市
に
と
っ
て

重
要
な
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
札
幌
に
お
け
る
「
雪
」
は
、
「
さ

っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
ほ
か
、

雪
解
け
水
は
豊
か
な
水
源
と
し
て
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
「
雪
」
は

市
民
生
活
に
と
っ
て
道
路
交
通
の
障
害

と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
年
札

幌
市
民
の
要
望
す
る
施
策
の
第
１
位
が

「
除
雪
に
関
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
お

り
、
札
幌
市
に
お
い
て
雪
対
策
事
業
は

長
年
に
わ
た
る
重
要
な
行
政
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
雪
対
策
は

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
下
水
処
理
水

や
未
処
理
下
水
の
持
つ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
雪
処
理
施
設
を
整
備
・
運

用
し
、
雪
対
策
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
そ
の
熱
が
道
路
上
の

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
放
出
さ
れ
る
こ
と
で

マ
ン
ホ
ー
ル
の
所
だ
け
雪
を
融
か
し
、

路
面
に
段
差
が
生
じ
る
と
い
っ
た
課
題

も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
札
幌
市
に
お
け
る
雪
と
下

水
道
の
関
係
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え

て
紹
介
し
ま
す
。

2

下
水
熱
を
活
用
し
た

雪
処
理
施
設

　

札
幌
市
で
は
下
水
道
施
設
や
下
水
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
17
カ
所
の

雪
処
理
施
設
を
供
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
市
民
が
直
接
利
用
す
る
流
雪
溝

雪
と
言
っ
て
も
氷
の
塊
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
、
こ
の
ロ
ー
タ
リ
に
よ
る
破
砕

が
融
雪
促
進
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）
未
処
理
下
水
活
用

　

①
下
水
道
管
投
雪
施
設

　

下
水
道
管
投
雪
施
設
は
、
既
設
の
下

水
道
管
渠
に
投
雪
口
や
水
深
確
保
用
の

堰
等
を
整
備
し
て
、
雪
を
ダ
ン
プ
か
ら

直
接
投
入
し
、
未
処
理
下
水
の
持
つ
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
流
下
能
力
に
よ
り
雪
を

処
理
す
る
施
設
で
す
（
図
５
、
写
真

４
）
。

　

現
在
、
２
施
設
が
運
用
さ
れ
て
お

り
、
00
年
１
月
に
発
寒
下
水
道
管
投
雪

施
設
、
03
年
２
月
に
八
軒
下
水
道
管
投

雪
施
設
が
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

発
寒
下
水
道
管
投
雪
施
設
は
２
１
０

０
立
方
㍍
／
日
、
八
軒
下
水
道
管
投
雪

施
設
は
２
８
０
０
立
方
㍍
／
日
の
融
雪

能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

未
処
理
下
水
を
利
用
す
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
処
理
水
を
利
用
す
る
融

雪
槽
等
よ
り
も
比
較
的
都
心
部
に
近
い

場
所
に
建
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
た
め
、
雪
の
運
搬
に
係
る
経
済
的

・
環
境
的
コ
ス
ト
を
よ
り
低
減
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
未
処
理
下
水
へ
雪
を
投
入
す
る
こ

と
か
ら
、
流
末
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
（
下

水
処
理
場
）
で
の
活
性
汚
泥
の
働
き
が

悪
く
な
ら
な
い
よ
う
、
水
温
低
下
に
配

慮
し
な
が
ら
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

②
地
域
密
着
型
雪
処
理
施
設

　

地
域
密
着
型
雪
処
理
施
設
は
、
公
園

等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
雪
を
一
時

堆
積
し
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
り
近
接
し

た
下
水
道
管
渠
に
投
雪
す
る
も
の
で
す

（
図
６
、
写
真
５
）
。

　

地
域
の
雪
は
地
域
で
処
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
住
宅
街
の
排
雪
を
受
け

入
れ
る
比
較
的
小
規
模
（
融
雪
能
力
１

千
立
方
㍍
／
日
）
な
雪
処
理
施
設
で
あ

り
、
市
内
３
カ
所
で
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

3

道
路
の
通
行
確
保
の

取
り
組
み

　

（
１
）
断
熱
蓋
の
設
置

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
鉄
蓋
は
熱
を
伝
導
し

や
す
く
、
汚
水
が
流
れ
る
管
路
で
は
下

水
の
熱
に
よ
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
部
の
み

雪
が
溶
け
、
主
に
生
活
道
路
に
お
い
て

路
面
に
大
き
な
段
差
を
生
じ
さ
せ
ま
す

（
写
真
６
）
。

　

札
幌
市
で
は
、
融
雪
段
差
対
策
に
つ

い
て
除
雪
担
当
部
署
と
調
整
を
図
り
、

01
年
度
か
ら
主
に
断
熱
材
に
よ
り
鉄
蓋

へ
の
熱
伝
導
を
遮
断
す
る
断
熱
蓋
を
年

間
１
千
カ
所
程
度
設
置
し
て
き
ま
し

た
。16

年
度
に
は
、
設
置
箇
所
の
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
安
価
な

断
熱
蓋
の
製
作
に
つ
い
て
、
複
数
企
業

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
製
品
開
発
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
企
業
側
が
試

作
品
を
製
作
し
、
札
幌
市
が
性
能
評
価

を
行
う
も
の
で
、
産
業
財
産
権
は
企
業

側
が
保
有
し
、
製
品
改
良
等
を
自
由
に

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
性
能
評

在
市
内
７
カ
所
で
供
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

流
雪
溝
と
は
、
道
路
下
に
設
置
し
た

幅
60
㌢
㍍
、
深
さ
80
㌢
㍍
程
度
の
暗
渠

に
下
水
処
理
水
を
送
水
し
、
こ
こ
に
雪

を
投
げ
入
れ
る
こ
と
で
河
川
等
へ
雪
を

流
下
さ
せ
る
施
設
で
す
（
図
２
）
。
そ

の
他
の
施
設
と
は
異
な
り
、
雪
を
融
か

す
こ
と
よ
り
も
流
す
こ
と
に
主
眼
を
置

い
て
設
計
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　

流
雪
溝
は
道
路
脇
に
積
ま
れ
た
雪
を

沿
線
住
民
が
投
雪
す
る
も
の
な
の
で
、

住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
（
写
真

１
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
高
齢

写真６　マンホール蓋上の融雪段差

写
真
７　

篠
路
地
区
バ
ス
停
留
所
前
の

歩
道
融
雪

価
は
15
日
間
で
10
㌢
㍍
の
融
雪
段
差
が

発
生
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
、
製
作

さ
れ
た
断
熱
蓋
の
試
作
品
全
て
が
断
熱

性
能
を
満
足
す
る
結
果
が
得
ら
れ
、
現

在
は
５
者
６
種
の
断
熱
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
生
活
道

路
と
補
助
幹
線
道
路
、
歩
行
者
の
通
行

が
多
い
歩
道
の
合
流
お
よ
び
汚
水
マ
ン

ホ
ー
ル
約
12
万
７
千
カ
所
を
対
象
に
年

間
１
万
２
千
カ
所
程
度
の
設
置
を
行

い
、
26
年
度
に
完
了
の
予
定
で
す
。

　

（
２
）
下
水
熱
を
活
用
し
た
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
設
置

　

道
路
の
通
行
確
保
に
は
除
排
雪
の
ほ

か
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
道
路
の

雪
を
融
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
舗
装
内
に
電
熱

線
や
温
水
を
循
環
さ
せ
る
パ
イ
プ
等
を

埋
設
し
、
路
面
温
度
を
上
げ
る
こ
と
に

よ
り
融
雪
お
よ
び
凍
結
防
止
を
行
う
も

の
で
す
。
こ
の
熱
源
と
し
て
下
水
熱
を

利
用
し
て
、
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
を
用
い
て

採
熱
し
、
歩
道
融
雪
を
行
っ
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
（
写
真
７
）
。
こ
れ
ら

は
、
動
力
を
必
要
と
し
な
い
シ
ス
テ
ム

と
な
り
ま
す
。

4

お
わ
り
に

21
年
度
の
冬
は
、
統
計
開
始
以
降
最

多
の
24
時
間
降
雪
量
を
２
度
に
わ
た
り

記
録
し
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
雪
と
な

り
、
市
内
各
地
で
渋
滞
が
発
生
す
る
な

ど
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
お
よ

び
ま
し
た
。

　

排
雪
し
た
雪
を
受
け
入
れ
る
施
設
で

あ
る
雪
堆
積
場
や
雪
処
理
施
設
へ
の
搬

入
量
は
、
過
去
最
大
を
記
録
し
ま
し

た
。
２
月
早
々
に
雪
堆
積
場
の
半
数
が

閉
鎖
し
て
い
く
中
で
も
、
雪
処
理
施
設

は
最
後
ま
で
雪
の
受
け
入
れ
先
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
し
た
。
雪
処
理
施
設

は
、
雪
堆
積
場
が
機
能
し
な
い
場
合
の

補
完
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
も

の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雪
処
理
施
設
の
効
果

が
高
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
施
設
設
置

の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
札

幌
市
で
は
東
部
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
既
存

雨
水
貯
留
池
を
活
用
し
た
融
雪
槽
の
整

備
を
検
討
し
て
お
り
、
25
年
度
の
供
用

開
始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
熱
に
よ
る
歩
道
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
導
入
も
検
討
し
て
お

り
、
将
来
的
に
は
地
下
鉄
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
出
入
口
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
へ

の
導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
熱
の
利
用
は
、
電
気
や
化
石
燃

料
な
ど
既
存
の
熱
源
を
利
用
し
た
場
合

よ
り
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
処
理
水

や
未
処
理
下
水
の
下
水
熱
を
活
用
し
な

が
ら
、
今
後
も
下
水
熱
利
用
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
自
然
と
の
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
下
水
熱
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
市
民
へ

の
理
解
促
進
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

化
に
伴
い
住
民
の
投
雪
が
困
難
と
な
る

等
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
運
用

に
課
題
も
生
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。②

融
雪
槽

　

冬
期
間
使
用
し
な
い
雨
水
滞
水
池

や
、
冬
期
間
に
流
入
水
量
変
動
が
小
さ

く
な
り
余
裕
の
で
き
る
汚
水
調
整
池
の

一
部
等
へ
処
理
水
を
送
水
し
、
融
雪
槽

と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
93
年
１
月

に
厚
別
融
雪
槽
、
２
０
０
４
年
２
月
に

新
川
融
雪
槽
を
供
用
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

融
雪
槽
は
他
の
雪
処
理
施
設
と
比
較

し
て
融
雪
能
力
が
大
き
く
、
厚
別
融
雪

槽
は
札
幌
市
の
雪
処
理
施
設
最
大
の
１

万
立
方
㍍
／
日
、
新
川
融
雪
槽
は
８
千

立
方
㍍
／
日
の
融
雪
能
力
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

融
雪
槽
は
運
搬
し
て
き
た
ダ
ン
プ
か

ら
直
接
槽
内
へ
投
雪
し
、
散
気
装
置
や

造
波
機
を
用
い
て
槽
内
の
水
を
攪
拌
す

る
こ
と
に
よ
り
融
雪
を
促
進
し
て
い
ま

す
（
図
３
、
写
真
２
）
。

　

③
融
雪
管

　

融
雪
管
は
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善

を
目
的
に
整
備
さ
れ
た
雨
水
貯
留
管
の

冬
期
の
有
効
活
用
と
し
て
、
処
理
水
を

送
水
し
管
内
で
融
雪
す
る
も
の
で
す

（
図
４
）
。
97
年
１
月
に
創
成
川
融
雪

管
、
04
年
２
月
に
伏
古
川
融
雪
管
を
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

創
成
川
融
雪
管
は
４
２
０
０
立
方
㍍

／
日
、
伏
古
川
融
雪
管
は
４
千
立
方
㍍

／
日
の
融
雪
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

創
成
川
融
雪
管
は
、
用
地
の
確
保
や

騒
音
・
振
動
等
の
条
件
か
ら
、
投
雪
口

と
雨
水
貯
留
管
の
位
置
が
離
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
投
雪
さ
れ
た
雪
を
ロ
ー
タ

リ
で
破
砕
し
、
送
雪
水
路
に
よ
り
貯
留

管
へ
運
搬
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）
。

図２　流雪溝の概要図 写真１　流雪溝への投雪

図３　融雪槽の概要図 写真２　融雪槽への投雪

図４　融雪管の概要図
（創成川融雪管）

写真３　創成川融雪管
投雪口

図５　下水道管投
雪施設の概要図 写真４　下水道管への投雪

図６　地域密着型雪処理
施設の概要図

写真５　地域密着型雪処
理施設への投雪

を
除
く
10
カ
所
で

の
雪
処
理
量
は
、

例
年
札
幌
市
が
排

雪
す
る
雪
の
約
１

割
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

雪
処
理
施
設
は

「
下
水
処
理
水
を

利
用
す
る
も
の
」

と
「
未
処
理
下
水

を
利
用
す
る
も

の
」
に
大
別
さ

れ
、
流
雪
溝
・
融

雪
槽
・
融
雪
管
は

前
者
に
、
下
水
道

管
投
雪
施
設
・
地

域
密
着
型
雪
処
理

施
設
は
後
者
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

（
１
）
処
理
水

活
用

　

①
流
雪
溝

　

札
幌
市
の
下
水

道
事
業
に
お
け
る

最
初
の
雪
処
理
施

設
と
し
て
、
１
９

９
０
年
１
月
に
安

春
川
流
雪
溝
の
供

用
を
開
始
し
ま
し

た
。
流
雪
溝
は
現

図１　世界の都市の人口と降雪量

札幌ドーム
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月1日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

4日
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地震に負けない下水道をつくる地震に負けない下水道をつくる

写真４　マニュアルハン
ドブック

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
事
業
推
進
部
下
水
道
計
画
課　　

佐
藤　

洋
之

被
災
時
の
影
響
な
ど
か
ら
優
先
度
設
定

被
災
時
の
影
響
な
ど
か
ら
優
先
度
設
定

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
対
策
を
推
進

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
対
策
を
推
進

1

は
じ
め
に

　

札
幌
市
で
は
、
１
９
７
２
年
の
札
幌

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
に
、

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
集

中
的
に
下
水
道
の
整
備
を
進
め
、
現

在
、
約
８
３
０
０
㌔
㍍
の
管
路
、
10
カ

所
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
（
下
水
処
理

場
）
、
16
カ
所
の
ポ
ン
プ
場
な
ど
、
非

常
に
多
く
の
下
水
道
施
設
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
下
水
道
施

設
が
長
時
間
使
用
で
き
な
い
状
況
と
な

れ
ば
、
市
民
生
活
・
社
会
活
動
に
与
え

る
影
響
は
極
め
て
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
地
震
対
策

を
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
全

て
を
短
時
間
で
対
策
す
る
こ
と
は
、
現

実
的
に
は
難
し
い
た
め
、
被
災
時
の
影

響
な
ど
か
ら
優
先
度
を
定
め
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
計
画
的
に
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

2

管
路
施
設
の
耐
震
化

　

札
幌
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
被
災
時
の

交
通
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
都

心
部
の
緊
急
輸
送
道
路
に
埋
設
さ
れ
て

い
る
老
朽
化
し
た
旧
型
規
格
の
管
路
に

つ
い
て
、
優
先
的
に
耐
震
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
度
よ
り
取
り

組
み
を
開
始
し
、
22
年
度
ま
で
に
８
・

４
㌔
㍍
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
18
年
９
月
６
日
未

明
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

（
以
下
、
胆
振
東
部
地
震
）
で
は
、
札

幌
市
に
お
い
て
最
大
震
度
６
弱
と
い
う

市
政
始
ま
っ
て
以
来
の
強
い
揺
れ
を
観

測
し
、
市
内
全
域
で
２
日
間
の
停
電

や
、
各
所
で
道
路
破
損
に
よ
る
通
行
規

制
、
最
大
約
１
万
６
千
戸
で
断
水
す
る

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
路
施
設
に
つ
い
て
は
、
液

状
化
の
影
響
で
約
12
㌔
㍍
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
（
写
真
１
、
２
）

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
内
の
全
管
路
を

対
象
に
、
19
年
度
か
ら
20
年
度
に
か
け

て
、
液
状
化
の
影
響
を
踏
ま
え
た
簡
易

的
な
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
重

要
な
幹
線
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
約

１
６
０
０
㌔
㍍
の
管
路
の
う
ち
、
液
状

化
に
よ
る
浮
上
・
沈
下
の
恐
れ
が
あ
る

管
路
約
１
１
５
㌔
㍍
を
特
定
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
こ
の
約
１
１
５
㌔
㍍
の
管
路

に
対
し
、
詳
細
診
断
を
順
次
実
施
し
て

お
り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
化

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

写真３　処理施設の耐震化

図１　汚泥圧送管の２条化・ループ化の整備状況

写真５　災害対策本部訓練の状況

図
２　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
イ

メ
ー
ジ
（
貯
留
型
）

写真６　マンホールトイレの整備状況

写真１　被災状況（清田区里塚地区） 写真２　被災状況（東区15丁目屯田通）

3

処
理
施
設（
水
再
生
プ
ラ
ザ
、

ポ
ン
プ
場
等
）の
耐
震
化

　

処
理
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

人
命
保
護
の
観
点
か
ら
、
水
再
生
プ
ラ

ザ
の
管
理
棟
を
優
先
し
て
実
施
し
て
お

り
、
11
年
度
ま
で
に
全
10
プ
ラ
ザ
で
対

策
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
市
街
地
で
の
浸
水
防
止
等

の
観
点
か
ら
、
揚
水
機
能
の
確
保
を
目

的
に
処
理
場
の
ポ
ン
プ
棟
や
ポ
ン
プ
場

に
つ
い
て
耐
震
診
断
や
耐
震
化
を
順
次

進
め
て
い
ま
す
（
写
真
３
）
。

4

汚
水
送
水
管
や
汚
泥
圧
送

管
の
２
条
化
・
ル
ー
プ
化

　

汚
水
送
水
管
や
汚
泥
圧
送
管
な
ど
の

圧
力
管
は
、
自
然
流
下
管
と
異
な
り
、

汚
水
や
汚
泥
が
噴
出
し
た
場
合
の
周
辺

環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

圧
送
ル
ー
ト
を
２
条
化
・
ル
ー
プ
化
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
96
年
度
か
ら
開
始

し
て
お
り
、
汚
水
送
水
管
は
、
圧
送
区

間
を
持
つ
全
４
カ
所
の
ポ
ン
プ
場
に
対

し
て
16
年
度
ま
で
に
対
策
を
完
了
し
て

お
り
、
汚
泥
圧
送
管
に
関
し
て
は
、
23

年
度
内
に
全
て
の
対
策
（
全
36
・
７
㌔

㍍
）
が
完
了
（
図
１
）
す
る
予
定
で

す
。5

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
防
災
訓
練

　

こ
の
ほ
か
札
幌
市
で
は
、
ソ
フ
ト
対

策
と
し
て
、
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制

や
対
応
方
法
等
の
具
体
的
な
災
害
活
動

に
つ
い
て
定
め
た
「
下
水
道
河
川
局
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
以
下
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
）
や
、
そ
れ
を
補
完
す
る
「
札

幌
市
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
対
応
に
は
組
織
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
発
災
時
に
職
員
が
ど
こ
に
い
て
も

自
分
の
役
割
を
正
確
に
認
識
し
、
適
切

な
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、
ポ
ケ
ッ
ト
サ

イ
ズ
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
別
途
作
成

し
、
全
職
員
が
携
帯
し
て
い
ま
す
（
写

真
４
）
。

　

こ
の
ほ
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
毎
年
、
情
報
収
集
整

理
や
伝
達
等
を
行
う
災
害
対
策
本
部
訓

練
（
写
真
５
）
や
、
維
持
管
理
部
門
に

お
け
る
復
旧
支
援
協
定
締
結
業
者
と
の

訓
練
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

6

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
整
備

　

札
幌
市
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
整
備
（
図
２
、
写
真
６
）
も
進
め
て

き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
大
規
模
公
園
な
ど
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、
市
内
６
カ
所

で
計
47
基
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
被

害
が
広
域
化
・
長
期
化
し
た
場
合
に
備

え
、
地
震
時
に
多
く
の
市
民
の
方
が
避

難
す
る
区
の
体
育
館
な
ど
を
対
象
に
、

全
市
的
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備

を
進
め
る
考
え
で
す
。

　

今
年
度
は
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

敷
地
内
の
設
置
位
置
な
ど
を
定
め
る
事

業
計
画
を
作
成
し
、
24
年
度
よ
り
順
次

設
計
・
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

7

お
わ
り
に

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
被
害
も
激
甚
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
震
対
策
の
推
進
が
一

層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続

き
、
将
来
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
大
規

模
な
地
震
に
備
え

て
、
被
災
時
の
影
響

な
ど
か
ら
優
先
度
を

定
め
、
耐
震
化
な
ど

を
進
め
る
ほ
か
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

や
防
災
訓
練
な
ど
も

継
続
的
に
実
施
し
、

ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ

ト
対
策
の
両
面
か

ら
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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一般社団法人　日本コンクリート防食協会

第１種正会員

主な事業
★ コンクリート防食技士制度：施工品質管理技術者の育成を行っています
★ 防食工事賠償責任保険制度：防食被覆の性能保証を担保します

コンクリート防食の施工技術の開発、施工品質管理技術の確立から！

防食被覆工事の品質確保と振興を

・A･B エ ポ マ ー 工 法 協 会
・イ ン フ ラ 保 全 技 術 協 会

・日本高強度環境調和型樹脂技術協会

・Ｓ Ｒ 工 法 研 究 会
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・シ ュ ク ラ 工 法 研 究 会
・下 水 道 防 食 協 会
・ス ワ エ ー ル 協 会
・全国上下水道エポキシ工事業協会
・ナ ル コ ー ト 工 業 会

・レ ジ テ ク ト 工 業 会
・シ ョ ウ ゼ ッ ト 工 業 会
・クリスタルライニング工法協会

・エ ア タ イ ト 工 法 協 会
・ハ イ ケ ム 工 法 研 究 会
・ア タ ッ ク モ ル タ ル 協 会
・ＪＥＲコンクリート補改修協会

・ダ イ ナ ミ ッ ク レ ジ ン 工 業 会
・N K フ レ ー ク 工 法 協 会

下水道既設管路耐震技術協会 〒105-0004  東京都港区新橋5-33-11
TEL.03-3437-6454　FAX.03-3433-2945　https://www.gkktgk.jp/

既設人孔耐震化工法既設人孔耐震化工法
（ガリガリ君）
既設人孔耐震化工法既設人孔耐震化工法既設人孔耐震化工法

■既設マンホールと管の接続部を柔構造で耐震化
■非開削で周辺地盤や地下埋設物への影響が少ない
■本管内径２５０～７００㎜までの施工が可能
■更生済の管の耐震化にも対応

特 長
耐震化

突出し・抜出し

屈曲

人孔内側 人孔外側人孔側壁人孔側壁

バックアップ材シーリング材

吸収ゴムブロック
ヒューム管

人孔側壁

特 長
■レベル２地震動による更生管きょの屈曲、抜出し、突出しに対応
■更生管の性能（呼び径、強度、弾性等）に影響がない
■シンプル施工でスピーディー・安全・経済的
■適用管径200～８００㎜未満までの自立管、複合管の耐震化が可能

耐震一発くん耐震一発くん耐震一発くん耐震一発くん耐震一発くん
（更生管マンホール接続部耐震化工法）

屈
曲

突出し・抜出し

弾性湿潤
エポキシ樹脂

更生管更生管

既設管耐震ゴムリング

モルタル仕上げ

ステディフィラー（目地材）

更生管

内径450mm～800mm未満用耐震化構造図内径200mm～400mm用耐震化構造図

既設管

更生管

  ステンレスカラー
（既設管と同径）

管口仕上げ

弾性目地材（管口用）

塑性変形シーリング材

耐震ゴムリング（２層）

弾性湿潤エポキシ樹脂

ステンレスバンド

目地用弾性体

モルタル仕上げ

特 長
■液状化現象による既設マンホールの浮上を抑制
■わずかな作業スペースで安全・確実な施工が可能
■非開削により交通等への支障が少ない
■東日本大震災において浮上抑制効果を確認

フロートレス工法フロートレス工法フロートレス工法フロートレス工法フロートレス工法
（マンホール浮上抑制工法） 過

剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

～土木学会「技術開発賞」受賞～～土木学会「技術開発賞」受賞～

非
開
削
に
よ
る

　
　

 

地
震
対
策
３
工
法
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札幌市下水道事業における脱炭素に向けた取り組み札幌市下水道事業における脱炭素に向けた取り組み

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
事
業
推
進
部
下
水
道
計
画
課
有
効
活
用
担
当
係
長
　
長
谷
川
　
廣
和

施
設
全
体
の
再
構
築
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
チ
ャ
ン
ス

施
設
全
体
の
再
構
築
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
チ
ャ
ン
ス

先
進
的
技
術
の
計
画
的
導
入
を
推
進

先
進
的
技
術
の
計
画
的
導
入
を
推
進

1

は
じ
め
に

　

近
年
、
気
温
の
上
昇
、
大
雨
・
大
雪

の
頻
度
の
増
加
や
、
農
作
物
の
品
質
低

下
、
動
植
物
の
分
布
域
の
変
化
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
、
気
候
変
動

お
よ
び
そ
の
影
響
が
世
界
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
世
界
的
に
は
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
新
た
な

国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
が
採

択
・
発
効
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

で
は
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と

し
て
の
長
期
戦
略
が
策
定
さ
れ
る
な

ど
、
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
今
ま
さ
に
行

動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
２
０
２
０
年
２
月
、
市

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

50
年
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

し
、
21
年
３
月
に
は
、
札
幌
市
気
候
変

動
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
、
30
年
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
16
年
比
で
60

％
削
減
、
50
年
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と

す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

22
年
11
月
に
は
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

札
幌
市
の
下
水
道
事
業
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導
入
に
よ

図１　温室効果ガス排出量の排
出要因別割合（2021年度）

図２　電気使用量の主要施設別
割合（2021年度）

り
積
極
的
に
排
出
量
の
削
減
に
努
め
な

が
ら
、
下
水
熱
を
活
用
し
た
雪
対
策
施

設
な
ど
に
よ
り
、
札
幌
市
全
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
貢
献
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向

け
て
は
、
対
策
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

2
札
幌
市
下
水
道
事
業
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実
態

　

札
幌
市
の
下
水
道
事
業
は
、
10
カ
所

の
水
再
生
プ
ラ
ザ
、
16
カ
所
の
ポ
ン
プ

場
、
２
カ
所
の
汚
泥
処
理
施
設
を
稼
働

し
、
24
時
間
３
６
５
日
、
一
刻
も
休
む

こ
と
な
く
下
水
道
の
機
能
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

10
カ
所
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
で
処
理
す

る
下
水
の
水
量
は
、
１
日
当
た
り
約
１

０
０
万
立
方
㍍
／
日
で
、
２
０
０
㍑
の

ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
る
と
約
５
０
０
万

本
、
小
学
校
の
標
準
的
な
プ
ー
ル
に
入

れ
る
と
約
３
３
０
０
杯
分
に
相
当
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
膨
大
な
量
の
下
水
を
処

理
す
る
た
め
、
電
気
や
燃
料
な
ど
大
量

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に

伴
い
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
処
理
・
汚
泥
処
理
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
温
暖
化
係
数
の
高
い
メ

タ
ン
ガ
ス
等
も
排
出
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
下
水
道
事
業
に
お
け
る
排
出
量

は
、
札
幌
市
役
所
全
体
の
約
２
割
に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
排
出
要
因
を
見
て
み
る
と
、
電
気

の
使
用
に
よ
る
排
出
が
約
６
割
、
水
処

理
プ
ロ
セ
ス
と
汚
泥
処
理
プ
ロ
セ
ス
に

よ
る
排
出
が
合
わ
せ
て
約
４
割
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　

さ
ら
に
、
電
気
の
使
用
量
に
つ
い

て
、
主
要
施
設
別
の
割
合
を
見
て
い
く

と
、
水
処
理
で
使
う
送
風
機
設
備
（
ブ

ロ
ワ
）
が
最
も
多
く
全
体
の
約
３
割
を

占
め
、
次
い
で
、
汚
泥
処
理
で
約
２
割

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

　

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
水
処
理
施
設
等
の
改
築
に
あ
わ
せ
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
、
水
処

理
・
汚
泥
処
理
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
運

転
管
理
の
工
夫
、
下
水
汚
泥
の
焼
却
廃

熱
を
利
用
し
た
蒸
気
発
電
の
導
入
等
に

よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
16

年
度
か
ら
約
３
万
㌧
―
Ｃ
Ｏ
２

（
20

％
）
削
減
し
て
き
ま
し
た
（
図
３
）
。

3

こ
れ
ま
で
の
主
な

取
り
組
み

　

（
１
）　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
　

電
気
使
用
量
の
約
３
割
を
占
め
る
ブ

ロ
ワ
に
お
い
て
、
電
気
使
用
量
の
削
減

が
効
果
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
散
気
装
置
の
改
築
の
際
に
、
従
来

の
散
気
装
置
と
比
較
し
て
必
要
空
気
量

が
少
な
い
超
微
細
気
泡
散
気
装
置
（
メ

ン
ブ
レ
ン
）
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す

（
図
４
）
。

　

他
に
は
、
従
来
型
よ
り
待
機
電
力
お

よ
び
稼
働
時
の
ロ
ス
が
少
な
い
高
効
率

変
圧
器
の
導
入
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導

入
な
ど
の
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

（
２
）
運
転
管
理
の
工
夫

　

水
処
理
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
流

入
水
質
や
水
量
変
動
に
応
じ
て
送
風
量

や
汚
泥
返
送
率
の
適
正
化
を
図
る
な
ど

の
運
転
管
理
の
見
直
し
に
よ
り
電
気
使

用
量
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

汚
泥
処
理
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、

脱
水
機
の
低
回
転
運
転
や
焼
却
炉
温
度

管
理
の
適
正
化
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
排
出
係
数
が
小
さ
い
夜
間
電
力
の

利
用
に
よ
る
電
気
需
要
平
準
化
を
目
的

図
３　

下
水
道
事
業
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
推
移

図
４　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
（
超
微
細
気
泡
散
気
装
置
）

と
し
た
タ
イ
ム
シ
フ
ト
運
転
に
よ
り
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

（
３
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
　

①
廃
熱
発
電

　

汚
泥
の
濃
縮
・
脱
水
・
焼
却
施
設
で

あ
る
西
部
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

５
つ
あ
る
焼
却
施
設
の
う
ち
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
１
・
２
系
焼
却
施
設
の
改
築

に
あ
わ
せ
、
汚
泥
の
焼
却
廃
熱
を
利
用

し
た
ス
ク
リ
ュ
ー
発
電
設
備
と
、
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
設
備
の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
（
図
５
）
。

図
５　

焼
却
廃
熱
発
電
の
導
入

（
ス
ク
リ
ュ
ー
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発

電
設
備
）

21
年
度
に
新
１
系
焼

却
施
設
の
供
用
を
開
始

し
、
23
年
度
に
は
新
２

系
焼
却
施
設
の
供
用
を

開
始
す
る
こ
と
で
、
焼

却
の
運
転
に
必
要
な
電

力
を
概
ね
賄
え
る
と
想

定
し
て
い
ま
す
。

②
太
陽
光
発
電
、
小

水
力
発
電

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
屋
上
に

必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
た
２
カ
所
の
施

設
に
設
置
し
、
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
は
、
発

電
に
有
効
な
落
差
が
確

認
で
き
た
処
理
施
設
の

水
路
１
カ
所
に
設
置
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
発

電
し
た
電
力
の
全
て
を

施
設
内
で
消
費
し
て
い

ま
す
（
写
真
１
、
図

６
）
。

③
下
水
熱

　

一
部
の
下
水
道
施
設

に
お
い
て
、
融
雪
（
ロ

4

今
後
の
脱
炭
素
に

向
け
た
取
り
組
み

　

（
１
）
脱
炭
素
構
想
の
必
要
性

　

こ
れ
ま
で
不
断
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
こ
と
か
ら
、
電
気
や
燃
料
の
使

用
に
起
因
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

は
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
行
の
水
処
理
・
汚
泥
処
理
プ
ロ
セ
ス

で
生
成
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
以
外
の
メ
タ
ン

ガ
ス
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、

現
状
で
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

し
か
し
今
、
札
幌
市
の
下
水
道
施
設

は
、
供
用
開
始
か
ら
50
年
以
上
経
過
し

た
施
設
が
急
増
し
、
処
理
施
設
全
体
の

再
構
築
が
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

施
設
全
体
の
大
規
模
な
再
構
築
は
、
人

口
減
少
に
応
じ
た
施
設
の
縮
小
や
統
廃

合
、
従
来
の
処
理
方
式
の
抜
本
的
な
見

直
し
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を

大
き
く
進
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
の
脱
炭
素
に
向
け

て
は
、
中
長
期
的
な
方
向
性
を
定
め
る

下
水
道
事
業
の
脱
炭
素
構
想
を
策
定

し
、
先
進
的
な
技
術
を
計
画
的
に
導
入

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

（
２
）
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向

性
は
、
次
の
３
点
で
す
。

　

①
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減（
省
エ
ネ
）

　

設
備
の
改
築
に
あ
わ
せ
た
最
新
の
省

エ
ネ
機
器
の
導
入
、
効
率
的
な
運
転
管

理
な
ど
の
維
持
管
理
の
取
り
組
み
、
下

水
道
施
設
の
再
構
築
に
あ
わ
せ
た
施
設

規
模
の
適
正
化
や
処
理
方
式
の
変
更
等

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
抜
本
的
な
削

減
。

　

②
下
水
道
資
源
の
活
用
（
創
エ
ネ
・

再
エ
ネ
）

　

処
理
施
設
敷
地
内
の
未
利
用
空
間
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
、
下
水
汚
泥
の

焼
却
廃
熱
な
ど
処
理
プ
ロ
セ
ス
で
発
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
下
水
熱
の
活
用

等
、
下
水
道
が
有
す
る
資
源
の
積
極
的

な
活
用
。

　

③
多
様
な
分
野
・
主
体
と
の
連
携

　

未
処
理
下
水
や
処
理
水
を
活
用
し
た

雪
対
策
施
設
の
さ
ら
な
る
整
備
や
、
下

水
熱
の
民
間
施
設
へ
の
利
用
促
進
等
、

多
様
な
分
野
・
主
体
と
の
連
携
に
よ
る

社
会
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
へ
の
貢
献
。

5

お
わ
り
に

　

札
幌
市
は
、
22
年
に
市
制
１
０
０
周

年
の
節
目
を
迎
え
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
四
季
の
移
ろ
い
が
豊
か
な
こ
の

札
幌
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
気
候
変

動
問
題
に
対
し
危
機
感
を
持
っ
て
行
動

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
下
水
道

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
事
業
者

と
し
て
、
そ
し
て
、
脱
炭
素
に
貢
献
し

う
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
提
供
で
き
る

事
業
者
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

図６　小水力発電のイ
メージ　

ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
や
空
調
の
熱
源

と
し
て
処
理
水
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
施
設
以
外
で
は
、
バ
ス
停
留

所
前
の
歩
道
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
熱
源
と
し
て
未
処
理
下
水
を
活
用
し

た
り
、
市
有
施
設
の
空
調
の
熱
源
と
し

て
処
理
水
を
活
用
し
て
い
ま
す
（
写
真

２
、
図
７
）
。

写真１　太陽光発電設備の設置

写真２　下水熱の融雪
利用（バス停留所前） 図７　下水熱の空調利用（市有施設）

札幌ドーム
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月1日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

4日

〒135-0047　東京都江東区富岡2-11-18
　　　　　　　リードシー門前仲町ビル3Ｆ
電話：03-5639-9970　FAX：03-5639-9975

https://www.jstt.jp　　　会　長  森 田　弘 昭

https://kouhounavi.com

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会会員
一般社団法人 管路診断コンサルタント協会会員
公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会会員
一般社団法人 管路診断コンサルタント協会会員
公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会会員
一般社団法人 管路診断コンサルタント協会会員

次世代コンサルタントという新カテゴリーの創造を『管路診断』から始めます。

髙 橋　浩 二

https://toyocon.co.jp/
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安全で快適な社会を次代へつなぐために――札幌市下水道の老朽化対策安全で快適な社会を次代へつなぐために――札幌市下水道の老朽化対策

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
事
業
推
進
部
下
水
道
計
画
課
計
画
係
　
樋
口
　
諒

下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
改
築
を
推
進

下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
改
築
を
推
進

可
能
な
限
り
延
命
化
し
、事
業
量
を
縮
減
・
平
準
化

可
能
な
限
り
延
命
化
し
、事
業
量
を
縮
減
・
平
準
化

1

は
じ
め
に

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や
市

街
地
の
浸
水
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

す
。
仮
に
、
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
、
下

水
道
本
管
が
損
壊
し
た
場
合
、
大
規
模

な
道
路
陥
没
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、
下
水
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
の
機
能

が
停
止
し
た
場
合
に
は
、
広
範
囲
に
わ

た
る
ト
イ
レ
の
使
用
制
限
や
浸
水
の
発

生
等
、
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
及
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
安
全
で
快
適
な
市
民
生

活
を
支
え
る
に
は
、
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
や
改
築
を
適
切
に
行
い
、
施
設

の
状
況
を
良
好
に
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

2

札
幌
市
の
下
水
道
施

設
の
老
朽
化
状
況

　

札
幌
市
で
は
、
２
０
２
２
年
度
末
時

点
で
、
約
８
３
０
０
㌔
㍍
の
管
路
、
10

カ
所
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
（
下
水
処
理

場
）
、
16
カ
所
の
ポ
ン
プ
場
等
、
数
多

く
の
下
水
道
施
設
を
有
し
て
お
り
、
下

水
道
普
及
率
は
99
・
８
％
に
達
し
、
ほ

と
ん
ど
の
市
民
が
下
水
道
を
利
用
で
き

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
施
設
の
多
く
を
１
９

７
２
年
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
契
機
と
し
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
か
け
て
集
中
的
に
整
備
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

が
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

　

管
路
で
は
、
標
準
耐
用
年
数
で
あ
る

50
年
を
超
過
す
る
割
合
が
、
22
年
度
末

時
点
で
は
全
体
の
17
％
（
１
４
１
１
㌔

㍍
）
で
す
が
、
10
年
後
に
は
60
％
（
４

９
８
３
㌔
㍍
）
、
20
年
後
に
は
84
％

（
７
０
２
２
㌔
㍍
）
へ
と
急
増
し
ま
す

（
図
１
）
。

　

ま
た
、
水
再
生
プ
ラ
ザ
や
ポ
ン
プ
場

等
の
処
理
施
設
は
、
す
で
に
多
く
の
機

械
・
電
気
設
備
が
標
準
耐
用
年
数
を
迎

え
て
お
り
、
土
木
・
建
築
構
造
物
に
関

し
て
は
、
最
も
古
い
創
成
川
水
再
生
プ

ラ
ザ
が
17
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
標
準

耐
用
年
数
で
あ
る
50
年
を
迎
え
、
10
年

後
に
は
半
数
以
上
（
53
％
）
が
標
準
耐

用
年
数
を
超
過
し
ま
す
（
図
２
）
。

3

改
築
に
係
る
方
針
の

策
定

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
老
朽
化
施
設

が
急
増
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
可
能
な

限
り
延
命
化
す
る
こ
と
で
事
業
量
の
縮

減
・
平
準
化
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的

に
改
築
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
す
で
に
一
部
の
施
設
で
改

築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
管
路
や
処
理

施
設
の
機
械
・
電
気
施
設
に
つ
い
て

は
、
15
年
３
月
に
「
札
幌
市
下
水
道
改

築
基
本
方
針
」
（
以
下
、
改
築
基
本
方

針
）
を
策
定
し
、
今
後
改
築
が
必
要
と

な
る
処
理
施
設
の
土
木
・
建
築
構
造
物

に
つ
い
て
は
、
22
年
３
月
に
「
札
幌
市

下
水
道
処
理
施
設
再
構
築
方
針
」
（
以

下
、
再
構
築
方
針
）
を
策
定
し
、
改
築

に
係
る
長
期
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

4

方
針
に
基
づ
く
管
路

の
改
築
の
進
め
方

　

（
１
）
下
水
道
本
管

　

下
水
道
本
管
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

重
要
度
等
に
応
じ
て
３
〜
60
年
に
一
度

の
頻
度
と
な
る
調
査
サ
イ
ク
ル
を
定

め
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
年
間
約

２
１
０
㌔
㍍
の
調
査
を
行
い
、
管
内
の

状
態
を
詳
細
に
把
握
し
、
劣
化
の
進
行

が
大
き
い
も
の
を
対
象
に
改
築
を
進
め

て
い
ま
す
（
表
）
。

　

改
築
事
業
量
に
つ
い
て
は
、
約
２
千

㌔
㍍
の
下
水
道
本
管
の
調
査
結
果
を
基

に
、
１
０
０
年
ス
パ
ン
で
劣
化
予
測
し

た
結
果
よ
り
、
老
朽
化
し
た
管
路
の
割

合
を
概
ね
現
状
程
度
に
維
持
す
る
た
め

に
年
間
60
㌔
㍍
の
改
築
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
費
は
標
準
耐
用

年
数
で
単
純
に
改
築
す
る
場
合
に
比

べ
、
約
60
％
削
減
で
き
、
年
間
約
90
億

円
と
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
（
図

３
）
。

　

（
２
）
取
付
管

　

取
付
管
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
の

要
因
と
な
り
や
す
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

取
付
管
全
18
万
カ
所
程
度
を
優
先
し

て
、
年
間
５
千
〜
７
千
カ
所
を
目
標
に

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
を
進
め
て
お
り
、

不
具
合
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
修
繕
を
行
っ
て
い
ま

す
。

5

方
針
に
基
づ
く
処
理
施
設

の
改
築
の
進
め
方

（
１
）
機
械
・
電
気
設
備

　

機
械
・
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
、
設

備
の
特
性
に
応
じ
て
個
別
に
、
状
態
監

視
保
全
や
時
間
計
画
保
全
等
の
保
全
区

分
を
定
め
、
標
準
耐
用
年
数
の
２
倍
程

度
と
な
る
本
市
独
自
の
目
標
耐
用
年
数

を
設
定
し
、
そ
れ
を
目
安
と
し
て
可
能

な
限
り
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
改
築
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
事
業
費
は

標
準
耐
用
年
数
で
単
純
に
改
築
す
る
場

合
に
比
べ
、
約
50
％
削
減
で
き
、
年
間

約
85
億
円
と
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す

（
図
４
）
。

　

（
２
）
土
木
・
建
築
構
造
物

　

土
木
・
建
築
構
造
物
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
下
水
量

を
基
に
、
施
設
の
配
置
や
規
模
の
適
正

化
を
行
う
と
と
も
に
、
１
３
０
年
を
目

標
耐
用
年
数
と
し
て
設
定
し
、
特
定
の

年
度
に
事
業
が
集
中
し
な
い
よ
う
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
平
準
化
し
て
進
め
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
、
２
０
４
０
年
か

ら
２
１
２
０
年
に
か
け
て
改
築
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
配
置
に
関
し
て
は
、
放
流
先

の
河
川
へ
の
影
響
や
既
存
管
路
網
の
活

用
を
考
慮
し
、
現
位
置
で
の
改
築
を
基

本
と
し
つ
つ
、
施
設
規
模
の
縮
小
等
に

よ
り
敷
地
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、

他
施
設
の
下
水
を
受
け
入
れ
て
統
廃
合

す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
（
図
５
）
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
費
は
標
準
耐
用

年
数
で
単
純
に
改
築
す
る
場
合
に
比

べ
、
約
40
％
削
減
で
き
、
年
間
約
90
億

円
と
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
（
図

６
）
。

6

お
わ
り
に

　

改
築
事
業
は
長
期
に
わ
た
り
継
続
的

に
実
施
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
事
業
実

施
に
よ
る
新
た
な
情
報
の
蓄
積
や
社
会

情
勢
の
変
化
等
に
応
じ
て
適
宜
、
事
業

の
進
め
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
本
市
で
は
、
改

築
基
本
方
針
の
策
定
か
ら
10
年
近
く
が

経
過
し
、
こ
の
間
、
下
水
道
本
管
の
劣

化
予
測
等
に
用
い
て
い
る
施
設
の
調
査

結
果
が
新
た
に
蓄
積
さ
れ
、
ま
た
物
価

の
変
動
等
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
必
要
と
な
る
改
築
事
業
量
や
費
用

を
精
査
し
、
23
年
度
内
に
改
築
基
本
方

針
を
改
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
一

層
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
水
再
生
プ
ラ
ザ
等
の
機
械
・
電
気

設
備
の
改
築
に
あ
わ
せ
て
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
ほ

か
、
さ
ら
に
効
率
的
な
処
理
方
式
の
採

用
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
適
切
な
維
持
管
理
や
改
築

を
進
め
、
次
世
代
へ
良
好
な
下
水
道
施

設
を
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

図１　管路の整備状況 図２　処理施設の整備状況

表　管路の調査サイクル

図３　管路施設の事業費の試算 図４　機械・電気設備の事業費の試算

図５　処理施設の再構築イメージ 図６　土木・建築構造物の事業費の試算

下水道の力で、持続可能な社会を“あたりまえ”に

日々の安心で快適な生活は、下水道が「あ
たりまえ」に機能し続けることで成り
立っています。「あたりまえ」は時代と
共に変わるものです。

SDGsが描く、未来の「あたりまえ」に
も応え、挑戦する企業でありたい。

東京都下水道サービスは東京都下水道局
のパートナーとして、下水道の力で持続
可能な社会の実現に貢献していきます。

当社は下水道展 '23 札幌に
出展いたします

プライム茗荷谷ビル

（’23.7月現在 86社）

【構成会員】
正会員

会員・団体価格 380,000円 会員・団体価格 260,000円

㈱昭和設計事務所

029-297 -2033

03 -3534 -5511

NiX三喜㈱
076-464 -6520NiX JAPAN㈱

03-5280 -3071（一社）日本グランドマンホール工業会
（一社）日本コンクリート防食協会 03-6256 -9251

03 -6285 -2650

045 -341 -4046

024 -953 -6830㈱櫻エンジニアリング
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札幌市下水道における業務執行体制の強化札幌市下水道における業務執行体制の強化

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
経
営
管
理
部
経
営
企
画
課　

粒
針　

健
史

公
的
機
関
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強
化

公
的
機
関
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強
化

組
織
体
制
を
確
保
、技
術
力
を
維
持
・
継
承

組
織
体
制
を
確
保
、技
術
力
を
維
持
・
継
承

1

は
じ
め
に

　

札
幌
市
の
下
水
道
部
門
で
は
、
団
塊

世
代
の
退
職
に
よ
り
経
験
豊
富
な
技
術

職
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
年
齢

構
成
比
で
は
、
２
０
０
８
年
度
は
30
歳

以
下
が
14
％
、
51
歳
以
上
が
50
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
平
成
30
年
度
は
30
歳

以
下
が
26
％
に
増
加
、
51
歳
以
上
は
34

％
に
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今

後
も
続
く
見
込
み
で
す
（
図
１
）
。

　

こ
の
た
め
、
経
験
豊
富
な
職
員
か
ら

若
手
職
員
へ
技
術
を
継
承
す
る
機
会
が

少
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
組
織
の
技

術
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
新
た
に
処
理
施
設
の

土
木
・
建
築
構
造
物
の
改
築
に
着
手
す

る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
手
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
施
設
の
供
用
を

停
止
せ
ず
に
実
施
す
る
改
築
は
高
度
な

技
術
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

行
の
運
営
体
制
で
は
確
実
に
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
設
備
の
老
朽

化
が
進
み
改
築
更
新
時
期
が
迫
っ
て
い

る
西
部
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
３
〜
５
系

焼
却
施
設
で
は
、
22
年
度
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
簡
易
検
討
を
実
施
し
、
23
年

度
は
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。

　

（
３
）
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏

の
自
治
体
と
の
連
携

　

さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、
圏

域
内
の
活
力
を
維
持
し
、
よ
り
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
札
幌
市

と
近
隣
11
市
町
村
（
小
樽
市
、
岩
見
沢

市
、
江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北

広
島
市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠
津

村
、
南
幌
町
、
長
沼
町
）
に
よ
っ
て
、

18
年
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

19
年
に
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
、
圏
域
全

体
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
中
長
期

的
な
圏
域
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た

「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
札
幌
市
の
下
水
道
事
業

と
し
て
は
、
「
圏
域
全
体
の
生
活
関
連

機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の
た
め
、
石

狩
市
の
下
水
・
汚
泥
の
受
け
入
れ
や
協

定
に
基
づ
く
圏
域
内
市
長
村
と
の
災
害

時
の
相
互
支
援
、
札
幌
市
が
実
施
す
る

研
修
等
へ
の
連
携
市
町
村
の
受
け
入
れ

が
具
体
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

研
修
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
地
方
下
水
道
協
会
と
の
共
催
で
、

施
設
管
理
や
管
路
工
事
に
関
す
る
下
水

道
技
術
基
礎
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
20
年
度
か
ら
22
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
継
続
し
、
圏
域
内
市
町
村

の
効
率
的
な
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

3

お
わ
り
に

　

今
後
の
増
加
す
る
事
業
を
着
実
に
実

施
し
、
将
来
に
わ
た
り
良
好
な
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
公
的
機
関
や
民
間
企
業
と
の
連
携

を
強
化
し
、
組
織
体
制
の
確
保
、
技
術

力
の
維
持
・
継
承
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
運
営
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
は
、
継
続
的
に
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
水
再

生
プ
ラ
ザ
の
運
転
管
理
業
務
の
委
託
な

ど
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
新

技
術
を
積
極
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
新

た
な
業
務
を
効
率
化
す
る
取
り
組
み
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
、
３
年
後
の
26
年
度
に

事
業
開
始
か
ら
１
０
０
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

下
水
道
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
化

し
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
状
況
に
お

い
て
も
、
次
の
１
０
０
年
も
札
幌
を
支

え
る
下
水
道
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
下
水

道
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

2

中
期
経
営
プ
ラ
ン
２

０
２
５
に
お
け
る「
業

務
執
行
体
制
の
強
化
」

に
向
け
た
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
組
織
の
技
術
力
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
団

体
や
企
業
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る

こ
と
で
、
運
営
体
制
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
市
下
水
道
事
業
の
行
動
計
画
で

あ
る
「
札
幌
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営

図
１　

技
術
職
員
の
年
齢
構
成

写
真
１　

水
再
生
プ
ラ
ザ
で
の
技
術
指
導

写
真
２　

機
械
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
研
修

写真３　職員同士の技術情報の共有

図２　下水道公社や日本下水道事業団との連携イメージ

写真４　下水道技術基礎研修（2019年度）

プ
ラ
ン
２
０
２

５
」（
以
下
、プ

ラ
ン
）
で
は
、

運
営
体
制
を
強

化
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し

て
、
「
技
術
力

の
維
持
向
上
」

と
「
官
民
連
携

の
強
化
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
官

民
連
携
の
強

化
」
は
、
特
に

重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま

す
。（

１
）
「
技

術
力
の
維
持
向

上
」
に
向
け
た

取
り
組
み

　

「
技
術
力
の

維
持
向
上
」
の

取
り
組
み
と
し

て
は
、
新
規
採

用
職
員
や
異
動

職
員
を
対
象
と

し
た
下
水
道
事

業
に
関
す
る
基
礎
研
修
や
、
現
場
で
の

技
術
指
導
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た

運
転
操
作
実
習
な
ど
の
内
部
研
修
の
ほ

か
、
日
本
下
水
道
協
会
や
日
本
下
水
道

事
業
団
が
実
施
す
る
研
修
も
積
極
的
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
研
修
に
つ
い
て
は
、
毎
年
約
30

種
類
の
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
で
実
施
し
て

お
り
、
20
年
度
や
21
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

対
面
形
式
や
実
地
で
の
研
修
は
減
少
し

た
も
の
の
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
や
書
面

で
可
能
な
限
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

情
報
共
有
の
推
進
に
も
努
め
て
お

り
、
各
職
場
に
お
け
る
調
査
・
研
究
結

果
に
つ
い
て
、
実
務
発
表
会
な
ど
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
情
報
共
有
を
図
る
ほ

か
、
複
雑
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
効
率
的
に

業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
札
幌
市
で
は
、
業
務
の
効
率

化
を
目
的
と
し
て
05
年
か
ら
水
再
生
プ

ラ
ザ
（
下
水
処
理
場
）
の
委
託
化
を
順

次
進
め
、
23
年
４
月
に
は
、
新
た
に
茨

戸
水
再
生
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
運
転
管

理
の
委
託
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
札
幌
市
の
10
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
う

ち
、
６
カ
所
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
運
転
管
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
札
幌
市
直
営
の

水
再
生
プ
ラ
ザ
を
３
つ
の
水
系
（
豊
平

川
、
茨
戸
川
、
新
川
）
別
に
維
持
し
、

若
手
職
員
が
実
務
を
通
し
て
経
験
豊
富

な
職
員
の
技
術
を
継
承
す
る
機
会
を
確

保
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
〜
３
）
。

　

こ
の
他
に
は
、
管
路
や
処
理
施
設
に

お
け
る
効
果
的
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
民
間
企
業
や
大
学
な
ど
と
連
携

し
、
積
極
的
に
技
術
交
流
を
図
る
こ
と

で
、
幅
広
い
技
術
や
知
識
の
習
得
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
「
官
民
連
携
の
強
化
」
に
向

け
た
取
り
組
み

　

「
官
民
連
携
の
強
化
」
の
取
り
組
み

で
は
、
札
幌
市
の
下
水
道
事
業
を
公
的

な
立
場
で
保
管
・
代
行
す
る
札
幌
市
下

水
道
資
源
公
社
へ
の
総
括
管
理
業
務
の

委
託
を
通
じ
、
札
幌
市
と
連
携
し
て
技

術
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

り
技
術
力
を
継
承
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
運
転
管
理
を
委
託
す

る
６
カ
所
の
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
う
ち
５

カ
所
を
対
象
に
、
下
水
道
資
源
公
社
に

よ
る
総
括
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
水
道
資
源
公
社
や
日
本

下
水
道
事
業
団
と
い
っ
た
公
的
機
関

や
、
民
間
企
業
へ
の
業
務
委
託
を
推
進

し
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
事
業
量

に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
下
水
道
事
業
に
お
け
る
経
験

豊
富
な
職
員
の
減
少
や
事
業
の
増
加
に

対
し
、
組
織
の
技
術
力
の
維
持
と
確
実

な
事
業
執
行
の
観
点
か
ら
も
、
下
水
道

事
業
に
携
わ
る
団
体
や
企
業
と
の
連
携

を
強
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
（
図
２
）
。

　

こ
の
他
、
札
幌
市
で
は
多
様
な
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
調
査
・
研
究
を
通
じ
、

効
率
的
な
事
業
運
営
に
つ
い
て
検
討
す

札幌ドーム
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月1日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

4日

RC-3F

濁度、PH／／ORP計、DO計、フッ素イオン計、レーザー濁度計、導電率計
電磁濃度計、比色計、UV／／COD計、DPD試薬・標準液、濁度／／色度計

本社　：　埼玉県久喜市桜田2丁目133番地８　〒340-0203　TEL.0480-38-9151㈹　FAX.0480-38-9157
URL ： 　https://www.krkjpn.co.jp

高濃度有効塩素計

沈殿槽の汚泥界面/MLSS測定 活性汚泥濃度測定

カートリッジ式DOセンサー

３ｍ　一組

沈殿槽の汚泥界面、汚泥厚、水断層の測定

拡大写真

水質検査の必需品

逆流防止ピストンロック機構
採水管はワンタッチカプラ接続

テーパー付直進ノズル
（カプラー付）

SS-10Z

MLSS / 界面計

SS-10F

MLSS計

CL-11Z

新型  塩素イオン濃度計

オデイプロ2号／／3号

プロの汚泥厚測定器

RC-V2

マルチレンジ残留塩素計

次亜塩素酸ナトリウムの濃度測定
新型コロナウイルス対策！！

【測定範囲が拡大されました】

DPD残留塩素測定試薬
比色法、ニーズに対応、粉末分包試薬、

液体試薬をライナップ

粉末分包試薬

DPD-F-1
遊離残留塩素試薬

DPD-TL-1
全残留塩素試薬

DO-10Z

溶存酸素計　DO計

：OX-V2

ミズテッポ1号／／2号

ピストン式採水器

わずか一滴で測定

深い所、狭い所、浅い場所の採水OK

一回で500mL採水！
0.01mg/L～200g/L迄測定

塩素殺菌水、
電解次亜生成水、
水道水、浴槽水、
遊泳プール

測定対象

DPD液体試薬
1種類、粉末分包試薬

ガラス電極型比較電極
耐久性に優れた長寿命センサー

校正時のISAB添加不要
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市民理解を促進するための取り組み市民理解を促進するための取り組み

札
幌
市
下
水
道
河
川
局
経
営
管
理
部
経
営
企
画
課
企
画
係
　
生
田
目
　
剛
貴

「
下
水
道
科
学
館
を
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科
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館
を
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し
た
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習
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進

若
い
世
代
を
中
心
に「
効
果
的
な
情
報
発
信
」

若
い
世
代
を
中
心
に「
効
果
的
な
情
報
発
信
」

1

は
じ
め
に

　

下
水
道
は
、
都
市
に
必
要
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
が
、
施
設
の
多
く

は
地
下
に
あ
り
、
普
段
は
人
の
目
に
触

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
関

心
を
持
た
れ
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
膨
大
な
下
水
道
施
設
を
し
っ

か
り
と
管
理
し
な
が
ら
安
定
し
た
事
業

運
営
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
下

水
道
事
業
に
対
す
る
市
民
の
理
解
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
水
道
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、
役
割
や
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
経
営
戦
略
で
あ
る

「
札
幌
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
プ
ラ

ン
２
０
２
５
」
で
は
、
幅
広
い
世
代
へ

の
理
解
を
促
進
し
、
下
水
道
の
見
え
る

化
を
進
め
る
た
め
、
「
下
水
道
科
学
館

を
活
用
し
た
環
境
学
習
」
を
図
る
と
と

も
に
、
よ
り
「
効
果
的
な
情
報
発
信
」

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
２
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2

下
水
道
科
学
館
を

活
用
し
た
環
境
学
習

　

下
水
道
科
学
館
は
、
関
心
の
持
た
れ

に
く
い
下
水
道
の
仕
組
み
や
水
環
境
の

保
全
に
果
た
す
役
割
な
ど
、
札
幌
市
の

下
水
道
の
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
理
解

し
て
も
ら
う
広
報
施
設
と
し
て
、
１
９

９
７
年
５
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
北
海

道
で
は
最
初
の
、
ま
た
、
政
令
指
定
都

市
で
は
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
に
次
ぐ

常
設
の
下
水
道
広
報
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
８
年
５
月
に
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
た
展
示
物
を
全
面
的
に
更
新

し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

１
階
は
、
豊
平
川
の
自
然
環
境
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
フ
ロ
ア

全
体
に
展
開
し
て
お
り
、
来
館
者
が
近

づ
く
と
豊
平
川
に
生
息
す
る
魚
や
動
物

が
飛
び
出
す
映
像
体
験
が
で
き
る
ほ

か
、
流
れ
て
く
る
ご
み
を
片
付
け
て
川

を
き
れ
い
に
す
る
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

２
階
で
は
、
11
人
の
お
し
ご
と
マ
ス

日
の
２
日
間
で
５
５
１
４
名
の
方
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
施
設
見
学

会
　

隣
接
す
る
「
創
成
川
水
再
生
プ
ラ

ザ
」
に
お
い
て
、
下
水
が
き
れ
い
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
際
に
見
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
見
学
会
を
07
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
見
学

を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
前

は
毎
年
約
７
千
人
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
の
５
月
か
ら
、
４
年

ぶ
り
に
見
学
会
を
再
開
し
、
５
月
末
ま

で
の
約
１
カ
月
で
８
４
０
人
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
３
）YouTube

を
活
用
し
た
広
報

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
下
水
道
科
学
館
は
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
施
設
を
休
館
に
す
る

な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
休

館
中
に
お
い
て
も
、
下
水
道
科
学
館
の

3

効
果
的
な
情
報
発
信

　

札
幌
市
で
は
、
「
市
民
理
解
の
促

進
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
下
水
道
に
対

す
る
市
民
の
意
識
や
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
世
代
ご
と
の

下
水
道
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
た

め
、
19
年
度
に
市
民
を
対
象
と
し
た
下

水
道
に
対
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

調
査
で
は
、
下
水
道
を
「
意
識
し
て

い
る
」
ま
た
は
「
た
ま
に
意
識
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
方
は
、
対
象
者
全
体

の
５
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年

代
別
の
回
答
を
見
る
と
、
30
代
ま
で
の

若
い
世
代
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
７
割

の
方
が
、
「
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な

い
」
、
ま
た
は
「
全
く
意
識
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
下
水
道
に
対

す
る
関
心
が
低
い
傾
向
に
あ
る
若
い
世

代
を
中
心
に
、
下
水
道
へ
の
関
心
を
高

め
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

タ
ー
を
訪
ね
、
水
再
生
プ
ラ
ザ
（
下
水

処
理
場
）
の
運
転
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
や
、
管
路
の
点
検
・
調
査
を
行

う
近
未
来
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
車
の
操
縦

な
ど
、
実
際
の
下
水
道
の
仕
事
を
体
験

し
な
が
ら
、
下
水
道
の
役
割
や
重
要
性

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

１
）
。

97
年
５
月
の
開
館
以
降
、
毎
年
お
よ

そ
４
〜
５
万
人
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
、
21
年
10
月
に
は
累
計
来
館
者
数
が

１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
科
学
館
で
は
、
多
く
の
方
に

来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
、
１
年
を
通
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
実
施
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
取
り
組
み
を
３
つ
紹
介

し
ま
す
。

（
１
）
下
水
道
科
学
館
フ
ェ
ス
タ

　

９
月
10
日
の
下
水
道
の
日
の
関
連
行

事
と
し
て
、
下
水
道
科
学
館
フ
ェ
ス
タ

を
開
館
以
来
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

20
、
21
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
が
、
22
年
度
は
感
染
対
策
を

行
い
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
来
場
者
に
ス
タ

写真１　下水道科学館館内の展示物

写真２　下水道科学館フェスタのようす

写真３　下水道科学館公式
YouTubeチャンネル

概
要
紹
介
や
館
内
の
体
験
型

展
示
物
な
ど
を
紹
介
す
る
た

め
、
21
年
７
月
に
下
水
道
科

学
館
の
公
式YouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
科
学
館

の
職
員
自
ら
が
制
作
し
た
動

画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

23
年
６
月
現
在
、
合
計
12

本
の
動
画
を
公
開
し
、
下
水

道
科
学
館
の
紹
介
だ
け
で
な

く
下
水
道
施
設
や
下
水
処
理

の
仕
組
み
な
ど
、
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
下
水
道
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介
す

る
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
写
真
３
）
。

写真５　下水道事業パネル展のようす

写真６　ミニさっぽろのようす

下
水
道
事
業
パ
ネ
ル
展
を
12
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。
15
年
度
か
ら
は
Ｇ

Ｋ
Ｐ
（
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
北
海
道
の
企
画
協
力
の
も
と
、
北

海
道
地
方
下
水
道
協
会
と
共
同
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

展
示
内
容
は
、
下
水
道
の
仕
組
み
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
全
国
の
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
展
示
、
下
水
処
理
を

行
っ
て
い
る
微
生
物
を
実
際
に
顕
微
鏡

で
の
ぞ
け
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
普
段
な

か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
下

水
道
の
役
割
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て

お
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
関
す
る
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
近
隣
大
学
の
学
生

に
よ
る
落
語
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
下
水
道
が
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
22
年
度
は
、
３
年

ぶ
り
に
開
催
し
、
２
日
間
で
１
５
２
９

名
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写

真
５
）
。

　

（
３
）
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ

　

札
幌
市
で
は
、
仮
想
の
街
で
職
業
体

験
や
生
活
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

に
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
変
さ
を
感

じ
て
も
ら
い
、
社
会
の
仕
組
み
を
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
子
ど

も
の
ま
ち
「
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
官
公
庁
ゾ
ー

ン
や
商
店
街
ゾ
ー
ン
等
に
約
60
の
団
体

が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
お
り
、
下
水
道

河
川
局
も
水
再
生
プ
ラ
ザ
の
運
転
管

理
、
事
業
場
排
水
の
水
質
検
査
等
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
毎
年
、
ブ
ー
ス
を
出
展

し
て
い
ま
す
。
例
年
、
２
日
間
の
開
催

写真４　出前授業のようす

下
水
道
の
正
し

い
使
い
方
や
そ

の
効
果
を
積
極

的
に
発
信
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
札

幌
市
で
取
り
組

む
効
果
的
な
情

報
発
信
の
う

ち
、
代
表
的
な

取
り
組
み
を
３

つ
紹
介
し
ま

す
。（

１
）
出
前

授
業

　

次
世
代
の
担

い
手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
下
水
道
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
学
４
年
生
を

対
象
に
、
職
員
が
直
接
学
校
に
赴
き
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
説
明
す
る
出
前

授
業
を
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

授
業
で
は
、
本
市
が
作
成
し
た
下
水

処
理
の
仕
組
み
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
子
ど
も
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
み
ん
な
知
っ
て
る
？
さ
っ
ぽ
ろ
の
下

水
道
」
を
使
用
し
て
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
ほ
か
、
微
生
物
が

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
様
子
が
分

か
る
動
画
や
下
水
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
（
写
真
４
）
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
学
校
に
出
前
授
業

を
利
用
い
た
だ
き
、
23
年
５
月
末
時
点

で
累
計
69
校
、
４
８
８
６
人
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
授
業
を
実
施
し
、
「
下

水
道
が
街
や
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
下
水
道
事
業
パ
ネ
ル
展

　

９
月
10
日
の
下
水
道
の
日
の
関
連
行

事
と
し
て
、
人
通
り
が
多
い
札
幌
駅
前

地
下
歩
行
空
間
に
て
、
下
水
道
の
役
割

や
重
要
性
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
行
う

で
３
千
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

直
近
の
開
催
で
あ
る
19
年
度
は
、

「
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
下
水
管
理
セ
ン
タ

ー
」
と
称
し
た
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
実

際
の
管
路
調
査
に
使
用
し
て
い
る
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
取
付
管
を
調
査

す
る
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た

（
写
真
６
）
。

4

お
わ
り
に

　

今
年
８
月
１
日
（
火
）
〜
４
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
「
下
水
道
展
'23

札
幌
」
は
、
札
幌
市
民
の
下
水
道
事
業

へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て
、
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
、
道
内
20
以
上
の
都
市

や
団
体
と
連
携
し
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
を
活
用
し
た
大
雨
浸
水
時
の
疑
似

歩
行
体
験
や
小
学
生
向
け
の
自
由
研
究

ノ
ー
ト
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
よ

り
、
体
験
を
通
じ
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
下
水
道
科
学
館
の
活
用
や
効

果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
よ
り
多
く

の
方
に
下
水
道
の
役
割
や
仕
組
み
を
知

っ
て
も
ら
い
、
幅
広
い
世
代
へ
の
理
解

促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
会
場

内
に
あ
る
巨
大
迷
路
や
縁
日
な
ど
の
合

計
15
の
コ
ー
ナ
ー
を
遊
び
、
ク
リ
ア
し

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
８
個
以
上
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に
は
、
下
水
道
科

学
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
配
り
ま

し
た
。
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

児
童
が
参
加
す
る
な
ど
多
く
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
も
あ
り
、
９
月
３
、
４

幹線管渠から枝管まで選べる工法
●水中で硬化、ぴたりと止水。
●小口径φ100から大口径φ900以上。

●部分補修（0.3m）から長スパン補修（3m）、支管部補修まで。
●あらゆる下水道管渠を供用のまま短時間で非開削更生。

EPR工法は軽量、高強度、長期耐久性に優れたエンジニアリング・プラスチックにガラスクロスやカーボ
ンクロスを組み合わせた強化材を用い、クラック、管ズレ、管破損箇所の更生を内面より非開削で行う画期
的な工法です。EPR 工法に使用する高性能樹脂は外部よりの加熱を必要とせず常温で自然硬化するため、
膨張や収縮がなく補修部内面が均一に仕上がります。
また、水中でも短時間で硬化するため、浸入水のある部位を直接止水施工できるとともに、管路を供用した
まま管更生が可能です。小口径から大口径、部分補修からロングスパンまで、あらゆる管更生に対応します。

EPR工法協会
〒130-0003  東京都墨田区横川3-11-15　TEL.03-3626-7298　FAX.03-3623-7377

エアーモールド
φ900以上の大口径管きょに。φ900以上の大口径管きょに。

対象管径：φ900～　補修長：0.6m

取付管10mまでの全面更生が一度の施工で完了。
硬化時の収縮がほとんどないエポキシ樹脂を使用することに
より、高い止水性を発揮します。取付管更生

特殊チューブの採用でなめらかな曲面を再現。
ノンスチレンで施工中の”臭気”問題がありません！

対象管径：φ100～φ200（取付管）
更生長　：～10m

〒160-0004　東京都新宿区四谷2-10-3（東亜グラウト工業株式会社内）
TEL: 03-5366-9818　FAX: 03-3355-1303
e-mail: ip-jimukyoku@icepig.org

アイスピグ管内洗浄工法

★第３回インフラメンテナンス大賞 優秀賞受賞

夾雑物

アイスシャーベット

圧送管内の夾雑物をアイスシャーベットで包み込んで排出してしまう
アイスピグ管内洗浄工法が注目を集めています。
従来の洗浄工法をしのぎ、しかもエコロジーな本工法が、上下水道管
をはじめとしたあらゆる圧送管で威力を発揮します。

東亜グラウト工業㈱　　㈱山越　　藤野興業㈱　　管清工業㈱
環清工業㈱　　因幡環境整備㈱　　㈱ＴＭＳ工業

特別会員

アイスピグ研究会
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人と緑とまちをつなぐ岩見沢市の下水道人と緑とまちをつなぐ岩見沢市の下水道

写真１　南光園処理場

岩
見
沢
市
水
道
部
下
水
道
課
下
水
道
事
業
係
技
師
　
川
原
　
智

管
路
施
設
の
維
持
管
理
に
包
括
的
民
間
委
託
導
入

管
路
施
設
の
維
持
管
理
に
包
括
的
民
間
委
託
導
入

担
体
投
入
型
標
準
活
性
汚
泥
法
で
処
理
能
力
増
強

担
体
投
入
型
標
準
活
性
汚
泥
法
で
処
理
能
力
増
強

1

は
じ
め
に

　

岩
見
沢
市
は
、
札
幌
市
か
ら
40
㌔
㍍

ほ
ど
北
東
に
位
置
す
る
、
人
口
約
７
万

６
千
人
の
町
で
す
（
図
１
）
。
基
幹
産

業
は
農
業
で
田
畑
が
市
の
面
積
の
約
40

％
を
占
め
て
お
り
、
特
に
水
稲
・
小
麦

・
大
豆
・
た
ま
ね
ぎ
な
ど
の
生
産
が
盛

ん
で
道
内
有
数
の
作
付
面
積
を
誇
り
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど

う
栽
培
も
盛
ん
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
イ
ン
も
生
産
さ
れ
て

　

岩
見
沢
市
で
は
、
16
年
度
か
ら
19
年

度
ま
で
に
反
応
タ
ン
ク
８
池
の
う
ち
分

流
系
６
池
に
つ
い
て
、
担
体
導
入
に
必

要
な
設
備
の
改
築
を
順
次
行
い
ま
し

た
。

　

反
応
タ
ン
ク
４
池
を
有
す
る
既
設
系

水
処
理
施
設
の
解
体
に
つ
い
て
は
20
年

度
か
ら
21
年
度
の
２
カ
年
で
完
了
し
て

い
ま
す
。
担
体
は
池
容
量
の
20
％
の
量

を
投
入
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
反
応
タ
ン
ク
外
へ
の
流
出
が
な
い
た

め
、
追
加
補
充
を
要
し
て
い
ま
せ
ん
。

冬
期
に
つ
い
て
は
、
流
入
水
温
８
〜
12

℃
程
で
す
が
、
問
題
な
く
運
用
で
き
て

い
ま
す
。
担
体
投
入
後
の
放
流
水
質
に

つ
い
て
は
、
担
体
投
入
以
前
と
比
較
し

て
も
同
等
と
な
っ
て
ま
す
（
表
１
）
。

ま
た
、
担
体
投
入
に
よ
り
活
性
汚
泥
の

沈
降
性
が
改
善
す
る
と
い
っ
た
研
究
結

果
が
あ
り
ま
す
が
、
南
光
園
処
理
場
に

お
い
て
も
、
担
体
投
入
以
前
は
稀
に
発

生
し
て
い
た
糸
状
菌
に
よ
る
バ
ル
キ
ン

グ
が
、
担
体
投
入
後
に
は
発
生
し
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

運
用
上
の
留
意
点
と
し
て
は
、
担
体

は
水
流
の
影
響
で
反
応
タ
ン
ク
内
の
上

流
か
ら
下
流
に
流
さ
れ
て
い
く
た
め
、

担
体
を
上
流
側
に
返
送
す
る
ポ
ン
プ

（
エ
ア
リ
フ
ト
ポ
ン
プ
）
が
必
要
と
な

り
、
さ
ら
に
は
、
担
体
が
沈
降
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
ブ
ロ
ワ
を
停
止
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
通
常
の
標
準

活
性
汚
泥
法
よ
り
も
１
池
で
必
要
な
空

気
量
が
増
え
、
電
力
使
用
量
は
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
既
設
系
水
処

理
施
設
が
稼
働
し
て
い
た
と
き
と
比
較

す
る
と
、
全
体
の
電
力
使
用
量
は
小
さ

く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）
。
こ
れ

は
、
既
設
系
水
処
理
施
設
の
解
体
に
あ

わ
せ
、
南
光
園
処
理
場
の
維
持
管
理
受

託
者
に
よ
る
電
力
使
用
量
を
意
識
し
た

効
率
的
な
運
用
や
工
夫
も
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

5

お
わ
り
に

　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
下
水
道
使

用
料
の
減
少
や
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
改
築
・
修
繕
費
用
の
増
大
、
行
政
側

の
人
員
不
足
や
技
術
力
低
下
な
ど
、
下

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
下

水
道
施
設
は
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
あ
り
、

安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
平

時
か
ら
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

前
述
し
た
下
水
道
管
路
施
設
の
管
理

業
務
に
お
け
る
包
括
的
民
間
委
託
の
導

図１　岩見沢市の位置

図２　年度別管路布設延長

ま
た
、
管
種
の
割
合
に
つ
い
て
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
が
約
１
３
５
㌔
㍍
で
全
体

の
約
27
％
、
塩
ビ
管
が
約
３
４
５
㌔
㍍

で
全
体
の
約
70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
岩
見
沢
駅
前
を
含
む
中
心

市
街
地
は
、
供
用
開
始
当
初
か
ら
下
水

道
整
備
さ
れ
た
最
も
古
い
区
域
で
現
在

は
合
流
地
区
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
こ

の
地
区
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
管
路
約
43

㌔
㍍
の
大
部
分
が
40
年
以
上
を
経
過
し

て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
で
す
。
そ
の

た
め
、
経
年
劣
化
に
つ
い
て
は
特
に
配

慮
が
必
要
な
区
域
で
あ
り
、
重
点
的
に

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
を
含
む
西
方
地
区
一

帯
に
泥
炭
性
軟
弱
地
盤
と
い
う
特
殊
な

地
盤
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
泥
炭

性
軟
弱
地
盤
は
国
内
に
お
い
て
大
部
分

が
北
海
道
に
分
布
し
て
お
り
、
下
水
道

施
設
の
不
同
沈
下
の
原
因
と
な
り
、
管

路
継
手
部
の
抜
け
出
し
や
た
わ
み
に
よ

る
管
内
滞
留
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
盤
特
性
に
よ
る
管
路
へ
の

影
響
は
、
管
種
や
敷
設
年
度
で
危
険
度

を
判
断
す
る
机
上
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
は
計
れ
な
い
部
分
も
多
く
、
突
発
的

な
詰
ま
り
や
陥
没
等
が
度
々
発
生
し
、

維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

3

管
路
施
設
の

維
持
管
理

　

こ
の
よ
う
な
中
、
10
年
度
に
国
土
交

通
省
に
よ
る
「
下
水
道
分
野
に
お
け
る

戦
略
的
維
持
管
理
の
推
進
に
関
す
る
調

査
検
討
業
務
」
の
調
査
対
象
自
治
体
に

選
定
さ
れ
、
業
務
受
託
者
の
積
水
化
学

工
業
と
下
水
道
維
持
管
理
の
実
態
や
課

題
を
整
理
し
、
翌
年
の
11
年
度
か
ら
12

年
度
の
２
カ
年
で
下
水
道
新
技
術
推
進

お
り
、
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
舞
台
に

し
た
映
画
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
見
沢
市
の
下
水
道
事
業
は
、
１
９

５
０
年
に
初
回
認
可
を
受
け
、
翌
年
よ

り
市
街
地
の
雨
水
対
策
を
目
的
と
し
た

整
備
に
着
手
し
、
73
年
に
は
市
内
最
大

規
模
の
南
光
園
処
理
場
の
供
用
開
始
に

伴
い
本
格
的
な
水
洗
化
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
の
岩
見
沢

市
、
栗
沢
町
、
北
村
の
１
市
１
町
１
村

の
市
町
村
合
併
を
経
て
、
22
年
度
末
に

お
い
て
、
３
処
理
区
の
３
処
理
場
、
ポ

ン
プ
場
３
カ
所
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

所
26
カ
所
、
管
路
延
長
約
４
９
０
㌔
㍍

を
運
用
し
、
下
水
道
普
及
率
約
88
％
、

水
洗
化
率
約
99
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2

管
路
施
設
の
概
要

　

岩
見
沢
市
の
管
路
施
設
全
体
の
う

ち
、
標
準
耐
用
年
数
の
50
年
を
超
過
し

て
い
る
管
路
は
約
28
㌔
㍍
（
全
体
の
約

図３　南光園処理場平面図

3,165,828
3,104,9043,156,456

3,171,826
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3,010,937

2,795,724
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kWh

図４　南光園処理場での使用電力量の推移

写真２　既設系水処理棟

表１　南光園処理場での水質比較

写真３　投入前と投入後の担体

設
の
処
理
能
力
増
加
方
式
を
検
討
し
、

現
在
の
標
準
活
性
汚
泥
法
（
担
体
投
入

型
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
担
体
（
写
真

３
）
は
反
応
タ
ン
ク
内
で
流
動
し
な
が

ら
自
然
に
表
面
お
よ
び
内
部
に
活
性
汚

泥
を
保
持
す
る
の
で
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
濃
度
を

高
濃
度
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
応
タ

ン
ク
の
拡
張
を
行
う
こ
と
な
く
処
理
水

量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
の
よ
う
な
寒
冷

地
で
の
担
体
導
入
は
岩
見
沢
市
が
初
と

な
り
ま
す
。

入
や
、
下
水
処

理
場
の
改
築
方

法
の
工
夫
な
ど

の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
将
来

に
わ
た
り
下
水

道
事
業
を
継
続

し
、
水
質
環
境

を
守
る
と
と
も

に
健
全
な
経
営

基
盤
の
強
化
を

図
り
事
業
運
営

を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

機
構
（
当
時
）
、
積
水
化
学
北
海
道
、

岩
見
沢
市
の
３
者
に
よ
る
共
同
研
究
に

て
、
管
路
台
帳
の
整
備
を
は
じ
め
市
内

全
域
に
お
け
る
管
路
の
基
礎
調
査
お
よ

び
基
礎
資
料
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

管
路
調
査
の
際
に
は
カ
メ
ラ
調
査
に
加

え
衝
撃
弾
性
波
試
験
（
直
径
７
０
０
㍉

㍍
以
下
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
カ

メ
ラ
調
査
で
は
発
見
が
困
難
な
管
路
の

老
朽
化
を
確
認
で
き
、
異
常
発
見
率
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
14
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で

の
４
カ
年
計
画
で
「
岩
見
沢
市
下
水
道

管
路
長
寿
命
化
計
画
（
１
期
）
」
を
策

定
、
18
年
度
に
「
管
渠
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
（
点
検
・
調
査
計

画
）
」
を
策
定
、
19
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
の
５
カ
年
計
画
で
「
岩
見
沢
市
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
管
路
施

設
編
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
下
水
道
管
路
施
設
の
管
理
業
務

に
お
け
る
包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
15
年
度
か
ら
第

１
期
と
し
て
２
カ
年
契
約
で
実
施
し
ま

し
た
。
導
入
の
目
的
は
「
コ
ス
ト
縮

減
」
で
は
な
く
、
「
下
水
道
事
業
の
継

続
性
の
確
保
」
で
す
。
下
水
道
を
新
設

す
る
時
代
か
ら
改
築
修
繕
の
時
代
に
移

り
変
わ
り
、
予
算
規
模
の
縮
小
に
よ
る

職
員
の
削
減
や
工
事
本
数
の
減
少
に
伴

う
現
場
の
経
験
不
足
、
同
時
に
職
員
定

数
管
理
に
伴
う
経
験
豊
富
な
現
業
職
員

の
減
少
な
ど
が
顕
在
化
し
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
改
築
修
繕
は
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
効
率
的
な
業
務
執
行
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
現
場

に
応
じ
た
維
持
管
理
や
新
人
職
員
の
早

期
育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
当

時
は
、
そ
の
よ
う
な
時
間
が
な
い
状
態

に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
即
戦
力
確
保
の
た
め
外
部
に
人
材

を
求
め
た
結
果
、
包
括
的
民
間
委
託
と

い
う
選
択
肢
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
第
１

期
で
は
、
清
掃
、
修
繕
等
の
複
数
業
務

を
集
約
化
す
る
こ
と
で
、
業
務
発
注
に

伴
う
積
算
お
よ
び
入
札
事
務
の
効
率
化

を
図
り
、
予
防
保
全
型
維
持
管
理
を
目

標
と
す
る
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
し
た
。
17
年
度
か
ら
は
第
２
期
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
契
約
期
間
を
５
カ

年
と
す
る
こ
と
で
、
受
託
者
の
安
定
的

な
人
材
雇
用
、
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
の

発
揮
や
、
こ
れ
ま
で
の
維
持
管
理
実
績

の
検
証
を
行
い
、
岩
見
沢
市
の
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
計
画
を
改
善

し
、
管
路
施
設
に
係
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。
22
年
度
か
ら
の
第

３
期
で
は
、
市
内
全
域
の
下
水
道
管
を

対
象
と
す
べ
く
農
業
集
落
排
水
管
路
施

設
を
含
め
、
さ
ら
な
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
発
揮
し
た
業
務
形
態
と
し
て
い

ま
す
。

4

担
体
投
入
型
標
準
活

性
汚
泥
法
の
導
入

　

南
光
園
処
理
場
（
写
真
１
）
の
敷
地

面
積
は
約
６
・
７
㌶
。
排
除
方
式
は
分

流
式
・
一
部
合
流
式
で
、
処
理
能
力
は

１
日
当
た
り
３
万
５
千
立
方
㍍
で
す

（
図
３
）
。

　

汚
水
処
理
方
式
に
つ
い
て
は
、
標
準

活
性
汚
泥
法
に
て
処
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
11
年
度
に
既
設
系
水
処
理
施
設
の

改
築
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
水
処
理
設

備
の
改
築
費
用
と
併
せ
て
、
土
木
・
建

築
躯
体
の
耐
用
年
数
の
残
期
間
の
問
題

や
、
老
朽
化
の
進
行
お
よ
び
耐
震
補
強

に
要
す
る
費
用
も
考
慮
す
る
と
多
額
の

事
業
費
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
（
写
真

２
）
。
そ
こ
で
、
既
設
系
水
処
理
施
設

の
更
新
は
行
わ
ず
、
新
設
系
水
処
理
施

６
％
）
、
道
路

陥
没
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
言

わ
れ
て
い
る
30

年
を
超
過
す
る

管
路
は
約
３
６

２
㌔
㍍
（
全
体

の
約
74
％
）
と

い
う
状
況
で
あ

り
、
10
年
後
に

は
30
年
を
超
過

す
る
管
路
が
約

４
７
３
㌔
㍍
と

な
り
全
体
の
95

％
以
上
を
占
め

る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
図
２
）。
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ゼロカーボンシティ目指す恵庭市の下水道ゼロカーボンシティ目指す恵庭市の下水道

恵
庭
市
水
道
部
下
水
道
課
主
査（
計
画
担
当
）
　
佐
藤
　
洋
介

下
水
道
Ｇ
Ｘ
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上

下
水
道
Ｇ
Ｘ
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上

官
民
連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
期
待

官
民
連
携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
期
待

1

恵
庭
市
の
概
要

　

恵
庭
市
は
、
北
海
道
の
中
西
部
石
狩

平
野
の
南
部
に
位
置
し
、
道
都
札
幌
市

と
北
海
道
の
空
の
玄
関
口
新
千
歳
空
港

と
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
道
央
自
動
車

道
お
よ
び
道
東
自
動
車
道
が
通
じ
る
交

通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
人
口
約
７
万

人
の
中
核
都
市
で
す
。

　

当
市
の
行
政
区
画
は
、
東
西
に
長

く
、
そ
の
中
央
部
を
石
狩
川
水
系
１
級

河
川
の
漁
川
が
流
れ
、
東
部
お
よ
び
北

部
に
水
田
地
帯
、
西
部
に
国
有
林
野
等

が
広
が
り
、
市
街
地
は
ま
ち
を
南
北
に

貫
く
国
道
36
号
と
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
沿
い
に

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
は
北
海
道
有
数
の
花
苗

生
産
地
で
あ
る
こ
と
を
背
景
に
自
宅
の

庭
を
花
で
飾
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
盛
ん

で
、
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
し
て
、

市
民
、
生
産
者
、
専
門
家
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
度
に

は
第
40
回
緑
の
都
市
賞
（
内
閣
総
理
大

臣
賞
）
を
受
賞
、
22
年
度
に
は
「
花
と

緑
〜
恵
み
の
庭
を
人
が
つ
な
が
る
北
の

大
地
か
ら
。
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
全
国

都
市
緑
化
北
海
道
フ
ェ
ア
が
当
市
を
主

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
優
れ
た
地
理
的
条
件
や
良
好

な
生
活
環
境
な
ど
か
ら
都
市
基
盤
の
整

備
が
進
み
、
近
年
で
は
伸
び
が
鈍
く
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
人
口
増
加
が
持
続

し
て
い
ま
す
。

2

恵
庭
市
下
水
道
事
業

の
概
要

　

当
市
の
公
共
下
水
道
は
、
１
９
６
８

年
に
１
０
３
・
４
㌶
の
下
水
道
法
事
業

認
可
を
受
け
て
管
渠
整
備
に
着
手
し
て

以
降
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
数
次
の

事
業
計
画
変
更
を
経
て
、
現
在
で
は
１

８
８
７
・
１
㌶
（
22
年
度
末
現
在
）
の

計
画
区
域
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
だ
ら
か
に
傾
斜
す
る
市
街
地
の
地

形
条
件
を
生
か
し
た
管
渠
整
備
が
可
能

で
あ
る
た
め
中
継
ポ
ン
プ
場
は
な
く
、

処
理
施
設
と
し
て
は
、
恵
庭
下
水
終
末

処
理
場
１
施
設
（
処
理
能
力
：
４
万
７

５
０
０
立
方
㍍
／
日
、
水
処
理
：
標
準

活
性
汚
泥
法
、
汚
泥
処
理
：
濃
縮
↓
消

化
↓
脱
水
↓
乾
燥
）
に
て
汚
水
の
集
約

処
理
を
し
て
い
ま
す
。

22
年
度
末
に
お
い
て
、
普
及
率
97
・

６
％
、
水
洗
化
率
99
・
８
％
、
汚
水
整

備
率
99
・
３
％
、
雨
水
整
備
率
95
・
９

％
で
あ
り
、
管
渠
整
備
は
概
成
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
政
策
的
に
進
め
て
い
る
事
業

と
し
て
は
、
水
質
環
境
の
保
全
・
処
理

場
へ
の
負
荷
軽
減
等
を
目
的
と
し
た
分

流
化
事
業
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
に
基
づ
く
老
朽
化
対
策
事
業

（
処
理
場
設
備
等
の
改
築
更
新
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
的
に
は
、
汚
水
処
理
原

価
１
２
７
・
74
円
／
立
方
㍍
（
全
道
35

市
の
中
で
６
番
目
に
安
価
）
、
下
水
道

使
用
料
単
価
１
２
９
・
48
円
／
立
方
㍍

（
全
道
35
市
の
中
で
４
番
目
に
安
価
）

と
い
ず
れ
も
全
国
平
均
（
汚
水
処
理
原

価
１
３
４
・
８
円
／
立
方
㍍
、
下
水
道

使
用
料
単
価
１
３
４
・
４
円
／
立
方

㍍
）
を
下
回
る
ほ
か
、
経
費
回
収
率
が

１
０
０
％
を
上
回
り
、
使
用
料
収
入
で

汚
水
処
理
費
を
賄
え
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
、
安
定
経
営
を
維
持
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
（
21
年
度
地
方
公
営
企
業
年

鑑
、
総
務
省
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
中
長
期
的

に
は
昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
期
に
か
け

て
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
管
渠
施
設
が

供
用
50
年
を
迎
え
、
老
朽
化
の
進
展
に

よ
る
改
築
更
新
費
用
の
急
増
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
踏
ま
え
た
投
資
費
用
の
平
準
化
、

需
要
に
応
じ
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
業
務
執
行
な
ど
効
果

的
で
効
率
的
な
事
業
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

3

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
て

（
１
）
恵
庭
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言

　

当
市
は
22
年
６
月
、
「
地
球
環
境
を

よ
り
良
く
す
る
と
と
も
に
、
わ
た
し
た

ち
の
ま
ち
が
『
花
・
水
・
緑
・
人
が
つ

な
が
り
夢
ふ
く
ら
む
ま
ち
え
に
わ
』

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
市
民
・
事
業

者
・
市
が
力
を
合
わ
せ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
・
Ｇ

Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
施
策
の
具
現
化
に
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、
「
温
対
法
」
と
い
う
）
に
基

づ
く
施
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
当
市
で
は
「
恵
庭
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
及
び
事

務
事
業
編
）
」
を
策
定
し
、
当
該
計
画

に
基
づ
き
各
種
施
策
を
取
り
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
第
３
次
恵
庭
市
環
境
基
本
計
画

（
兼
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
区
域

施
策
編
）
の
概
要

　

当
市
で
は
22
年
６
月
、
温
対
法
第
４

条
に
準
じ
た
当
市
地
域
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て
市
民
・
事
業
者

が
行
う
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
恵
庭
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
」
と
当

市
環
境
施
策
の
統
合
的
・
計
画
的
な
推

進
を
目
的
と
す
る
「
恵
庭
市
環
境
基
本

24,400 

21,495 21,311 
22,949 

20,783 

18,446 
17,079 

2,087 2,049 1,827 2,055 1,946 2,462 2,261 

図１　恵庭市のＧＨＧ排出量とそのう
ち下水道事業が占める量

図２　廃棄物処理事業と連携
した資源有効利用の取り組み

計
画
」
と
を
「
第
３
次
恵
庭
市
環
境
計

画
（
兼
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
区

域
施
策
編
）
」
と
し
て
一
体
化
さ
せ
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
環
境
施
策
の

推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
計
画
で
は
、
「
恵
ま
れ
た
自
然

と
共
に
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
」
を
環
境
像
と
し
て
掲
げ
、

「
自
然
環
境
」
「
生
活
環
境
」
「
地
球

環
境
」
「
協
働
」
の
４
つ
の
視
点
に
基

づ
い
た
基
本
目
標
に
よ
り
、
環
境
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
Ｇ
Ｘ
施
策
に
関
連
す
る
取

り
組
み
と
し
て
は
「
地
球
環
境
」
〜
地

球
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
〜
と

し
て
、
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
な
ど

深
刻
化
す
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に

対
し
て
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
一
丸

と
な
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
資
源

の
有
効
活
用
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
、
地
球
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な

ま
ち
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
恵

庭
市
地
域
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
に
つ
い
て
、
基
準
年

（
13
年
度
）
の
79
万
㌧
―
Ｃ
Ｏ
２
を
中

間
目
標
年
で
あ
る
30
年
度
に
43
万
１
千

㌧
―
Ｃ
Ｏ
２
へ
と
、
国
の
削
減
目
標
に

準
じ
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

市
民
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
省
エ

ネ
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成
、
太
陽

光
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
利
用
促

進
の
ほ
か
、
公
共
施
設
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ

Ｇ
削
減
の
率
先
実
行
を
図
る
こ
と
な
ど

を
主
な
施
策
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
に
関
連
す
る
施
策
と
し
て

は
、
「
廃
棄
物
処
理
事
業
と
下
水
処
理

事
業
と
の
連
携
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
（
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
、
ご
み
焼
却
余

熱
利
用
に
よ
る
汚
泥
の
減
容
化
な
ど
）

の
継
続
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

（
３
）
恵
庭
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
の
概
要

　

当
該
計
画
は
、
温
対
法
第
21
条
に
基

づ
き
、
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に

即
し
て
各
地
方
公
共
団
体
の
事
務
お
よ

び
事
業
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
削

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
計
画
で
あ

り
、
当
市
で
は
20
年
３
月
に
第
４
次
計

画
を
改
定
し
て
、
第
５
次
恵
庭
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）
を
策
定
し
、
各
種
施
策
の
実
行
と

進
捗
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
計
画
で
は
、
「
地
域
か
ら
地
球

へ
〜
次
世
代
へ
良
好
な
環
境
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

「
施
設
・
設
備
の
改
善
に
よ
る
削
減
」

と
「
職
員
の
自
主
行
動
に
よ
る
削
減
」

と
い
う
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
輪
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
の

事
務
事
業
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
に

つ
い
て
基
準
年
（
13
年
度
）
の
２
万
４

４
０
０
㌧
―
Ｃ
Ｏ
２
を
第
５
次
計
画
最

終
年
で
あ
る
24
年
度
に
１
万
８
５
３
７

㌧
―
Ｃ
Ｏ
２
へ
と
国
の
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
の
設
定
目
標
値
を
踏
ま
え
、
25

・
９
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

「
施
設
・
設
備
の
改
善
に
よ
る
削

減
」
と
し
て
公
共
施
設
に
お
け
る
新
エ

ネ
・
省
エ
ネ
設
備
導
入
や
建
築
物
の
省

用
車
の
導
入
の
検
討
・
推
進
な
ど
、

「
職
員
の
自
主
行
動
に
よ
る
削
減
」
と

し
て
節
電
モ
ー
ド
の
利
用
や
積
極
的
消

灯
な
ど
職
員
省
エ
ネ
行
動
ル
ー
ル
の
徹

底
、
公
用
自
転
車
利
用
の
促
進
な
ど
を

主
な
施
策
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

下
水
道
に
関
連
す
る
施
策
と
し
て

は
、
前
述
同
様
に
「
廃
棄
物
処
理
事
業

と
下
水
処
理
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
継
続
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

（
４
）
恵
庭
市
下
水
道
Ｇ
Ｘ

　

下
水
道
事
業
は
、
公
共
事
業
の
中
で

も
多
く
の
電
力
を
消
費
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

ニ
ッ
シ
ョ
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
×
９

台
）
、
年
間
発
電
量
は
約
３
５
０
万
㌔

㍗
時
／
年
と
下
水
処
理
場
の
年
間
電
力

使
用
量
の
約
３
３
０
万
㌔
㍗
時
／
年
を

上
回
り
、
ゼ
ロ
ネ
ッ
ト
電
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
電
力
自
立
化
）
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

当
該
事
業
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
効
果
は
、

下
水
道
事
業
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
約
９

割
を
削
減
す
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
該
事
業
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用
し
た

売
電
事
業
で
あ
り
、
発
電
し
た
電
力
を

自
家
消
費
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
温
対
法
上
の
算
定
・
報
告
・
公
表

制
度
に
お
け
る
報
告
値
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
第
５
次
恵
庭
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）

21
年
度
実
績
報
告
書
に
お
い
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
し
た
電

力
が
場
外
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
化
石
燃

料
を
多
く
利
用
し
た
電
力
が
地
域
と
し

て
は
代
替
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
、
「
恵
庭
地
域
全
体
の
効
果
と
し
て

み
る
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
大

幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
大
き
く
貢

献
し
た
」
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

4

今
後
の
展
望
と
期
待

　

前
述
の
と
お
り
、
当
市
で
は
廃
棄
物

処
理
事
業
と
連
携
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
実
現
の
た
め
に
は
さ
ら
に
高
み
を

目
指
し
た
Ｇ
Ｘ
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

下
水
道
Ｇ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
下
水
道
分
野
に
お
け
る
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
現
状
と
削
減
目
標
、
対

策
す
べ
き
Ｇ
Ｘ
施
策
の
見
え
る
化
・
数

値
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
下
水
道
部
門
に
特
化
し

て
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
を
掲
げ
る
計
画
で
あ
る

「
下
水
道
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
の

策
定
と
当
該
計
画
の
次
期
「
恵
庭
市
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
（
事
務
事
業

編
）
」
へ
の
盛
り
込
み
を
構
想
中
で
す

（
表
）
。
ま
た
、
当
該
計
画
に
お
け
る

新
た
な
Ｇ
Ｘ
施
策
と
し
て
〝
処
理
場
設

備
の
改
築
更
新
時
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削

減
効
果
の
把
握
と
評
価
〞
の
標
準
化
や

〝
下
水
処
理
場
の
未
利
用
地
等
を
利
用

し
た
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
導
入
〞
な

ど
を
検
討
し
て
お
り
、
計
画
策
定
と
並

行
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

下
水
道
Ｇ
Ｘ
の
推
進
は
、
下
水
道
が

有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
社
会
に
知
ら

し
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
下
水
道

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
資
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

一
方
、
Ｇ
Ｘ
施
策
は
、
費
用
負
担
や

人
的
負
担
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
な
る
よ

う
な
施
策
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
企
業
会
計
と
し
て

独
立
採
算
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
特
に
中
小
自
治

体
に
と
っ
て
は
経
営
的
、
人
的
に
も
有

利
な
Ｇ
Ｘ
施
策
が
望
ま
し
く
、
官
民
連

携
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
化
が

そ
の
解
決
方
法
の
一
つ
に
成
り
得
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

表　恵庭市下水道地球温暖化対策推進計画（素案）

出
量
の
多
い
事
業
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
当
市
で
も
市
の
事
務
事
業
全
体
で

消
費
す
る
電
力
の
約
３
割
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
の
約
１
割
を
下
水
道
事
業
が
占
め

る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
事
業
が
率
先
し

て
Ｇ
Ｘ
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
図
１
）
。

　

当
市
下
水
道
事
業
で
す
で
に
実
施
し

て
い
る
Ｇ
Ｘ
関
連
施
策
と
し
て
は
、
前

述
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
廃
棄

物
処
理
事
業
と
連
携
し
た
資
源
有
効
利

用
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
廃
棄
物
処
理
の

課
題
解
決
を
き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ

た
も
の
で
す
が
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
と

し
て
04
年
か
ら
は
し
尿
・
浄
化
槽
汚

泥
、
12
年
か
ら
は
生
ご
み
を
下
水
処
理

場
で
受
け
入
れ
し
、
下
水
汚
泥
と
混
合

し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
化
、
さ
ら
に
は
20
年

か
ら
は
下
水
処
理
場
に
隣
接
す
る
ご
み

焼
却
施
設
の
余
熱
を
有
効
利
用
、
廃
棄

物
処
理
事
業
と
連
携
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す

（
図
２
）
。

　

そ
の
う
ち
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
削
減
に
大
き
く

寄
与
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
制
度
を
活
用
し
た
民
設
民
営
方
式

を
採
用
し
た
も
の
で
、
発
電
能
力
は
４

５
０
㌔
㍗
（
50
㌔
㍗
の
ス
パ
ー
ク
イ
グ

エ
ネ
化
の
調
査

・
検
討
・
推

進
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
公

〒160-0004  東京都新宿区四谷2-10-3 TMSビル
TEL.03-3355-3851　FAX.03-3355-3852

http://www.snap-lock.jp/

マグマロック工法
NGJ

スナップロック工法
ML

スナップロック工法
S

マグマロック工法
mini・NGJ

マグマロック工法mini・NGJ
遠隔施工装置

対象管径
φ800～3000

対象管径
φ200～700

対象管径
φ250～700

マグマロック工法 対象管径
φ800～3500

対象管径 φ200～700 対象管径 φ800～3500

管口部の耐震化

浸入水・漏水の確実な止水と長期の耐久性を発揮する修繕技術

継手部の耐震化

管きょ
継手部の
施工例

二次拡径装置

管きょ継手部に取り付けた
「耐震リングのマグマロック」は柔軟に追従するため、
地震動による継手部の抜け出しに対して水密性をし
っかり維持し、管きょの耐震化を図ります。

誘導目地と耐震リングを組み合わせることによりマン
ホールと管きょの接続部の耐震化を図ります。

ミニマグマを推進管の空伏せコンクリ
ート・山留より先の位置に設置するた
め、遠隔施工装置を開発しました。

マグマロック
ミニマグマ

誘導目地

誘導目地

3分割ステンレススリーブを一次
拡径後、クサビ形状の固定金具
を圧入することにより、剛性の強
い一体リングを形成するので、
中・大口径管の大断面であっても
高い止水性能を発揮します。

管継手部やクラックから発生
する浸入水・漏水を、ステンレ
ススリーブとゴムスリーブか
らなる円筒形の修繕部材を拡
径・設置、ゴムスリーブに設け
た止水構造部で止水します。

ステンレス
スリーブ

ゴム
スリーブ

ステンレス
スリーブ

ゴムスリーブ

レベル２地震動
による継手部の抜け
出しは管長の最大1.5％発生

マグマロックを継手部に連続して
取り付けることにより管きょ
　　　全体の耐震化が可能
　　　　　 となります。

修繕から耐震化まで実現する非開削工法
マグマロック工法/スナップロック工法

世
界
の
最
先
端
技
術
に
よ
る

管
渠
更
生・補
修
シ
ス
テ
ム



（36）令和５年（2023年）７月26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

大志を抱くまち北広島市の下水道大志を抱くまち北広島市の下水道

北
広
島
市
水
道
部
下
水
道
課
長
　
笹
原
　
拓
己

下
水
汚
泥
と
バ
イ
オ
マ
ス
を
混
合
処
理

下
水
汚
泥
と
バ
イ
オ
マ
ス
を
混
合
処
理

消
化
ガ
ス
は
燃
料
に
、乾
燥
汚
泥
は
全
量
緑
農
地
還
元

消
化
ガ
ス
は
燃
料
に
、乾
燥
汚
泥
は
全
量
緑
農
地
還
元

1

北
広
島
市
に
つ
い
て

　

北
広
島
市
は
道
都
札
幌
市
に
隣
接

し
、
札
幌
市
中
心
部
と
新
千
歳
空
港
の

中
間
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
、
道
央

自
動
車
道
、
国
道
、
主
要
道
道
な
ど
が

市
内
を
貫
き
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
３
年
３
月
末
現
在
の
人
口

５
万
７
１
６
６
人
、
世
帯
数
２
万
８
１

９
９
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
１
８
７
７
年
に
札
幌
農
学

校
（
現
在
の
北
海
道
大
学
）
初
代
教
頭

で
あ
っ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
ア
メ
リ
カ

に
帰
国
の
と
き
、
学
生
と
の
別
れ
の
際

に
「
青
年
よ
大
志
を
い
だ
け
」
の
言
葉

を
残
し
た
地
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
８
７
３
年
に
中
山
久
蔵
翁

が
「
米
づ
く
り
」
に
成
功
し
た
北
海
道

寒
地
稲
作
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
今
年

で
１
５
０
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

昨
年
、
北
海
道
米
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

「
赤
毛
米
」
は
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
８
８
４
年
に
は
、
広
島
県
人
の
入

植
に
よ
り
本
格
的
な
開
拓
が
始
ま
っ
て

以
来
、
94
年
に
広
島
村
、
１
９
６
８
年

に
広
島
町
、
96
年
の
市
制
施
行
で
北
広

島
市
へ
と
発
展
し
て
来
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
年
の
道
営
北
広
島
団
地
造

成
を
機
に
人
口
が
急
増
し
、
札
幌
市
の

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
開
発
が
各

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
口
は
、
２

０
０
７
年
の
６
万
１
１
７
４
人
を
ピ
ー

ク
に
現
在
ま
で
毎
年
微
減
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利

を
生
か
し
６
カ
所
の
工
業
団
地
も
整
備

さ
れ
、
23
年
４
月
現
在
２
７
０
社
が
立

地
し
、
製
造
業
や
物
流
業
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
３
月
に
は
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
エ

ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
」
が
開
業
し
道
内
だ
け
で
な
く
、
全

国
各
地
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
（
写
真
１
）
。

　

現
在
、
球
場
の
他
に
レ
ジ
デ
ン
ス
、

宿
泊
施
設
、
認
定
こ
ど
も
園
、
農
業
体

験
施
設
、
商
業
施
設
等
が
開
業
し
ま
し

た
が
、
今
後
10
年
以
上
か
け
て
、
新
た

な
施
設
や
新
駅
が
整
備
さ
れ
、
野
球
の

試
合
以
外
に
も
楽
し
め
る
場
所
が
増
え

て
い
き
ま
す
。

2

下
水
道
事
業
の
現
況

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
１
９
７
２

年
に
北
広
島
団
地
の
一
部
を
供
用
開
始

し
て
以
来
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
分
流

式
で
施
設
整
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
３
月
末
の
下
水
処
理
人

口
普
及
率
は
97
・
45
％
、
処
理
区
域
内

の
水
洗
化
率
は
99
・
97
％
と
な
っ
て
お

り
、
汚
水
処
理
に
必
要
と
な
る
施
設
の

整
備
は
終
了
し
て
い
ま
す
（
表
）
。
こ

の
た
め
、
現
在
は
、
施
設
の
維
持
管
理

と
終
末
処
理
場
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
施
設

の
更
新
が
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
雨
水
管
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道

路
改
良
工
事
に
あ
わ
せ
て
順
次
実
施
し

て
お
り
、
22
年
度
末
の
整
備
率
は
82
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利

用
を
目
的
と
し
て
、
下
水
汚
泥
に
加写真１　エスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤＯ

え
、
生
ご
み
、
し
尿
お
よ
び
、
浄
化
槽

汚
泥
の
集
約
・
混
合
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
（
詳
細
は
後
述
）
。

　

経
営
状
況
と
し
て
は
施
設
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
改
築
・
更
新
需
要
の
増
加

と
と
も
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
で
使
用
料
収
入
の
減
少
も
見
込

ま
れ
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
経
営
効

率
化
・
健
全
化
が
必
要
と
な
り
19
年
度

の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
合
わ

せ
、
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
下
水
道
事

3

下
水
道
資
源
の

利
活
用

　

本
市
の
下
水
処
理
施
設
で
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
（
生
ご
み
・
し
尿
等
）
を
受
け

入
れ
、
下
水
汚
泥
と
混
合
処
理
を
行
う

た
め
に
、
07
年
度
か
ら
施
設
整
備
を
進

め
、
11
年
度
か
ら
生
ご
み
、
13
年
度
か

写真２　Ｆビレッジ調整池（後方はエスコンフィールドＨ
ＯＫＫＡＩＤＯとレジデンス）

業
が
抱
え
る
諸
課
題
と
解
決
に
向
け
た

方
針
や
取
り
組
み
、
財
政
計
画
等
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
21
年
度
に
は
実
績
の

検
証
を
行
い
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
関
連
施

設
の
影
響
な
ど
の
将
来
予
測
を
反
映

し
、
質
の
高
い
経
営
戦
略
と
す
る
た
め

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
公
共
下
水
道
事
業
計
画
は
、
市

街
地
の
拡
大
と
と
も
に
変
更
を
重
ね
、

直
近
で
は
23
年
３
月
24
日
付
け
で
第
28

次
変
更
を
行
い
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
地
区

や
駅
西
口
周
辺
エ
リ
ア
活
性
化
事
業
等

に
よ
る
、
計
画
汚
水
量
増
加
に
伴
う
処

理
能
力
の
変
更
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。19

〜
22
年
度
に
は
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

周
辺
の
下
水
道
施
設
整
備
を
行
い
全
体

事
業
費
約
15
億
４
８
０
０
万
円
、
雨
水

管
３
２
６
３
㍍
、
汚
水
管
３
７
５
６

㍍
、
雨
水
調
整
池
（
貯
水
量
１
万
９
９

８
０
立
方
㍍
、
写
真
２
）
が
完
成
し
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
地
区
か
ら
の
汚
水
量

は
23
年
５
月
現
在
、
平
均
３
４
２
立
方

㍍
／
日
と
な
っ
て
お
り
、
１
日
の
平
均

処
理
水
量
２
万
２
０
８
立
方
㍍
の
約
１

・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。

行
い
、
全
量
を
緑
農
地
還
元
し
て
い
ま

す
。

　

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
農

業
者
で
構
成
す
る
「
北
広
島
市
乾
燥
お

で
い
農
地
利
用
組
合
」
に
加
入
す
る
39

世
帯
に
、
22
年
度
は
６
６
０
㌧
を
使
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
に
は
９
㌔
㌘
の
袋
詰
め

を
１
０
０
円
で
、
毎
年
４
月
に
予
約
販

売
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）
。
23
年
度

は
９
３
７
９
袋
を
販
売
、
そ
の
量
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
21
年
４
月
30
日
に
、
終

末
処
理
場
の
名
称
を
、
水
を
表
す
ア
ク

ア
と
バ
イ
オ
マ
ス
を
融
合
さ
せ
た
「
ア

ク
ア
・
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
北
広

島
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
仕
様
発
注
方
式
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
18
年
度
か
ら
包
括
的
民
間
委
託

と
し
、
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
効

率
的
運
用
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
組

織
と
職
員
配
置
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。23

年
度
か
ら
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、
水
処
理
施
設

の
増
設
お
よ
び
改
築
更
新
に
着
手
し
、

今
後
10
年
ほ
ど
か
け
て
、
３
系
水
処
理

施
設
の
増
設
を
行
い
供
用
開
始
後
、
２

系
の
機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
、
老
朽

化
し
た
１
系
の
段
階
的
な
縮
小
等
を
行

っ
て
い
く
計
画
で
す
（
図
１
参
照
）
。

4

今
後
に
つ
い
て

　

下
水
道
事
業
供
用
開
始
後
50
年
以
上

が
経
過
し
、
前
述
の
処
理
施
設
と
と
も

に
、
管
路
に
つ
い
て
も
更
新
時
期
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
計
画
的
な
施
設
更
新

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
に
あ

た
っ
て
は
現
況
の
規
模
が
適
正
か
検
証

を
行
い
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
お
い
て
策
定
さ
れ

た
広
域
化
・
共
同
化
計
画
で
は
、
ソ
フ

ト
面
（
維
持
管
理
業
務
、
水
質
検
査
、

薬
品
の
共
同
購
入
、
災
害
時
対
応
な

ど
）
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
各
事
業
体
が
独
自
の
運
用

方
法
で
あ
る
た
め
中
長
期
的
に
整
理
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
、
施
設
更
新
計
画
で
は
、
大

量
更
新
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
計
画
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
費
用
の
増
大

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
特
に
前

述
し
た
水
処
理
施
設
更
新
で
は
、
毎
年

多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
た
め
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
国
か
ら
の

補
助
等
を
活
用
し
、
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
で
安

定
し
た
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

経
営
戦
略
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
度
収

支
実
績
や
経
営
指
標
に
よ
る
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
具

体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
、
３
〜
５
年
ご
と
に
経
営
戦

略
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

写真３　あしるのめぐみ（９kg袋・市
民販売用

図　アクア・バイオマスセンター平面図

ら
、
し
尿
等
と
混
合
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
尿
等
は
近
隣
の
長
沼
町
、
南

幌
町
、
由
仁
町
の
３
町
か
ら
も
受
入
れ

て
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
系
生
ご
み
を
混
合
処
理
す
る
こ

の
施
設
は
、
国
内
初
と
な
る
既
存
の
下

水
処
理
施
設
を
活
用
し
て
建
設
し
た
こ

と
か
ら
、
11
年
度
に
国
土
交
通
大
臣
賞

（
第
４
回
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
・
資

源
の
み
ち
部
門
）
を
受
賞
し
、
こ
れ
ま

で
に
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
、

多
く
の
方
々
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま

す
。　

　

ま
た
、
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
消

化
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減
し
、
発

生
し
た
乾
燥
汚
泥
は
「
あ
し
る
の
め
ぐ

み
」
と
い
う
名
称
で
普
通
肥
料
登
録
を

表　下水道事業の概要（2023年３月末現在）

普
及
状
況

共用開始年月日 1972年２月１日 行政区域内人口 57,166人

処理区域内人口 55,707人 水洗便所設置済人口 55,690人

下水処理人口普及率 97.45％ 処理区域内水洗化率 99.97％

主
要
施
設

汚水管延長 307.9km 雨水管延長 256.4km

マンホールポンプ所 ８カ所 ポンプ場 ２カ所

アクア・バイオマスセン
ター北広島（終末処理
場）

総処理水量 7,375,894㎥　2022年度

処理能力 25,133㎥/日　晴天時

©H.N.F.

● RC（鉄筋コンクリート）ケーシング仕様のため低コスト
● 工期が驚異的に短縮可能
● 到達立坑の小型化に最適
● 狭小な現場での施工が可能
● 経済性に優れている

中川ヒューム管工業㈱内

中川ヒューム管工業㈱内

ト
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マンま！　見～や!!　鉄蓋豊富な豊富町マンま！　見～や!!　鉄蓋豊富な豊富町

豊
富
町
建
設
課
上
下
水
道
係
主
事
　
山
形
　
雅
弘

マ
ン
ホ
ー
ル
の
輪
が
つ
な
げ
た
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
輪

マ
ン
ホ
ー
ル
の
輪
が
つ
な
げ
た
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
輪

下
水
道
事
業
を
活
用
し
観
光
振
興

下
水
道
事
業
を
活
用
し
観
光
振
興

1

は
じ
め
に

　

本
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
困
る
ト

イ
レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
、
掃
除
を
し

て
も
詰
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
地
域
の

人
々
の
思
い
と
つ
な
が
り
」
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
掃
除
を
し
て
も
流
せ
ま

せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
つ
な
が
り
以
前
に
も
、
下

水
道
は
知
ら
ぬ
ま
に
私
た
ち
の
傍
に
い

ま
す
。
真
実
の
口
（
ロ
ー
マ
）
は
マ
ン

ホ
ー
ル
説
、
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
に
登
場

す
る
土
管
は
下
水
道
管
か
つ
、
マ
リ
オ

は
配
管
工
。
何
よ
り
も
マ
ン
ホ
ー
ル
の

マ
ン
は
「
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
私
た
ち
の
足
元
に
い
つ
も
一

緒
に
い
ま
す
。
書
い
て
い
て
恐
ろ
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
マ
リ
オ
も
驚
き

「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」
と
叫
び
ま

す
。

と
で
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

3

下
水
道
は
環
境
保
全

か
ら
観
光
振
興
へ

　

豊
富
町
で
は
４
施
設
に
て
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
配
布
と
マ
ン
ホ
ー
ル
展
示
を

し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
配
布
の
際
に

は
マ
ン
ホ
ー
ル
配
置
・
カ
ー
ド
配
布
マ

ッ
プ
等
も
一
緒
に
お
渡
し
し
、
ま
た
、

マ
ン
ホ
ー
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
ガ
ン
ダ

ム
マ
ン
ホ
ー
ル
関
連
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

「
北
海
道
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド　

ジ
ェ
ッ
ト

・
ス
ト
リ
ー
ム
・
ア
タ
ッ
ク
作
戦
!!　

№
１
〜
15
」
を
展
開
し
て
お
り
、
豊
富

町
散
策
を
促
す
こ
と
を
は
じ
め
、
稚
内

市
、
天
塩
町
と
道
北
３
市
町
連
携
に
よ

る
下
水
道
普
及
お
よ
び
、
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
町
が
観
光
振
興
事
業
へ
展
開
し
て

こ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
17
年
に
札
幌
市

の
地
下
広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
札
幌
チ

カ
ホ
パ
ネ
ル
展
」
に
参
加
し
た
こ
と
で

す
。
こ
の
時
の
経
験
か
ら
、
下
水
道
事

業
を
活
用
し
て
観
光
振
興
が
で
き
る
と

い
う
認
識
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
処
理
場
の
机
に
長
ら
く
置

い
て
い
た
（
面
白
か
っ
た
の
で
と
っ
て

お
い
た
）
『
月
刊
下
水
道
』
２
０
１
７

年
２
月
号
「
特
集
／
と
き
め
き
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
」
を
ふ
と
読
み
、
18
年
マ
ン
ホ

ー
ル
カ
ー
ド
（
第
９
弾
）
発
行
へ
つ
な

が
り
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
興
味

本
位
で
応
募
し
て
製
作
配
布
し
、
こ
こ

ま
で
の
反
響
が
あ
る
と
は
当
時
の
上
司

と
私
は
ま
だ
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
（
写
真
３
）
。

4

子
ど
も
た
ち
か
ら
の

未
来
へ
の
贈
り
物

―
永
遠
の
心
を
か
た
ち
に

　

豊
富
な
種
類
の
マ
ン
ホ
ー
ル
12
種
の

う
ち
10
種
は
町
内
事
業
者
か
ら
の
寄
贈

品
で
あ
り
、
18
年
よ
り
下
水
道
工
事
完

成
を
祝
し
寄
贈
さ
れ
た
も
の
や
、
小
中

学
生
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
の
う

え
寄
贈
さ
れ
た
も
の
、
ア
ニ
メ
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
ポ
ケ
モ
ン
、
サ
ン
ラ

イ
ズ
寄
贈
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
は
鋳
鉄
製

で
、
長
寿
命
な
展
示
物
と
し
て
長
く

人
々
の
目
に
映
り
、
愛
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
お
、
型
枠
も
製
作
し

て
い
る
た
め
、
次
代
に
続
い
て
も
同
じ

蓋
が
製
作
さ
れ
世
代
間
に
わ
た
り
同
じ

マ
ン
ホ
ー
ル
や
思
い
を
見
て
感
じ
、
い

つ
の
世
も
大
切
な
心
を
か
た
ち
に
し
て

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
代

の
時
代
み
た
い
で
素
敵
で
す
よ
ね
！

　

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
下
水
道

は
、
02
年
よ
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
り

・
守
り
続
け
、
整
備
が
一
段
落
し
た
今

後
に
つ
い
て
は
、
き
れ
い
な
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
新
た
な
仕
事
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

以
下
に
、
豊
富
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
一

覧
と
デ
ザ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

　

（
１
）
豊
富
町
下
水
道
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
（
下
水
道
本
管
点
検
用
マ
ン

写真１　ポケふた寄贈式のもよう

写真２　ガンダムマンホールの合同寄贈式
　

話
が
そ
れ
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
日

本
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
表
面
の
す
べ
り

止
め
を
、
そ
の
地
域
の
特
色
（
ご
当

地
）
を
１
枚
に
描
き
表
し
た
こ
と
に
よ

り
、
日
本
の
匠
に
よ
る
世
界
に
誇
れ
る

文
化
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
マ
ン
ホ

ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
町
で
の
観

光
振
興
へ
の
つ
な
が
り
の
輪
を
紹
介
し

ま
す
。

2

資
源
と
鉄
蓋「
豊
富
」

な「
豊
富
町
」

　

豊
富
町
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
12
種
と

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
４
種
が
あ
り
、
カ

ー
ド
は
北
海
道
内
最
多
と
な
っ
て
お
り

「
マ
ン
ホ
ー
ル
が
豊
富
な
ま
ち
」
と
し

て
、
巷
で
は
ウ
ワ
サ
に
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
、
２
）
。

　

豊
富
町
は
北
海
道
の
最
北
部
天
塩
平

野
、
宗
谷
管
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
北
は
稚
内
市
、
南
は
幌
延
町
、
東

は
猿
払
村
に
接
し
、
西
は
日
本
海
に
面

し
て
い
ま
す
。
市
街
地
の
周
辺
は
、
下

エ
ベ
コ
ロ
ベ
ツ
川
沿
い
に
発
達
す
る
沖

写真３　マンホールカ
ード（ガンダム）

積
面
と
標
高
１
０
０
㍍
前
後
の
低
平
な

丘
陵
性
山
地
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
酪
農
と
観
光
を
基
幹
産
業
と

す
る
町
で
あ
り
、
本
町
を
代
表
す
る
酪

農
で
は
、
生
乳
の
生
産
量
が
６
万
４
千

㌧
あ
り
、
そ
の
生
乳
か
ら
飲
料
牛
乳
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
製
造
さ
れ
、
道
内
に
約

１
１
０
０
店
舗
を
持
つ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
「
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
」
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
代
表
的
な
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
固
有
種
や
絶
滅
を
危
惧
さ
れ
る

野
鳥
な
ど
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る

「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
（
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ

ツ
国
立
公
園
）
」
と
１
９
２
６
年
に
石

油
の
試
掘
中
に
天
然
ガ
ス
と
と
も
に
温

泉
が
噴
出
し
た

日
本
最
北
の
温

泉
郷
「
豊
富
温

泉
」
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
温

泉
と
と
も
に
噴

出
し
て
い
る
天

然
ガ
ス
は
、
温

泉
地
区
の
宿
泊

施
設
や
豊
富
牛
乳
公
社
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

工
場
で
燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ほ

か
、
町
有
の
入
浴
施
設
で
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」
や
総
合
交
流
施
設
で

あ
る
「
湯
の
杜
ぽ
っ
け
」
で
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
発
電

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
温
泉
は
油
分
を
多
く
含

ん
だ
泉
質
で
日
本
唯
一
の
温
泉
で
あ
り

ま
す
。
火
傷
へ
の
効
能
の
ほ
か
、
近

年
、
乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
皮
膚
疾

患
に
効
能
が
高
い
と
評
価
を
受
け
て
お

り
、
２
０
１
７
年
７
月
に
は
厚
生
労
働

省
よ
り
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施

設
」
の
認
定
を
受
け
、
入
浴
料
や
交
通

費
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
っ
た
こ

写
真
４　

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
か
ら
日

本
海
越
し
に
臨
む
利
尻
山

ホ
ー
ル
鋳
鉄
蓋
：
02
年
４
月
設
置
、
写

真
４
）

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
玄

関
口
で
あ
る
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
か
ら
望
む

日
本
海
を
背
景
と
し
て
、
海
岸
草
原
に

咲
く
代
表
的
な
花
「
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ

リ
」
、
豊
富
町
の
花
「
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
」
、
町
か
ら
一
望
で
き
る
「
利
尻
富

士
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
【
旧
建

設
課
下
水
道
係
、
住
民
投
票
】

　

（
２
）
『
と
よ
と
み
君
』
マ
ン
ホ
ー

ル
（
家
庭
用
下
水
道
点
検
用
マ
ン
ホ
ー

ル
鋳
鉄
蓋
：
02
年
４
月
設
置
）

　

酪
農
が
盛
ん
な
豊
富
町
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
89
年
度
に
誕
生
し
た
『
と
よ

と
み
君
』
。
牛
な
の
に
身
軽
な
動
き
と

憎
め
な
い
顔
が
注
目
を
集
め
、
子
ど
も

た
ち
に
人
気
で
す
。
観
光
行
事
に
現

れ
、
町
民
の
足
元
に
も
現
れ
る
『
と
よ

と
み
君
』
。
そ
ん
な
『
と
よ
と
み
君
』

を
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
【
旧
建
設
課
下
水
道
係
、
住
民
投

票
】

　

（
３
）
豊
富
町
下
水
道
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
・
夕
景
カ
ラ
ー
（
下
水
道
本

管
点
検
用
：
18
年
12
月
設
置
）

　
　

日
本
最
北
の
温
泉
郷
「
豊
富
温

泉
」
の
湯
は
、
全
国
で
も
珍
し
く
油
分

が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
夕
焼
け
色
を

し
て
い
ま
す
。
火
傷
へ
の
効
能
の
ほ
か

乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
疾
患
に
も
効
能
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
温
泉
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

【
豊
成
建
設
㈱
寄
贈
】

　

（
４
）
ポ
ケ
ふ
た
豊
富
町
（
ア
ロ
ー

ラ
ロ
コ
ン
１
匹
と
ミ
ル
タ
ン
ク
２
匹
が

描
か
れ
て
い
る
：
19
年
12
月
設
置
）

　

豊
富
町
は
乳
牛
が
１
万
４
千
頭
飼
育

さ
れ
て
い
る
酪
農
の
町
で
、
冷
涼
な
気

候
と
広
大
な
牧
草
地
の
な
か
、
乳
牛
た

ち
が
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
絞
っ
た
新
鮮
な
生
乳
か
ら
製
造

さ
れ
る
風
味
豊
か
な
豊
富
町
産
の
牛
乳

は
全
国
各
地
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ポ
ケ
モ
ン
寄
贈
】

　

（
５
）
豊
富
町
下
水
道
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
カ
ラ
ー

（
下
水
道
本
管
点
検
用
：
20
年
２
月
設

置
）

　

豊
富
町
で
生
産
さ
れ
る
生
乳
は
お
よ

そ
６
万
８
千
㌧
で
、
２
０
０
万
人
分
も

の
牛
乳
に
相
当
し
ま
す
。
見
渡
す
限
り

広
が
る
緑
の
丘
「
大
規
模
草
地
牧
場
」

が
町
営
の
牧
場
で
あ
り
、
町
内
や
周

辺
、
遠
く
は
本
州
の
酪
農
家
か
ら
集
め

ら
れ
た
お
よ
そ
１
５
０
０
頭
の
牛
の
哺

育
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
切
な
豊
富

町
在
住
の
牛
た
ち
を
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
【
佐
藤
産
業
寄

贈
】

　

（
６
）
と
よ
と
み
モ
ー
モ
ー
マ
ン
ホ

ー
ル
（
下
水
道
本
管
点
検
用
：
21
年
１

月
設
置
）

　

「
き
れ
い
な
豊
富
町
を
創
る
」
下
水

道
と
目
指
す
と
こ
ろ
は
一
緒
で
あ
る
産

業
廃
棄
物
処
理
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

が
、
豊
富
町
の
Ｉ
Ｔ
事
業
者
へ
デ
ザ
イ

ン
を
依
頼
し
、
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
「
酪
農
と
観
光
の
ま

ち
」
を
推
進
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
も

の
。
そ
の
優
し
い
タ
ッ
チ
の
牛
は
「
豊

か
な
資
源
の
あ
る
豊
富
町
」
か
ら
、
歴

史
あ
る
現
行
の
基
幹
産
業
を
維
持
し
な

が
ら
も
、
時
代
の
波
に
乗
り
、
何
か
新

し
い
産
業
を
掘
り
起
こ
す
と
い
っ
た
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
ま
す
。
【
豊
富
町
産
廃
処
理
協
同

組
合
寄
贈
】

　

（
７
）
し
ぜ
ん
と
牛
〔
下
水
道
本
管

点
検
用
：
21
年
12
月
設
置
、
写
真

（
左
）
〕

　

「
豊
富
は
お
い
し
い
牛
乳
を
出
し
て

く
れ
る
牛
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
大
き

い
牛
と
そ
の
子
ど
も
の
小
さ
い
牛
を
描

き
ま
し
た
」
。
【
原
作
・
豊
富
小
学
校

２
年
生
、
豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

寄
贈
】

　

（
８
）
豊
富
の
平
和
を
願
っ
て
〔
下

水
道
本
管
点
検
用
：
21
年
12
月
設
置
、

写
真
５
（
右
）
〕

　

「
自
分
の
故
郷
で
あ
る
こ
の
豊
富
の

平
和
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
描
き
ま
し
た
」
。
【
原

作
・
兜
沼
中
学
校
２
年
生
、
豊
富
町
産

廃
処
理
協
同
組
合
寄
贈
】

　

（
９
）
ガ
ン
ダ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
豊
富

町
（RX-78-2　

GUNDAM

：
２
０

２
２
年
４
月
設
置
）

　

豊
富
町
が
誇
る
名
所
「
奇
跡
の
湯
・

豊
富
温
泉
」
と
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
』
に
登
場
す
る
Ｍ
Ｓ
（
モ
ビ
ル
ス
ー

ツ
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

豊
富
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
「
ジ
ェ
ッ
ト
・
ス
ト

リ
ー
ム
・
ア
タ
ッ
ク
作
戦
」
で
連
携
し

て
い
る
稚
内
市
お
よ
び
天
塩
町
と
の
回

遊
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
【
旧
サ
ン

ラ
イ
ズ
寄
贈
】

　

（
10
）
ガ
ン
ダ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
豊
富

町
（MS-09　

DOM

：
22
年
４
月
設

置
）

　

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
に
豊
か
に
咲
き
誇
る

町
の
花
「
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
」
と
『
機
動

戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
に
登
場
す
る
Ｍ
Ｓ
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
町
営
の

総
合
交
流
施
設
「
湯
の
杜
ぽ
っ
け
」
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
【
旧
サ
ン
ラ
イ
ズ

寄
贈
】

　

（
11
）TOYOTOMI PROUD

（
下
水
道
本
管
点
検
用
：
22
年
12
月
設

置
、
写
真
６
（
左
）
）

　

「
豊
富
の
有
名
な
牛
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
、
温
泉
、
ア
イ
ス
、
遠
く
に
見
え
る

利
尻
富
士
を
描
き
ま
し
た
！　

豊
富
町

が
大
好
き
で
す
」
。
【
原
作
・
豊
富
小

学
校
２
年
生
、
豊
富
町
産
廃
処
理
協
同

組
合
寄
贈
】

　

（
12
）
牛
乳
の
ま
ち
豊
富
〔
下
水
道

本
管
点
検
用
：
22
年
12
月
設
置
、
写
真

６
（
右
）
〕

　

「
と
よ
と
み
君
と
、
豊
富
な
ら
で
は

の
サ
イ
ロ
を
描
き
ま
し
た
!!
」
。
【
原

作
・
兜
沼
中
学
校
３
年
生
、
豊
富
町
産

廃
処
理
協
同
組
合
寄
贈
】

5

豊
富
町
の
下
水
道
事
業

　

最
後
を
締
め
く
く
る
の
は
下
水
道
事

業
の
紹
介
で
す
。
本
町
下
水
道
事
業

は
、
97
年
度
に
事
業
着
手
し
て
お
り
、

分
流
式
排
除
方
法
を
採
用
し
、
汚
水
は

終
末
処
理
場
へ
雨
水
は
河
川
へ
直
接
排

水
と
し
て
、
02
年
３
月
に
供
用
開
始
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
下
水
道
管
路
は
汚
水
管
が
27

㌔
㍍
、
雨
水
管
が
２
㌔
㍍
の
計
29
㌔
㍍

と
な
る
、
主
に
市
街
域
を
対
象
と
し
た

延
長
の
短
い
下
水
道
管
路
と
な
り
ま

す
。

　

汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
人
口

３
６
５
１
人
に
対
し
、
市
街
域
が
メ
イ

ン
と
な
る
下
水
道
処
理
区
域
人
口
２
７

６
２
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
下
水
道

処
理
人
口
普
及
率
は
75
・
65
％
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
事
業
認
可
区
域
内
の
整

備
率
と
し
ま
し
て
は
、
１
８
１
㌶
に
対

し
１
６
４
・
31
㌶
の
整
備
が
完
了
し
、

整
備
率
90
・
78
％
と
一
段
落
終
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
土
地
整
備
が
発
生
し
た
都
度
、

下
水
道
需
要
に
応
じ
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

　

雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
17
年
度
よ
り

３
カ
年
を
か
け
、
浸
水
多
発
区
域
の
雨

水
管
渠
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
区
域
内
浸
水
被
害
も
な
く
な
り
、

雨
水
事
業
は
一
時
休
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
環
境
保
全
に
努
め
、
道
北
３

市
町
で
連
携
し
、
豊
富
町
の
名
前
の
由

来
で
あ
る
「
豊
富
な
資
源
」
を
未
来
永

劫
保
ち
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ガ
ン
ダ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
（
ド
ム
）

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
道
北
３
市
町
が

そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
と
と
も
に
、
お
菓
子

『
白
い
恋
人
』
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
お
な

じ
み
の
利
尻
富
士
が
望
め
る
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）
。
ど
こ

の
地
域
で
も
、
い
つ
の
時
代
も
こ
の
風

景
と
私
の
故
郷
は
、
大
切
に
次
の
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
豊
富

町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の

任
務
に
日
々
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
つ
の
日
か
豊
富
町
へ
お
越
し
い
た
だ

き
、
12
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
マ
ン
ま
！　

見
〜
や
!!

オンライン環境新聞
環境新聞オンラインは、『環境新聞』の本紙情報に加え、

速報ニュース、オンラインサイトのオリジナルニュース、特集企画などを
ＰＣ&モバイルに配信する新サービスです。

ＰＣとスマホにあなたの知りたい
「環境」に関する最新情報を配信

03-3359-7528

①お手持ちの電子端末に対応
環境新聞の記事をお手持ちのスマホやPC、タブレットでご購読
いただけます。

②プレミアム会員：新聞の既存年間購読者は月額＋440円（税込）
既存の年間購読者は年間購読料 26,400円＋月額440円（年間＋5,280円)
でご契約日から全機能をご活用できます。

③『環境新聞』（毎週水曜日発行）のPDF 版閲覧
毎週水曜日に発行の『環境新聞』全紙面をPDF でお読みいただけます。

④法人契約も可能
会社や団体様での契約で購読料がお得になります。

⑤過去記事の検索
環境新聞に掲載された過去２年間の記事を検索・閲覧できます。

⑥記事のクリッピング
読みたい記事だけをまとめて保存可能です。

⑦環境新聞社発行書籍の販売
環境新聞社が発行する書籍を本サイトから購入いただけます。

購読料金

●オンライン単体プラン（税込）：（月額）2,420円 （年額）26,400円
* 環境新聞の年間購読をお申込みの方は年間購読料、
26,400円＋月額440円（税込）で
「環境新聞オンライン」のすべての機能を活用いただけます。

●法人契約の料金について（税込）＊自動更新
5ID（月額） 10,890 円 （年額）130,680円
10ID（月額） 19,360 円 （年額）232,320円
20ID（月額） 33,880 円 （年額）406,560円

環境新聞オンライン 7つの特徴

新規登録会員を新規登録会員を
募集募集中中！！！！

登録月の月末までは
無料です。

新規登録会員を
募集中！！
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低耐荷力管推進工法・圧入式

帯

［東北地区］
（有）赤坂推建工業 ☎0176（24）2147

荒川施設工業（株） ☎0182（32）3974

（株）エンドー総建 ☎024（947）3861

（株）大和田工務店 ☎0247（72）3243

（有）クマガイ工業 ☎0197（72）5890

斎藤電建工業（株） ☎024（575）3194

（株）サボウテクノ ☎0246（29）5050

中田建設工業（株） ☎022（348）2348

［関東地区］
（株）アイ・ビー・エンジニアリング ☎048（839）8348

（株）イーコン ☎046（272）0201

（株）稲見商店 ☎0280（62）1591

エンドウ・エコレイズ㈱ ☎03（3897）6292

影山建設（株） ☎042（779）0112

（株）カナコー ☎042（746）1221

グルンド興機（株） ☎042（557）1220

京葉テクノサービス（有） ☎04（7172）8310

（有）新星興業 ☎047（446）7312

新門司開発（株） ☎03（3901）1341

（有）大誠土木 ☎042（951）3660

（株）東特 ☎048（983）7222

日栄推工（株） ☎043（231）8144

（株）ハシックス ☎045（410）7713

長谷川建設工業（株） ☎0476（35）3472

（株）富士土建 ☎042（752）8891

（株）プロスパー ☎045（306）8787

（株）ベスト ☎046（258）6973

豊栄企画（株） ☎048（449）6431

（株）松永建設 ☎048（798）1751

三井興業（株） ☎048（295）6784

（有）リバーテクノ ☎045（814）6391

［北陸地区］
（有）技建工業 ☎0766（64）6633

（株）テックアサヒ ☎025（277）2447

（株）吉田建設 ☎0256（72）2391

［中部地区］
アサヒエンジニアリング（株） ☎053（485）1000

（有）翔建 ☎0564（48）8241

勢州建設（株） ☎059（382）5577

地建興業（株） ☎0566（21）0691

［関西地区］
アサヒ技建 ☎06（6991）0369

（株）キョウエイ２１ ☎072（288）1007

（株）清川組 ☎0745（72）2781

㈱三愛基礎工業 ☎0734（52）4530

大善建設（株） ☎072（981）3081

（株）タカヨシ工業 ☎072（800）7660

奈良シールド工業（株） ☎0743（59）2100 

ヤスダエンジニアリング（株） ☎06（6561）5788

［中国・四国地区］
（株）愛建設 ☎089（979）1188

（株）青木建設 ☎083（282）2535

（有）コーワシビル ☎0852（37）2311

（株）ジャパン特殊 ☎083（251）2035

（株）平井組 ☎0868（42）2158

（株）蓬莱組 ☎086（265）5671

（株）美作開発 ☎0868（42）7020

三宅建設（株） ☎086（425）1717

［九州地区］
松栄技建（株） ☎0952（71）8202

多賀谷推進（有） ☎0948（24）8696

《賛助会員》
（株）ヴァンテック ☎03（3496）1313

スピーダーレンタル（株） ☎042（691）8981

中川ヒューム管工業（株） ☎029（893）3218

（有）モグラ研究所 ☎03（5719）3733

（㈲モグラ研究所内）

2023年7月現在　会員数59社

豊富な経験と信頼で結ばれた

〒574-0053　大阪府大東市新田旭町1番12号　TEL 072-806-7177　FAX 072-806-7178

調査・修繕・改築のご相談は…… 管路協関西支部 検 索

資格認定制度のご案内

〈正会員〉 
㈱ 青 木 実 業
㈲ 明 石 環 境 開 発
㈲ 明 石 浚 渫 興 業
アクアソリューション㈱
㈱ ア ー ク ス
ア ス カ 工 業 ㈱
ア ー バ ン テ ッ ク ㈱
芦森エンジニアリング㈱
㈱ 尼 崎 浄 水 工 業 所
新 井 建 設 ㈱
㈱ ア レ イ サ ー ビ ス
㈱ イ ノ ウ エ
㈱ 井 上 工 業
㈱ 植 田 建 設 工 業
㈱ エ コ ・ テ ク ノ
㈱ S I C
㈱ S Y C
㈱ エ ス ワ イ ミ ハ ラ
㈱ F M R
㈱ 近 江 美 研
㈱ 大 川 商 事
㈱ 大 阪 環 境
大 阪 設 備 管 理 ㈱

㈱ 交 野 興 業
㈱大阪防水建設社 大阪支店

㈱ 河 合 清 掃 社
㈱環境衛生水処理センター
㈱環境開発 大阪営業所
環 境 テ ク ノ ス ㈱
㈱ 関 西 工 業 所
㈱関西パイプランニング
管 清 工 業 ㈱ 大 阪 支 店
㈱カンツール 大阪営業所
㈱ か ん と ー す
北 大 阪 環 境 ㈱
㈱極東技工コンサルタント
近 畿 興 業 ㈱
京 都 環 境 開 発 ㈱
京 和 産 業 ㈱
㈱ ク ボ タ ケ ミック ス
車 谷 環 境 設 備 ㈱
㈲ケアフル・クリーン
京阪神道路サービス㈱
㈱ ケ ン セ イ
神戸クリーナー興業㈱
㈱ 幸 和 道 路 管 理
㈱ コ ギ タ
サ ン エ ス 建 設 ㈱
サンシンホールディングス㈱
㈱三水コンサルタント
㈱ サ ン ダ

㈱ 杉 優
ジャパ ン サ ー ビ ス ㈱
㈱シュア・テクノ・ソリューション．
㈱ 城 南 開 発 興 業
白 瀬 浚 渫 興 業 ㈱
㈱ ジ ン テ ッ ク
㈱ 伸 和 設 計 事 務 所
㈱ ス イ カ ン
㈱ 末 廣 興 業
大 工 園 設 備 工 業 ㈱
大 興 建 設 ㈱
大 幸 道 路 管 理 ㈱
㈱ ダ イ ニ 工 業
大 東 衛 生 ㈱
大 明 道 路 管 理 ㈱
武 田 興 業 ㈱
中 部 工 業 ㈱
東 亜 グ ラ ウト 工 業 ㈱
㈲ 東 阪 ア メ ニ テ ィ
㈱ 東 洋 工 業 所
東 和 ク リ ー ナ ー ㈲
㈱ ト キ ト
都 市 ク リ エ イ ト ㈱
㈱ 豊 浦 浚 渫
南 丹 清 掃 ㈱
日 本 ジ ッ コ ウ ㈱

㈱ 橋 本 設 備 工 業 所
八 光 興 業 ㈱
阪 神 環 境 事 業 ㈱
東 山 管 理 センタ ー ㈱
㈱ 兵 庫 技 研
藤 澤 産 業 ㈱
藤 野 興 業 ㈱
平 和 興 業 ㈱
ペ ン タ フ ㈱
的 場 商 事 ㈱
㈱ マ ン ト ク
ミ ザ ッ ク ㈱
㈱ 水 原 土 木
メタウォーター㈱ 西日本営業部
㈱ メ ッ ト
山 本 環 境 整 備 ㈱
㈱ U D I

〈賛助会員〉 
（一社） Kanaflex工法協会 西日本オフィス
㈱住吉製作所 管路機器事業部
長島鋳物㈱大阪営業所
日之出水道機器㈱ 近畿エリアグループ
大阪・下水道メンテナンス事業協同組合

各社の保有数は関西支部のホームページで

　資格認定制度とは、下水道管路施設の適正な管理に貢献し、管路施設の管理業務の履行について
知識と技術・技能を持つ者を、資格認定する制度です。
　資格の種類は総合技士、主任技士、専門技士（清掃、調査、修繕・改築）の３種類があります。

※ 国土交通大臣登録資格 ※
　国土交通省の「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格登録規定」に基づく技術者。
　資格登録簿に、下水道管路管理専門技士（調査部門）が点検業務の担当技術者として、下水道管路管理主任
技士が点検、診断管理技術者として登録されました。

下水道管きょの危機を救う
２つのリニューアル工法
下水道管きょの危機を救う
２つのリニューアル工法

https://www.fft-s.gr.jp
事務局 右のQRコードからFFT工法協会のホームページにアクセスできます

東　京
大　阪

〒108-6030  東京都港区港南2-15-1（品川インターシティA棟）タキロンシーアイシビル（株）内
〒530-0001

TEL（03）6711-4517　FAX（03）5463-1121
TEL（06）6453-7170　TEL（06）6453-5310大阪市北区梅田3-1-3（ノースゲートビルディング）タキロンシーアイシビル（株）内

施工前

施工後

（公社）日本下水道協会 Ⅱ類資器材

高強度の複合管を構築
簡易製管設備で経済性向上
モルタル打設時の支保工が
不要で施工性向上

POINT

非近接施工が可能
少ない施工占有面積
優れた耐久性・耐震性

POINT

既設管きょの内側に配置した
補強リングにLFパネルとファ
スナーをかん合し、既設管きょ
と表面部材の間に充てん材を
注入することで、既設管と一体
となった複合管を構築する
リニューアル工法です。

適用管径 φ150～φ800

自立管・二層構造管の材料選択が可能

強度が必要な場合に 防食・止水等の目的に

Gtype
（自立管対応）

Ltype
（二層構造管対応）

特殊ガラスライナーに熱硬化
性の樹脂を含浸させた材料を
下水管きょ内に引込み、蒸気で
硬化させ、強度のある平滑な
FRPパイプを形成して管きょを
リニューアルする工法です。

（公社）日本下水道協会 Ⅱ類資器材

材料断面図
既設管きょ

適用
管径

円形：φ800 ～ φ2000
矩形：□800 ～ □5000

施工後

材料断面図

ファスナー

軸筋

ブラケット

充てん材補強リング

LFパネル

既設管

スペーサー

ロックパーツ

施工前

飯　島　組
共　　立

島　　 岡
芦　　 富

アーバンテック

東　洋　建　設

大阪設備管理
西 歓 興 業

エスワイミハラ
S 　 Y 　 C

　東阪アメニティ
弘　伸　商　事

フマイクリーンサービス

古　川　技　建

　 サ ン ヨ ウ

三協クリエイト

久  一  建  設
上田建設工業
　 沖村総合建設
河　建　工　業
木　下　建　設
　 協成建設工業
　  Ｋ ・ Ｋ
　 建　　 　 光
　  台 良 工 務 店
　 月　　  　形
　  園 田 建 設
宮本建設工業
　 古　　 　 島
　 リ ュ ウ キ
　 ゼ ン ケ ン

筑紫野市浄化槽センター

前 田 環 境

　  I M A Z
　 ビ ー メック

五  曠  建  設
Ｌ　Ｄ　Ｓ

大　鉄　工　業

S 　 I 　 C

ダイイチコンストラクション

陽　光　興　産

エスケーシー技術

東海維持管理工業

中　  村　  正

東　洋　地　工

滋賀県草津市青地町 270-5（　住吉製作所）

滋賀県草津市青地町 270-5（　住吉製作所）

福岡県福岡市西区小戸 3-50-20（　環境施設内）

札幌ドーム
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月1日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

4日
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下水道管路管理技術施工展2023高知下水道管路管理技術施工展2023高知
10
月
19
日
、高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で

管
更
生
は
じ
め
管
路
管
理
全
般
を
網
羅
し
た
技
術
が
集
結

展示内容

高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル

講
演
会（
無
料
）

（五十音順、7月20日現在）最新情報はホームページ（https://www.jascoma.com）、Twitter（https://twitter.com/gesuidosekoten）をご確認下さい。

20 40 20 2040 20 4040 20 40

203
137
114
108
104
103
131
132
122
125
121
118
127
116
117
135
113
105
204
204
134
101
130
201
202
115
102
120
123
136
128
111
205
126
112
110
129
119
124
107
109
106
133

イギリス発祥の画期的な洗浄工法です。
遠隔操作カメラシステム・マンホ－ル調査用カメラ・衝撃弾性波法等のご紹介。
塩ビ樹脂を使用したEX工法およびダンビ－工法の施工実演と特長のご紹介。
大口径管補修「エアーモールド工法」のデモンストレーションを実施します。
下水管清掃に活躍する４ｔ高圧洗浄車を展示致します。
ASS－L・H工法本管取付管一体型の展示及び実演をご覧下さいませ。
SWライナー工法の実機展示と製管工程の実演をおこないます。
中小口径のFFT－S工法～大口径のストリング工法の優れた特徴を是非ご覧下さい。
狭い道の施工等工法特徴詳解パネル展示及び新しいスクリーニング技術紹介。
マンホールの長寿命化に貢献！　マンホール鉄蓋・鉄枠修繕改築にMR2工法。
非開削マンホール更生・防食技術のＭＬＲ工法をご覧下さい。
全面更生、取付管更生のデモ施工。様々な管きょ補修システムのパネル展示。
日本初EV強力吸引作業車！　新型２トン高圧洗浄車（クラス最大の水タンク）！
管内清掃や点検調査ロボットにおける新技術について実演を含め紹介します。
管路調査を遠隔で行う「ロビオンES」他、様々な維持管理製品を展示します。
本管及び取付管検査TVカメラなど多数のカメラシステムを展示しています。
実物大の矩形模型を設置しライニング材の融着及び製管状況を見て頂きます。
防食・止水・補強・マンホール耐震補強について、パネルと映像にて説明。
浦戸湾東部流域下水道の紹介。
南海トラフ地震に備え進めている「幹線管渠の耐震化」等のパネル展示を実施。
小断面から大断面、本管から取付管、そしてマンホールまで様々な更生技術。
当協会はマンホールの改築工法（更生・防食）を展示しております。
時代は光硬化！　低コスト・速さ・高品質を実現した最新技術をご紹介します。
酸欠対策用の空気呼吸器、ホースマスクを始めとする各種保護具を展示します。
作業員の安全を守る各種携帯用ガス検知器、酸素計、硫化水素計をご紹介。
大口径管きょの止水プラグや環境に配慮した電気燃焼式トイレを展示します。
下水道施設の維持管理時代に合わせた、鉄蓋交換工法及び次世代鉄蓋のご紹介。
特殊条件にも対応可能な当工法について、資料をご用意して説明いたします。
更生管穿孔機「南陽モールei-bi-5」と人孔蓋替円形切断「南陽マンホールソー」を展示。
ISN工法のパネルとサンプル展示・高強度ガラスライナー実演施工。
円形、矩形、馬蹄形などのあらゆる形状・サイズの管路に、SPR工法！
4 k高画素で、展開式と直側式の調査が可能なカメラシステムを展示します。
審査証明書を交付した主に管きょ更生工法の技術内容がわかる資料を展示紹介。
マンホールと管きょ接続部を新たな耐震構造に改善する非開削耐震化工法。
パルテム・フローリング工法、ＳＺ工法を分りやすくご説明します。
取付管削孔ロボット・ハイビジョンカメラ搭載カメラ車・止水プラグを展示。
光硬化工法は本管・取付管・マンホール全ての下水道施設を光硬化で更生します。
調査機器を主にこれからの維持管理に必要とされる機材をご紹介いたします。
効率的なマンホール蓋の取替工法「GMラウンド工法」を展示します。
管路スクリーニング走行型調査用ドローン。
管路施設のWEB監視システムと圧力チップ（C・G）をご紹介します。
自走＆カメラ付の最新型穿孔機やカメラ付取付管削孔機を展示いたします。
大口径、マンホール、小口径の更生工法を展示しております。

内容、スケジュール等一部変更となる場合もございます。

アイスピグ中国四国地域協会
株式会社アクア美保
EX・ダンビー協会
EPR工法協会
いすゞ 自動車首都圏株式会社　アチューマット部
ASS工法協会
SWライナー工法協会
FFT工法協会
エポフィット工法協会、㈱シュア・テクノ・ソリューション.
MR2工法協会　四国支部
MLR協会
オールライナー協会
兼松エンジニアリング株式会社
管清工業株式会社
株式会社カンツール
株式会社キュー・アイ
クリアフロー工法協会
クリスタルライニング工法協会
高知県
高知市
3SICP技術協会
JERコンクリート補改修協会
J-TEX工法協会
株式会社重松製作所
新コスモス電機株式会社
株式会社スワレント
全国パラボラ工法協会、長島鋳物株式会社
Two-Wayライニング工法協会
株式会社南陽
日本インシチュフォーム協会
日本SPR工法協会　中四国支部
日本エレクトロセンサリデバイス株式会社
公益財団法人日本下水道新技術機構
日本スナップロック協会
パルテム技術協会
株式会社ビーエスエル
光硬化工法協会　中国四国地域支部
有限会社ビッグバレイサービス
日之出水道機器株式会社　中四国支店
フジ地中情報株式会社
ペンタフ株式会社
株式会社北菱
ポリエチレンライニング工法協会
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０
２
３
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催
＝
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水
道
管
路
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業
協
会
、
同
中
国
・
四
国
支
部
、
事
務
協
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＝
環
境
新
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社
）
が
10
月
19
日
（
木
）
、
高
知
市
の
高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
。
管
更
生
の
み
な
ら
ず
管
路
管
理
全
般
を
網
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す
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術
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工
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と
す
る
た
め
、
今
回
か
ら
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を
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下
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道
管
更
生
技
術
施
工
展
」
か
ら

変
更
し
た
。
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回
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と
な
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展
に
は
45
社
・
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生
工
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術
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、
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。

　

下
水
道
管
渠
の
老
朽
化
に
対
処
し

道
路
陥
没
な
ど
の
事
故
を
未
然
防
止

す
る
た
め
、
管
渠
の
修
繕
改
築
が
活

発
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
道
路
を
開
削
し
な
い

管
更
生
工
法
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
実
際
に
地
方
自
治
体
が

採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
工
法

の
施
工
法
や
適
用
範
囲
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
ず
、
ど
の
工
法
を
選
べ
ば
よ
い

の
か
担
当
者
は
戸
惑
っ
て
い
る
の
が

実
情
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
本
展
示
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で
は
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新
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各
種

更
生
工
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お
よ
び
関
連
技
術
・
製
品

を
一
堂
に
集
め
、
デ
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ン
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ト
レ
ー
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行
う
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今
回
は
、
下
水
道
管
更
生
技
術
の

み
な
ら
ず
、
清
掃
・
調
査
機
器
、
安

全
管
理
・
耐
震
技
術
な
ど
下
水
道
の

管
路
管
理
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般
を
網
羅
。
官
公
庁
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自
治
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、
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工
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設
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ン
サ
ル
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者
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ョ
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で
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。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル

で
は
、
官
公
庁
・
自
治
体
担
当
者
ら

に
よ
る
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（
参
加
無
料
）
。
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時
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分
～
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国
土
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通
省
水
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理
・
国
土
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局
下
水
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マ
ネ
ジ
メ
ン
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下
水
道
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時
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時
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分
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高
知
市
上
下
水
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局
の

担
当
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が
「
高
知
市
に
お
け
る
下
水

道
管
路
管
理
の
取
組
み
」
（
仮
題
）

に
つ
い
て
講
演
す
る
。
司
会
は
２
０

２
３
年
ミ
ス
日
本
「
水
の
天
使
」
竹

田
聖
彩
さ
ん
が
務
め
る
。

　

ガ
イ
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が
出
展
ブ
ー
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を
案
内

し
、
各
出
展
社
・
団
体
か
ら
説
明
を

受
け
る
「
会
場
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」

も
行
う
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３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
お
り
、
Ａ
コ
ー
ス
は
Ｅ
Ｐ
Ｒ
工
法

協
会
や
Ａ
Ｓ
Ｓ
工
法
協
会
、
ク
リ
ス

タ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
協
会
、
パ
ル

テ
ム
技
術
協
会
な
ど
、
Ｂ
コ
ー
ス
は

Ｅ
Ｘ
・
ダ
ン
ビ
ー
協
会
や
オ
ー
ル
ラ

イ
ナ
ー
協
会
、
ク
リ
ア
フ
ロ
ー
工
法

協
会
、
日
本
ス
ナ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
協
会

な
ど
、
Ｃ
コ
ー
ス
は
Ｆ
Ｆ
Ｔ
工
法
協

会
や
３
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
技
術
協
会
、
日
本

Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
協
会
、
光
硬
化
工
法
協

会
な
ど
で
、
各
コ
ー
ス
で
約
10
の
ブ

ー
ス
を
巡
る
。
全
コ
ー
ス
午
後
（
13

時
45
分
～
）
か
ら
開
催
す
る
。
定
員

制
で
、
受
け
付
け
は
先
着
順
。
希
望

者
は
、
参
加
コ
ー
ス
、
名
前
、
所

属
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
電
子
メ
ー
ル

（sekoten@jascoma.com

）
で
事

前
に
申
し
込
む
。
期
限
は
10
月
６
日

（
金
）
ま
で
。

　

展
示
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
（
03

・
３
８
６
５
・
３
４
６
１
）
ま
た
は

環
境
新
聞
社
（
03
・
５
３
６
８
・
５

９
６
２
）
ま
で
。

長崎県大村市で開かれた昨年の施工展の会場風景

開催地・高知市の桂浜公園内
にある坂本龍馬像

実機用いたデモンストレーションを生で実機用いたデモンストレーションを生で

●お問い合せ先●

●管きょ更生・修繕改築の技術、設備
●コンクリート防食被覆の修繕改築技術、設備
●マンホール修繕改築の技術、設備
●管内洗浄・清掃の技術、機器
●点検・調査・診断・解析等の技術、機器
●安全衛生管理の技術、機器
●耐震化技術

公益社団法人日本下水道管路管理業協会
（本部、中国・四国支部）
事務協力：環境新聞社

● 展示会の詳細については当協会の
ホームページをご覧ください。

■無料シャトルバス運行

国土交通省四国地方整備局
高知県
高知市
中国四国地方下水道協会
公益財団法人日本下水道新技術機構

※ガイドツアー参加は事前登録制です。詳細はhttps://www.jascoma.comをご覧下さい。
※各コースの内容は予定です。変更になる場合もあります。

会場内ガイドツアー

高知龍馬空港
施工展会場JR高知駅

下水道管路管理技術施工展下水道管路管理技術施工展下水道管路管理技術施工展
管更生技術や維持管理機器等の下水道管路管理全般のデモを生で見ることができる中国・四国唯一の展示会

※今回より名称を「下水道管更生技術施工展」から変更いたします。

〒781-5101　高知県高知市布師田 3992-2高知ぢばさんセンター

日時：10月19 日（木）　12時25分～13時30分
場所：高知ぢばさんセンター・大ホール
　12:25 ～　講演会 開会
　　　　 司会　2023 ミス日本「水の天使」　　　  竹田 聖彩

　12:30 ～ 13:00
　　『マネジメント時代の下水道事業』
　　　国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部長　  松原　 誠　　

　13:00 ～ 13:30
　　『高知市における下水道管路管理の取組み』（仮題）
　　　高知市 上下水道局

※敬称略。タイトル、講師等は変更する場合がございますのでご了承下さい。

下水道管路管理技術施工展 2023 高知 講演会

EPR工法協会／ASS工法協会／クリスタルライニング工法協会／JERコンクリート補改修協会
全国パラボラ工法協会、長島鋳物／日本エレクトロセンサリデバイス／パルテム技術協会
ビーエスエル／フジ地中情報／ペンタフ／北菱

アクア美保／SWライナー工法協会／FFT工法協会／MR2工法協会／カンツール
キュー・アイ／3SICP技術協会／J-TEX工法協会／日本インシチュフォーム協会
日本SPR工法協会／光硬化工法協会／ポリエチレンライニング工法協会

EX・ダンビー協会／エポフィット工法協会、シュア・テクノ・ソリューション.／MLR協会
オールライナー協会／兼松エンジニアリング／管清工業／クリアフロー工法協会／スワレント
Two-Wayライニング工法協会／南陽／日本スナップロック協会／ビッグバレイサービス

事前登録は
こちら➡

※発熱や風邪症状のある方、
　体調が優れない方は
　ご来場をお控えください。



（40）令和 5年（2023 年）7月 26日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行） 【全面広告】

事務局 〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2丁目2-2 ラポール茅場町三恵ビル303号
TEL.03-6806-7133  FAX.03-6806-7144 https://www.ex-danby.jp

EX・ダンビー協会 支部登録会員 688社（2023.4.1現在）

小口径用(100～600mm)
施工実績 596km（2023.3末時点）

EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法EX工法

次の世代にまで受け継げる
強い管路を作りたい。

ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法ダンビー工法
中・大口径用(800～3000mm)
施工実績 349km（2023.3末時点）

186mm×254mm新イメージ２

（公社）日本下水道協会JSWAS K-19
（Ⅰ類規格）の登録品です。

（公社）日本下水道協会 Ⅱ類資器材登録品

さまざまな管路が私たちの生活を支えています。

しかし、それら管路にも寿命があり、機能を維持

させるためには管路の更新が欠かせません。

EX工法、ダンビー工法は、信頼性の高い硬質

塩化ビニル製の部材を用い、既設管内に新管と

同等の管路を構築します。更新した管路は、

優れた性能を維持して、長期に渡ってご使用

いただけます。

http://hinkakukyo.jp
品確協

Japan Pipe Rehabilitation Quality Assurance Association

日本管路更生工法品質確保協会

パ ル テ ム 技 術 協 会

一般社団法人

見
な
え

い

路
管

、
に

見
え
る

質
品

。
を

信頼できる技術の開発、施工技術者の育成、そして、信頼できる企業が仕事をする仕組みづくりを目指し、
14工法協会、材料メーカー、施工者とともにさまざまな取り組みを進めています。

管路更生の品質確保を支える団体／14工法協会
3 S I C P 技 術 協 会

E P R 工 法 協 会

E X ・ ダ ン ビ ー 協 会

F F T 工 法 協 会

S D ライナー工 法 協 会

オ ー ル ラ イ ナ ー 協 会

管路品質評価システム協会

クリアフロー工 法協会

日 本 S P R 工 法 協 会

日本インシチュフォーム協会

光 硬 化 工 法 協 会

ポリエチレンライニング工法協会

日本サブテラシステム協会

https://www.spr.gr.jp 下水道展’23札幌に出展中
【 ブースNo.  N2-10 】
下水道展’23札幌に出展中
【 ブースNo.  N2-10 】 北 海 道 、東 北 、北 関 東 、南 関 東 、東 海 、北 陸 、関 西 、西 日 本

神 奈 川 、茨 城 、栃 木 、新 潟


